
第二次身延町総合計画

平成２９年３月



はじめに 

 

 私たちの「身延町」は、青空の下、四季を織り

なす山々に囲まれ、空を映す水辺と透き通った

風がそよぐ豊かな自然に恵まれた、歴史と文化、

伝統が息づく魅力あふれるまちです。 

        

    

本町は、平成１６年９月１３日に誕生し、１２年が経過しました。 

この間、平成１９年３月に新町建設計画の基本方針や計画内容を尊重し、策定し

た第一次身延町総合計画により、町民の皆様と行政がお互いに知恵を出し合い、様々

な施策による町づくりに取り組んでまいりました。 

 しかしながら、出生率の低下と若者の転出による少子高齢化と人口減少、過疎化

がもたらす生活サービス供給の不足、生活の根幹となる雇用の創出など、今後も一

層の取り組みを推し進めていくことが求められています。 

このような状況のなか、平成２９年度から１０年間を期間とし、総合的かつ計画

的な行政運営を図るため、「第二次身延町総合計画」を策定しました。 

本計画は、第一次総合計画において、町づくりの将来像として提唱した「安らぎ

と 活力ある ひらかれたまち」を継承しつつ、未来の身延町の創造と更なる発展

に向けて策定しています。また、平成３１年度を目標年度として取り組みを進めて

いる「身延町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の施策も重点課題として取り込み

進めることとしています。 

 私は、本計画に掲げた施策を着実に実施し、町民の皆様が将来に向かって安心し

て暮らせるまちづくりを進めるとともに、町民の皆様に「生まれてよかった」「育っ

てよかった」「住んでよかった」と思っていただけるよう、町民優先を尊重し、全力

を挙げて取り組みを進めてまいりますので、皆様の積極的な参画とご支援をお願い

申し上げます。 

 結びに、本計画の策定にあたりましては、慎重なご審議のうえ答申をいただきま

した総合計画審議委員会委員の皆様をはじめ、町議会、町民の皆様に心から感謝を

申し上げます。 

 

 

平成２９年３月 

身延町長 望 月 幹 也 
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第第第第１１１１部部部部        序序序序                    ～身延のまちづくりを考える～身延のまちづくりを考える～身延のまちづくりを考える～身延のまちづくりを考える    

 

第第第第１１１１章章章章    総合計画の趣旨総合計画の趣旨総合計画の趣旨総合計画の趣旨    

 

１．策定の１．策定の１．策定の１．策定の 背景と趣旨背景と趣旨背景と趣旨背景と趣旨     

 

本 町 で は 、旧 3 町 の 合 併 協 議 会 の 協 議 と 合 意 の も と に 策 定 さ れ た「 新 町 建 設 計 画 」

の 基 本 方 針 や 計 画 内 容 を 十 分 に 尊 重 し つ つ 、 具 体 性 や 実 効 性 な ど に つ い て 検 討 を 加

え 、 ま ち づ く り を 推 進 す る た め の 総 合 的 な 指 針 と し て 、 平 成 19 年 度 か ら 平 成 28

年 度 ま で の 10 箇 年 を 計 画 期 間 と す る 「 第 一 次 身 延 町 総 合 計 画 」 を 策 定 し 、 こ の 計

画 が 目 指 す 将 来 像 「 安 ら ぎ と  活 力 あ る  ひ ら か れ た ま ち 」 の 実 現 に 向 か っ て ま ち

づ く り を 進 め て き ま し た 。  

こ の 間 、 各 地 を 襲 っ た 未 曾 有 の 大 災 害 、 長 引 く 不 況 に よ る 経 済 の 低 迷 、 大 都 市 圏

域 へ の 一 極 集 中 、 少 子 化 や 高 齢 化 の 進 行 、 人 口 減 少 社 会 の 到 来 、 急 激 に 進 む 情 報 化

な ど 、 私 た ち を 取 り 巻 く 社 会 環 境 は 、 大 き な 変 化 を 続 け て い ま す 。  

こ の よ う な 社 会 の 変 化 に 対 応 し 、住 民 の 生 活 を 豊 か に す る こ と を 実 現 す る た め「 第

二 次 身 延 町 総 合 計 画 」 を 策 定 し ま し た 。  

こ の 計 画 は 、 第 一 次 総 合 計 画 の 基 調 を 受 け 継 ぎ 、 本 町 の 更 な る 発 展 に 結 び つ け て

い く た め 、 様 々 な 課 題 や 住 民 の ニ ー ズ に 的 確 に 対 応 し 、 地 域 特 性 や 地 域 資 源 を 生 か

し 、 住 民 と 行 政 が 連 携 し 、 分 担 し て 個 性 的 で 元 気 な ま ち づ く り を 進 め て い く た め の

指 針 と し ま す 。  

 

 

■ 総 合 計 画 の 役 割 ・ 性 格■ 総 合 計 画 の 役 割 ・ 性 格■ 総 合 計 画 の 役 割 ・ 性 格■ 総 合 計 画 の 役 割 ・ 性 格  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

総 合 計 画 は 、 平 成 23年 ５ 月 に 「 地 方 自 治 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 」 が 公 布

さ れ 、基 本 構 想 の 法 的 な 策 定 義 務 が な く な り 、基 本 構 想 の 策 定 は 、市 町 村 の 判

断 に 委 ね ら れ る こ と と な り ま し た 。  

本 町 で は 、身 延 町 総 合 計 画 条 例 を 制 定 し 、総 合 計 画 は 、町 の 最 上 位 の 計 画 と

し て 位 置 付 け 、そ の 基 本 構 想 は 、町 が 目 指 す 将 来 像 や ま ち づ く り に 向 け た 基 本

理 念 を 示 し 、町 政 の あ ら ゆ る 分 野 を 対 象 と し た 総 合 的 か つ 計 画 的 な ま ち づ く り

の 指 針 と し て 、 将 来 像 の 実 現 の た め 推 進 す べ き 目 標 で あ る と し て い ま す 。  
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２．構成と期間２．構成と期間２．構成と期間２．構成と期間     

 

総 合 計 画 は 、「 基 本 構 想 」、「 基 本 計 画 （ 前 期 ・ 後 期 ）」 で 構 成 し て お り 、 こ の 取 り

組 み は 、 3 箇 年 分 の 「 実 施 計 画 」 を 毎 年 度 更 新 す る ロ ー リ ン グ 方 式 ＊ に よ り 進 行 管

理 を 行 い ま す 。  

 

■ 基本構想基本構想基本構想基本構想  

基 本 構 想 は 、 本 町 が 目 指 す 将 来 像 や ま ち づ く り に 向 け た 基 本 理 念 を 明 確 に す る

と と も に 、 目 指 す べ き 目 標 を 定 め 、 ま ち づ く り の 方 向 を 示 し ま す 。  

計 画 期 間 は 、 平 成 29(2017)年 度 を 初 年 度 と し 、 平 成 38(2026)年 度 を 目 標 年

度 と す る 10箇 年 計 画 と し ま す 。  

 

■ 基本計画基本計画基本計画基本計画  

基 本 計 画 は 、 基 本 構 想 で 定 め た ま ち づ く り の 方 向 を 目 標 と し て 、 そ の 実 現 に 必

要 な 政 策 体 系 を 分 野 別 に 定 め ま す 。  

計 画 期 間 は 、平 成 29(2017)年 度 か ら 平 成 33(2021)年 度 を 前 期 基 本 計 画 と し 、

こ れ に 続 く ５ 箇 年 計 画 を 後 期 基 本 計 画 と し ま す 。  

 

■ 実施計画実施計画実施計画実施計画  

各 課 ま た は 、 各 担 当 に お い て 、 基 本 計 画 で 定 め た 施 策 の 優先度 や 実 効 性 を見極

め 、 実 施時期 、事業内 容 、事業量を 計 画 し 、財源 を 示 す こ と に よ り 、 毎 年 度 の予

算編成 の 指 針 と す る も の で す 。  

実 施 計 画 は 、ＰＤＣＡサイクル＊ 検証結果を 基 本 に し て 、財政 計 画 ＊ や 行 政評価

システム＊ の運用と密接に 連動させ、計 画 期 間 を 3箇 年 と し 、毎 年 度 更 新 す る ロ ー

リ ン グ 方 式 ＊ に よ り 進 行 管 理 を 行 い ま す 。  
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第第第第２２２２章章章章    まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりのののの課題課題課題課題    

 

１．全国の１．全国の１．全国の１．全国の 社会社会社会社会 動向動向動向動向     

 

((((１１１１ ))))人口減少・少子高齢化人口減少・少子高齢化人口減少・少子高齢化人口減少・少子高齢化     

    

■ 人 口 減 少 社 会■ 人 口 減 少 社 会■ 人 口 減 少 社 会■ 人 口 減 少 社 会     

我が国の 総 人 口 は 、 平 成 20 年 をピークに 人 口 減 少過程に入っ て い ま す 。 人 口 減

少 は 、 経 済 や 社 会 に深刻な影響を も た ら す も の と懸念 さ れ て い ま す 。  

■ 少 子 高 齢 化■ 少 子 高 齢 化■ 少 子 高 齢 化■ 少 子 高 齢 化     

我が国で は 、世界の先進国の 中 で も類を み な い速度 で 、高 齢 化 が 進 行 し て い ま す 。

平 成 22 年 の国勢調査で 23％で あ っ た 高 齢 化率＊ は 、平 成 27 年国勢調査に お い て

26 .6%と な り 、超高 齢 社 会 ＊ に移行 し て い ま す 。  

ま た 、未婚化・晩婚化傾向 が 進 む な か 、全国的 に 急速な 少 子 化 が 進 行 し て い ま す 。

国に お け る 合 計 特殊出生率＊ は 、平 成 22 年 に 1 .39 人 、平 成 27 年 に 1 .46 人 と な

り 、 平 成 17 年 に過去最 低 の 1 .25 人 と な っ た 後わずか に 上昇し て い ま す が 、依然

と し て 低 い水準が 続 い て い ま す 。 こ の数値は 、先進国の 中 で も 低 い水準で あ り 、我

が国の 少 子 化 の 進 行 が 極 め て深刻な状況 と な っ て い る こ と を 示 し て い ま す 。  

 

((((２２２２ ))))グローバル経済の中での地域産業グローバル経済の中での地域産業グローバル経済の中での地域産業グローバル経済の中での地域産業     

    

■ 社 会 の グ ロ ー バ ル 化■ 社 会 の グ ロ ー バ ル 化■ 社 会 の グ ロ ー バ ル 化■ 社 会 の グ ロ ー バ ル 化     

日本 に在留す る外国人数は 、 平 成 20 年末にピークと な っ た 後 、 リ ーマンショッ

ク＊ を契機と し て 減 少傾向 に あ り ま し た が 、 平 成 25 年 か ら は再び増加 に転じ、 平

成 27 年末は約 223 万 2 千人 と 、 前 年末に比べ約 11 万人増に な り ま し た 。 平 成

27 年 の訪日外国人数は過去最 高 の約 1 ,973 万 7 千人 を記録し 、前 年比 47 .1％増

と 大幅な伸び を 示 し て い ま す 。 政府は 、東京オリ ンピック・パラリ ンピックが開催

さ れ る 平 成 32 年 に 向 け て 、訪日外国人数 2 ,000 万人 の早期 実 現 を 目 指 し 、ビザ要

件の緩和や 、外国人旅行者の 受入環 境 の整備、外国人ビジネス客の 取 り込み等に官

民 一 体 と な っ た 取 り 組 み を 進 め て い ま す 。  

■ 経 済 の グ ロ ー バ ル 化■ 経 済 の グ ロ ー バ ル 化■ 経 済 の グ ロ ー バ ル 化■ 経 済 の グ ロ ー バ ル 化     

各国の 経 済 は ま す ま す国際的 な 結 び つ き を強め 、我が国の産業構造も 、国際化 の

影響を 受 け 、 大 き く再編し て い く こ と が求め ら れ て い ま す 。 特 に 、製造業に お い て

は 、海外生産拠点へ のシフトに よ る国内産業の空洞化 が 進んで お り 、従来 の企業誘

致中心の産業振興は難し い状況 に あ り ま す 。 政府は 、 新興国を 中心に 急速に拡大 し

て い る世界のマーケット獲得に 向 け て 、TPP＊ 協 定 を はじめ と す る 経 済 連 携交渉を

推 進 し て い ま す 。  
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■ 地 域 間 競 争 の 激 化■ 地 域 間 競 争 の 激 化■ 地 域 間 競 争 の 激 化■ 地 域 間 競 争 の 激 化     

地 域 自 ら の創意工夫を 発揮し た ま ち づ く り が全国各 地 で 進 む こ と に よ り 、 地 域産

業に お い て も 地 域 間競争の 激 化 が予想 さ れ て い ま す 。 こ の た め 、 地 域 が保有 す る技

術や 資 源 を 効果的 に い か し 、産業間 を 結 び 付 け 、 新 た な 情 報 と技術を 加 え て 、 地 域

の創意 で 付 加価値を 生 み出し て い く 内 発型の産業づ く り が よ り 重 要 と な っ て き ま す 。 

 

((((３３３３ ))))環境に配慮した生活環境に配慮した生活環境に配慮した生活環境に配慮した生活     

    

■ 環 境 意 識 の 高 揚■ 環 境 意 識 の 高 揚■ 環 境 意 識 の 高 揚■ 環 境 意 識 の 高 揚     

人類の 生存に関わる 地球環 境問題 は 、オゾン層 ＊ の破壊や温暖化 の 進 行 な ど に

よ り 、 一層深刻化 し て い ま す 。 そ の た め 、 二酸化炭素等温室効果ガス ＊ の排出量

の削減 目 標 を掲げ、 環 境 改善が 進 め ら れ て い ま す 。  

こ の よ う な 地球規模の 環 境問題 に 加 え 、東日本 大震災 と福島第 一原子 力 発電所

の事故は 、電力供給不足や放射性物質に よ る 環 境汚染問題 を 改 め て考え させる契

機と な り 、省エネルギー や太陽光、風力等の再生可能エネルギー ＊ へ の関心が 高

ま っ て い ま す 。  

■ 環 境 保 全■ 環 境 保 全■ 環 境 保 全■ 環 境 保 全     

大量消費・ 大量廃棄の 生 活 の 現状を見直し 、 環 境負荷（ 環 境 に及ぼす悪影響）

の 低 減 へ の 様 々 な 取 り決め や規制 対 策 が 本格化 し 、持続可能な循環型社 会 づ く り

が 進 め ら れ て い ま す 。省エネ対 策 、ごみ の 減量化 ・ リサイクルの強化 な ど廃棄物

処理 を はじめ 、製造者や 住 民 一 人 ひ と り の日常的 な 環 境保全へ の 取 り 組 み が よ り

重 要 と な っ て い ま す 。  

    

((((４４４４ ))))本格的な本格的な本格的な本格的な ICTICTICTICT＊＊＊＊ 社会社会社会社会     

    

■ 情 報 通 信 技 術 の 進 展■ 情 報 通 信 技 術 の 進 展■ 情 報 通 信 技 術 の 進 展■ 情 報 通 信 技 術 の 進 展     

ICT＊ の 進 展 に伴い 、行動・状態等のデータの収集・分析が可能と な っ て い き ま

す 。 ま た 、 行 政 が保有 す るデータを 二 次利用可能な形で提供す る 取 り 組 み も 進 め

ら れ 、 経 済 の 活 性 化 や 社 会 的 課 題 の解決に 活用さ れ る こ と が 期待さ れ て い ま す 。  

■ 情 報 管 理 と 活 用■ 情 報 管 理 と 活 用■ 情 報 管 理 と 活 用■ 情 報 管 理 と 活 用     

平 成 25 年 5 月 に「 行 政手続 に お け る 特 定 の 個 人 を識別 す る た め の番号の利用

等に関す る 法 律 」が 成立し 、平 成 28 年 1 月 か ら 社 会保障、税、災 害 対 策 の 行 政

手続 き に お い てマイナンバー ＊ の利用が開始さ れ 、 行 政 の 効率化 と国民 の利便性

向 上 が図ら れ て い ま す 。インターネットを利用し た 様 々 なサービスが提供さ れ る

こ と に よ っ て 、 生 活 が便利に な る 一 方 で 、 情 報 へ の 不 正アクセス ＊ な ど に よ るサ

イバー犯罪＊ の脅威・個 人 情 報 の流出・プライバシー ＊ の侵害 な ど の危険性 が 急速

に増加 し て い ま す 。  
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((((５５５５ ))))ライフスタイルライフスタイルライフスタイルライフスタイル ＊＊＊＊ ・価値観の多様化・価値観の多様化・価値観の多様化・価値観の多様化     

    

■ ラ イ フ ス タ イ ル■ ラ イ フ ス タ イ ル■ ラ イ フ ス タ イ ル■ ラ イ フ ス タ イ ル ＊＊＊＊ の 多 様 化の 多 様 化の 多 様 化の 多 様 化     

ICT＊ 社 会 の 進 展 、経 済・文化 の グ ロ ーバル化 、女性 の 社 会参加 の 進 展 な ど を背

景に 、 人 々 のライフスタイル ＊ は多様 化 し て い ま す 。 こ の よ う な 中 でだれ も が 豊

か さ を 実感で き る よ う に す る た め に は 、 社 会 を 構 成 す る あ ら ゆ る 人 々 に と っ て暮

ら し や す い 、社 会 づ く り を 進 め て い か な く て は な り ません。ま た 、生涯学習活動、

ボランティア活動な ど 、だれ も が 自己実 現 で き る機会 の充実 は 、 住 民主体 の ま ち

づ く り に欠かせな い 要素に な り ま す 。  

■ 質 的 な 豊 か さ 志 向■ 質 的 な 豊 か さ 志 向■ 質 的 な 豊 か さ 志 向■ 質 的 な 豊 か さ 志 向     

物よ り も 、精神的 な心の 豊 か さ 、 そ し て質的 な 向 上 を求め る欲求が ま す ま す 高

ま り 、健康、 安全、 ゆ と り 、 自然、文化 、余暇な ど へ の志向 が今後 も 更 に強ま る

こ と が予想 さ れ ま す 。 ま た 、 個 性 化 を求め る志向 が よ り拡大 し 、田舎暮ら し を求

め る ニ ー ズ な ど多様 な価値観に 対 応 で き る 地 域 環 境 、 特 に そ れぞれ の 地 域 で暮ら

す魅力 を 住 民 が 実感で き る 環 境整備が求め ら れ ま す 。  

 

((((６６６６ ))))生活の安全の確保生活の安全の確保生活の安全の確保生活の安全の確保     

 

■ 防 災 ・ 防 犯 の ま ち づ く り■ 防 災 ・ 防 犯 の ま ち づ く り■ 防 災 ・ 防 犯 の ま ち づ く り■ 防 災 ・ 防 犯 の ま ち づ く り     

平 成 23 年 3 月 に 発 生 し た東日本 大震災 は 、 未 曾 有 の被害 を も た ら し ま し た 。

近年 、局地 的 な豪雨や豪雪、火山の噴火等の 自然災 害 が 発 生 し て お り 、東海地震、

首都直下地震、南海トラフ ＊ 地震等の 大規模地震に よ る 大 き な被害 の 発 生 が懸念

さ れ て い ま す 。 ま た 、全国的 に犯罪が多発 、多様 化 し て お り 、テロ な ど の脅威に

も備え 、 安全の 確保は 重 要 な 課 題 と な っ て い ま す 。  

こ の よ う な 中 で 、 災 害 に備え た危機管 理 体 制 の充実強化 と危機管 理 意識の浸透

を図り 、 自主防災 対 策 の強化 を はじめ 、犯罪防止へ の 意識を 高 め て 地 域ぐる み の

防犯活動に努め 、 安心し て暮らせる ま ち づ く り を 進 め て い く こ と が 一層重 要 に な

っ て い ま す 。  

 

((((７７７７ ))))地域間交流と連携地域間交流と連携地域間交流と連携地域間交流と連携     

    

■ 交 流 の 力■ 交 流 の 力■ 交 流 の 力■ 交 流 の 力     

地 域 間交流と 連 携 は 、 地 域 の 人材や 資 源 の み な らず、 地 域外の 力 を 有 効 に 活用

す る交流ネットワークを形成 し 、交流人 口 を 地 域振興に い か す こ と が 重 要 で す 。

基盤と な る交通や 情 報網の整備、交流企画 の 推 進 、多様 なパートナー づ く り が求

め ら れ て い ま す 。  
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((((８８８８ ))))地方分権における主体的なまちづくり地方分権における主体的なまちづくり地方分権における主体的なまちづくり地方分権における主体的なまちづくり     

    

■ 地 方 分 権■ 地 方 分 権■ 地 方 分 権■ 地 方 分 権     

国と 地 方 の関係を見直す こ と を 目 的 と し た 地 方 分権一括法 が 施 行 さ れ 、福祉・

文化 ・教育・産業・ 生 活 環 境 な ど 様 々 な 分 野 に お け る 行財政 の権限や責任を国か

ら 地 方 公共団体 に 委譲し て い く 地 方 分権が 進んで い ま す 。  

し か し な が ら 、権限委譲に見合 う財源配分 は 不 十 分 で 、 自主財源 の 確保も困難

に な り 、 自 治 体 の財政運営は 極 め て厳し い状況 が 続 く こ と が予想 さ れ て い ま す 。

ま た 、 様 々 な 分 野 に お け る 地 域 課 題 が顕在化 し 、 行 政 へ の 期待も ま す ま す 高 ま る

と考え ら れ ま す 。  

■ 地 方 創 生■ 地 方 創 生■ 地 方 創 生■ 地 方 創 生     

国は「 ま ち・ひ と・しごと創生 総 合戦略」を決定 し 、人 口 減 少 、東京一 極 集 中 、

地 域 経 済 低 迷 を克服す る べ く 「 地 方 に しごと を つ く り 、 安心し て働け る よ う に す

る 」「 地 方 へ の 新 し い ひ と の流れ を つ く る 」「若い世代の 結婚・出産・ 子育て の希

望を か な え る 」「時代に 合 っ た 地 域 を つ く り 、安心な く ら し を守る と と も に 、地 域

と 地 域 を 連 携 す る 」 の４つ の 政 策 を 基 本 目 標 に掲げ、 地 方 に 対 す る 人 的支援・財

政支援に よ る 対 策 を 進 め て 行 く こ と を 示 し ま し た 。  
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２．２．２．２． 身延町の身延町の身延町の身延町の 概況と概況と概況と概況と 社会動向社会動向社会動向社会動向     

 

((((１１１１ ))))自然・歴史自然・歴史自然・歴史自然・歴史 のののの 概況概況概況概況     

 

１） 位 置 ・ 地勢  

山梨県南部 に 位 置 す る 身 延 町 は 、301 .98 ㎢の面積を 有 し 、森林が約 8 割を占め

て い ま す 。 町 の 中央を北か ら南に日本三大 急流の 一 つ で あ る富士川が流れ 、 そ の支

流で あ る早川、常葉川な ど多く の 中小河川が流れ込んで い ま す 。  

富士川を は さんで東西に 急峻な山地 が 連 な り 、 平坦地 は 、富士川沿い と そ の支流

の 中 ・下流域 に広が り 、比較的 ま と ま っ た 集落や農地 を形成 し て い ま す 。山間 部 の

中小河川沿い に は 、 中小集落が散在し 、周辺に農地 が ひ ら か れ て い ま す 。  

 

２） 自然  

本 町 に は 、日本列島の 成立に か かわるフォッサ・マグナ ＊ （ 中央地溝帯） の西端

を な す糸魚川静岡構造線が 位 置 し て お り 、数多く の貴重 な 地形・ 地質、 さ ら に多様

な動植物相を 有 し て い ま す 。 ま た 、 本栖湖を はじめ と す る富士山の眺望地 、山々 と

渓谷が織り な す四季の美し い景観を誇っ て い ま す 。  

本 町 で は 、 こ の よ う な価値の 高 い 自然資 源 を い か す た め 、 ニューツー リ ズム ＊ を

推 進 し 、 新 た な観光志向 や滞在型観光の 受 け皿と し て 、 地 域 住 民 がインストラクタ

ー やガイドと し て参画 す る 地 域 の魅力 づ く り と し て 期待さ れ て い ま す 。 ま た 、 本栖

湖と そ の周辺は 、 平 成 25 年 6 月 、「富士山-信仰の 対 象 と芸術の 源泉-」 の名称の

も と世界文化遺産に登録さ れ ま し た 。  

 

３）歴史  

町 域 に 人 々 が居住 し始め た の は縄文時代と考え ら れ 、 町 内 に そ の遺跡が 発見さ れ

て い ま す 。身 延山は 、1274 年 に波木井郷の領主、波木井氏の招き に よ り日蓮聖人

が庵を 結んだこ と に始ま り 、日蓮宗総 本山と し て 年 間 120 万人 を超え る参拝客が

訪れ て い ま す 。  

戦国時代の こ の辺り は 、富士川流域 の河内 地 域 と し て 、武田氏の親族、穴山氏が

支配す る 地 域 と な り 、下部温泉は武田信玄公 の隠し湯と さ れ て い ま し た 。  

そ れ以前 の 身 延山開山の頃の下部温泉は 「下部 の湯治場」 と し て諸国に知ら れ て

お り 、現在は国民保養温泉地 に 指 定 さ れ 、身 延山と と も に観光拠点と な っ て い ま す 。

ま た 、穴山氏の 大工番匠の保護統制 政 策 に よ り 、職業集団で あ る下山大工が育成 さ

れ 、 明 治時代ま で下山大工の伝統が 継承さ れ ま し た 。  

湯之奥の 中山金山は 、鉱山技術史の視点か ら も 重 要 な 位 置 付 け に あ り 、「甲斐金山

遺跡」 と し て 、国の史跡指 定 を 受 け て い ま す 。  

地場産業で あ る西嶋和紙は 、武田信玄公 に手す き和紙を献上 し た こ と が始ま り と

さ れ 、以来 、画仙紙＊ や書道紙と し て 高 い評価を得て伝統技術を守り 続 け て い ま す 。  

明 治時代の 本 町 の区域 は 、 12 村 で 構 成 し て お り 、 そ の 後 の昭和 29 年 か ら 31

年 に は 、旧下部 町 、旧 中富町 、旧 身 延 町 が そ れぞれ誕生 し 、平 成 16 年 9 月 13 日、
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新 ・ 身 延 町 に至っ て い ま す 。  

    

((((２２２２ ))))社会の動向社会の動向社会の動向社会の動向     

 

１） 人 口 減 少 と 少 子 高 齢 化 の 進 展  

昭和 35 年 に は 旧 3 町 合わせて 35,616 人（国勢調査）で あ っ た 人 口 は 、我が国

の 高 度 成 長 期 に伴い 都 市 部 へ の流出が 進 み 、昭和 40 年代に か け て 大幅な 減 少 が 続

き ま し た 。少 子 高 齢 化 の 進 展 も著し く 、合 併翌年 の 平 成 17 年国勢調査で は 、16 ,334

人 で あ っ た 人 口 は 、 現在も な お 減 少 が 続 き 、過疎の 地 域 構造下に あ り ま す 。  

平 成 27 年国勢調査で は 、12 ,669 人（ 総世帯数 5,211）と な り 、近年 の 5 年 間

ごと の 減 少状況 を み る と 、 人 口 減 少幅が拡大傾向 を 示 し て お り 、 さ ら に世帯数に お

い て は 、 グラフか ら も読み 取 れ る と お り 急 激 な 減 少傾向 を 示 し て い ま す 。  

年 齢階層別 で は 、 少 子 ・ 高 齢 化 を顕著に反映し 、 平 成２年 に 高 齢 化率＊ 24.1%の

超高 齢 社 会 ＊ に突入、平 成 27 年 に は 42 .9％に達し て い ま す 。こ の よ う な状況 の 中

で 、 定 住 の促進 対 策 、 特 に 子育て世代の 定 住 を い か に図る か 、 ま た 、 高 齢者世帯の

比率が 高 い山間 集落の暮ら し の 環 境 改善は 、 大 き な 課 題 と な っ て い ま す 。  

 

■ 人 口 ・ 世 帯 の 推 移■ 人 口 ・ 世 帯 の 推 移■ 人 口 ・ 世 帯 の 推 移■ 人 口 ・ 世 帯 の 推 移             

 

資 料 ： 国 勢 調 査  
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■ 年 齢 ３ 階■ 年 齢 ３ 階■ 年 齢 ３ 階■ 年 齢 ３ 階 層 別 人 口 の 推 移層 別 人 口 の 推 移層 別 人 口 の 推 移層 別 人 口 の 推 移  

 
資 料 ： 国 勢 調 査  

 

２） 地 域産業  

本 町 の就業構 成 は 、農業を 中心と し た 第 一 次産業 ＊ の 大幅な 減 少 が 続 い て お り 、

町外へ の通勤に よ る就労も含め 第 二 次産業 ＊ の比率も拡大 か ら 減 少傾向 に転じま し

た 。 第三次産業 ＊ の比率は 、拡大 を 続 け て い ま す が 、 人 口 の 減 少 に伴い 、就業者数

は 減 少 し 続 け て い ま す 。  

基幹的 な産業で あ っ た農業に お い て は 、 自給型兼業農家が主と な り 、従事者の 高

齢 化 、 さ ら に鳥獣被害 の増加 に伴っ て 、遊休農地 や荒廃農地 が拡大 し て い ま す 。林

業は 、厳し い 経営環 境 の 中 で林家数が 減 少 し 、 管 理 の 行 き届か な い森林が拡大 し 、

防災面か ら も森林の荒廃が懸念 さ れ て い ま す 。 こ の よ う に今後 の農林業の在り 方 が

大 き な 課 題 に な っ て い ま す 。  

工業に お い て は 、下山等の工業団地 へ の企業進出が 、雇用の場の拡大 、 地 域 経 済

活 性 化 の役割を 担 っ て き ま し た 。 中 部横断 自動車道の開通に よ り 最寄り のインター

チェンジを利用し た交通条件の 改善に よ る敏速な物流が 期待さ れ て い ま す 。  

西嶋の西嶋和紙、久那土の印章業は 、 地場産業と し て伝統技術が 継承さ れ て い ま

す が 、従業者の 高 齢 化 な ど に よ り 、 生産量が 減 少 し て お り 、厳し い 経営環 境 に あ り

ま す 。  

商業は 、JR 身 延駅前 、身 延山門内 、下部温泉、さ ら に国道 52 号沿い の な か と み

和紙の里周辺や飯富が商業集積地 と な っ て い ま す 。 し か し 、依然と し て 町外大型店

へ の購買力 の流出が 続 い て い ま す 。  

商業機能は 、 定 住 環 境 の充実 に お い て 重 要 で あ り 、観光振興面と も 効果的 な 連 携

が 必 要 と さ れ て い ま す 。商工会 で は 、ポイントカード加盟組織の拡大 な ど 町外へ の

購買力流出防止対 策 を 推 進 す る と と も に 、観光と 連 携 し た 特産品開発 な ど 、消費拡

大 に 取 り 組んで い ま す 。  
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■ 産 業 別 就 業 人 口 の 推 移■ 産 業 別 就 業 人 口 の 推 移■ 産 業 別 就 業 人 口 の 推 移■ 産 業 別 就 業 人 口 の 推 移  

 

資 料 ： 国 勢 調 査 （ 常 住 地 ）、 分 類 不 能 は 含 ま な い  
 
 

■ 就 業 人 口 の 推 移 （ 人 ・ ％ ）■ 就 業 人 口 の 推 移 （ 人 ・ ％ ）■ 就 業 人 口 の 推 移 （ 人 ・ ％ ）■ 就 業 人 口 の 推 移 （ 人 ・ ％ ）  
     

  
昭 和 50 年  

（ 1975）  

昭 和 55 年  

（ 1980）  

昭 和 60 年  

（ 1985）  

平 成 2 年  

（ 1990）  

平 成 7 年  

（ 1995）  

平 成 12 年  

（ 2000）  

平 成 17 年  

（ 2005）  

平 成 22 年  

（ 2010）  

就 業 者 総 数  12,408 12,079 11,711 10,742 9,770 8,338 7,275 6,383 

対 1 5 歳 以 上 就 業 率  62.6 63.6 62.4 60.7 57.8 52.7 49.6 48.3 

第 １ 次 産 業  2,704 2,088 1,680 1,271 943 381 249 205 

構 成 比  21.8 17.3 14.3 11.8 9.7 4.6 3.4 3.2 

第 ２ 次 産 業  4,384 4,403 4,437 4,204 3,795 3,256 2,560 2,043 

構 成 比  35.3 36.5 37.9 39.1 38.8 39.1 35.2 32.0 

第 ３ 次 産 業  5,320 5,588 5,594 5,267 5,032 4,701 4,466 4,135 

構 成 比  42.9 46.3 47.8 49.0 51.5 56.4 61.4 64.8 

（ 分 類 不 能 ）  （ 17）  （ 1）  （ 10）  （ 11）  （ 0）  （ 5）  （ 13）  （ 118）  

  
資料：国勢調査（常住 地 ） 、 第３次産業に 分類不能を含む  

 

３）観光・ 地 域 間交流・ 定 住 化 の促進  

観光は 、 本 町 を代表す る 身 延山と下部温泉、 本栖湖な ど が観光ポイントに な っ て

お り 、誘客イベントも数多く 実 施 さ れ て い ま す 。  

近年 の 体験志向 の 高 ま り を背景に 、 な か と み和紙の里、甲斐黄金村 ・湯之奥金山

博物館な ど で は 各種体験メニュー を提供し て い ま す 。 ま た 、 特産あ けぼの 大豆の枝

豆収穫体験、 ゆばづ く り 体験、味噌づ く り 体験、 さ ら に 都 市 部 住 民 と の交流を通じ

て 、農業体験の場の提供な ど 、農業振興と 連 携 す る 取 り 組 み を 進 め て い ま す 。  

多様 な 資 源 を 有 す る 本 町 に お い て 、観光・交流客を拡大 す る可能性 は 高 く 、 資 源

相互の 連 携 に よ る観光プロ グラムの開発 な ど観光地 と し て の魅力 を強化 し 、観光や

交流に関連 し て 経 済 効果を 生 む仕組 み づ く り な ど が 期待さ れ て い ま す 。  
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ま た 、田舎暮ら し を求め る 都 市 住 民 な ど に 対 し て 身 延 町空き家バンク制 度 をＰＲ

し 、移住者の 定 住 と２地 域居住 を き っ か け と し た移住 定 住 の 推 進 が求め ら れ ま す 。  

 

４）防災 ・防犯  

本 町 は 、東海地震に係る 地震防災 対 策強化 地 域 に 指 定 さ れ 、震源 と さ れ る駿河湾

に 地 理 的 に近い た め 、 大 き な被害 の 発 生 が懸念 さ れ て い ま す 。山梨県が ま と め た東

海地震に よ る被害 想 定 ＊ で は 、 本 町 が県内 市 町 村 で 最 も多い死者数が 発 生 す る お そ

れ が あ る と さ れ 、 町 民 の関心も非常に 高 ま っ て い ま す 。過去に お け る 大 地震発 生 の

サイクル等を踏ま え る と 、 地震の 発 生 が近づ い て い る と考え ら れ 、 そ の備え が 大 変

重 要 と な っ て い ま す 。  

特 に 、 本 町 は 急峻な 地形、富士川沿い の 中小河川、点在す る 集落な ど 災 害 を 受 け

や す い 条件下に あ り 、 加 え て 高 齢 化 が著し く 進んで い る 集落状況 な ど か ら 、 災 害時

に お け る 、 住 民 の 生命と財産の保護が 重 要 な 課 題 に な っ て い ま す 。  

さ ら に 、 本 町 は富士山麓の 本栖湖西岸を 町 域 と し て お り 、富士山火山災 害 へ の 対

応 ＊ の強化 も求め ら れ て い ま す 。  

こ う し た状況下に お い て 、 町 で は 「 身 延 町 地 域防災 計 画 」 を 策 定 し 、 災 害 の被害

を 最小限に と ど め る べ く 、予防対 策 、 応 急 対 策 な ど を 定 め て い ま す が 、今後 と も防

災 対 策 の 推 進 は も と よ り 、 自主防災 組織を 中心に 地 域 や 各戸に お け る 災 害 へ の備え

や 個 人 の防災 意識を 高 め る こ と が 一層重 要 に な っ て い ま す 。  

防犯の面で 、本 町 は 平 成 19 年 4 月 か ら 実 施 さ れ た警察署の再編整備に よ り 、南

部警察署の 管轄区域 （ 本栖湖地区は富士吉田警察署） と な っ て い ま す 。 高 齢 化 が 進

む 本 町 に お い て は 、 高 齢者を 対 象 と し た詐欺事件が懸念 さ れ て い ま す 。  

 

５ ） 自 治 活動  

本 町 の 地区は 137 地区あ り 、 組 が 組織さ れ 、 各種の 自 治 活動組織の単位 と な っ

て い ま す 。 ま た 、 町 か ら 地区へ の 情 報提供や 情 報交換の場と な っ て お り 、道路愛護

や清掃活動な ど の 自 治 活動も 行われ て い ま す 。  

コミュニティ＊ 活動の 基礎と な っ て い る 公 民館組織は 、中央公 民館を頂点と し て 、

旧 町単位 に 地区館が 、 地区館の も と に は 分館が 、 さ ら に は 集落館が配置 さ れ 、 公 民

館活動が 行われ て い ま す 。  

し か し 、山間 地 で は 、過疎化 と 高 齢者世帯の増加 が著し く 、空き家も増え て 集落

機能の維持が で き な く な り つ つ あ る と ころも あ り 、道路、衛生 、救急医療、防災 、

鳥獣害 対 策 な ど 生 活 環 境 の 改善に多く の 課 題 を抱え て い ま す 。  

 
■行 政区数、 公 民館組織の 現状（ 集落館：休館・ 活動な し を除く ）  

 地 区  組 数  地 区 館  分 館  集 落 館  

下 部 地 区  64  148  1  3  50 

中 富 地 区  32  161  1  5  28 

身 延 地 区  41  207  1  4  38 

計  137  516  3  12  116 
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((((３３３３ ))))交通交通交通交通 の動向の動向の動向の動向     

 

本 町 の広域 的 な交通幹線は 、富士川沿い に通る JR 身 延線（ 町 内 8 駅）、国道 52

号と富士五湖方面に 延 び る国道 300 号で 構 成 さ れ て い ま す 。県道と 町道は 、 こ れ

ら広域幹線を つ な い で お り 、 ま た 、支線と し て険し い 地形を縫う よ う に道路網を形

成 し て い ま す 。  

こ れ ら の交通網は 、 住 民 の日常生 活 や 経 済 活動の 生命線と な っ て い ま す が 、 いず

れ も 急峻な 地形を切り開い て い る こ と か ら 、雨量通行規制 を 受 け や す く 、 特 に国道

の防災工事の促進 や通行止め の際のバイパスと な る道路の整備な ど の 改善が 継 続 的

な 課 題 と な っ て い ま す 。 ま た 、 本 町 は富士川に よ り東西に 二 分 さ れ て お り 、富士川

に架か る橋梁は交通の 重 要 基盤と な っ て い ま す 。 し か し 、幅員が狭く 、老朽化 が著

し い状況 に あ り 、整備を 進 め る 必 要 が あ り ま す 。   

中 部横断 自動車道の 建 設 が 進 め ら れ て い ま す 。 中 部横断 自動車道は 、静岡県静岡

市 と 長 野県佐久市 を 結 び 、町 内 で は 、和田地 内 に「 身 延山インターチェンジ」、波高

島地 内 に「下部温泉早川インターチェンジ」、下田原地 内 に「 中富インターチェンジ」、

が 設 置 さ れ ま す 。  

中 部横断 自動車道の開通は 、沿線各 地 を 結ぶ走行時間 の 大幅な短縮、物流の短時

間 化 に よ る工業の 活 性 、広域観光の振興、 災 害時等の輸送ルートの 確保な ど 大 き な

効果が 期待さ れ ま す が 、既存国道等の通行車輌の 減 少 に よ る 地 域 経 済 へ のマイナス

面も懸念 さ れ て い ま す 。 こ の た め 、 中 部横断 自動車道の波及効果を 地 域 活 性 化 に 活

か し て い く 取 り 組 み を着実 に 進 め な け ればな り ません。  
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３．町民の意向３．町民の意向３．町民の意向３．町民の意向 調査調査調査調査     

平 成 27 年 に 町 民 を 対 象 に 、アンケート調査を 実 施 し 、 ま ち づ く り に 対 す る 意 向

を 調査し ま し た 。アンケート調査か ら 町 民 の 現状認識や今後 へ の 期待は 、 次 の よ う

に 集約さ れ ま す 。  

調 査 時 期  平 成 27 年  7 月 9 日 （ 木 ） ～ 31 日 （ 金 ）  

調 査 対 象  身 延 町 に 在 住 す る 18 歳 以 上 の 町 民 を 無 作 為 抽 出  

対 象 者 数  3,000 人  

調 査 方 法  郵 送 に よ る 配 布 ・ 回 収  

回 収 結 果  1,444 件 （ 回 収 率 ： 48.1%）  

 

((((１１１１ ))))定住意識定住意識定住意識定住意識     

 

■ 身 延 町 の 住 み や す さ■ 身 延 町 の 住 み や す さ■ 身 延 町 の 住 み や す さ■ 身 延 町 の 住 み や す さ     

18 歳～39 歳の若年層で は「 住 み に く い 」、「 ど ち ら か と い えば住 み に く い 」が あ

わせて 53 .9％、40 歳以上 の 中 高 年層（49 .0％） よ り も 「 住 み に く い 」 と感じて

い る割合 が 高 く な っ て い ま す 。  

 

：  町 民全体  

「 住 み や す い 」、「 ど ち ら か と い えば住 み や す い 」（48 .5%）  

「 住 み に く い 」、「 ど ち ら か と い えば住 み に く い 」（49 .8％）  

：  18 歳～39 歳の若年層  

「 住 み や す い 」、「 ど ち ら か と い えば住 み や す い 」（45.1%）  

「 住 み に く い 」、「 ど ち ら か と い えば住 み に く い 」（53 .9％）  

：  40 歳以上 の 中 高 年層  

「 住 み や す い 」、「 ど ち ら か と い えば住 み や す い 」（49 .7%）  

「 住 み に く い 」、「 ど ち ら か と い えば住 み に く い 」（49 .0％）  

＊前回調査（ 町 民全体 ）で は「 住 み良い 」、「 ど ち ら か と い えば住 み良い 」あわせて 50 .5％

で あ っ た 。  

 

11.3%

10.6%

10.7%

33.8%

39.1%

37.8%

34.5%

33.4%

33.4%

19.4%

15.6%

16.4%

1.1%

1.4%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18~39歳

(n=284)

40歳以上

(n=1151)

合計

(n=1444)

住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらかといえば住みにくい 住みにくい 不明

問1(イ)：年齢(SA)× 問2：身延町は住みやすいか(SA)
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■ こ れ か ら も 身 延 町 に 住 み 続 け た い と 思 う か■ こ れ か ら も 身 延 町 に 住 み 続 け た い と 思 う か■ こ れ か ら も 身 延 町 に 住 み 続 け た い と 思 う か■ こ れ か ら も 身 延 町 に 住 み 続 け た い と 思 う か     

18 歳～39 歳の若年層で は 、「 町外に移り た い 」が 34.9％と「今の場所に 住 み 続

け た い 」 の 26 .1％を 大 き く 上回っ て い ま す 。 中 高 年層で は 「今の場所に 住 み 続 け

た い 」 が半数を超え ま す が 、「 町外に移り た い 」 も 2 割ほど あ り ま す 。  

 

 

町 民全体  

「今の場所に 住 み 続 け た い 」（45.5％）＞町外に移り た い （ 22 .2％）  

18 歳～39 歳の若年層  

「今の場所に 住 み 続 け た い 」（ 26 .1％）＜町外に移り た い （ 34.9％）  

40 歳以上 の 中 高 年層  

「今の場所に 住 み 続 け た い 」（50 .7％）＞町外に移り た い （ 18 .9％）  

「今の場所に 住 み 続 け た い 」と思う 理由に つ い て は 、「土地 や家が あ る 」、「 生 ま れ

育っ た土地 で あ る 」、「 住 み な れ て い る 」と い っ た 理由が多く 、「 町 内 の 別 の と ころに

移り た い 」と思う 理由に つ い て は 、「日当 た り の悪さ や 災 害 の危険性 」と い っ た 自然

環 境 に起因す る 理由と 「買い物に 不便」、「交通が 不便」、「通勤、通学に 不便」 な ど

生 活 環 境 の 不便さ が多い 結果と な り ま し た 。  

＊前回調査（ 町 民全体 ） で は 「今の場所に 住 み 続 け た い 」49 .5％、「 町外に移り

た い 」 21 .2％で あ っ た 。 定 住 意識は下降傾向 に あ る 。  

 

■ 町 外 に 移 り た い 理 由■ 町 外 に 移 り た い 理 由■ 町 外 に 移 り た い 理 由■ 町 外 に 移 り た い 理 由     

「 町外に移り た い 」 と思う 理由は 「交通が 不便だか ら 」 と回答し た 人 の割合 が

49 .4%と 最 も 高 く 、次 い で「買い物が 不便だか ら 」（48 .１%）、「老後 の 生 活 が 不 安

だか ら 」（ 30 .6%） と 続 い て い ま す 。  

＊前回調査で は 「交通が 不便」50 .2％、「買い物が 不便」41 .9％、「近所づ き あ

い が 大 変 」25.3％、「医療、福祉」24.9％、「余暇や娯楽」24.9％と な っ て い ま し

た 。「買い物が 不便」、「老後 の 生 活 が 不 安 」 と い っ た 理由が 上昇し て い ま す 。  

26.1%

50.7%

45.5%

2.5%

2.3%

2.3%

34.9%

18.9%

22.2%

35.9%

27.5%

29.2%

0.7%

0.6%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18~39歳

(n=284)

40歳以上

(n=1151)

合計

(n=1444)

今の場所に住み続けたい 町内の別のところに移りたい

町外に移りたい どちらとも言えない

問1(イ)：年齢(SA)× 問3：これからも身延町に住み続けたいと思うか(SA)
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■ 定 住 を 促 進 す る た め に 、 特 に 必 要 だ と 考 え る こ と■ 定 住 を 促 進 す る た め に 、 特 に 必 要 だ と 考 え る こ と■ 定 住 を 促 進 す る た め に 、 特 に 必 要 だ と 考 え る こ と■ 定 住 を 促 進 す る た め に 、 特 に 必 要 だ と 考 え る こ と  

定 住促進 の た め に 特 に 必 要だと考え る こ と は 、「 町 内 で の働く場所の 確保」が圧倒

的 に 高 く 、「 子育て支援や教育環 境 の充実 」、「買い物の利便性 」 が 続 い て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊前回調査で は 、「 町 内 で の働く場所の 確保」 69 .9％、「交通機関の充実 」40 .2％、  

「 子育て支援や教育環 境 の充実 」 35.3％、「 住宅、宅地 の供給」 28 .1％で あ っ た 。  

 

49.4%

48.1%

30.6%

25.3%

23.1%

22.5%

22.2%

16.9%

16.6%

16.3%

12.8%

5.3%

9.4%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

交通が不便だから

買い物が不便だから

⽼後の⽣活が不安だから

勤務地、通学地が遠いから

進学など⼦どもの教育環境が不安だから

余暇や娯楽の場が少ないから

医療や福祉⾯が不安だから

人間関係や近所づきあいが大変だから

⽣活・住宅環境が悪いから

自分にあう仕事（職場）がないから

災害による交通規制があるから

商売や事業経営に不利だから

その他

不明

問3-③：「町外の別のところに移りたい」理由（MA）

n=320

※「町外に移りたい」と回答した人

71.5%

44.7%

43.7%

33.8%

22.9%

17.3%

11.6%

10.6%

9.2%

8.1%

8.1%

3.9%

3.5%

3.2%

1.4%

75.4%

40.8%

30.3%

25.3%

18.7%

12.2%

23.6%

18.2%

4.0%

17.7%

10.6%

3.6%

8.7%

2.8%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

町内での働く場の確保

子育て支援や教育環境の充実

買い物の利便性

周辺都市等への道路整備、交通機関の充実

快適で安価な住宅、宅地の供給

出産環境等の充実

空き家の利活⽤

地域の古いしきたりや慣習の改善

余暇の場の整備

高齢者福祉の充実

起業（事業おこし）や事業経営への支援

情報サービス等の充実

都市部等との交流促進による新定住者の創出

その他

不明

18~39歳 (n=284)

40歳以上 (n=1151)

問1(イ)：年齢(SA)× 問7：定住促進のために特に必要だと考えること(MA)
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((((２２２２ ))))施策に対する満足度と重要度施策に対する満足度と重要度施策に対する満足度と重要度施策に対する満足度と重要度     

 

■ 取 り 組 み の 現 状 評 価■ 取 り 組 み の 現 状 評 価■ 取 り 組 み の 現 状 評 価■ 取 り 組 み の 現 状 評 価     

34 施 策 の う ち 、ほとんど の 施 策 は満足度 がマイナスで 、34 施 策 の満足度 の 平均

は 「－0 .16」 と い う 結果で し た 。満足度 が比較的 高 い 施 策 は 、「ゴミ処理 」、「 上水

道の整備」、「健康づ く り 」 な ど で 、反対 に 特 に 低 い 施 策 は 「出産環 境 」、「 公共交通

機関」、「空き家の利活用」 と い う 結果で し た 。  

 

 

注）「 加 重 平均」 と は 、「満足」 か ら 「 不満」 ま で の回答者数に 、＋２～－２ま で の数

を掛け 、回答者数（無回答及び 「 ど ち ら と も い え な い 」 を除く ） で割っ た数字。

全員が満足で あ れば「＋２」、不満で あ れば「－２」と な る 。34 項目 平均は「－

0 .16」。  

 

0.97

0.82

0.75

0.47

0.25

0.14

0.13

0.10

0.10

0.09

0.06

-0.01

-0.03

-0.08

-0.10

-0.11

-0.16

-0.29

-0.32

-0.32

-0.36

-0.39

-0.44

-0.47

-0.50

-0.56

-0.61

-0.67

-0.72

-0.79

-0.84

-0.99

-0.99

-1.09

-2 -1 0 1 2

（キ） ごみの収集・処理、減量化やリサイクル

（オ） 上水道の整備

（ソ） 健康づくり、健診、予防等保健対策

（カ） 下水道の整備、合併浄化槽の推進

（イ） 景観の保全と形成（郷土の景観を守り継承する）

（ホ） 文化財の保護と活用

（ク） 河川や⽣活道路などの環境美化活動

（ウ） 自然環境の保全と活用

（ヘ） 文化・芸術の振興

（コ） 交通安全、防犯など安全対策

（タ） 地域医療、救急医療体制の充実

（チ） 介護保険、介護予防、介護支援の充実

（テ） 障がい者の福祉

（フ） 生涯学習の充実、スポーツの振興

（ツ） 高齢者の生活支援や生きがい対策

（セ） 情報通信基盤の整備（光通信やWi-Fi環境など）

（ト） 保育サービスや子育ての支援

（ア） ⼟地利⽤の適正化（開発を規制し、地域の保全を図る）

（ケ） 地震、風水害、火災などの防災対策

（ム） 男⼥共同参画社会の推進

（ノ） 特産品の生産・開発・販売への取り組み

（ヒ） 学校の教育内容の充実

（ミ） まちづくりへの住⺠の参画の推進

（メ） 地域間交流、国際交流の推進

（シ） 道路網、道路環境の整備

（ネ） 観光の振興

（マ） ⾏財政改⾰の推進

（ニ） 農林業の振興

（エ） 定住と移住の促進

（ヌ） 商工業の振興

（ハ） 有害鳥獣対策

（サ） 空き家の利活⽤、公営住宅や宅地の整備

（ス） 公共交通機関の利便性

（ナ） 出産環境の整備

問4：身延町の現状について_満⾜度(加重平均) 

n=1,444
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■ 取 り 組 み の 重 要 度■ 取 り 組 み の 重 要 度■ 取 り 組 み の 重 要 度■ 取 り 組 み の 重 要 度     

34 施 策全て が 重 要 と い う回答結果で し た 。34 施 策 の 重 要 度 の 平均は 1 .28 と な

り 、 特 に 重 要 度 が 高 い 施 策 は 「 地震、風水害 、火災 な ど の防災 対 策 」、「 地 域医療、

救急医療体 制 の充実 」、「 定 住 と移住 の促進 」、「保育サービスや 子育て の支援」 で し

た 。  

 
注）「 加 重 平均」 と は 、「 重 要 」 か ら 「 重 要 で な い 」 ま で の回答者数に 、＋２～－２ま

で の数を掛け 、回答者数（無回答を除く ）で割っ た数字。全員が満足で あ れば「＋２」、

不満で あ れば「－２」 と な る 。 34 項目 平均は 「 1 .28」。  

1.74 

1.68 

1.63 

1.60 

1.54 

1.54 

1.53 

1.52 

1.52 

1.46 

1.45 

1.42 

1.40 

1.40 

1.39 

1.34 

1.34 

1.33 

1.29 

1.27 

1.26 

1.25 

1.23 

1.12 

1.10 

1.10 

1.00 

1.00 

0.92 

0.87 

0.85 

0.79 

0.74 

0.72 

-2 -1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5 2

（ケ） 地震、風水害、火災などの防災対策

（タ） 地域医療、救急医療体制の充実

（エ） 定住と移住の促進

（ト） 保育サービスや子育ての支援

（ヒ） 学校の教育内容の充実

（コ） 交通安全、防犯など安全対策

（チ） 介護保険、介護予防、介護支援の充実

（ナ） 出産環境の整備

（ス） 公共交通機関の利便性

（ソ） 健康づくり、健診、予防等保健対策

（シ） 道路網、道路環境の整備

（キ） ごみの収集・処理、減量化やリサイクル

（テ） 障がい者の福祉

（ツ） 高齢者の生活支援や生きがい対策

（オ） 上水道の整備

（ハ） 有害鳥獣対策

（カ） 下水道の整備、合併浄化槽の推進

（マ） ⾏財政改⾰の推進

（サ） 空き家の利活⽤、公営住宅や宅地の整備

（ノ） 特産品の生産・開発・販売への取り組み

（ク） 河川や⽣活道路などの環境美化活動

（ネ） 観光の振興

（ウ） 自然環境の保全と活用

（ヌ） 商工業の振興

（ミ） まちづくりへの住⺠の参画の推進

（セ） 情報通信基盤の整備（光通信やWi-Fi環境…

（フ） 生涯学習の充実、スポーツの振興

（イ） 景観の保全と形成（郷土の景観を守り継承す…

（ホ） 文化財の保護と活用

（ニ） 農林業の振興

（ア） ⼟地利⽤の適正化（開発を規制し、地域の保…

（ム） 男⼥共同参画社会の推進

（ヘ） 文化・芸術の振興

（メ） 地域間交流、国際交流の推進

問9：身延町の今後のまちづくりにおいての取り組み_重要度(加重平均)

n

=
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■ 特 に 重 要 と 思 う 項 目■ 特 に 重 要 と 思 う 項 目■ 特 に 重 要 と 思 う 項 目■ 特 に 重 要 と 思 う 項 目     

特 に 重 要だと思う 取 り 組 み は 、「 定 住 と移住 の促進 」 が 10 .5%と 最 も 高 く 、 次 い

で「空き家の利活用、公営住宅や宅地 の整備」（5.8％）、「道路網、道路環 境 の整備」

（5.6％）、「学校の教育内 容 の充実 」（5.5％）、「 地震、風水害 、火災 な ど の防災 対

策 」（5.3％） で し た 。  

一 方 、低 い順で は 、「男女共同参画 社 会 の 推 進 」が 0 .1%と 最 も 低 く 、次 い で「文

化財の保護と 活用」、「文化 ・芸術の振興」、「 地 域 間交流、国際交流の 推 進 」、「 ま ち

づ く り へ の 住 民参加 の 推 進 」 で し た 。  

 

 

 

 

10.5%

5.8%

5.6%

5.5%

5.3%

5.1%

4.8%

4.7%

3.3%

3.3%

3.0%

2.7%

2.4%

2.4%

2.2%

1.9%

1.8%

1.7%

1.5%

1.4%

1.3%

1.2%

1.2%

1.0%

1.0%

0.9%

0.8%

0.8%

0.8%

0.8%

0.6%

0.3%

0.2%

0.1%

0% 5% 10% 15%

定住と移住の促進

空き家の利活⽤、公営住宅や宅地の整備

道路網、道路環境の整備

学校の教育内容の充実

地震、風水害、火災などの防災対策

公共交通機関の利便性

有害鳥獣害対策

観光の振興

地域医療、救急医療体制の充実

保育サービスや子育ての支援

出産環境の整備

特産品の生産・開発・販売への取り組み

高齢者の生活支援や生きがい対策

健康づくり、健診、予防等保健対策

商工業の振興

介護保険、介護予防、介護支援の充実

下水道の整備、合併浄化槽の推進

⾏財政改⾰の推進

自然環境の保全と活用

ごみの収集・処理、減量化やリサイクル

農林業の振興

生涯学習の充実、スポーツの振興

上水道の整備

景観の保全と形成（郷土の景観を守り継承する)

環境美化活動

情報通信基盤の整備（光通信やWi-Fi環境など)

⼟地利⽤の適正化（開発を規制し、地域の保全を図る)

交通安全、防犯など安全対策

障がい者の福祉

まちづくりへの住⺠参画の推進

地域間交流、国際交流の推進

文化・芸術の振興

文化財の保護と活用

男⼥共同参画社会の推進

問9-①：特に重要だと思う項目（MA）

n=1,444
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■ 今 後 の 改 善 の 課 題■ 今 後 の 改 善 の 課 題■ 今 後 の 改 善 の 課 題■ 今 後 の 改 善 の 課 題  

「満足度 」 と 「 重 要 度 」 か ら 、「満足度 が 低 く 、 重 要 度 が 高 い 」 重点改善課 題 は 、

「防災 対 策 」、「道路網の整備」、「 公共交通機関」、「 定 住 ・移住 」、「空き家・ 公営住

宅」、「学校」、「 行財政 改革」、「 有 害鳥獣対 策 」、「出産環 境 の整備」 で し た 。  

 

 

満足度が高く、重要度が低い

選択的維持課題選択的維持課題選択的維持課題選択的維持課題

満足度が低く、重要度も低い

選択的改善・環境変化警戒選択的改善・環境変化警戒選択的改善・環境変化警戒選択的改善・環境変化警戒

満足度が高く、重要度も高い

安定維持課題安定維持課題安定維持課題安定維持課題

満足度が低く、重要度が高い

重要改善課題重要改善課題重要改善課題重要改善課題

満満満満

足足足足

度度度度

重要度重要度重要度重要度

（ケ） 防災対策

（エ） 定住・移住

（コ） 交通安全・防犯

（ス） 公共交通機関

（シ） 道路網・道路環境の整備

（キ） ごみ

（オ） 上水道

（カ） 下水道

（サ） 空き家・公営住宅

（ク） 環境美化活動

（ウ） 自然環境

（セ） 情報通信基盤

（イ） 景観

（ア） ⼟地利⽤の適正化

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

0.5 1.0 1.5 2.0

満
⾜

度

重要度

重要度平均値

満⾜度平均値

問9：施策の重要度×問4：満⾜度

満足度が高く、重要度が低い

選択的維持課題選択的維持課題選択的維持課題選択的維持課題

満足度が低く、重要度も低い

選択的改善・環境変化警戒選択的改善・環境変化警戒選択的改善・環境変化警戒選択的改善・環境変化警戒

満足度が高く、重要度も高い

安定維持課題安定維持課題安定維持課題安定維持課題

満足度が低く、重要度が高い

重要改善課題重要改善課題重要改善課題重要改善課題



20 
 

 

 

 

 

 

（タ） 医療

（ト） 保育・子育て

（ヒ） 学校

（チ） 介護

（ナ） 出産環境

（ソ） 健康

（テ） 障がい者福祉

（ツ） 高齢者の生活支援・生きがい対策

（ハ） 有害鳥獣対策

（マ） ⾏財政改⾰

（ノ） 特産品

（ネ） 観光

（ヌ） 商工業

（ミ） まちづくりへの住⺠の参画

（フ） 生涯学習・スポーツ

（ホ） 文化財

（ニ） 農林業

（ム） 男⼥共同参画社会

（ヘ） 文化・芸術

（メ） 地域間交流・国際交流

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

0.5 1.0 1.5 2.0

満
⾜

度

重要度

重要度平均値

満⾜度平均値

問9：施策の重要度×問4：満⾜度

満足度が高く、重要度も高い

安定維持課題安定維持課題安定維持課題安定維持課題

満足度が低く、重要度が高い

重要改善課題重要改善課題重要改善課題重要改善課題

満足度が低く、重要度も低い

選択的改善・環境変化警戒選択的改善・環境変化警戒選択的改善・環境変化警戒選択的改善・環境変化警戒

満足度が高く、重要度が低い

選択的維持課題選択的維持課題選択的維持課題選択的維持課題



21 
 

((((３３３３ ))))まちづくりについてまちづくりについてまちづくりについてまちづくりについて     

 

■ ま ち の 将 来 像■ ま ち の 将 来 像■ ま ち の 将 来 像■ ま ち の 将 来 像     

身 延 町 の 将 来 像 と し て は 、「保健・医療・福祉が充実 し た 安心し て暮らせる ま ち 」

が 54.4%で 最 も 高 く 、次 い で「 生 活 環 境 が整備さ れ た便利で快適に暮らせる ま ち 」

が 41 .1%、「 ま ち の魅力 を求め て多く の 人 が訪れ る観光・交流の ま ち 」 が 26 .0%

と 続 き ま し た 。  

 

 

■ 身 延 町 の 産 業 振 興 に つ い て■ 身 延 町 の 産 業 振 興 に つ い て■ 身 延 町 の 産 業 振 興 に つ い て■ 身 延 町 の 産 業 振 興 に つ い て     

産業振興に つ い て 特 に 力 を注ぐべ き 分 野 は 、「工場や事業所な ど の企業誘致」 が

46 .5%と 最 も 高 く 、次 い で「観光関連産業の振興」が 35.8%、「 地 域 生産物を 活用

し た 特産品の開発 ・振興」 が 35.3%と 続 き ま し た 。  

 

＊前回調査で も 、「工場や事業所な ど の企業誘致」、「観光関連産業の振興」、「 地 域 生産

物を 活用し た 特産品の開発 ・振興」 が 上 位 を占め て い ま す 。  

54.4%

41.1%

26.0%

24.4%

14.8%

14.2%

11.1%

5.2%

3.5%

2.1%

1.4%

0% 20% 40% 60%

保健・医療・福祉が充実した安⼼して暮らせるまち

⽣活環境が整備された便利で快適に暮らせるまち

まちの魅⼒を求めて多くの⼈が訪れる観光・交流のまち

豊かな自然と共生する環境にやさしいまち

農林業や商⼯業など経済活動が盛んな活⼒あるのまち

中部横断⾃動⾞道を活⽤したまち

教育環境が充実したまち

歴史・文化・スポーツなど生涯学習が充実したまち

NPOや住⺠等が主体的に活動ができる活発なまち

その他

不明

問5：将来の身延町をどのようなまちにしていきたいと思うか（MA）

n=1,444

46.5%

35.8%

35.3%

14.2%

12.7%

12.7%

10.3%

8.9%

1.9%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

工場や事業所などの企業誘致

観光関連産業の振興

地域生産物を活用した特産品の開発・振興

農林業の振興

既存の製造業や建設業の育成

産業相互の連携などによる新たな事業育成

商業の振興

創業・起業の支援

その他

不明

問8：産業振興について特に⼒を注ぐべき分野（MA）

n=1,444
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((((４４４４ ))))人口、結婚・子育て人口、結婚・子育て人口、結婚・子育て人口、結婚・子育て     

 

■ 町 の 活 力 を 維 持 し て い く た め に 必 要 な 人 口 規 模■ 町 の 活 力 を 維 持 し て い く た め に 必 要 な 人 口 規 模■ 町 の 活 力 を 維 持 し て い く た め に 必 要 な 人 口 規 模■ 町 の 活 力 を 維 持 し て い く た め に 必 要 な 人 口 規 模     

町 の 活 力 を維持し て い く た め に 必 要 な 人 口規模に つ い て は 、若年層で は 6 割強が

「 現状維持」及び「 そ れ以上 の 人 口規模」と し て い ま す 。一 方 、中 高 年層で は 6 割

弱が 「 現状維持」及び 「 そ れ以上 の 人 口規模」 と し て い ま す 。  

 

 

■ 結 婚 の 有 無■ 結 婚 の 有 無■ 結 婚 の 有 無■ 結 婚 の 有 無  

「 結婚し て い る 」 が 68 .2％、「 結婚し て い な い 」 が 25.6％と な っ て い ま す 。  

 

  N ％  

結 婚 し て い る  985 68.2% 

結 婚 し て い な い  369 25.6% 

そ の 他  45 3.1% 

不 明  45 3.1% 

サ ン プ ル 数  1,444 100.0% 

 

 

 

35.9%

32.6%

26.4%

26.2%

17.6%

20.6%

16.5%

14.2%

3.5%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18~39歳

(n=284)

40歳以上

(n=1151)

現状以上の人口を確保 現状維持 １万人以上 １万人未満でもやむを得ない 不明

問1(イ)：年齢(SA)× 問12：町の活⼒を維持していために必要だと思う⼈⼝規模(SA)
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■ 未 婚 率■ 未 婚 率■ 未 婚 率■ 未 婚 率     

女性 の 未婚率は 30 歳代、40 歳代、50 歳代で そ れぞれ 32 .4％、22 .5％、9 .0％、

男性 の 未婚率は 30 歳代、40 歳代、50 歳代 48 .3％、54.7％、 32 .6％で し た 。

男性 の 方 が晩婚化 、 未婚化 が 進んで い ま す 。  

 

  女 性          

  
結 婚 し て い

る  
結 婚 し て い

な い  
そ の 他  不 明  計  

18~29 歳  (n=82) 6.1% 91.5% 0.0% 2.4% 100.0% 

30~39 歳  (n=68) 66.2% 32.4% 1.5% 0.0% 100.0% 

40~49 歳  (n=89) 73.0% 22.5% 4.5% 0.0% 100.0% 

50~59 歳  (n=167) 84.4% 9.0% 4.2% 2.4% 100.0% 

60~69 歳  (n=210) 86.2% 4.3% 5.7% 3.8% 100.0% 

70 歳 以 上  (n=145) 83.4% 0.7% 5.5% 10.3% 100.0% 

不 明  (n=0)  -  -  -  -  -  

計  73.3% 18.7% 4.2% 3.8% 100.0% 

 

 

  男 性          

  
結 婚 し て い

る  
結 婚 し て い

な い  
そ の 他  不 明  計  

18~29 歳  (n=73) 5.5% 93.2% 0.0% 1.4% 100.0% 

30~39 歳  (n=60) 48.3% 48.3% 0.0% 3.3% 100.0% 

40~49 歳  (n=75) 45.3% 54.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

50~59 歳  (n=144) 63.9% 32.6% 2.1% 1.4% 100.0% 

60~69 歳  (n=211) 80.1% 15.6% 2.8% 1.4% 100.0% 

70 歳 以 上  (n=106) 86.8% 3.8% 3.8% 5.7% 100.0% 

不 明  (n=1)  100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

計  62.8% 33.1% 1.9% 2.1% 100.0% 

 

 

■ 将 来 結 婚 し た い と 思 う か■ 将 来 結 婚 し た い と 思 う か■ 将 来 結 婚 し た い と 思 う か■ 将 来 結 婚 し た い と 思 う か     

「 結婚し て い な い 」と回答し た 人 に 、結婚願望を聞い た と ころ、「 すぐに 結婚し た

い 」、「 いずれ 結婚し た い 」が 53 .9％、「 結婚す る つ も り は な い 」が 28 .5％で し た 。  

  全体  男性  女性  全体
計％  

す ぐ に で も 結 婚 し た い  50 34 16 12.1% 

い ず れ 結 婚 し た い  173 96 75 41.8% 

結 婚 す る つ も り は な い  118 67 50 28.5% 

そ の 他  30 17 13 7.2% 

不 明  43 21 20 10.4% 

サ ン プ ル 数  414 235 174 100.0% 
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女性 の 未婚者に つ い て は 、 30 歳代で は 「 すぐに で も 結婚し た い 」、「 いずれ 結婚

し た い 」の 結婚願望は 78 .3％、40 歳代に な る と 結婚願望は 33 .4％に 低下し 、「 結

婚す る つ も り は な い 」 が 50％と 上昇す る 結果と な り ま し た 。  

男性 の 未婚者に つ い て は 、 30 歳代で は 「 すぐに で も 結婚し た い 」、「 いずれ 結婚

し た い 」 の 結婚願望は 75.9％、40 歳代で も 結婚願望は 70 .7％と 高 い 結果と な り

ま し た 。  

 

 

  女 性            

  
す ぐ に で

も 結 婚 し

た い  

い ず れ 結

婚 し た い  

結 婚 す る

つ も り は

な い  
そ の 他  不 明  計  

18~29 歳  (n=75) 9.3% 74.7% 12.0% 1.3% 2.7% 100.0% 

30~39 歳  (n=23) 34.8% 43.5% 8.7% 4.3% 8.7% 100.0% 

40~49 歳  (n=24) 4.2% 29.2% 50.0% 8.3% 8.3% 100.0% 

50~59 歳  (n=22) 0.0% 9.1% 54.5% 13.6% 22.7% 100.0% 

60~69 歳  (n=21) 0.0% 0.0% 52.4% 19.0% 28.6% 100.0% 

70 歳 以 上  (n=9)  0.0% 0.0% 44.4% 22.2% 33.3% 100.0% 

不 明  (n=0)  -  -  -  -  -  -  

計  9.2% 43.1% 28.7% 7.5% 11.5% 100.0% 

 

 

  男 性            

  
す ぐ に で

も 結 婚 し

た い  

い ず れ 結

婚 し た い  

結 婚 す る

つ も り は

な い  
そ の 他  不 明  計  

18~29 歳  (n=68) 2.9% 79.4% 10.3% 1.5% 5.9% 100.0% 

30~39 歳  (n=29) 20.7% 55.2% 17.2% 3.4% 3.4% 100.0% 

40~49 歳  (n=41) 36.6% 34.1% 17.1% 4.9% 7.3% 100.0% 

50~59 歳  (n=50) 12.0% 10.0% 50.0% 16.0% 12.0% 100.0% 

60~69 歳  (n=39) 7.7% 15.4% 46.2% 12.8% 17.9% 100.0% 

70 歳 以 上  (n=8)  25.0% 12.5% 62.5% 0.0% 0.0% 100.0% 

不 明  (n=0)  -  -  -  -  -  -  

計  14.5% 40.9% 28.5% 7.2% 8.9% 100.0% 
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■ 理 想 的 な 子 ど も の 数■ 理 想 的 な 子 ど も の 数■ 理 想 的 な 子 ど も の 数■ 理 想 的 な 子 ど も の 数  

若年層で は 「２人 」 が ５割弱を占め 、 次 い で 「 3 人 」 が 37 .3％と 続 き ま し た 。

中 高 年層で は 「 3 人 」 が 5 割以上 を占め 、「２人 」 が 2 割強と な り ま し た 。  

 

 

 

 

■ 結 婚 ・ 子 育 て に と っ て 、 支 障 に な る こ と■ 結 婚 ・ 子 育 て に と っ て 、 支 障 に な る こ と■ 結 婚 ・ 子 育 て に と っ て 、 支 障 に な る こ と■ 結 婚 ・ 子 育 て に と っ て 、 支 障 に な る こ と  

結婚・子育て に と っ て支障と な る こ と は 、「 不 安 定 な収入な ど の 経 済 的 理由」が約

6 割、「 子育て ・教育費」 が 27 .7％、「親の介護の負担 」 が 20 .2％で し た 。  

 

 

若年層と 中 高 年層と も に同様 の傾向 を 示 し ま し た 。若年層が 上回る項目 は 、「 子育

て ・教育費」、「 あ な た 自 身 ま た は配偶者の仕事の事情 」、「保育所な ど の託児サービ

ス」、「育児の心理 的負担 ・肉体 的負担 」 で す 。 中 高 年層が 上回る項目 は 「親の介護

の負担 」 で し た 。  

2.8%

1.1%

45.4%

21.9%

37.3%

53.3%

5.3%

3.7%

4.9%

3.4%

4.2%

16.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18~39歳

(n=284)

40歳以上

(n=1151)

１人 ２人 ３人 ４人以上 子どもを持つつもりはない 不明

問1(イ)：年齢(SA)× 問15：理想的な⼦どもの⼈数(SA)

60.3%

27.7%

20.2%

17.8%

16.3%

10.9%

8.2%

4.2%

13.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

不安定な収⼊などの経済的理由

子育て・教育費

親の介護の負担

あなた自身または配偶者の仕事の事情

保育所などの託児サービス

家事・育児の負担

育児の⼼理的負担・⾁体的負担

その他

不明

問17：結婚・子育てにとって、支障になると思うもの（MA）

n=1,444
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58.8%

34.2%

26.4%

25.4%

15.5%

12.7%

12.0%

2.8%

3.9%

60.7%

26.2%

15.6%

14.2%

6.5%

21.8%

10.7%

4.5%

15.6%

0% 20% 40% 60% 80%

不安定な収⼊などの経済的理由

子育て・教育費

あなた自身または配偶者の仕事の事情

保育所などの託児サービス

育児の⼼理的負担・⾁体的負担

親の介護の負担

家事・育児の負担

その他

不明

18~39歳 (n=284)

40歳以上 (n=1151)

問1(イ)：年齢(SA)× 問17：結婚・子育てにとって、支障になると思うもの(MA)
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４．まちづくりの主要課題４．まちづくりの主要課題４．まちづくりの主要課題４．まちづくりの主要課題     

 

身 延 町 の ま ち づ く り は 、全国の 社 会動向 を踏ま え 、 身 延 町 の動向 、 町 民 の 意 向 調

査な ど を考慮し な が ら 、広範な 課 題 に 対 応 し て い く こ と が求め ら れ ま す 。  

今後 の ま ち づ く り に お い て 、 重点的 に 取 り 組んで い か な け ればな ら な い主要 な 課

題 と そ の 要点は 、 次 の通り で す 。 こ れ ら の 課 題 は 個 別 的 な も の で は な く 、複合 的 な

課 題 で あ る た め 、相乗的 な 効果を求め 、戦略的 に 取 り 組んで い く こ と が 必 要 で す 。  

 

((((１１１１ ))))定住と移住者の受け入れ定住と移住者の受け入れ定住と移住者の受け入れ定住と移住者の受け入れ     

 

■■■■ 求 め ら れ る求 め ら れ る求 め ら れ る求 め ら れ る “ 住 み や す い ”、“ 住 み 続 け た い ” ま ち“ 住 み や す い ”、“ 住 み 続 け た い ” ま ち“ 住 み や す い ”、“ 住 み 続 け た い ” ま ち“ 住 み や す い ”、“ 住 み 続 け た い ” ま ち     

    

本 町 は 生産・ 年 少 人 口 の 減 少 と と も に老年 人 口 も微減 の途上 に あ り 、今

後 は老年 人 口 も 大幅に 減 少 す る 本格的 な 人 口 減 少 社 会 を迎え ま す 。 定 住 人

口 を 確保す る た め に は 、福祉を 優先に あ ら ゆ る 取 り 組 み を着実 に 、 継 続 し

て い く 必 要 が あ り ま す 。  

人 口 減 少 のスピードに歯止め を か け る た め に は 、「 生 ま れ て よ か っ た 」「育

っ て よ か っ た 」「 住んで よ か っ た 」 と思え る ま ち を 実 現 す る こ と が 、 重 要 な

課 題 と な り ま す 。     

    

■ 定 住 促 進 、 新 た な 移 住 者 の 受 け 入 れ 環 境■ 定 住 促 進 、 新 た な 移 住 者 の 受 け 入 れ 環 境■ 定 住 促 進 、 新 た な 移 住 者 の 受 け 入 れ 環 境■ 定 住 促 進 、 新 た な 移 住 者 の 受 け 入 れ 環 境     

    

町 民 が 、 特 に 重 要 と思う 施 策 は 、「 定 住 と移住 の促進 」 で す 。 定 住 ・移住

の促進 に は 、「 町 内 の雇用の場の 確保」、「 子育て 環 境 の充実 」、「教育環 境 の

充実 」、「買い物の利便性 」、「交通機関の充実 」、「快適で 安価な宅地 の供給」

な ど 様 々 な 分 野 で の 取 組 み が 必 要 で す 。  

特 に 、若い女性 や 子育て世代に 対 応 し た 生 活 環 境 の 改善と こ れ ら世代に

対 す る移住 ・ 定 住促進 に 向 け て の 重点的 な 取 組 み 、 さ ら に 受 け入れ 体 制 の

総 合 的 な整備に 力 を入れ る 必 要 が あ り ま す 。  

    

((((２２２２ ))))雇用に繋がる地雇用に繋がる地雇用に繋がる地雇用に繋がる地 域資源の活用や地域ニーズに対応した産業域資源の活用や地域ニーズに対応した産業域資源の活用や地域ニーズに対応した産業域資源の活用や地域ニーズに対応した産業     

    

■ 観 光 振 興■ 観 光 振 興■ 観 光 振 興■ 観 光 振 興     

町 民 や企業経営者か ら見て 、産業振興の 中 で観光振興に 対 す る 期待は 最

も 高 く 、観光振興に よ る雇用や就業機会 の 確保は今後 と も 重 要 な 課 題 で す 。

特 に 、 身 延山、下部温泉、 本栖湖な ど は全国的 に知ら れ て お り 、 こ れ ら観

光資 源 を訪れ る観光客に満足感を持っ て頂く と と も に 、 町 内 に宿泊し て頂

く こ と が 課 題 で す 。  
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■ 新 た な 産 業■ 新 た な 産 業■ 新 た な 産 業■ 新 た な 産 業     

企業誘致な ど外か ら の 力 に依存す る産業振興は 、難し く な っ て い ま す 。

こ れ ま で 地 域 が蓄積し て き た 人材や 資 源 を見直し 、 新 た な産業を創出す る

こ と が 課 題 と な っ て い ま す 。  

    

((((３３３３ ))))環境環境環境環境 保全と保全と保全と保全と 安全・安心なまち安全・安心なまち安全・安心なまち安全・安心なまち     

    

■ 環 境 保 全■ 環 境 保 全■ 環 境 保 全■ 環 境 保 全     

本 町 で は 「 身 延 町 地球温暖化 対 策 実 行 計 画 」 の 目 標達成 に 向 け て 取 り 組

み を 行 っ て い ま す 。 ま た 、 民 間 に お い て も 、 環 境保全へ の 取 り 組 み が 進 め

ら れ て き ま し た 。  

町 の 基 本 的 な財産で あ る 自然環 境 を 未 来 に 継承し て い く こ と が 課 題 で

す 。     

 

■ 防 災 対 策 と 安 心 ・ 安 全 な 生 活 環 境■ 防 災 対 策 と 安 心 ・ 安 全 な 生 活 環 境■ 防 災 対 策 と 安 心 ・ 安 全 な 生 活 環 境■ 防 災 対 策 と 安 心 ・ 安 全 な 生 活 環 境     

防災 対 策 に つ い て は 、 大 き な被害 の 発 生 が懸念 さ れ て い る東海地震や富

士山火山災 害 へ の備え 、 集 中豪雨に よ る洪水や土砂災 害 対 策 を 一層強化 し

て い く こ と が 課 題 で す 。  

ま た 、 基盤と な る道路網の整備や 地 域 情 報 化 の 推 進 と と も に 、保健・福

祉・医療の 一層の充実 な ど 、快適に 安心し て暮らせる 生 活 環 境 の さ ら な る

改善が求め ら れ て い ま す 。  

 

((((４４４４ ))))協働のまち協働のまち協働のまち協働のまち     

 

■ 町 民 が 主■ 町 民 が 主■ 町 民 が 主■ 町 民 が 主 役 と な る ま ち役 と な る ま ち役 と な る ま ち役 と な る ま ち     

行 政 に よ る事業に依存し た ま ち づ く り に は限界が あ り ま す 。 町 民 優先で

住 民 と 行 政 の 連 携 と 分 担 に よ る 将 来 に希望の も て る ま ち づ く り を 推 進 し 、

町 民 が主役と な り 、 行 政 は そ れ を支援し 、 後押し す る仕組 み を つ く る こ と

が 重 要 な 課 題 と な っ て い ま す 。  

    

■ 行 財 政 改 革■ 行 財 政 改 革■ 行 財 政 改 革■ 行 財 政 改 革     

本 町 で は 、“小さ く て 効率的 な役場経営”を 目 標 に 、職員の 意識改革、 行

財政 の健全化 、 町 民 自 治 を 基 本 に 、 改革を 進 め て い ま す 。  

事務 ・事業の整理統合 や 経費の節減 、費用対 効果を厳正 に評価し て い く

行 政評価制 度 の 活用な ど 、 町 を 経営す る観点に よ る 行財政 改革を強力 に 推

進 す る と と も に 、 住 民 と 行 政 の 連 携 と 分 担 で 進 め る 地 域 協働の ま ち づ く り

体 制 を 具 体 化 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  
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■ 人 口 減 少 の 影 響■ 人 口 減 少 の 影 響■ 人 口 減 少 の 影 響■ 人 口 減 少 の 影 響     

本 町 で は既に 人 口 減 少 社 会 を迎え て お り 、 こ れ に伴い 、土地需要 は 減 少

し 、空き家、耕作放棄地 が増加 し て い ま す 。 そ の 結果、宅地 ・農地 、道路、

農道・林道、水路な ど の 管 理水準の 低下が懸念 さ れ ま す 。  

今後 、 町 民 と 行 政 が 協働し て 、 人 口 減 少 社 会 に お け る土地利用やインフ

ラ＊ の適切な 管 理 の あ り 方 を 構築す る こ と が 課 題 で あ り ま す 。     

 



 

身延町民であることに誇りと自覚を持ち、力を合わせて

第第第第２２２２部部部部

 

第１第１第１第１章章章章

 

１．１．１．１． 目指す目指す目指す目指す

 

（１）（１）（１）（１） まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの

 

平 成

ら れ ま し た 。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 一 次 総 合 計 画 に お い て 、

あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を も ち 、 力 を 合 わ せ て 安 ら ぎ と 活 力 に あ ふ れ た 、 ひ ら か れ た

ま ち づ く り を 進 め る 」 こ と を 基 本 理 念 に お き

し て き ま し た 。 こ れ ま で の 取 り 組 み を さ ら に 発 展 さ せ る こ と を 期 待 し

継 承 し ま す

 

    

    私私私私 たちのたちのたちのたちの

自 然 環 境自 然 環 境自 然 環 境自 然 環 境

世代世代世代世代

    私私私私 たちはたちはたちはたちは

ふれたふれたふれたふれた

    このことをふまえてこのことをふまえてこのことをふまえてこのことをふまえて

    

    一一一一     

    一一一一     

    一一一一     

    一一一一     

    一一一一     

    

身延町民であることに誇りと自覚を持ち、力を合わせて

安らぎと活力にあふれた、ひらかれたまちづくりを進める

部部部部    基本構想基本構想基本構想基本構想

章章章章    まちづくり将来像まちづくり将来像まちづくり将来像まちづくり将来像

目指す目指す目指す目指す 将来像将来像将来像将来像

まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの

平 成 17 年 12

ら れ ま し た 。  

第 一 次 総 合 計 画 に お い て 、

あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を も ち 、 力 を 合 わ せ て 安 ら ぎ と 活 力 に あ ふ れ た 、 ひ ら か れ た

ま ち づ く り を 進 め る 」 こ と を 基 本 理 念 に お き

し て き ま し た 。 こ れ ま で の 取 り 組 み を さ ら に 発 展 さ せ る こ と を 期 待 し

継 承 し ま す 。  

たちのたちのたちのたちの郷 土郷 土郷 土郷 土

自 然 環 境自 然 環 境自 然 環 境自 然 環 境 にににに恵恵恵恵

世代世代世代世代 にわたってにわたってにわたってにわたって

たちはたちはたちはたちは、、、、身 延 町 民身 延 町 民身 延 町 民身 延 町 民

ふれたふれたふれたふれた、、、、ひらかれたまちづくりをひらかれたまちづくりをひらかれたまちづくりをひらかれたまちづくりを

このことをふまえてこのことをふまえてこのことをふまえてこのことをふまえて

    ふるさとのふるさとのふるさとのふるさとの

    心心心心 とととと体体体体 をきたえをきたえをきたえをきたえ

    仕事仕事仕事仕事 にににに励励励励

    生涯生涯生涯生涯 をををを通通通通

    助助助助 けあいけあいけあいけあい、、、、

身延町民であることに誇りと自覚を持ち、力を合わせて

安らぎと活力にあふれた、ひらかれたまちづくりを進める

基本構想基本構想基本構想基本構想            

まちづくり将来像まちづくり将来像まちづくり将来像まちづくり将来像

将来像将来像将来像将来像     

まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの 基本理念基本理念基本理念基本理念

12 月 1 日 に 「 身 延 町 民 憲 章 」 が 制 定 さ れ 、 ま ち づ く り の 意 思 が 定 め

第 一 次 総 合 計 画 に お い て 、

あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を も ち 、 力 を 合 わ せ て 安 ら ぎ と 活 力 に あ ふ れ た 、 ひ ら か れ た

ま ち づ く り を 進 め る 」 こ と を 基 本 理 念 に お き

し て き ま し た 。 こ れ ま で の 取 り 組 み を さ ら に 発 展 さ せ る こ と を 期 待 し

郷 土郷 土郷 土郷 土 はははは、、、、雄 大雄 大雄 大雄 大 なななな

恵恵恵恵 まれていますまれていますまれていますまれています

にわたってにわたってにわたってにわたって受受受受 けけけけ継継継継 がれがれがれがれ

身 延 町 民身 延 町 民身 延 町 民身 延 町 民 であることにであることにであることにであることに

ひらかれたまちづくりをひらかれたまちづくりをひらかれたまちづくりをひらかれたまちづくりを

このことをふまえてこのことをふまえてこのことをふまえてこのことをふまえて、、、、ここにここにここにここに町民憲章町民憲章町民憲章町民憲章

ふるさとのふるさとのふるさとのふるさとの自然自然自然自然 をををを愛愛愛愛

をきたえをきたえをきたえをきたえ、、、、明明明明 るくるくるくるく

励励励励 みみみみ、、、、創意創意創意創意

通通通通 してしてしてして学学学学 びあいびあいびあいびあい

、、、、心心心心 のふれあうひらかれたのふれあうひらかれたのふれあうひらかれたのふれあうひらかれた

まちづくりの基本理念まちづくりの基本理念まちづくりの基本理念まちづくりの基本理念

身延町民であることに誇りと自覚を持ち、力を合わせて

安らぎと活力にあふれた、ひらかれたまちづくりを進める

            ～身延のまちづくり目標を定める～身延のまちづくり目標を定める～身延のまちづくり目標を定める～身延のまちづくり目標を定める

まちづくり将来像まちづくり将来像まちづくり将来像まちづくり将来像    

基本理念基本理念基本理念基本理念     

日 に 「 身 延 町 民 憲 章 」 が 制 定 さ れ 、 ま ち づ く り の 意 思 が 定 め

第 一 次 総 合 計 画 に お い て 、 こ の 「 身 延 町 民 憲 章 」 が 基 調 に し て い る 「 身 延 町 民 で

あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を も ち 、 力 を 合 わ せ て 安 ら ぎ と 活 力 に あ ふ れ た 、 ひ ら か れ た

ま ち づ く り を 進 め る 」 こ と を 基 本 理 念 に お き

し て き ま し た 。 こ れ ま で の 取 り 組 み を さ ら に 発 展 さ せ る こ と を 期 待 し

身延町民憲章身延町民憲章身延町民憲章身延町民憲章

なななな山山山山 なみになみになみになみに

まれていますまれていますまれていますまれています。。。。古古古古 くからくからくからくから

がれがれがれがれ、、、、今今今今 もなおもなおもなおもなお

であることにであることにであることにであることに誇誇誇誇

ひらかれたまちづくりをひらかれたまちづくりをひらかれたまちづくりをひらかれたまちづくりを進進進進 めていかなければなりませんめていかなければなりませんめていかなければなりませんめていかなければなりません
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る  ひ ら か れ た ま ち 」 と し ま す 。

ま た 、住 民 と 行 政 が と も に 力 を 合 わ

ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち の 実 現 を 目 指 し て 、 ま ち づ く り を 強 化 推 進

こ の 将 来 像 に 向 け 、 次 の よ う な ５ つ の 目 標 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安安 安安
ら

ぎ
と

ら
ぎ

と
ら

ぎ
と

ら
ぎ

と
    

活
力

活
力

活
力

活
力

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

    
ひ

ら
か

れ
た

ひ
ら

か
れ

た
ひ

ら
か

れ
た

ひ
ら

か
れ

た
ま

ち
ま

ち
ま

ち
ま

ち
 

～～ ～～
    

「「 「「
生生 生生

ま
れ

て
よ

か
っ
た

・
ま

れ
て

よ
か

っ
た

・
ま

れ
て

よ
か

っ
た

・
ま

れ
て

よ
か

っ
た

・
育育 育育

っ
て

よ
か

っ
た

・
っ
て

よ
か

っ
た

・
っ
て

よ
か

っ
た

・
っ
て

よ
か

っ
た

・
住住 住住

ん
で

よ
か

っ
た

ん
で

よ
か

っ
た

ん
で

よ
か

っ
た

ん
で

よ
か

っ
た

」」 」」
とと とと

思思 思思
え

る
ま

ち
え

る
ま

ち
え

る
ま

ち
え

る
ま

ち
をを をを

目
指

目
指

目
指

目
指

し
て

し
て

し
て

し
て

    
～～ ～～

 

目指す目指す目指す目指す 将来像将来像将来像将来像

第 二 次 身 延 町 総 合
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こ の 将 来 像 に 向 け 、 次 の よ う な ５ つ の 目 標 の 実 現 を 目 指 し ま す 。
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ひ ら か れ た ま ち 」 と し ま す 。
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こ の 将 来 像 に 向 け 、 次 の よ う な ５ つ の 目 標 の 実 現 を 目 指 し ま す 。
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 町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情
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続 け た い ま ち続 け た い ま ち続 け た い ま ち続 け た い ま ち とととと 安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町

目 指 し ま す 。目 指 し ま す 。目 指 し ま す 。目 指 し ま す 。     

うるおいの環境うるおいの環境うるおいの環境うるおいの環境

緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の

優 れ た 環 境 が 継 承 さ れ 、優 れ た 環 境 が 継 承 さ れ 、優 れ た 環 境 が 継 承 さ れ 、優 れ た 環 境 が 継 承 さ れ 、

る身延町る身延町る身延町る身延町を 目 指 し ま す 。を 目 指 し ま す 。を 目 指 し ま す 。を 目 指 し ま す 。

発展の活力発展の活力発展の活力発展の活力づくりづくりづくりづくり

産 業 の 振 興 や産 業 の 振 興 や産 業 の 振 興 や産 業 の 振 興 や 交 通 網 の 整 備交 通 網 の 整 備交 通 網 の 整 備交 通 網 の 整 備

拡 大 す る拡 大 す る拡 大 す る拡 大 す る発展の活力を実感できる身延町発展の活力を実感できる身延町発展の活力を実感できる身延町発展の活力を実感できる身延町

    

学びの学びの学びの学びの人人人人づくりづくりづくりづくり
教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯

を 通 じ た 学 習 活 動を 通 じ た 学 習 活 動を 通 じ た 学 習 活 動を 通 じ た 学 習 活 動 のののの

心の豊かさや学ぶ喜びを心の豊かさや学ぶ喜びを心の豊かさや学ぶ喜びを心の豊かさや学ぶ喜びを

のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり

町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情

報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ

た 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ た

協働とひらかれたまちを実感できる身延町協働とひらかれたまちを実感できる身延町協働とひらかれたまちを実感できる身延町協働とひらかれたまちを実感できる身延町

は 、基 本 理 念 を 踏 ま え

せ 、「 生 ま れ て よ か っ た

ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち の 実 現 を 目 指 し て 、 ま ち づ く り を 強 化 推 進

こ の 将 来 像 に 向 け 、 次 の よ う な ５ つ の 目 標 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

暮らし暮らし暮らし暮らしづくりづくりづくりづくり

と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、

安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町

うるおいの環境うるおいの環境うるおいの環境うるおいの環境づくりづくりづくりづくり

緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の

優 れ た 環 境 が 継 承 さ れ 、優 れ た 環 境 が 継 承 さ れ 、優 れ た 環 境 が 継 承 さ れ 、優 れ た 環 境 が 継 承 さ れ 、うるおいのある環境を実感できうるおいのある環境を実感できうるおいのある環境を実感できうるおいのある環境を実感でき

を 目 指 し ま す 。を 目 指 し ま す 。を 目 指 し ま す 。を 目 指 し ま す 。     

づくりづくりづくりづくり  
交 通 網 の 整 備交 通 網 の 整 備交 通 網 の 整 備交 通 網 の 整 備

発展の活力を実感できる身延町発展の活力を実感できる身延町発展の活力を実感できる身延町発展の活力を実感できる身延町

づくりづくりづくりづくり  
教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯

のののの 広 が り広 が り広 が り広 が り に よ りに よ りに よ りに よ り

心の豊かさや学ぶ喜びを心の豊かさや学ぶ喜びを心の豊かさや学ぶ喜びを心の豊かさや学ぶ喜びを実感実感実感実感

のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり  
町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情

報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ

た 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ た

協働とひらかれたまちを実感できる身延町協働とひらかれたまちを実感できる身延町協働とひらかれたまちを実感できる身延町協働とひらかれたまちを実感できる身延町

は 、基 本 理 念 を 踏 ま え 、「 安 ら ぎ と

せ 、「 生 ま れ て よ か っ た  育 っ て よ か っ た

ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち の 実 現 を 目 指 し て 、 ま ち づ く り を 強 化 推 進

こ の 将 来 像 に 向 け 、 次 の よ う な ５ つ の 目 標 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

づくりづくりづくりづくり  
と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、

安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町

づくりづくりづくりづくり  
緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の

うるおいのある環境を実感できうるおいのある環境を実感できうるおいのある環境を実感できうるおいのある環境を実感でき

交 通 網 の 整 備交 通 網 の 整 備交 通 網 の 整 備交 通 網 の 整 備 、、、、地 域 情 報 化 な ど地 域 情 報 化 な ど地 域 情 報 化 な ど地 域 情 報 化 な ど

発展の活力を実感できる身延町発展の活力を実感できる身延町発展の活力を実感できる身延町発展の活力を実感できる身延町

教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯

に よ りに よ りに よ りに よ り 、、、、 地 域 文 化 が 醸 成 さ地 域 文 化 が 醸 成 さ地 域 文 化 が 醸 成 さ地 域 文 化 が 醸 成 さ

実感実感実感実感できる身延町できる身延町できる身延町できる身延町

町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情

報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ

た 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ た

協働とひらかれたまちを実感できる身延町協働とひらかれたまちを実感できる身延町協働とひらかれたまちを実感できる身延町協働とひらかれたまちを実感できる身延町

「 安 ら ぎ と  

育 っ て よ か っ た

ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち の 実 現 を 目 指 し て 、 ま ち づ く り を 強 化 推 進 し ま す 。

こ の 将 来 像 に 向 け 、 次 の よ う な ５ つ の 目 標 の 実 現 を 目 指 し ま す 。  

と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、

安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町

緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の

うるおいのある環境を実感できうるおいのある環境を実感できうるおいのある環境を実感できうるおいのある環境を実感でき

地 域 情 報 化 な ど地 域 情 報 化 な ど地 域 情 報 化 な ど地 域 情 報 化 な ど の 基 盤の 基 盤の 基 盤の 基 盤

発展の活力を実感できる身延町発展の活力を実感できる身延町発展の活力を実感できる身延町発展の活力を実感できる身延町を 目 指 しを 目 指 しを 目 指 しを 目 指 し

教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯

地 域 文 化 が 醸 成 さ地 域 文 化 が 醸 成 さ地 域 文 化 が 醸 成 さ地 域 文 化 が 醸 成 さ

できる身延町できる身延町できる身延町できる身延町を 目 指 し まを 目 指 し まを 目 指 し まを 目 指 し ま

町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情

報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ

た 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ た

協働とひらかれたまちを実感できる身延町協働とひらかれたまちを実感できる身延町協働とひらかれたまちを実感できる身延町協働とひらかれたまちを実感できる身延町を 目 指 し まを 目 指 し まを 目 指 し まを 目 指 し ま

 活 力 あ

育 っ て よ か っ た  住

し ま す 。  

と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、と 安 心 し て 暮 ら せ る 快 適 な 環 境 を 築 き 、住 み住 み住 み住 み

安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町安らぎのある暮らしを実感できる身延町 をををを

緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の緑 と 水 の 多 様 な 自 然 、清 涼 な 空 気 、美 し い 景 観 な ど の

うるおいのある環境を実感できうるおいのある環境を実感できうるおいのある環境を実感できうるおいのある環境を実感でき

の 基 盤の 基 盤の 基 盤の 基 盤 をををを

を 目 指 しを 目 指 しを 目 指 しを 目 指 し

教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯教 育 の 充 実 に よ り 明 日 を 担 う 子 供 た ち を 育 成 し 、生 涯

地 域 文 化 が 醸 成 さ地 域 文 化 が 醸 成 さ地 域 文 化 が 醸 成 さ地 域 文 化 が 醸 成 さ

を 目 指 し まを 目 指 し まを 目 指 し まを 目 指 し ま

町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情町 内 外 の 多 様 な 交 流 活 動 と と も に 、 住 民 と 行 政 の 情

報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ報 交 流 と 共 有 化 が 進 み 、 住 民 の 自 主 的 活 動 に 支 え ら れ

た 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ たた 連 携 ・ 分 担 の ま ち づ く り の 仕 組 み が 構 築 さ れ た地域地域地域地域

を 目 指 し まを 目 指 し まを 目 指 し まを 目 指 し ま
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２．２．２．２． 将来人口の目標将来人口の目標将来人口の目標将来人口の目標     

 

（１）人口ビジョン（１）人口ビジョン（１）人口ビジョン（１）人口ビジョン ＊＊＊＊     

 

本 町 は 、 超 高 齢 社 会 ＊ と 、 著 し い 少 子 化 が 進 む 過 疎 の 地 域 構 造 下 に あ り 、 人 口 の

減 少 は 避 け ら れ な い 状 況 に あ り ま す 。  

こ の よ う な 中 で 人 口 減 少 に 歯 止 め を か け 、 地 域 社 会 の 活 力 を 維 持 す る た め に は 、

移 住 ・ 定 住 促 進 の た め の 様 々 な 対 策 を 継 続 的 に 実 施 し 、 人 口 減 少 幅 を 着 実 に 縮 小 さ

せ 、 定 住 人 口 を 確 保 し て い く こ と が 必 要 で す 。  

こ の た め 、 本 町 の 特 色 を 活 か し た 地 域 産 業 の 振 興 と 雇 用 ・ 就 労 の 場 の 創 出 、 町 を

元 気 に で き る 人 財 の 育 成 、 若 者 の 定 住 や 新 た な 移 住 者 の 拡 大 に 向 け た 宅 地 分 譲 ・ 空

き 家 の 活 用 な ど の 移 住 ・ 定 住 対 策 、 結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て 環 境 ・ 教 育 の 充 実 、 生 活 ・

交 流 ・ 防 災 拠 点 の 整 備 な ど 若 者 を 呼 び 込 む た め の 総 合 的 な 対 策 を 推 進 す る こ と が 重

要 で す 。  

ま た 、 中 部 横 断 自 動 車 道 を は じ め と す る 交 通 条 件 の 改 善 と と も に 、 交 流 人 口 を 増

や し 、 町 に に ぎ わ い を つ く り 出 し て い く こ と も 重 要 で す 。  

将 来 人 口 は 、「 人 口 ビ ジ ョ ン ＊ 」 に 準 じ て 、 次 の と お り 目 標 を 掲 げ ま す 。  

 

 

 
 

 

 

 実  績  目標設定目標設定目標設定目標設定  

 2005 年  

平成 17 年 

2010 年  

平成 22 年 

2015 年   

平成 27 年 

2021 年年年年  

平成平成平成平成 33 年年年年 

2026 年年年年  

平成平成平成平成 38 年年年年 

総総総総     人人人人     口口口口  16,334 14,459 12,669 12,132 11,278 
世世世世     帯帯帯帯     数数数数  5,931 5,593 5,211 5,203 5,042 
1 世帯当たり人員世帯当たり人員世帯当たり人員世帯当たり人員  2.75 2.59 2.43 2.33 2.24 
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３．土地利用の方向３．土地利用の方向３．土地利用の方向３．土地利用の方向 性性性性     

 

（１）立地条件（１）立地条件（１）立地条件（１）立地条件     

身 延 町 は 、東 西 約 24km、南 北 約 25km に 町 域 が 広 が り 、301.98km2 の 面 積 を

有 し て い ま す 。 町 の 中 央 を 北 か ら 南 に 富 士 川 が 貫 き 、 早 川 、 常 葉 川 な ど 多 く の 中 小

河川 が 流 れ 込 ん で い ま す 。 富 士 川 を は さ ん で 東 西 に急峻な山地 が連な り 、 西方に は

七面山（標 高 1 ,989m）、 東方に毛無山（標 高 1 ,964m）がそび え て い ま す 。  

ま と ま っ た 平坦地 は 、 富 士 川沿い とその支流 の 中 ・ 下 流 域 に 広 が り 、農地 や集落

が形成 さ れ て い ま す 。 ま た 、山間部 の 中 小河川沿い に は 、 中 小集落が散在し 、周辺

に農地 が ひ ら か れ て い ま す 。  

富 士 川 の 東側に JR 身 延線、 西側に は国道 52 号が 南 北 に走り 、 東 に 富 士五湖方

面 と を つ なぐ国道 300 号が 延 び て お り 、 こ れ ら が 広 域 的 な 交 通幹線の骨格を形成

し て い ま す 。 ま た 、 中 部 横 断 自 動 車 道 の開通 に 向 け 、 身 延山ＩＣ、 下 部温泉早 川Ｉ

Ｃ、 中 富ＩＣの 整 備 も 進 め ら れ て い ま す 。 高速道路網の連結 に よ り 、 流 通 の 広 域 化

が図ら れ観光や 産 業 面 な ど 新 た な飛躍が 期 待 さ れ て い ま す 。  

 

（２）社会条件（２）社会条件（２）社会条件（２）社会条件     

町土利用 を めぐっ て は 、 基 本 的 条 件 が変化 し て い ま す 。  

本 町 で は既に 人 口 減 少 社 会 を迎え て お り 、 減 少ペースも加速化 し て い ま す 。 こ れ

に伴い 、土地 の需要 は 減 少 し 、 町土利用 は 様 々 な形で 縮 小 し 、 町土の管理水準 の低

下 や非効率な土地利用 の 増 大 が懸念 さ れ て い ま す 。 こ の た め 、 本格的 な 人 口 減 少 社

会 に お け る 町土の適切な利用・管理 の あ り方を 構築す る こ と が課題と な っ て い ま す 。

ま た 、既に開発圧力 ＊ は 減 少 状態に あ る た め 、その 保全・再生 を図る こ と が 重 要 と

な っ て い ま す 。  

自然環 境 に つ い て は 、再生可能な資源に よ るエネルギーの供給や 防 災 ・ 減 災 、 生

活 環 境 の 改 善 な ど の 自然が 持 つ 多 様 な機能を評価し 、 持 続 的 で豊か な 生 活 を 実 現 す

る 基盤と し て の 活 用 が 期 待 さ れ ま す 。  

東 日 本 大震災 を は じ め と す る 自然災害の 経験を 通 じ 、居住 地 や公共施設の立地 な

ど の 安全・ 安心に 対 す る 意識が 高 ま っ て い ま す 。 中長期 的 の視点 か ら 、 よ り 安全な

町土利用 を 実 現 す る こ と が 重 要 と な っ て い ま す 。  

 

（３）方向性（３）方向性（３）方向性（３）方向性     

こ れ ら を十分 に 踏 ま え な が ら国土利用 計 画（全国計 画）の３つ の 基 本方針「適切

な 町土管理 を 実 現 す る 町土利用 」、「 自然環 境 ・美し い景観等を 保全・再生 ・ 活 用 す

る 町土利用 」、「 安全・ 安心を 実 現 す る 町土利用 」 と国土利用 計 画（山梨県計 画）を

基 本 と し た国土利用 計 画（身 延 町 計 画）に沿っ て豊か な土地利用 を 目 指 し ま す 。  
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①適切な町土管理を実現する町土利用①適切な町土管理を実現する町土利用①適切な町土管理を実現する町土利用①適切な町土管理を実現する町土利用  

 

人 口 減 少 、高 齢 化 が 進 行 す る 中 で 、適 切 な 町 土 管 理 を す る た め に 、地 域 状 況 を  

踏 ま え 、 行 政 、 医 療 ・ 福 祉 、 商 業 等 の 機 能 集 約 化 を 図 り ま す 。      

ま た 、交 通 ネ ッ ト ワ ー ク や 拠 点 機 能 の 適 正 配 置 な ど 、利 便 性 の 高 い 基 盤 整 備 に  

努 め る と と も に 、中 部 横 断 自 動 車 道 を 活 か し 町 内 外 の 交 流 を 促 進 す る 土 地 利 用 を   

進 め ま す 。  

 

 

②自然環境・美しい景観等を保全・再生・活用する町土利用②自然環境・美しい景観等を保全・再生・活用する町土利用②自然環境・美しい景観等を保全・再生・活用する町土利用②自然環境・美しい景観等を保全・再生・活用する町土利用  

優 れ た 自 然 環 境 に つ い て は 、自 然 環 境 の 保 全 を 進 め 、町 民 の 福 利 や 地 域 づ く り

に 資 す る 活 用 を 推 進 し ま す 。ま た 、森 林 資 源 を 新 た な 生 産 の 場 と し て 、森 林 管 理

が 行 き 届 く 土 地 利 用 を 進 め ま す 。  

 

③安全・安心を実現する町土利用③安全・安心を実現する町土利用③安全・安心を実現する町土利用③安全・安心を実現する町土利用  

 

防 災・減 災 対 策 と と も に 、地 域 の 実 情 を 踏 ま え 、災 害 リ ス ク の 高 い 地 域 の 土 地  

利 用 に つ い て は 、 町 民 生 活 の 安 全 性 を 高 め る 土 地 利 用 を 進 め ま す 。  

  ま た 、過 疎 化 が 進 み 人 口 の 減 少 が 著 し い 地 域 に お い て 、安 心 し て 暮 ら し て い く  

う え で 必 要 な 生 活 サ ー ビ ス 供 給 を 継 続 す る た め 、各 種 生 活 支 援 機 能 を 集 約 し た 小  

さ な 拠 点 づ く り に つ い て 検 討 す る こ と が 必 要 で す 。  
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〈〈〈〈 交通幹線と交通幹線と交通幹線と交通幹線と 土地利用の概念土地利用の概念土地利用の概念土地利用の概念 図図図図 〉〉〉〉  
 

 

 

 

 

観光の飛躍観光の飛躍観光の飛躍観光の飛躍  

流通の広域化流通の広域化流通の広域化流通の広域化  

産業の飛躍産業の飛躍産業の飛躍産業の飛躍  
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＜地域拠点＜地域拠点＜地域拠点＜地域拠点 とととと ネットワークネットワークネットワークネットワーク のののの 概念＞概念＞概念＞概念＞  
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第２第２第２第２章章章章    人口減少と少子高齢化対策の取り組み（人口減少と少子高齢化対策の取り組み（人口減少と少子高齢化対策の取り組み（人口減少と少子高齢化対策の取り組み（総合戦略総合戦略総合戦略総合戦略））））    

 

１．１．１．１． 総合総合総合総合 戦略戦略戦略戦略 の目的の目的の目的の目的     

 

本 町 は 、 平 成 27 年 12 月 に 、 ま ち ・ ひ と ・ しごと 創 生法に 基 づ き 、 平 成 27 年

度か ら 平 成 31 年度の ５ か 年 を 計 画 期間と し た 「 身 延 町 ま ち ・ ひ と ・ しごと 創 生 総

合戦略」 策 定 し ま し た 。  

こ の戦略は 、 少 子 ・ 高 齢 化 の 進 展 に 的 確 に 対応し 、 人 口 の 減 少 に 歯 止 め を か け る

と と も に 、それぞれ の 地 域 で 住 み よ い 環 境 を 確 保 し 、 将 来 に わ た っ て 活 力 の あ る 社

会 を 維 持 し て い く た め の 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る こ と を 目 的 と し 、「 身 延

町 ま ち ・ ひ と ・ しごと 創 生 人 口 ビ ジ ョ ン ＊ 」 が示す 平 成 72 年（2060 年）の 目 標

人 口 7 ,600 人 の 実 現 に 向 け て 中 期 的 な 目 標値を 掲 げ 取 り 組 ん で い ま す 。  

    

２２２２ ．．．． 総合戦略の基本的な考え方総合戦略の基本的な考え方総合戦略の基本的な考え方総合戦略の基本的な考え方     

 

((((１１１１ ))))人口減少の克服人口減少の克服人口減少の克服人口減少の克服     

人 口 減 少問題の解決に 向 け 、若 者 を 中心と す る 人 財 の 確 保 や 定 住 化 、雇 用 の 創 出 、

観光を は じ め と す る 交 流 人 口 の 拡 大 、 結 婚 ・ 子 育 て ・ 教 育 環 境 の 改 善 な ど の 総 合 的

な 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。  

((((２２２２ ))))まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立     

地方創 生 は 、「 ひ と 」が 中心で あ り 、長期 的 に は 地方で「 ひ と 」を つ く り 、「 ひ と 」

が「 しごと 」、「 ま ち 」を つ く る と い う好循環 を 生 み 出 す こ と で す 。「 人 口 減 少 が 地 域

経済の 縮 小 を 呼 び 、 地 域 経済の 縮 小 が 人 口 減 少 を加速さ せ る 」 と い っ た 構 造 的 な問

題を克服す る た め に は 、「 しごと 」 が 「 ひ と 」 を 呼 び 、「 ひ と 」 が 「 しごと 」 を 呼 び

込 む好循環 を 確立す る こ と が 重 要 で す 。  

 

① し ご と の 創 生  

定 住 促 進 の た め に は 、 安 定 的 な 就 労 ・ 雇 用 の 場 の 創 出 が不可欠で す 。近い 将 来 、

中 部 横 断 自 動 車 道 の開通 に よ っ て 、企業等の誘致が 期 待 さ れ る と ころで あ り 、 積極

的 に 取 り 組 ん で 行 く事が 必 要 で す 。  

将 来 に わ た り 、 安 定 し た 雇 用 を 創 出 す る た め に は 、 身 延山、 下 部温泉、 本栖湖な

ど の観光資源を 活 用 し た観光振 興 とそれ に伴う 雇 用 の 創 出 が求め ら れ ま す 。  

 

② ひ と の 創 生  

将 来 を担う 小 中校生 のＩＣＴ ＊ を 活 用 し た 教 育 、英語教 育 、体験教 育 の 推 進 、 高

校・ 大学間で の 交 流事業 の 拡 大 、 地 域団体と の協働事業 な ど を 通 じ 、 地 域 人 財 の 育

成 を 積極的 に 進 め ま す 。 ま た 、女性の 結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て支援を 通 じ 、女性が 活躍

で き る 環 境 を形成 し ま す 。  



38 
 

③ ま ち の 創 生  

身 延 町 は 中山間地 域 で あ る た め 、平野部 が 少 な く 、生 活利便施設や医療福祉施設、

教 育 施設が 分散し て い ま す 。こ の た め 、災害の危険性の な い良好な 条 件 を も つ 地 域・

地区に 子 育 て世代の 住 宅 の建設を 推 進 し 、既存の公共施設跡地 の利活 用 を図り ま す 。

ま た 、 生 活 、 産 業 にＩＣＴ ＊ を 活 用 し 、 生 活 面 で は利便性の 確 保 と質的 向上を 目 指

し 、 産 業 面 で は 、 広 く情報発信し 、販路拡 大等を 目 指 し ま す 。  

 

３３３３ ．．．． 総合計画における総合戦略の位置づけ総合計画における総合戦略の位置づけ総合計画における総合戦略の位置づけ総合計画における総合戦略の位置づけ     

 

総 合戦略は 、身 延 町 総 合 計 画 の 基 本 構想に 掲 げ る ま ち づ く り の 将 来 像 で あ る「安安安安

らぎとらぎとらぎとらぎと     活力ある活力ある活力ある活力ある     ひらかれたまちひらかれたまちひらかれたまちひらかれたまち」を 目 指 す と と も に 、「 しごと づ く り 」、「 ひ

と づ く り 」、「 ま ち づ く り 」 を 基 本 と し て 人 口 減 少問題の克服に 必 要 な 基 本 目 標 を 掲

げ 、その 施 策 に 取 組 む こ と と し て い る こ と か ら 第 二 次 総 合 計 画 に お け る 人 口 減 少問

題対 策 に反映さ せ 一体的 に 推 進 す る こ と と し ま す 。  

    

４４４４ ．総合戦略．総合戦略．総合戦略．総合戦略 の基本目標の基本目標の基本目標の基本目標     

 

総 合戦略で は 、 将 来 に わ た り 持 続 的 に 発 展 す る 社 会 を 実 現 す る た め 、以下 に示す

5 つ の 基 本 目 標 に沿っ て 、 本 町 の 実情に応じ た具体的 な 施 策 を 展開し ま す 。  

 

基本目標１．地域に根ざした雇用の創出基本目標１．地域に根ざした雇用の創出基本目標１．地域に根ざした雇用の創出基本目標１．地域に根ざした雇用の創出     

 

＜基 本 的方向＞  

１  起業支援及び 新規事業所の誘致を 推 進 し ま す 。  

２  農業 振 興 に よ る 新 た な 地 域 産 業 を 興 し 、 雇 用 を 創 出 し ま す 。  

３  観光資源の魅力アップと 環 境 整 備 に よ り観光産 業 を 拡 大 し ま す 。  

４  地 場 産 業 の 活性化 とＰＲの 強 化 を 推 進 し ま す 。  

 

 

 

基本目標２．町を元気にできる人財の育成基本目標２．町を元気にできる人財の育成基本目標２．町を元気にできる人財の育成基本目標２．町を元気にできる人財の育成     

 

＜基 本 的方向＞  

１  地 元 高校と 大学と の連携事業 を支援し ま す 。  

２  高校生 と の 意見交換会 を開催し ま す 。                    

３  人 財 育 成カリキュラムの 実 施 と 人 財 の 確 保 を 行 い ま す 。  
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基本目標３．人の流れをつくり、移住・定住の促進基本目標３．人の流れをつくり、移住・定住の促進基本目標３．人の流れをつくり、移住・定住の促進基本目標３．人の流れをつくり、移住・定住の促進     

 

＜基 本 的方向＞  

１  ＣＣＲＣ ＊ を 推 進 し 、 空校舎な ど を 活 用 し た福祉サービスに よ り 、 移 住 ・ 定 住 を

推 進 し ま す 。  

２  空 き 家 の 活 用 や 宅 地 分 譲 を 推 進 す る な ど 、 移 住 ・ 定 住 促 進 に 取 り 組 み ま す 。  

 

 

 

基本目標４．結婚・出産・子育て環境の充実基本目標４．結婚・出産・子育て環境の充実基本目標４．結婚・出産・子育て環境の充実基本目標４．結婚・出産・子育て環境の充実     

 

＜基 本 的方向＞  

１  結 婚 ・ 出 産への支援を 充 実 し ま す 。  

２  子 育 て世代が 安心し て暮ら せ る支援の 充 実 を図り ま す 。  

３  教 育 環 境 の質的 向上を図り ま す 。  

４  災害発 生時の児童生徒の 安全確 保 に努め ま す 。  

 

 

 

基本目標５．特色ある持続可能な地域社会の形成基本目標５．特色ある持続可能な地域社会の形成基本目標５．特色ある持続可能な地域社会の形成基本目標５．特色ある持続可能な地域社会の形成     

 

＜基 本 的方向＞  

１  地 域 の 拠 点 づ く り を 推 進 し ま す 。  

２  公共交 通機関の 充 実 を図り ま す 。  

３  町 の情報提供の 充 実 を図り ま す 。  

４  安心安全に暮ら せ る 環 境 づ く り を 推 進 し ま す 。  

 

 

 

 



 

第３第３第３第３章章章章

 

１．１．１．１． 安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．うるおいの環境づくり２．うるおいの環境づくり２．うるおいの環境づくり２．うるおいの環境づくり

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

(１１１１ )福祉のある暮らし福祉のある暮らし福祉のある暮らし福祉のある暮らし

地 域 ぐ る み で の 助 け 合 い 、 支 え 合 い を 基 本 に 、 高 齢 者 の 福 祉 、 子 育 て 環 境

の 整 備 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 強 化 、 援 助 を 必 要 と す る 人 た ち の 自 立 へ の 支 援

な ど 地 域 福 祉 体 制 の 充

 

(２２２２ )快適な暮らし快適な暮らし快適な暮らし快適な暮らし

幅 広 い 世 代 が 住 み や す い 住 宅 ・ 宅 地 の 整 備 を 進 め ま す 。 ま た 、 水 道 施 設 ・

下 水 道 施 設 整 備 等 に よ り 快 適 な 暮 ら し の で き る 環 境 の 充 実 を 図 り ま す 。

 

(３３３３ )安心な暮らし安心な暮らし安心な暮らし安心な暮らし

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 充 実 、 健 康 で 安 心 し た 生 活 環 境 、 生 涯 を 通 じ た 健 康

づ く り の

制 、地 震 等 の 災 害 、非 常 時 に 備 え る 防 災 対 策 、防 犯 体 制 を 強 化 充 実 し 、安 心 ・

安 全 な ま ち づ く り を 推 進 し ま す 。

 

(１１１１ )緑緑緑緑

豊 か な 自 然 と 緑

動 を 強 化 し 、 う る お い 豊 か な 緑

 

(２２２２ )環境の保全環境の保全環境の保全環境の保全

ご み の 減 量 化 と リ サ イ ク ル 、環 境 美 化 活 動 や 不 法 投 棄 防 止 対 策 の 強 化 な ど 、

環 境 保 全 の 取 組 み を 地 域 ぐ る み で 推 進 し 、快 適 な 生 活 環 境 の 維 持 に 努 め ま す 。

 

(３３３３ )美しい景観と憩いの環境美しい景観と憩いの環境美しい景観と憩いの環境美しい景観と憩いの環境

四 季 の う る お い あ る 景 観 ・ 花 の 名 所 づ く り な ど を さ ら に 進 め 、 住 民 と 本 町

を 訪 れ る 人 た ち 相 互 が 憩 え る 場 の 整 備 充 実 に 努 め ま す 。

 

章章章章    まちづくりの分野まちづくりの分野まちづくりの分野まちづくりの分野

安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり

２．うるおいの環境づくり２．うるおいの環境づくり２．うるおいの環境づくり２．うるおいの環境づくり

福祉のある暮らし福祉のある暮らし福祉のある暮らし福祉のある暮らし

地 域 ぐ る み で の 助 け 合 い 、 支 え 合 い を 基 本 に 、 高 齢 者 の 福 祉 、 子 育 て 環 境

の 整 備 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 強 化 、 援 助 を 必 要 と す る 人 た ち の 自 立 へ の 支 援

な ど 地 域 福 祉 体 制 の 充

快適な暮らし快適な暮らし快適な暮らし快適な暮らし

幅 広 い 世 代 が 住 み や す い 住 宅 ・ 宅 地 の 整 備 を 進 め ま す 。 ま た 、 水 道 施 設 ・

下 水 道 施 設 整 備 等 に よ り 快 適 な 暮 ら し の で き る 環 境 の 充 実 を 図 り ま す 。

安心な暮らし安心な暮らし安心な暮らし安心な暮らし

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 充 実 、 健 康 で 安 心 し た 生 活 環 境 、 生 涯 を 通 じ た 健 康

づ く り の 強 化 な ど 、

制 、地 震 等 の 災 害 、非 常 時 に 備 え る 防 災 対 策 、防 犯 体 制 を 強 化 充 実 し 、安 心 ・

安 全 な ま ち づ く り を 推 進 し ま す 。

 

緑緑緑緑の継承の継承の継承の継承  

豊 か な 自 然 と 緑

動 を 強 化 し 、 う る お い 豊 か な 緑

環境の保全環境の保全環境の保全環境の保全

ご み の 減 量 化 と リ サ イ ク ル 、環 境 美 化 活 動 や 不 法 投 棄 防 止 対 策 の 強 化 な ど 、

環 境 保 全 の 取 組 み を 地 域 ぐ る み で 推 進 し 、快 適 な 生 活 環 境 の 維 持 に 努 め ま す 。

美しい景観と憩いの環境美しい景観と憩いの環境美しい景観と憩いの環境美しい景観と憩いの環境

四 季 の う る お い あ る 景 観 ・ 花 の 名 所 づ く り な ど を さ ら に 進 め 、 住 民 と 本 町

を 訪 れ る 人 た ち 相 互 が 憩 え る 場 の 整 備 充 実 に 努 め ま す 。

 

まちづくりの分野まちづくりの分野まちづくりの分野まちづくりの分野

安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり

２．うるおいの環境づくり２．うるおいの環境づくり２．うるおいの環境づくり２．うるおいの環境づくり

福祉のある暮らし福祉のある暮らし福祉のある暮らし福祉のある暮らし  

地 域 ぐ る み で の 助 け 合 い 、 支 え 合 い を 基 本 に 、 高 齢 者 の 福 祉 、 子 育 て 環 境

の 整 備 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 強 化 、 援 助 を 必 要 と す る 人 た ち の 自 立 へ の 支 援

な ど 地 域 福 祉 体 制 の 充 実

快適な暮らし快適な暮らし快適な暮らし快適な暮らし  

幅 広 い 世 代 が 住 み や す い 住 宅 ・ 宅 地 の 整 備 を 進 め ま す 。 ま た 、 水 道 施 設 ・

下 水 道 施 設 整 備 等 に よ り 快 適 な 暮 ら し の で き る 環 境 の 充 実 を 図 り ま す 。

安心な暮らし安心な暮らし安心な暮らし安心な暮らし  

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 充 実 、 健 康 で 安 心 し た 生 活 環 境 、 生 涯 を 通 じ た 健 康

強 化 な ど 、 保 健 、 地 域 医 療 の 充 実 に 努 め ま す 。 ま た 、 消 防 ・ 救 急 体

制 、地 震 等 の 災 害 、非 常 時 に 備 え る 防 災 対 策 、防 犯 体 制 を 強 化 充 実 し 、安 心 ・

安 全 な ま ち づ く り を 推 進 し ま す 。

 

豊 か な 自 然 と 緑 の 保 全 、 地 球 温 暖 化 に

動 を 強 化 し 、 う る お い 豊 か な 緑

環境の保全環境の保全環境の保全環境の保全  

ご み の 減 量 化 と リ サ イ ク ル 、環 境 美 化 活 動 や 不 法 投 棄 防 止 対 策 の 強 化 な ど 、

環 境 保 全 の 取 組 み を 地 域 ぐ る み で 推 進 し 、快 適 な 生 活 環 境 の 維 持 に 努 め ま す 。

美しい景観と憩いの環境美しい景観と憩いの環境美しい景観と憩いの環境美しい景観と憩いの環境

四 季 の う る お い あ る 景 観 ・ 花 の 名 所 づ く り な ど を さ ら に 進 め 、 住 民 と 本 町

を 訪 れ る 人 た ち 相 互 が 憩 え る 場 の 整 備 充 実 に 努 め ま す 。

まちづくりの分野まちづくりの分野まちづくりの分野まちづくりの分野    

安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり （（（（ 福祉・健康・福祉・健康・福祉・健康・福祉・健康・

２．うるおいの環境づくり２．うるおいの環境づくり２．うるおいの環境づくり２．うるおいの環境づくり （環境保全（環境保全（環境保全（環境保全

地 域 ぐ る み で の 助 け 合 い 、 支 え 合 い を 基 本 に 、 高 齢 者 の 福 祉 、 子 育 て 環 境

の 整 備 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 強 化 、 援 助 を 必 要 と す る 人 た ち の 自 立 へ の 支 援

実 を 図 り ま す 。

幅 広 い 世 代 が 住 み や す い 住 宅 ・ 宅 地 の 整 備 を 進 め ま す 。 ま た 、 水 道 施 設 ・

下 水 道 施 設 整 備 等 に よ り 快 適 な 暮 ら し の で き る 環 境 の 充 実 を 図 り ま す 。

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 充 実 、 健 康 で 安 心 し た 生 活 環 境 、 生 涯 を 通 じ た 健 康

保 健 、 地 域 医 療 の 充 実 に 努 め ま す 。 ま た 、 消 防 ・ 救 急 体

制 、地 震 等 の 災 害 、非 常 時 に 備 え る 防 災 対 策 、防 犯 体 制 を 強 化 充 実 し 、安 心 ・

安 全 な ま ち づ く り を 推 進 し ま す 。

の 保 全 、 地 球 温 暖 化 に

動 を 強 化 し 、 う る お い 豊 か な 緑 の 自 然 環 境 を 継 承 し ま す 。
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を 訪 れ る 人 た ち 相 互 が 憩 え る 場 の 整 備 充 実 に 努 め ま す 。
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(１１１１ )基盤の強化基盤の強化基盤の強化基盤の強化

環 境 の 保 全 と 防 災 対 策 を 基 本 と し 、 町 の 発 展 に 効 果 的 で 効 率 的 な 土 地 利 用

を 進 め ま す 。 中 部 横 断 自 動 車 道 開 通 に 伴 う 、 町 内 道 路 網 の 改 善 と 交 通 手 段 の

利 便 性 の 向 上 に 努 め ま す 。 ま た 、 生 活 基 盤 と 防 災 機 能 の 充 実 な ど 安 心 し て 生

活 で き る 集 落 環 境 の 整 備 を 進 め 、 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 を 図 り ま す 。 さ ら

に 、 情 報 化 社 会 に 即 応 で き る 地 域 情 報 化 へ の 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。

 
(２２２２ )産業の振興産業の振興産業の振興産業の振興

豊 か な 自 然 環 境 と 共 生 す る 農 林 業 、賑 わ い を つ く り だ す 商 工 業 と 地 場 産 業 、

交 流 や 観 光 の 推 進 と 連 携 す る 観 光 関 連 業 を 振 興 し 、 若 者 世 代 や 女 性 の 就 業 ・

雇 用 の 充 実 を 進 め 、 地 域 経 済 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

ま た 、 特 に 観 光 に お い て は 、 国 内 外 観 光 客 の 誘 客 を 強 化 し 、 交 流 人 口 の 拡

大 に 努 め ま す 。

 
(３３３３ )起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保

地 域 課 題 に 協 働 で 取 り 組 む 新 た な 付 加 価 値 を 生 み 出 す 事 業 お こ し へ の 支 援

を 強 め ま す 。

ま た 、 地 域 産 業 を 担 う後継 者 育成と創業 支 援 を 図 り な が ら 町 内 の 就労の 場

の確保 に 努 め ま す 。

(１１１１ )まちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくり

生 涯 に わ た りスポーツ・文化 を学び、交 流 す る 機 会 を提供す る こ と で 、町 民

の 自己啓発 を

り に 努 め ま す 。

 

(２２２２ )明日を担明日を担明日を担明日を担

学校再編に 対 応 し た学校施 設 の 整 備 や 通学環 境 の 改 善 を 図 り

る み で 子 どもた ち を見守り 育 て て い く 活 動

着を 持 て る よ う な 活 動

もた ち の 育成に 努 め ま す 。

 

(３３３３ )地域文化をはぐくむ地域文化をはぐくむ地域文化をはぐくむ地域文化をはぐくむ

歴史文化遺産 の 継 承 に 努 め 、芸術文化 の 振 興 に よ る 幅 広 い 交 流 活 動 を 通 じ、

町 の誇り と な る 地 域文化 を 育 み 、 地 域文化 の 発信を 推 進 し ま す 。
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起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保

地 域 課 題 に 協 働 で 取 り 組 む 新 た な 付 加 価 値 を 生 み 出 す 事 業 お こ し へ の 支 援

を 強 め ま す 。

ま た 、 地 域 産 業 を 担 う後継 者 育成と創業 支 援 を 図 り な が ら 町 内 の 就労の 場

の確保 に 努 め ま す 。

まちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくり

生 涯 に わ た りスポーツ・文化 を学び、交 流 す る 機 会 を提供す る こ と で 、町 民

の 自己啓発 を

に 努 め ま す 。

明日を担明日を担明日を担明日を担う人づくりう人づくりう人づくりう人づくり

学校再編に 対 応 し た学校施 設 の 整 備 や 通学環 境 の 改 善 を 図 り

る み で 子 どもた ち を見守り 育 て て い く 活 動

着を 持 て る よ う な 活 動

もた ち の 育成に 努 め ま す 。

地域文化をはぐくむ地域文化をはぐくむ地域文化をはぐくむ地域文化をはぐくむ

歴史文化遺産 の 継 承 に 努 め 、芸術文化 の 振 興 に よ る 幅 広 い 交 流 活 動 を 通 じ、

町 の誇り と な る 地 域文化 を 育 み 、 地 域文化 の 発信を 推 進 し ま す 。

発展の 活力づくり発展の 活力づくり発展の 活力づくり発展の 活力づくり （基盤・産業）（基盤・産業）（基盤・産業）（基盤・産業）

づくりづくりづくりづくり （生涯学習・教育・文化）（生涯学習・教育・文化）（生涯学習・教育・文化）（生涯学習・教育・文化）

基盤の強化基盤の強化基盤の強化基盤の強化  

環 境 の 保 全 と 防 災 対 策 を 基 本 と し 、 町 の 発 展 に 効 果 的 で 効 率 的 な 土 地 利 用

を 進 め ま す 。 中 部 横 断 自 動 車 道 開 通 に 伴 う 、 町 内 道 路 網 の 改 善 と 交 通 手 段 の

利 便 性 の 向 上 に 努 め ま す 。 ま た 、 生 活 基 盤 と 防 災 機 能 の 充 実 な ど 安 心 し て 生

活 で き る 集 落 環 境 の 整 備 を 進 め 、 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 を 図 り ま す 。 さ ら

に 、 情 報 化 社 会 に 即 応 で き る 地 域 情 報 化 へ の 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。

産業の振興産業の振興産業の振興産業の振興  

豊 か な 自 然 環 境 と 共 生 す る 農 林 業 、賑 わ い を つ く り だ す 商 工 業 と 地 場 産 業 、

交 流 や 観 光 の 推 進 と 連 携 す る 観 光 関 連 業 を 振 興 し 、 若 者 世 代 や 女 性 の 就 業 ・

雇 用 の 充 実 を 進 め 、 地 域 経 済 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

ま た 、 特 に 観 光 に お い て は 、 国 内 外 観 光 客 の 誘 客 を 強 化 し 、 交 流 人 口 の 拡

大 に 努 め ま す 。  

起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保

地 域 課 題 に 協 働 で 取 り 組 む 新 た な 付 加 価 値 を 生 み 出 す 事 業 お こ し へ の 支 援

を 強 め ま す 。  

ま た 、 地 域 産 業 を 担 う後継 者 育成と創業 支 援 を 図 り な が ら 町 内 の 就労の 場

の確保 に 努 め ま す 。  

まちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくり

生 涯 に わ た りスポーツ・文化 を学び、交 流 す る 機 会 を提供す る こ と で 、町 民

の 自己啓発 を促し 、地 域 活 動 へ参加 す る こ と で 、

に 努 め ま す 。  

う人づくりう人づくりう人づくりう人づくり

学校再編に 対 応 し た学校施 設 の 整 備 や 通学環 境 の 改 善 を 図 り

る み で 子 どもた ち を見守り 育 て て い く 活 動

着を 持 て る よ う な 活 動

もた ち の 育成に 努 め ま す 。

地域文化をはぐくむ地域文化をはぐくむ地域文化をはぐくむ地域文化をはぐくむ

歴史文化遺産 の 継 承 に 努 め 、芸術文化 の 振 興 に よ る 幅 広 い 交 流 活 動 を 通 じ、

町 の誇り と な る 地 域文化 を 育 み 、 地 域文化 の 発信を 推 進 し ま す 。

（基盤・産業）（基盤・産業）（基盤・産業）（基盤・産業）

（生涯学習・教育・文化）（生涯学習・教育・文化）（生涯学習・教育・文化）（生涯学習・教育・文化）

環 境 の 保 全 と 防 災 対 策 を 基 本 と し 、 町 の 発 展 に 効 果 的 で 効 率 的 な 土 地 利 用

を 進 め ま す 。 中 部 横 断 自 動 車 道 開 通 に 伴 う 、 町 内 道 路 網 の 改 善 と 交 通 手 段 の

利 便 性 の 向 上 に 努 め ま す 。 ま た 、 生 活 基 盤 と 防 災 機 能 の 充 実 な ど 安 心 し て 生

活 で き る 集 落 環 境 の 整 備 を 進 め 、 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 を 図 り ま す 。 さ ら

に 、 情 報 化 社 会 に 即 応 で き る 地 域 情 報 化 へ の 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。

豊 か な 自 然 環 境 と 共 生 す る 農 林 業 、賑 わ い を つ く り だ す 商 工 業 と 地 場 産 業 、

交 流 や 観 光 の 推 進 と 連 携 す る 観 光 関 連 業 を 振 興 し 、 若 者 世 代 や 女 性 の 就 業 ・

雇 用 の 充 実 を 進 め 、 地 域 経 済 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

ま た 、 特 に 観 光 に お い て は 、 国 内 外 観 光 客 の 誘 客 を 強 化 し 、 交 流 人 口 の 拡

起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保  
地 域 課 題 に 協 働 で 取 り 組 む 新 た な 付 加 価 値 を 生 み 出 す 事 業 お こ し へ の 支 援

ま た 、 地 域 産 業 を 担 う後継 者 育成と創業 支 援 を 図 り な が ら 町 内 の 就労の 場

まちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくり

生 涯 に わ た りスポーツ・文化 を学び、交 流 す る 機 会 を提供す る こ と で 、町 民

促し 、地 域 活 動 へ参加 す る こ と で 、

う人づくりう人づくりう人づくりう人づくり  

学校再編に 対 応 し た学校施 設 の 整 備 や 通学環 境 の 改 善 を 図 り

る み で 子 どもた ち を見守り 育 て て い く 活 動

着を 持 て る よ う な 活 動 を 進 め 、心身ともに 健 康 で

もた ち の 育成に 努 め ま す 。  

地域文化をはぐくむ地域文化をはぐくむ地域文化をはぐくむ地域文化をはぐくむ  

歴史文化遺産 の 継 承 に 努 め 、芸術文化 の 振 興 に よ る 幅 広 い 交 流 活 動 を 通 じ、

町 の誇り と な る 地 域文化 を 育 み 、 地 域文化 の 発信を 推 進 し ま す 。
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（基盤・産業）（基盤・産業）（基盤・産業）（基盤・産業）     

（生涯学習・教育・文化）（生涯学習・教育・文化）（生涯学習・教育・文化）（生涯学習・教育・文化）

環 境 の 保 全 と 防 災 対 策 を 基 本 と し 、 町 の 発 展 に 効 果 的 で 効 率 的 な 土 地 利 用

を 進 め ま す 。 中 部 横 断 自 動 車 道 開 通 に 伴 う 、 町 内 道 路 網 の 改 善 と 交 通 手 段 の

利 便 性 の 向 上 に 努 め ま す 。 ま た 、 生 活 基 盤 と 防 災 機 能 の 充 実 な ど 安 心 し て 生

活 で き る 集 落 環 境 の 整 備 を 進 め 、 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 を 図 り ま す 。 さ ら

に 、 情 報 化 社 会 に 即 応 で き る 地 域 情 報 化 へ の 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。

豊 か な 自 然 環 境 と 共 生 す る 農 林 業 、賑 わ い を つ く り だ す 商 工 業 と 地 場 産 業 、

交 流 や 観 光 の 推 進 と 連 携 す る 観 光 関 連 業 を 振 興 し 、 若 者 世 代 や 女 性 の 就 業 ・

雇 用 の 充 実 を 進 め 、 地 域 経 済 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

ま た 、 特 に 観 光 に お い て は 、 国 内 外 観 光 客 の 誘 客 を 強 化 し 、 交 流 人 口 の 拡

地 域 課 題 に 協 働 で 取 り 組 む 新 た な 付 加 価 値 を 生 み 出 す 事 業 お こ し へ の 支 援

ま た 、 地 域 産 業 を 担 う後継 者 育成と創業 支 援 を 図 り な が ら 町 内 の 就労の 場

まちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくり  

生 涯 に わ た りスポーツ・文化 を学び、交 流 す る 機 会 を提供す る こ と で 、町 民

促し 、地 域 活 動 へ参加 す る こ と で 、

学校再編に 対 応 し た学校施 設 の 整 備 や 通学環 境 の 改 善 を 図 り

る み で 子 どもた ち を見守り 育 て て い く 活 動

心身ともに 健 康 で

歴史文化遺産 の 継 承 に 努 め 、芸術文化 の 振 興 に よ る 幅 広 い 交 流 活 動 を 通 じ、

町 の誇り と な る 地 域文化 を 育 み 、 地 域文化 の 発信を 推 進 し ま す 。

（生涯学習・教育・文化）（生涯学習・教育・文化）（生涯学習・教育・文化）（生涯学習・教育・文化）     

環 境 の 保 全 と 防 災 対 策 を 基 本 と し 、 町 の 発 展 に 効 果 的 で 効 率 的 な 土 地 利 用

を 進 め ま す 。 中 部 横 断 自 動 車 道 開 通 に 伴 う 、 町 内 道 路 網 の 改 善 と 交 通 手 段 の

利 便 性 の 向 上 に 努 め ま す 。 ま た 、 生 活 基 盤 と 防 災 機 能 の 充 実 な ど 安 心 し て 生

活 で き る 集 落 環 境 の 整 備 を 進 め 、 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 を 図 り ま す 。 さ ら

に 、 情 報 化 社 会 に 即 応 で き る 地 域 情 報 化 へ の 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。

豊 か な 自 然 環 境 と 共 生 す る 農 林 業 、賑 わ い を つ く り だ す 商 工 業 と 地 場 産 業 、

交 流 や 観 光 の 推 進 と 連 携 す る 観 光 関 連 業 を 振 興 し 、 若 者 世 代 や 女 性 の 就 業 ・

雇 用 の 充 実 を 進 め 、 地 域 経 済 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

ま た 、 特 に 観 光 に お い て は 、 国 内 外 観 光 客 の 誘 客 を 強 化 し 、 交 流 人 口 の 拡

地 域 課 題 に 協 働 で 取 り 組 む 新 た な 付 加 価 値 を 生 み 出 す 事 業 お こ し へ の 支 援

ま た 、 地 域 産 業 を 担 う後継 者 育成と創業 支 援 を 図 り な が ら 町 内 の 就労の 場

生 涯 に わ た りスポーツ・文化 を学び、交 流 す る 機 会 を提供す る こ と で 、町 民

促し 、地 域 活 動 へ参加 す る こ と で 、生 涯学習の 充 実

学校再編に 対 応 し た学校施 設 の 整 備 や 通学環 境 の 改 善 を 図 り

る み で 子 どもた ち を見守り 育 て て い く 活 動・地 域 の魅力を理解し 、地元へ の愛

心身ともに 健 康 で創造性 豊 か な明日を 担 う 子 ど

歴史文化遺産 の 継 承 に 努 め 、芸術文化 の 振 興 に よ る 幅 広 い 交 流 活 動 を 通 じ、

町 の誇り と な る 地 域文化 を 育 み 、 地 域文化 の 発信を 推 進 し ま す 。

環 境 の 保 全 と 防 災 対 策 を 基 本 と し 、 町 の 発 展 に 効 果 的 で 効 率 的 な 土 地 利 用

を 進 め ま す 。 中 部 横 断 自 動 車 道 開 通 に 伴 う 、 町 内 道 路 網 の 改 善 と 交 通 手 段 の

利 便 性 の 向 上 に 努 め ま す 。 ま た 、 生 活 基 盤 と 防 災 機 能 の 充 実 な ど 安 心 し て 生

活 で き る 集 落 環 境 の 整 備 を 進 め 、 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 を 図 り ま す 。 さ ら

に 、 情 報 化 社 会 に 即 応 で き る 地 域 情 報 化 へ の 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。

豊 か な 自 然 環 境 と 共 生 す る 農 林 業 、賑 わ い を つ く り だ す 商 工 業 と 地 場 産 業 、

交 流 や 観 光 の 推 進 と 連 携 す る 観 光 関 連 業 を 振 興 し 、 若 者 世 代 や 女 性 の 就 業 ・

雇 用 の 充 実 を 進 め 、 地 域 経 済 の 活 性 化 を 図 り ま す 。  

ま た 、 特 に 観 光 に お い て は 、 国 内 外 観 光 客 の 誘 客 を 強 化 し 、 交 流 人 口 の 拡

地 域 課 題 に 協 働 で 取 り 組 む 新 た な 付 加 価 値 を 生 み 出 す 事 業 お こ し へ の 支 援

ま た 、 地 域 産 業 を 担 う後継 者 育成と創業 支 援 を 図 り な が ら 町 内 の 就労の 場

生 涯 に わ た りスポーツ・文化 を学び、交 流 す る 機 会 を提供す る こ と で 、町 民

生 涯学習の 充 実

学校再編に 対 応 し た学校施 設 の 整 備 や 通学環 境 の 改 善 を 図 り

・地 域 の魅力を理解し 、地元へ の愛

創造性 豊 か な明日を 担 う 子 ど

歴史文化遺産 の 継 承 に 努 め 、芸術文化 の 振 興 に よ る 幅 広 い 交 流 活 動 を 通 じ、

町 の誇り と な る 地 域文化 を 育 み 、 地 域文化 の 発信を 推 進 し ま す 。

環 境 の 保 全 と 防 災 対 策 を 基 本 と し 、 町 の 発 展 に 効 果 的 で 効 率 的 な 土 地 利 用

を 進 め ま す 。 中 部 横 断 自 動 車 道 開 通 に 伴 う 、 町 内 道 路 網 の 改 善 と 交 通 手 段 の

利 便 性 の 向 上 に 努 め ま す 。 ま た 、 生 活 基 盤 と 防 災 機 能 の 充 実 な ど 安 心 し て 生

活 で き る 集 落 環 境 の 整 備 を 進 め 、 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 を 図 り ま す 。 さ ら

に 、 情 報 化 社 会 に 即 応 で き る 地 域 情 報 化 へ の 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。  

豊 か な 自 然 環 境 と 共 生 す る 農 林 業 、賑 わ い を つ く り だ す 商 工 業 と 地 場 産 業 、

交 流 や 観 光 の 推 進 と 連 携 す る 観 光 関 連 業 を 振 興 し 、 若 者 世 代 や 女 性 の 就 業 ・

ま た 、 特 に 観 光 に お い て は 、 国 内 外 観 光 客 の 誘 客 を 強 化 し 、 交 流 人 口 の 拡

地 域 課 題 に 協 働 で 取 り 組 む 新 た な 付 加 価 値 を 生 み 出 す 事 業 お こ し へ の 支 援

ま た 、 地 域 産 業 を 担 う後継 者 育成と創業 支 援 を 図 り な が ら 町 内 の 就労の 場

生 涯 に わ た りスポーツ・文化 を学び、交 流 す る 機 会 を提供す る こ と で 、町 民

生 涯学習の 充 実 し た ま ち づ く

学校再編に 対 応 し た学校施 設 の 整 備 や 通学環 境 の 改 善 を 図 り 、ま た 、地 域 ぐ

・地 域 の魅力を理解し 、地元へ の愛

創造性 豊 か な明日を 担 う 子 ど

歴史文化遺産 の 継 承 に 努 め 、芸術文化 の 振 興 に よ る 幅 広 い 交 流 活 動 を 通 じ、

町 の誇り と な る 地 域文化 を 育 み 、 地 域文化 の 発信を 推 進 し ま す 。  

環 境 の 保 全 と 防 災 対 策 を 基 本 と し 、 町 の 発 展 に 効 果 的 で 効 率 的 な 土 地 利 用

を 進 め ま す 。 中 部 横 断 自 動 車 道 開 通 に 伴 う 、 町 内 道 路 網 の 改 善 と 交 通 手 段 の

利 便 性 の 向 上 に 努 め ま す 。 ま た 、 生 活 基 盤 と 防 災 機 能 の 充 実 な ど 安 心 し て 生

活 で き る 集 落 環 境 の 整 備 を 進 め 、 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 を 図 り ま す 。 さ ら

 

豊 か な 自 然 環 境 と 共 生 す る 農 林 業 、賑 わ い を つ く り だ す 商 工 業 と 地 場 産 業 、

交 流 や 観 光 の 推 進 と 連 携 す る 観 光 関 連 業 を 振 興 し 、 若 者 世 代 や 女 性 の 就 業 ・

ま た 、 特 に 観 光 に お い て は 、 国 内 外 観 光 客 の 誘 客 を 強 化 し 、 交 流 人 口 の 拡

地 域 課 題 に 協 働 で 取 り 組 む 新 た な 付 加 価 値 を 生 み 出 す 事 業 お こ し へ の 支 援

ま た 、 地 域 産 業 を 担 う後継 者 育成と創業 支 援 を 図 り な が ら 町 内 の 就労の 場

生 涯 に わ た りスポーツ・文化 を学び、交 流 す る 機 会 を提供す る こ と で 、町 民

し た ま ち づ く

ま た 、地 域 ぐ

・地 域 の魅力を理解し 、地元へ の愛

創造性 豊 か な明日を 担 う 子 ど

歴史文化遺産 の 継 承 に 努 め 、芸術文化 の 振 興 に よ る 幅 広 い 交 流 活 動 を 通 じ、



 

５．協働のまちづくり５．協働のまちづくり５．協働のまちづくり５．協働のまちづくり

 

    

((((１１１１ ))))

活 動 の 育 成 を 進 め 、 地 域 の課題解消を 自 ら の問題と

進 し ま す 。

づ く り諸施 策 に反映し て い く た め 、 住 民 と 行 政 の情報交 流 に よ る 多 様

画 を 進 め ま す 。ま た 、

住 民 が主体と な る 自主的 な 活 動 を 促 進 し 、 住 民 と 行 政 が 一体と な っ て 進 め る協

働の ま ち づ く り の仕組 み を 強 化 し ま す 。

 

 

((((２２２２ ))))

に 活 か し て い き ま す 。

魅力 を求め る 新 た な 定 住 者 や事業所等の受け入れ を 推 進 し ま す 。

 

 

((((３３３３ ))))

行 財 政運営の 改革を 進 め ま す 。その た め

町 民 自治の 充 実 を図り ま す

を 強 化 し 、市町村の枠を 超 え た共通 の課題に 取 り 組 ん で い き ま す 。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．協働のまちづくり５．協働のまちづくり５．協働のまちづくり５．協働のまちづくり

))))住民が主体となる住民が主体となる住民が主体となる住民が主体となる

ま ち づ く り 活 動 の 基礎と な る 住 民 の 日 常 的 な暮ら し に 身近な

活 動 の 育 成 を 進 め 、 地 域 の課題解消を 自 ら の問題と

進 し ま す 。

ま ち づ く り の 様 々 な 動 向 や情報を 住 民 に提供し 、 住 民 の 意見や提案を ま ち

づ く り諸施 策 に反映し て い く た め 、 住 民 と 行 政 の情報交 流 に よ る 多 様

画 を 進 め ま す 。ま た 、

住 民 が主体と な る 自主的 な 活 動 を 促 進 し 、 住 民 と 行 政 が 一体と な っ て 進 め る協

働の ま ち づ く り の仕組 み を 強 化 し ま す 。

 

 

))))多様な交流の力を活かす多様な交流の力を活かす多様な交流の力を活かす多様な交流の力を活かす

町内外の 住 民 の ふ れ あ い と 交 流 の機会 を 充 実 し 、 多 様 な 人 の 力 を ま ち づ く り

に 活 か し て い き ま す 。

ま た 、 交 流 を 通 じ て 町 の情報を 広 く 発信し て い く こ と を 強 化 し 、 身 延 町 の

魅力 を求め る 新 た な 定 住 者 や事業所等の受け入れ を 推 進 し ま す 。

))))行財政改革を進める行財政改革を進める行財政改革を進める行財政改革を進める

地方分権に 対応し な が ら 、厳し い 財 政 状 況

行 財 政運営の 改革を 進 め ま す 。その た め

町 民 自治の 充 実 を図り ま す

ま た 、 広 域 で の 対応が 必 要 な 行 政課題に

を 強 化 し 、市町村の枠を 超 え た共通 の課題に 取 り 組 ん で い き ま す 。

５．協働のまちづくり５．協働のまちづくり５．協働のまちづくり５．協働のまちづくり （交流・協働・行財政）（交流・協働・行財政）（交流・協働・行財政）（交流・協働・行財政）

住民が主体となる住民が主体となる住民が主体となる住民が主体となる  

ま ち づ く り 活 動 の 基礎と な る 住 民 の 日 常 的 な暮ら し に 身近な

活 動 の 育 成 を 進 め 、 地 域 の課題解消を 自 ら の問題と

ま た 、男女共同参画 社 会 の形成 に努め ま す 。

ま ち づ く り の 様 々 な 動 向 や情報を 住 民 に提供し 、 住 民 の 意見や提案を ま ち

づ く り諸施 策 に反映し て い く た め 、 住 民 と 行 政 の情報交 流 に よ る 多 様

画 を 進 め ま す 。ま た 、

住 民 が主体と な る 自主的 な 活 動 を 促 進 し 、 住 民 と 行 政 が 一体と な っ て 進 め る協

働の ま ち づ く り の仕組 み を 強 化 し ま す 。

多様な交流の力を活かす多様な交流の力を活かす多様な交流の力を活かす多様な交流の力を活かす

町内外の 住 民 の ふ れ あ い と 交 流 の機会 を 充 実 し 、 多 様 な 人 の 力 を ま ち づ く り

に 活 か し て い き ま す 。

ま た 、 交 流 を 通 じ て 町 の情報を 広 く 発信し て い く こ と を 強 化 し 、 身 延 町 の

魅力 を求め る 新 た な 定 住 者 や事業所等の受け入れ を 推 進 し ま す 。

行財政改革を進める行財政改革を進める行財政改革を進める行財政改革を進める

地方分権に 対応し な が ら 、厳し い 財 政 状 況

行 財 政運営の 改革を 進 め ま す 。その た め

町 民 自治の 充 実 を図り ま す

ま た 、 広 域 で の 対応が 必 要 な 行 政課題に

を 強 化 し 、市町村の枠を 超 え た共通 の課題に 取 り 組 ん で い き ま す 。

（交流・協働・行財政）（交流・協働・行財政）（交流・協働・行財政）（交流・協働・行財政）

 

ま ち づ く り 活 動 の 基礎と な る 住 民 の 日 常 的 な暮ら し に 身近な

活 動 の 育 成 を 進 め 、 地 域 の課題解消を 自 ら の問題と

ま た 、男女共同参画 社 会 の形成 に努め ま す 。

ま ち づ く り の 様 々 な 動 向 や情報を 住 民 に提供し 、 住 民 の 意見や提案を ま ち

づ く り諸施 策 に反映し て い く た め 、 住 民 と 行 政 の情報交 流 に よ る 多 様

画 を 進 め ま す 。ま た 、ま ち づ く り の諸分野に お い て 、住 民 が 自 ら考え 、行 動 し 、

住 民 が主体と な る 自主的 な 活 動 を 促 進 し 、 住 民 と 行 政 が 一体と な っ て 進 め る協

働の ま ち づ く り の仕組 み を 強 化 し ま す 。

多様な交流の力を活かす多様な交流の力を活かす多様な交流の力を活かす多様な交流の力を活かす     

町内外の 住 民 の ふ れ あ い と 交 流 の機会 を 充 実 し 、 多 様 な 人 の 力 を ま ち づ く り

に 活 か し て い き ま す 。  

ま た 、 交 流 を 通 じ て 町 の情報を 広 く 発信し て い く こ と を 強 化 し 、 身 延 町 の

魅力 を求め る 新 た な 定 住 者 や事業所等の受け入れ を 推 進 し ま す 。

行財政改革を進める行財政改革を進める行財政改革を進める行財政改革を進める  

地方分権に 対応し な が ら 、厳し い 財 政 状 況

行 財 政運営の 改革を 進 め ま す 。その た め

町 民 自治の 充 実 を図り ま す 。  

ま た 、 広 域 で の 対応が 必 要 な 行 政課題に

を 強 化 し 、市町村の枠を 超 え た共通 の課題に 取 り 組 ん で い き ま す 。
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（交流・協働・行財政）（交流・協働・行財政）（交流・協働・行財政）（交流・協働・行財政）

ま ち づ く り 活 動 の 基礎と な る 住 民 の 日 常 的 な暮ら し に 身近な

活 動 の 育 成 を 進 め 、 地 域 の課題解消を 自 ら の問題と

ま た 、男女共同参画 社 会 の形成 に努め ま す 。

ま ち づ く り の 様 々 な 動 向 や情報を 住 民 に提供し 、 住 民 の 意見や提案を ま ち

づ く り諸施 策 に反映し て い く た め 、 住 民 と 行 政 の情報交 流 に よ る 多 様

ま ち づ く り の諸分野に お い て 、住 民 が 自 ら考え 、行 動 し 、

住 民 が主体と な る 自主的 な 活 動 を 促 進 し 、 住 民 と 行 政 が 一体と な っ て 進 め る協

働の ま ち づ く り の仕組 み を 強 化 し ま す 。  

町内外の 住 民 の ふ れ あ い と 交 流 の機会 を 充 実 し 、 多 様 な 人 の 力 を ま ち づ く り

ま た 、 交 流 を 通 じ て 町 の情報を 広 く 発信し て い く こ と を 強 化 し 、 身 延 町 の

魅力 を求め る 新 た な 定 住 者 や事業所等の受け入れ を 推 進 し ま す 。

地方分権に 対応し な が ら 、厳し い 財 政 状 況

行 財 政運営の 改革を 進 め ま す 。その た め 、職員の 意識改革、 行 財 政 の健全化 、

 

ま た 、 広 域 で の 対応が 必 要 な 行 政課題に

を 強 化 し 、市町村の枠を 超 え た共通 の課題に 取 り 組 ん で い き ま す 。

（交流・協働・行財政）（交流・協働・行財政）（交流・協働・行財政）（交流・協働・行財政）     

ま ち づ く り 活 動 の 基礎と な る 住 民 の 日 常 的 な暮ら し に 身近な

活 動 の 育 成 を 進 め 、 地 域 の課題解消を 自 ら の問題と

ま た 、男女共同参画 社 会 の形成 に努め ま す 。

ま ち づ く り の 様 々 な 動 向 や情報を 住 民 に提供し 、 住 民 の 意見や提案を ま ち

づ く り諸施 策 に反映し て い く た め 、 住 民 と 行 政 の情報交 流 に よ る 多 様

ま ち づ く り の諸分野に お い て 、住 民 が 自 ら考え 、行 動 し 、

住 民 が主体と な る 自主的 な 活 動 を 促 進 し 、 住 民 と 行 政 が 一体と な っ て 進 め る協

 

町内外の 住 民 の ふ れ あ い と 交 流 の機会 を 充 実 し 、 多 様 な 人 の 力 を ま ち づ く り

ま た 、 交 流 を 通 じ て 町 の情報を 広 く 発信し て い く こ と を 強 化 し 、 身 延 町 の

魅力 を求め る 新 た な 定 住 者 や事業所等の受け入れ を 推 進 し ま す 。

地方分権に 対応し な が ら 、厳し い 財 政 状 況 の 中 、行 政全般の変革を図り つ つ 、

、職員の 意識改革、 行 財 政 の健全化 、

ま た 、 広 域 で の 対応が 必 要 な 行 政課題に 対 し て は 、

を 強 化 し 、市町村の枠を 超 え た共通 の課題に 取 り 組 ん で い き ま す 。

ま ち づ く り 活 動 の 基礎と な る 住 民 の 日 常 的 な暮ら し に 身近な

活 動 の 育 成 を 進 め 、 地 域 の課題解消を 自 ら の問題と す る 積極的 な

ま た 、男女共同参画 社 会 の形成 に努め ま す 。  

ま ち づ く り の 様 々 な 動 向 や情報を 住 民 に提供し 、 住 民 の 意見や提案を ま ち

づ く り諸施 策 に反映し て い く た め 、 住 民 と 行 政 の情報交 流 に よ る 多 様

ま ち づ く り の諸分野に お い て 、住 民 が 自 ら考え 、行 動 し 、

住 民 が主体と な る 自主的 な 活 動 を 促 進 し 、 住 民 と 行 政 が 一体と な っ て 進 め る協

町内外の 住 民 の ふ れ あ い と 交 流 の機会 を 充 実 し 、 多 様 な 人 の 力 を ま ち づ く り

ま た 、 交 流 を 通 じ て 町 の情報を 広 く 発信し て い く こ と を 強 化 し 、 身 延 町 の

魅力 を求め る 新 た な 定 住 者 や事業所等の受け入れ を 推 進 し ま す 。

の 中 、行 政全般の変革を図り つ つ 、

、職員の 意識改革、 行 財 政 の健全化 、

対 し て は 、関係市町村、県と の連携

を 強 化 し 、市町村の枠を 超 え た共通 の課題に 取 り 組 ん で い き ま す 。

ま ち づ く り 活 動 の 基礎と な る 住 民 の 日 常 的 な暮ら し に 身近なコミュニティ

す る 積極的 な 取 り 組

ま ち づ く り の 様 々 な 動 向 や情報を 住 民 に提供し 、 住 民 の 意見や提案を ま ち

づ く り諸施 策 に反映し て い く た め 、 住 民 と 行 政 の情報交 流 に よ る 多 様 な 住 民参

ま ち づ く り の諸分野に お い て 、住 民 が 自 ら考え 、行 動 し 、

住 民 が主体と な る 自主的 な 活 動 を 促 進 し 、 住 民 と 行 政 が 一体と な っ て 進 め る協

町内外の 住 民 の ふ れ あ い と 交 流 の機会 を 充 実 し 、 多 様 な 人 の 力 を ま ち づ く り

ま た 、 交 流 を 通 じ て 町 の情報を 広 く 発信し て い く こ と を 強 化 し 、 身 延 町 の

魅力 を求め る 新 た な 定 住 者 や事業所等の受け入れ を 推 進 し ま す 。  

の 中 、行 政全般の変革を図り つ つ 、

、職員の 意識改革、 行 財 政 の健全化 、

関係市町村、県と の連携

を 強 化 し 、市町村の枠を 超 え た共通 の課題に 取 り 組 ん で い き ま す 。  

ュニティ ＊

取 り 組 み を 推

ま ち づ く り の 様 々 な 動 向 や情報を 住 民 に提供し 、 住 民 の 意見や提案を ま ち  

な 住 民参

ま ち づ く り の諸分野に お い て 、住 民 が 自 ら考え 、行 動 し 、

住 民 が主体と な る 自主的 な 活 動 を 促 進 し 、 住 民 と 行 政 が 一体と な っ て 進 め る協

町内外の 住 民 の ふ れ あ い と 交 流 の機会 を 充 実 し 、 多 様 な 人 の 力 を ま ち づ く り

ま た 、 交 流 を 通 じ て 町 の情報を 広 く 発信し て い く こ と を 強 化 し 、 身 延 町 の  

の 中 、行 政全般の変革を図り つ つ 、

、職員の 意識改革、 行 財 政 の健全化 、

関係市町村、県と の連携



 

基本構想の体系図基本構想の体系図基本構想の体系図基本構想の体系図

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本構想基本構想基本構想基本構想

 

                        

1.安 ら ぎ の安 ら ぎ の安 ら ぎ の安 ら ぎ の

暮 ら し暮 ら し暮 ら し暮 ら し

りりりり  

基 本 理 念基 本 理 念基 本 理 念基 本 理 念

身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て

し ご と の 創 生し ご と の 創 生し ご と の 創 生し ご と の 創 生

１ 福 祉 の あ る 暮１ 福 祉 の あ る 暮１ 福 祉 の あ る 暮１ 福 祉 の あ る 暮

ら しら しら しら し  
２ 快 適 な 暮 ら し２ 快 適 な 暮 ら し２ 快 適 な 暮 ら し２ 快 適 な 暮 ら し

 
３ 安 心 な 暮 ら し３ 安 心 な 暮 ら し３ 安 心 な 暮 ら し３ 安 心 な 暮 ら し

 
 
 

～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～

基本構想の体系図基本構想の体系図基本構想の体系図基本構想の体系図

基本構想基本構想基本構想基本構想  

「しごと」と「ひと」の好循環「しごと」と「ひと」の好循環「しごと」と「ひと」の好循環「しごと」と「ひと」の好循環

                        

安 ら ぎ の安 ら ぎ の安 ら ぎ の安 ら ぎ の

暮 ら し暮 ら し暮 ら し暮 ら し づ くづ くづ くづ く

基 本 理 念基 本 理 念基 本 理 念基 本 理 念      

身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て

し ご と の 創 生し ご と の 創 生し ご と の 創 生し ご と の 創 生

１ 福 祉 の あ る 暮１ 福 祉 の あ る 暮１ 福 祉 の あ る 暮１ 福 祉 の あ る 暮

２ 快 適 な 暮 ら し２ 快 適 な 暮 ら し２ 快 適 な 暮 ら し２ 快 適 な 暮 ら し  

３ 安 心 な 暮 ら し３ 安 心 な 暮 ら し３ 安 心 な 暮 ら し３ 安 心 な 暮 ら し  

～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～

まちの創生まちの創生まちの創生まちの創生

基本構想の体系図基本構想の体系図基本構想の体系図基本構想の体系図    

身身身身    延延延延    

 
「身延「身延「身延「身延 町町町町

 
 

「しごと」と「ひと」の好循環「しごと」と「ひと」の好循環「しごと」と「ひと」の好循環「しごと」と「ひと」の好循環

                         

2.う る お い のう る お い のう る お い のう る お い の

環 境 づ く り環 境 づ く り環 境 づ く り環 境 づ く り

 

1111 緑 の 継 承緑 の 継 承緑 の 継 承緑 の 継 承

    

２ 環 境 の 保 全２ 環 境 の 保 全２ 環 境 の 保 全２ 環 境 の 保 全

    

３ 美 し い 景 観 と３ 美 し い 景 観 と３ 美 し い 景 観 と３ 美 し い 景 観 と

憩 い の 環 境憩 い の 環 境憩 い の 環 境憩 い の 環 境

 
 

身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て

し ご と の 創 生し ご と の 創 生し ご と の 創 生し ご と の 創 生  ひ と の 創 生ひ と の 創 生ひ と の 創 生ひ と の 創 生

 

「安らぎと「安らぎと「安らぎと「安らぎと
～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～

総合計画に取り込み一体的に推進

まちの創生まちの創生まちの創生まちの創生

町町町町    がががが    目目目目

町町町町 まちまちまちまち ・ひと・・ひと・・ひと・・ひと・

「しごと」と「ひと」の好循環「しごと」と「ひと」の好循環「しごと」と「ひと」の好循環「しごと」と「ひと」の好循環

 

う る お い のう る お い のう る お い のう る お い の

環 境 づ く り環 境 づ く り環 境 づ く り環 境 づ く り  

緑 の 継 承緑 の 継 承緑 の 継 承緑 の 継 承     

２ 環 境 の 保 全２ 環 境 の 保 全２ 環 境 の 保 全２ 環 境 の 保 全     

３ 美 し い 景 観 と３ 美 し い 景 観 と３ 美 し い 景 観 と３ 美 し い 景 観 と

憩 い の 環 境憩 い の 環 境憩 い の 環 境憩 い の 環 境     

身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て

ひ と の 創 生ひ と の 創 生ひ と の 創 生ひ と の 創 生

１ 基 盤 の 強 化１ 基 盤 の 強 化１ 基 盤 の 強 化１ 基 盤 の 強 化

 
２ 産 業 の 振 興２ 産 業 の 振 興２ 産 業 の 振 興２ 産 業 の 振 興

 
３３３３

労 の 場 の 確 保労 の 場 の 確 保労 の 場 の 確 保労 の 場 の 確 保

 
 

「安らぎと「安らぎと「安らぎと「安らぎと     活力ある活力ある活力ある活力ある
～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～

総合計画に取り込み一体的に推進

まちの創生まちの創生まちの創生まちの創生  
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目目目目    指指指指    すすすす    

・ひと・・ひと・・ひと・・ひと・ しごとしごとしごとしごと

「しごと」と「ひと」の好循環「しごと」と「ひと」の好循環「しごと」と「ひと」の好循環「しごと」と「ひと」の好循環  

 

3.発 展 の 活発 展 の 活発 展 の 活発 展 の 活

力 づ く り力 づ く り力 づ く り力 づ く り  
 

身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て

ひ と の 創 生ひ と の 創 生ひ と の 創 生ひ と の 創 生  

１ 基 盤 の 強 化１ 基 盤 の 強 化１ 基 盤 の 強 化１ 基 盤 の 強 化

 
２ 産 業 の 振 興２ 産 業 の 振 興２ 産 業 の 振 興２ 産 業 の 振 興

 
３３３３ 起 業 支 援 と 就起 業 支 援 と 就起 業 支 援 と 就起 業 支 援 と 就

労 の 場 の 確 保労 の 場 の 確 保労 の 場 の 確 保労 の 場 の 確 保

 
 

活力ある活力ある活力ある活力ある     ひらかれたまち」ひらかれたまち」ひらかれたまち」ひらかれたまち」
～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～

総合計画に取り込み一体的に推進

    まままま    ちちちち    づづづづ

しごとしごとしごとしごと 創生創生創生創生 総合戦略」総合戦略」総合戦略」総合戦略」

発 展 の 活発 展 の 活発 展 の 活発 展 の 活

 

２町を元気にできる人財の育成２町を元気にできる人財の育成２町を元気にできる人財の育成２町を元気にできる人財の育成

 ３人の流れをつくり、移住定住の促進３人の流れをつくり、移住定住の促進３人の流れをつくり、移住定住の促進３人の流れをつくり、移住定住の促進

４結婚・４結婚・４結婚・４結婚・出産出産出産出産

身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て

１ 基 盤 の 強 化１ 基 盤 の 強 化１ 基 盤 の 強 化１ 基 盤 の 強 化  

２ 産 業 の 振 興２ 産 業 の 振 興２ 産 業 の 振 興２ 産 業 の 振 興  

起 業 支 援 と 就起 業 支 援 と 就起 業 支 援 と 就起 業 支 援 と 就

労 の 場 の 確 保労 の 場 の 確 保労 の 場 の 確 保労 の 場 の 確 保  

１ ま ち づ く り を１ ま ち づ く り を１ ま ち づ く り を１ ま ち づ く り を

支 え る 人 づ く り支 え る 人 づ く り支 え る 人 づ く り支 え る 人 づ く り

２ 明 日 を 担 う 人２ 明 日 を 担 う 人２ 明 日 を 担 う 人２ 明 日 を 担 う 人

づ く りづ く りづ く りづ く り

３ 地 域 文 化 を は３ 地 域 文 化 を は３ 地 域 文 化 を は３ 地 域 文 化 を は

ぐ く むぐ く むぐ く むぐ く む

 
 

4.学 び の 人学 び の 人学 び の 人学 び の 人

づ く りづ く りづ く りづ く り

 

 ５特色ある持続可能な地域社会の形成５特色ある持続可能な地域社会の形成５特色ある持続可能な地域社会の形成５特色ある持続可能な地域社会の形成

ひらかれたまち」ひらかれたまち」ひらかれたまち」ひらかれたまち」
～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～

総合計画に取り込み一体的に推進

総 合 戦 略 の 基 本 目 標総 合 戦 略 の 基 本 目 標総 合 戦 略 の 基 本 目 標総 合 戦 略 の 基 本 目 標

１地域に根ざした雇用の創出１地域に根ざした雇用の創出１地域に根ざした雇用の創出１地域に根ざした雇用の創出

づづづづ    くくくく    りりりり

総合戦略」総合戦略」総合戦略」総合戦略」

２町を元気にできる人財の育成２町を元気にできる人財の育成２町を元気にできる人財の育成２町を元気にできる人財の育成

３人の流れをつくり、移住定住の促進３人の流れをつくり、移住定住の促進３人の流れをつくり、移住定住の促進３人の流れをつくり、移住定住の促進

出産出産出産出産・子育て環境・子育て環境・子育て環境・子育て環境

身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て身 延 町 民 で あ る こ と に 誇 り と 自 覚 を 持 ち 、 力 を 合 わ せ て  

１ ま ち づ く り を１ ま ち づ く り を１ ま ち づ く り を１ ま ち づ く り を

支 え る 人 づ く り支 え る 人 づ く り支 え る 人 づ く り支 え る 人 づ く り

２ 明 日 を 担 う 人２ 明 日 を 担 う 人２ 明 日 を 担 う 人２ 明 日 を 担 う 人

づ く りづ く りづ く りづ く り  
３ 地 域 文 化 を は３ 地 域 文 化 を は３ 地 域 文 化 を は３ 地 域 文 化 を は

ぐ く むぐ く むぐ く むぐ く む  

学 び の 人学 び の 人学 び の 人学 び の 人

づ く りづ く りづ く りづ く り  

５特色ある持続可能な地域社会の形成５特色ある持続可能な地域社会の形成５特色ある持続可能な地域社会の形成５特色ある持続可能な地域社会の形成

ひらかれたまち」ひらかれたまち」ひらかれたまち」ひらかれたまち」
～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～

総合計画に取り込み一体的に推進  

総 合 戦 略 の 基 本 目 標総 合 戦 略 の 基 本 目 標総 合 戦 略 の 基 本 目 標総 合 戦 略 の 基 本 目 標

１地域に根ざした雇用の創出１地域に根ざした雇用の創出１地域に根ざした雇用の創出１地域に根ざした雇用の創出

りりりり    

総合戦略」総合戦略」総合戦略」総合戦略」  

２町を元気にできる人財の育成２町を元気にできる人財の育成２町を元気にできる人財の育成２町を元気にできる人財の育成  

３人の流れをつくり、移住定住の促進３人の流れをつくり、移住定住の促進３人の流れをつくり、移住定住の促進３人の流れをつくり、移住定住の促進

・子育て環境・子育て環境・子育て環境・子育て環境のののの充実充実充実充実  

１ ま ち づ く り を１ ま ち づ く り を１ ま ち づ く り を１ ま ち づ く り を

支 え る 人 づ く り支 え る 人 づ く り支 え る 人 づ く り支 え る 人 づ く り  
２ 明 日 を 担 う 人２ 明 日 を 担 う 人２ 明 日 を 担 う 人２ 明 日 を 担 う 人

３ 地 域 文 化 を は３ 地 域 文 化 を は３ 地 域 文 化 を は３ 地 域 文 化 を は

１１１１ 住 民 が 主 体 と住 民 が 主 体 と住 民 が 主 体 と住 民 が 主 体 と

な るな るな るな る  
２２２２ 多 様 な 交 流 の多 様 な 交 流 の多 様 な 交 流 の多 様 な 交 流 の

力 を 活 か す力 を 活 か す力 を 活 か す力 を 活 か す

３ 行 財 政 改 革 を３ 行 財 政 改 革 を３ 行 財 政 改 革 を３ 行 財 政 改 革 を

進 め る進 め る進 め る進 め る

 
 

5.協 働 の ま協 働 の ま協 働 の ま協 働 の ま

ち づ く りち づ く りち づ く りち づ く り

 

５特色ある持続可能な地域社会の形成５特色ある持続可能な地域社会の形成５特色ある持続可能な地域社会の形成５特色ある持続可能な地域社会の形成

ひらかれたまち」ひらかれたまち」ひらかれたまち」ひらかれたまち」  
～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～

総 合 戦 略 の 基 本 目 標総 合 戦 略 の 基 本 目 標総 合 戦 略 の 基 本 目 標総 合 戦 略 の 基 本 目 標  

１地域に根ざした雇用の創出１地域に根ざした雇用の創出１地域に根ざした雇用の創出１地域に根ざした雇用の創出  

３人の流れをつくり、移住定住の促進３人の流れをつくり、移住定住の促進３人の流れをつくり、移住定住の促進３人の流れをつくり、移住定住の促進  

 

住 民 が 主 体 と住 民 が 主 体 と住 民 が 主 体 と住 民 が 主 体 と

多 様 な 交 流 の多 様 な 交 流 の多 様 な 交 流 の多 様 な 交 流 の

力 を 活 か す力 を 活 か す力 を 活 か す力 を 活 か す  
３ 行 財 政 改 革 を３ 行 財 政 改 革 を３ 行 財 政 改 革 を３ 行 財 政 改 革 を

進 め る進 め る進 め る進 め る  

協 働 の ま協 働 の ま協 働 の ま協 働 の ま

ち づ く りち づ く りち づ く りち づ く り  

５特色ある持続可能な地域社会の形成５特色ある持続可能な地域社会の形成５特色ある持続可能な地域社会の形成５特色ある持続可能な地域社会の形成  

～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～～ 「 生 ま れ て よ か っ た ・ 育 っ て よ か っ た ・ 住 ん で よ か っ た 」 と 思 え る ま ち を 目 指 し て ～  
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第３部第３部第３部第３部    前期基本計画前期基本計画前期基本計画前期基本計画    ～身延のまちづくり施策を定める～身延のまちづくり施策を定める～身延のまちづくり施策を定める～身延のまちづくり施策を定める    

 

第第第第１１１１章章章章    安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり安らぎの暮らしづくり    

 

第１節第１節第１節第１節     福祉のある暮らし福祉のある暮らし福祉のある暮らし福祉のある暮らし  
 

１．地域福祉の強化１．地域福祉の強化１．地域福祉の強化１．地域福祉の強化     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

急 速 な 過 疎 化 及 び 少 子 高 齢 化 に よ っ て 地 域 や 家 庭 の 様 態 が 変 化 す る 中 で 、 高 齢 者

は も ち ろ ん 障 害 者 な ど 、 地 域 に お い て 生 活 上 の 支 援 を 必 要 と す る 人 々 が 増 加 し て い

ま す 。 ま た 、 近 年 は 子 育 て に 地 域 が 関 与 し な い 傾 向 も 生 じ て お り 、 地 域 の 中 で の 助

け 合 い や 支 え 合 い の 重 要 性 が 高 ま っ て い ま す 。  

本 町 に お い て は 、 地 域 社 会 に お け る 助 け 合 い の 活 動 が は ぐ く ま れ る よ う 、 地 域 福

祉 に 対 す る 意 識 の 高 揚 を 図 る と と も に 、 社 会 福 祉 協 議 会 な ど 関 係 機 関 ・ 団 体 と の 連

携 を 推 進 し て き ま し た 。 こ う し た こ と か ら 各 種 ボ ラ ン テ ィ ア 組 織 や 地 区 に お け る 地

域 福 祉 に 関 わ る 活 動 は 活 発 化 し て 来 て い ま す 。  

し か し 、 本 町 に お い て は 山 間 集 落 に お け る 高 齢 者 世 帯 や 一 人 暮 ら し 世 帯 も 多 い こ

と か ら 、 移 送 支 援 や 買 い 物 代 行 な ど 身 近 な 生 活 支 援 の 一 層 の 充 実 が 求 め ら れ て い ま

す 。今 後 は 、NPO＊ 、ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 及 び 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ ＊ 等 の 活 動 が 母 体 と な

る 生 活 支 援 サ ー ビ ス の 事 業 化 を 促 進 す る こ と が 大 切 で す 。  

地 域 福 祉 を 推 進 し て い く た め に は 、 町 が 取 り 組 ん で い る 様 々 な 施 策 を 、 効 果 的 に

展 開 す る 仕 組 み づ く り が 必 要 で す 。 そ の た め 、 社 会 福 祉 協 議 会 、 地 域 住 民 や ボ ラ ン

テ ィ ア 、 福 祉 関 係 事 業 者 、 関 係 団 体 や 専 門 機 関 な ど と 行 政 と の 連 携 と 分 担 に よ る 地

域 協 働 の 体 制 を 強 化 す る 必 要 が あ り ま す 。  

な お 、 生 活 保 護 世 帯 は 、 近 年 の 社 会 構 造 の 変 化 に 伴 い 、 今 後 も 増 加 し て い く こ と

が 懸 念 さ れ て い ま す 。 し た が っ て 、 生 活 困 窮 状 態 か ら の 早 期 自 立 を 支 援 し 、 支 援 を

必 要 と す る 世 帯 の 実 態 に 応 じ て 自 立 で き る よ う に 相 談 ・ 支 援 を 進 め て い く 必 要 が あ

り ま す 。  
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【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

１ ． 地 域 福 祉 の 強 化  【 1-1-1】  (１ )地 域 福 祉 推 進 体 制 の 充 実  【 1-1-1-1】 

(２ )地 域 福 祉 活 動 の 展 開  【 1-1-1-2】 

(３ )福 祉 対 応 の 環 境 整 備 の 推 進  【 1-1-1-3】 

(４ )低 所 得 者 福 祉 の 推 進  【 1-1-1-4】 

    

【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))地域福祉推進体制の充実地域福祉推進体制の充実地域福祉推進体制の充実地域福祉推進体制の充実    

①地域福祉推進指針の策定①地域福祉推進指針の策定①地域福祉推進指針の策定①地域福祉推進指針の策定    

■  地 域 福 祉 計 画 な ど 地 域 福 祉 推 進 の 指 針 を 策 定 し 、 社 会 福 祉 関 係 団 体 と の

協 働 に よ る 地 域 福 祉 活 動 の 一 体 的 な 推 進 を 図 り ま す 。  

②福祉関係団体等の連携②福祉関係団体等の連携②福祉関係団体等の連携②福祉関係団体等の連携    

■  民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 や 社 会 福 祉 協 議 会 な ど 地 域 に お い て 福 祉 活 動 を 行 っ

て い る 各 種 関 係 機 関 ・ 団 体 等 が 互 い に 連 携 を 深 め る こ と に よ り 、 町 民 の 自

主 的 ・ 自 立 的 な 福 祉 活 動 へ の 参 画 機 会 を 拡 充 し ま す 。  

 

((((２２２２))))地域福祉活動の展開地域福祉活動の展開地域福祉活動の展開地域福祉活動の展開  

①ボランティア活動の促進①ボランティア活動の促進①ボランティア活動の促進①ボランティア活動の促進    

■  ボ ラ ン テ ィ ア 機 能 の 充 実 を 図 る た め 、 地 域 住 民 、 NPO＊ 、 ボ ラ ン テ ィ ア

団 体 の 活 動 等 の PR に 努 め ま す 。  

■  学 校 教 育 や 社 会 教 育 に お け る 福 祉 教 育 を 推 進 し 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 普

及 に 努 め る と と も に 、 特 に 若 い 世 代 や 高 齢 世 代 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ の 参

加 促 進 を 図 り ま す 。  

②地域の支え合いの推進②地域の支え合いの推進②地域の支え合いの推進②地域の支え合いの推進    

■  地 区 の 社 会 福 祉 活 動 （ 小 地 域 福 祉 活 動 ） の 基 盤 強 化 に つ い て の 方 策 を 検

討 す る と と も に 、 地 域 ぐ る み の 支 え 合 い や 見 守 り な ど の 地 域 支 え 合 い 事 業

を 推 進 し ま す 。     

③暮らしのサポート事業の推進③暮らしのサポート事業の推進③暮らしのサポート事業の推進③暮らしのサポート事業の推進    

■■■■     買 い 物 代 行 サ ー ビ ス 事 業 等 の コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビ ジ ネ ス ＊ を 促 進 し 、 高 齢

者 や 障 害 者 等 の 日 常 生 活 に お け る サ ポ ー ト を 推 進 し ま す 。  

 

        

地 域 協 働 に よ る 地 域 福 祉 の 推 進 体 制 を 整 え 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 や 地 域 に お け

る 支 え 合 い 活 動 の 促 進 、地 域 の 包 括 的 な ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン ＊ 環境の 整備を 進

め ま す 。 ま た 、低所得者 福 祉 な ど 社 会 保 障 を 推 進 し ま す 。  
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((((３３３３))))福祉対応の環境整備の推進福祉対応の環境整備の推進福祉対応の環境整備の推進福祉対応の環境整備の推進  

①①①①ユニバーサルデザユニバーサルデザユニバーサルデザユニバーサルデザインインインイン ＊＊＊＊環境環境環境環境の整備の整備の整備の整備  

■  生 活空間 及 び 施設に お い て 、全て の利用者 に可能 な限り 、優し く使い や

す い 環境へ の改善を 促 進 す る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン ＊ 化 推 進 事 業 を 進 め ま

す 。  

■  各 種催し にだれ も が 参 加 で き る よ う な交通手段の確保 な ど 、 生 活面も含

む包 括 的 な 地 域 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン ＊ 化 を 進 め ま す 。  

 

((((４４４４))))低所得者福祉の推進低所得者福祉の推進低所得者福祉の推進低所得者福祉の推進  

①生活の支援①生活の支援①生活の支援①生活の支援  

■  民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 や 関 係 機 関 と の 連 携 に よ り 生 活 実 態 や 援 護 ニ ーズの

把握に 努 め る と と も に 、 各 種 支 援 制度の適正な 活用を 進 め 、 自 立 し た 生 活

に 向 け た 相 談 、 指導、負担軽減を 図 る 支 援 を 推 進 し ま す 。  
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２．高齢者福祉の充実２．高齢者福祉の充実２．高齢者福祉の充実２．高齢者福祉の充実     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

団塊の 世 代 が 高 齢 期 を迎え る 中 で 、 本格的 な 高 齢 社 会 に備え 、 高 齢 者 が安心し て

健康に 暮 ら す た め の 環境整備や 各 種 施 策 を 展 開 す る た め の 体 制 づ く り が 求 め ら れ て

い ま す 。  

本 町 の 高 齢 化率＊ は39.3%（平成22年国勢調査） で 、極め て 高 い 高 齢 化率＊ と な

っ て い ま す が 、 町 に お い て は 住 み慣れ た 地 域 や 家 庭 で 自 立 し た 生 活 を 送 る こ と が で

き る 地 域 社 会 づ く り を 基 本 と し 、 保健・医療・ 福 祉 の 連 携 を 図 り な が ら総合 的 な 福

祉 サ ー ビ ス の提供に 努 め て い ま す 。  

平成12年 に介護 保険制度が 施 行 さ れ 、本 町 で は介護 サ ー ビ ス 事 業 者 等 と 協力し介

護 サ ー ビ ス の 基 盤 を 整 え る と と も に 、 日 常 生 活 支 援 の 様 々 な 事 業 に 取 り 組 ん で き ま

し た 。  

さ ら に適切 な介護 サ ー ビ ス の確立 に 向 け て 、平成27年度か ら第6期 身延町介護 保

険事 業 計 画 ・ 身延町 高 齢 者 福 祉 計 画 が始ま り ま し た 。 高 齢 者 が 住 み慣れ た 地 域 で そ

の有す る 能力に 応 じ 自 立 し た 日 常 生 活 を営むこ と が で き る よ う 、新た な介護 サ ー ビ

ス 事 業 の創設や 、継続的 な 地 域 包 括ケアシス テムの 充 実 に 取 り 組 ん で い き ま す 。  

高 齢 者 が心身 の健康を維持す る た め に は 、 生 き が い づ く り や 社 会 参 加 が 重 要 で あ

り 、 高 齢 者 で も 参 加 し や す い ス ポ ーツや文化 活 動 な ど に も積極的 に 活 動 支 援 を 行 っ

て き ま し た 。 高 齢 者 の健康づ く り と 合 わせて 、豊富な経験と知識 を い か し た 地 域 づ

く り へ の 参 画 を さ ら に 拡 大 す る 必 要 が あ り ま す 。  

特 に 、ふる さ と回帰者 も含む定 年退職後 の 世 代 を 地 域 づ く り の 重 要 な戦力と捉え 、

公的 な サ ー ビ ス を消費す る側で は な く 、提供す る側、 地 域 社 会 を 支 え る側と し て位

置付け 、 高 齢 者 が 活躍で き る 環境を つ く り出す と と も に 、退職後 の就労や雇用の受

け皿を 整 え て い く こ と が 必 要 で す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

高 齢 者 が 生涯を健康で 自 立 し た 暮 ら し を営め る よ う 、在宅福 祉 対 策 を 強 化 す

る と と も に 、 民 間 活力と 連 携 し た介護 サ ー ビ ス提供の 充 実 を 進 め ま す 。 ま た 、

生 き が い づ く り を 支 援 し 、 高 齢 者 の 能力が ま ち づ く り の 様 々 な場面で 発揮さ れ

る こ と を目指 し ま す 。  



48 
 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 高 齢 者 福 祉 の 充 実  【 1-1-2】  (１ )高 齢 者 福 祉 施 設 の 充 実  【 1-1-2-1】 

(２ )在 宅 福 祉 対 策 の 推 進  【 1-1-2-2】 

(３ )高 齢 者 介 護 の 充 実  【 1-1-2-3】 

(４ )生 き が い 対 策 の 充 実  【 1-1-2-4】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))高齢者福祉施設の充実高齢者福祉施設の充実高齢者福祉施設の充実高齢者福祉施設の充実  

①地域密着型サービ①地域密着型サービ①地域密着型サービ①地域密着型サービスススス ＊＊＊＊施設の施設の施設の施設の有効利用有効利用有効利用有効利用  

■  高 齢 者 が 住 み慣れ た 地 域 で 身 体 能力の 向 上 及 び維持に 係 る訓練等 が受け

ら れ る よ う 、 サ ー ビ ス 事 業 者 の 協力を得て 地 域密着型サ ー ビ ス ＊ 施設の 充

実 と有効利用を 図 り ま す 。  

 

((((２２２２))))在宅福祉対策の推進在宅福祉対策の推進在宅福祉対策の推進在宅福祉対策の推進  

①在宅支援①在宅支援①在宅支援①在宅支援  

■  高 齢 者 が 住 み慣れ た 地 域 で 自 立 し た在宅生 活 を 送 る こ と が で き る よ う に 、

緊急通報シス テム事 業（ふれ あ いペンダン ト ）、外出支 援 サ ー ビ ス 事 業 、配

食サ ー ビ ス 事 業 、認知症高 齢 者徘徊探索サ ー ビ ス 事 業 、 生 き が い 活 動 支 援

通所事 業 （ 生 き が い デ イ サ ー ビ ス ） や軽度生 活 援 助 事 業 等 の 充 実 に 努 め ま

す 。  

②地域包括支援②地域包括支援②地域包括支援②地域包括支援  

■  地 域 包 括 支 援センター ＊ を 中核と し た総合 的 な介護予防シス テムの確立

に 向 け 、介護予防ケアマネ ジメン ト ＊ の 専 門職を配置し 、 地 域ケア ネット

ワークづ く り を 進 め て き ま し た が 、 さ ら に介護予防サ ー ビ ス 事 業 者 と の 連

携 に よ り 、 効 果 的 な介護予防の 推 進 を 図 り ま す 。  

■  認知症ケア に 関 す る情報提供や 早 期治療の 必 要 性 の啓発 を 図 る と と も に 、

認知症サ ポ ーター ＊ を養成し 、 地 域 で 見 守 る ネットワークづ く り な ど 、 地

域全体 で 支 え る 環境整備を 進 め ま す 。  

■  高 齢 者虐待防止の啓発 と 早 期 に適切 な 対 応 が 行 え る 体 制 を 整 え ま す 。  

③地域の支え合いの推進③地域の支え合いの推進③地域の支え合いの推進③地域の支え合いの推進  

■  住 民 主 体 に よ る通い の場で 、介護予防事 業 と し て の筋力向 上 トレー ニ ン

グ「い き い き百歳体操」を 実践し 、 地 域 に よ る介護予防推 進 支 援 事 業 の 普

及 に 努 め ま す 。  

■  ボ ラ ン テ ィ ア に よ る介護 サ ポ ーター 等 の 活 動 体 制 の 強 化 や 地 域 支 え 合 い

事 業 の 推 進 を 図 り ま す 。  

④暮らしのサポート④暮らしのサポート④暮らしのサポート④暮らしのサポート  

■■■■     コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビ ジ ネ ス ＊ を 促 進 し 、 日 常 生 活 に お け る 困 りごと 、 お届

け 、駆け つ け 、 送迎な ど 、 地 域 協 働 に よ る 暮 ら し の サ ポ ー ト 事 業 を 進 め ま
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す 。  

((((３３３３))))高齢者介護の充実高齢者介護の充実高齢者介護の充実高齢者介護の充実    

①介護サービス情報の提供①介護サービス情報の提供①介護サービス情報の提供①介護サービス情報の提供  

■  介護 保険サ ー ビ ス の利用者 が質の 高 い サ ー ビ ス を安心し て受け る こ と が

で き る よ う に 、介護 保険制度の内容や サ ー ビ ス 事 業 者 等 の情報を 的確に提

供し て い き ま す 。  

②地域密着型サービ②地域密着型サービ②地域密着型サービ②地域密着型サービスススス ＊＊＊＊のののの提供提供提供提供  

■  住 み慣れ た 地 域 で 、 き め の細か い サ ー ビ ス の提供を 図 る た め 、 サ ー ビ ス

事 業 者 の 協力を得な が ら 、「身延町介護 保険事 業 計 画」と の調整 を 図 り 、地

域密着型に よ る 施設サ ー ビ ス の 要望に こ た え て い き ま す 。  

③介護保険事業の運営③介護保険事業の運営③介護保険事業の運営③介護保険事業の運営  

■  介護 保険制度を円滑に運用す る た め 、峡南広域 行 政 組 合 と の 連 携 を 図 り 、

認定 事務の迅速 化 に 努 め ま す 。  

■  介護給付費の適正化 の た め 、ケアプラ ン の点検 ・ 指導の 強 化 と 町 指 定 の

地 域密着型サ ー ビ ス ＊ 事 業 者 の 指導・ 助言・監督に 努 め て い き ま す 。  

■  介護予防事 業 の 一 層 の 推 進 を 図 る と と も に 、 保険料抑制 の た め広報等 に

よ る周知を 図 り 、介護 保険財政 の健全な運営に 努 め ま す 。  

 

((((４４４４))))生きがい対策の充実生きがい対策の充実生きがい対策の充実生きがい対策の充実  

①社会参加の拡充①社会参加の拡充①社会参加の拡充①社会参加の拡充  

■  ス ポ ーツ大 会 、ゲー ト ボ ー ル 大 会 、 集 落敬老事 業 な ど の 高 齢 者 の 社 会 参

加 機 会 の 拡 充 を 促 進 し ま す 。  

■  高 齢 者 が持つ技術・知識 や経験を い か し て い く た め 、シル バ ー 人材セン

ター と 連 携 し 、匠の技術伝承を は じ め と し た 生 き が い 活 動 を 促 進 し ま す 。  

②高齢者によるコ②高齢者によるコ②高齢者によるコ②高齢者によるコミュミュミュミュニティ・ニティ・ニティ・ニティ・ビジネスビジネスビジネスビジネス ＊＊＊＊のののの促進促進促進促進  

■  高 齢 者 が 主 体 と な る 相 互 の 助 け 合 い ビ ジ ネ ス の起業 を 促 進 し ま す 。  
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３．子育て支援３．子育て支援３．子育て支援３．子育て支援     

 
【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

町内の四つ の公立 保 育所、二つ の 民 間 保 育園で は 、 社 会 環境の 変 化 に 伴 い 多 様 化

す る ニ ーズに 対 応 し た 保 育 サ ー ビ ス を提供す る と と も に 、 子 育 て に 関 す る悩み 相 談

へ の 対 応 も 行 い 、 子 育 て と 仕 事 の両立 を 支 援 し て い ま す 。 ま た 、 町 で は 小 学 生 を 対

象に し た 学 童 保 育 を 実 施 し 、放課後 児 童 の健全育成を 図 っ て い ま す 。  

子 ど も を 取 り巻く 環境は 、核家族＊ 化 、少 子 化 、ラ イフスタイ ル ＊ の 変 化 等 に よ り

大 き く 変 動 し て い ま す 。 特 に 、 急 速 な 少 子 化 の 進 行 に よ り 、将来 の 地 域 社 会 の運営

や 住 民 生 活全体 へ の 深刻な影響が 懸 念 さ れ 、 子 育 て 環境を改善し 少 子 化 を抑制 す る

観点か ら 、 社 会 が 一 体 と な っ て総合 的 な 少 子 化 対 策 へ の 取 り 組 み を 推 進 す る こ と が

緊急 の課題と な っ て い ま す 。 こ の た め平成 15年 に は次世 代 育成支 援 対 策 推 進法＊ が

制 定 さ れ 、 そ れ を う け て 本 町 で は 、平成 17年 3月に「身延町次世 代 育成支 援 対 策 行

動 計 画  （ み のぶ子 育 て 応 援プラ ン ）」(前期 計 画 )、平成 22年 3月に は 後 期 計 画 を 策

定 し 、 家 庭 、 学 校 、 地 域 、企業 、 行 政 等 が そ れぞれ の役割の も と 、 一 体 と な っ て す

べて の 家 庭 に 対 す る 子 育 て 支 援 を 、ま た 27年度に は「子 ど も・子 育 て 関 連 3法＊」を

受け 、「身延町 子 ど も・子 育 て 支 援 事 業 計 画（ み のぶ  子 ど も・子 育 て 応 援プラ ン ）」

を 策 定 し 、新た な 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 制度に 基 づ き 、「質の 高 い幼児 期 の 教 育 ・ 保

育 の総合 的 な提供」「教 育・保 育 の量的確保」「地 域 の 子 ど も・子 育 て 支 援 の 充 実」

な ど の 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。  

そ の た め 、 様 々 な 活 動 団 体 と よ り 一 層 連 携 し 、 子 育 て 支 援 ネットワークの 充 実 を

図 る 必 要 が あ り ま す 。  

家 庭 や 学 校 に お け る 児 童虐待や い じ め が 、痛ま し い 事件に 発 展 す る 事例が 増 え て

お り 、 こ れ ら を未然に防ぐ 対 策 も引き続き 重 要 な課題に な っ て い ま す 。  

ま た 、離婚等 に よ る 母 子・父子 世 帯 等 が 増 加 し て お り 、子 育 て へ の 支 援 を は じ め 、

生 活 の安定 と 自 立 に 向 け た 援 護 を し て い く 必 要 が あ り ま す 。  
 
【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 
 

「身延町 子 ど も・子 育 て 支 援 事 業 計 画（ み のぶ  子 ど も・子 育 て 応 援プラ ン ）」

の着実 な 推 進 を 図 る と と も に 、 関 係部署や 関 係 機 関 及 び 関 係 団 体 な ど と の 連 携

強 化 に よ り 、総合 的 な 子 育 て 支 援 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。  
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【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

３ ． 子 育 て 支 援  【 1-1-3】  (１ )少 子 化 対 策 の 取 り 組 み を 充 実

す る  

【 1-1-3-1】 

(２ )子 ど も ・ 子 育 て 支 援 サ ー ビ ス

を 充 実 す る  

【 1-1-3-2】 

(３ )親 と 子 双 方 の 育 ち を 応 援 す る  【 1-1-3-3】 

(４ )子 育 て 家 庭 を 応 援 す る  【 1-1-3-4】 

(５ )働 き な が ら 子 ど も を 育 て る 家

庭 を 応 援 す る  

【 1-1-3-5】 

(６ )安 心 し て 暮 ら せ る 環 境 づ く り

を 応 援 す る  

【 1-1-3-6】 

 
【施策】【施策】【施策】【施策】  
 
（１）少子化対策の取り組みを充実する（１）少子化対策の取り組みを充実する（１）少子化対策の取り組みを充実する（１）少子化対策の取り組みを充実する  

①結婚・出産の支援①結婚・出産の支援①結婚・出産の支援①結婚・出産の支援    

■  出会 い の場を提供す る 事 業 を 実 施 し 、結婚に結び付け 、安心し て 子 ど も
を も て る よ う に 子 育 て へ の 支 援 を し ま す 。  

 
■  民 間 事 業 者 が企画 実 施 す る結婚に結び つ け る た め の出会 い の場を提供す

る 事 業 へ の 支 援 を し ま す 。  
 
■  少 子 化 対 策 に 向 け た新た な 取 り 組 み の 検 討 を し ま す 。  
 

（２）子ども・子育て支援サービスを充実する（２）子ども・子育て支援サービスを充実する（２）子ども・子育て支援サービスを充実する（２）子ども・子育て支援サービスを充実する    

①教育・保育・地域型保育、地域子ども・子育て支援事業の充実①教育・保育・地域型保育、地域子ども・子育て支援事業の充実①教育・保育・地域型保育、地域子ども・子育て支援事業の充実①教育・保育・地域型保育、地域子ども・子育て支援事業の充実    

■  「地 域 子 ど も・子 育 て 支 援 事 業 の量の 見込み（ 必 要利用定 員総数）」を 定

め 、「量の 見込み」に 対 応 す る よ う 、確保 に 努 め ま す 。  

②幼児期の学校教育・保育の一体的提供②幼児期の学校教育・保育の一体的提供②幼児期の学校教育・保育の一体的提供②幼児期の学校教育・保育の一体的提供    

■  幼児 期 の 学 校 教 育 ・ 保 育 の 一 体 的 に提供し て い く 体 制 を 検 討 し ま す 。  

③③③③放課後児童クラ放課後児童クラ放課後児童クラ放課後児童クラブブブブ ＊＊＊＊（（（（学童保育）学童保育）学童保育）学童保育）の充実の充実の充実の充実    

■  利用児 童 の 増 加 に よ り受け入れ 困難と な る 施設に つ い て は 、 施設の 増 加

を 検 討 し待機 児 童 ＊ が 生 じ な い よ う確保 に 努 め ま す 。  

 

（３）親と子双方の育ちを応援する（３）親と子双方の育ちを応援する（３）親と子双方の育ちを応援する（３）親と子双方の育ちを応援する    

①要支援児童へのきめ細やかな取り組み①要支援児童へのきめ細やかな取り組み①要支援児童へのきめ細やかな取り組み①要支援児童へのきめ細やかな取り組み    

■  ひと り 家 庭 や 障 害 の あ る 子 の い る 家 庭 、外国人 家 庭 や遺児 な ど 、 支 援 の

必 要 が あ る 家 庭 へ き め細や か な 取 り 組 み を 進 め ま す 。  

②食の安全性や食育についての啓発②食の安全性や食育についての啓発②食の安全性や食育についての啓発②食の安全性や食育についての啓発    

■  保 育所の給食に つ い て 各 関 係 機 関 と 連 携 を 図 り 、食の安全性 や食育 に つ

い て の啓発 を 図 り ま す 。  
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（４）子育て家庭を応援する（４）子育て家庭を応援する（４）子育て家庭を応援する（４）子育て家庭を応援する    

①様々な①様々な①様々な①様々な子育て支援子育て支援子育て支援子育て支援サービスの充実サービスの充実サービスの充実サービスの充実    

■  地 域 子 育 て 支 援センター ＊ 事 業 、 一時預か り 事 業 、病児 ・病後 児 保 育 事

業 ＊ 等 の 充 実 及 びファミリー・サ ポ ー トセンター 事 業 ＊ 等 の新し い 事 業 を 推

進 し ま す 。  

②情報提供・相談活動の充実②情報提供・相談活動の充実②情報提供・相談活動の充実②情報提供・相談活動の充実    

■  ど の よ う な サ ー ビ ス が あ る の か 、誰で も 子 育 て に 関 す る情報を得ら れ る

よ う積極的 に情報を 発信し ま す 。  

③子育て支援ネットワークづくり③子育て支援ネットワークづくり③子育て支援ネットワークづくり③子育て支援ネットワークづくり    

■  保 護 者同士の ネットワークや 相 談 指導を 行 う 人 の ネットワーク、 行 政 や

関 係 機 関 と の ネットワークな ど 、 地 域 の つ な が り を 強 化 し て 、 地 域 の 子 育

て力の 向 上 に 努 め ま す 。  

④経済的支援の充実④経済的支援の充実④経済的支援の充実④経済的支援の充実    

■  子 育 て に か か る経済的負担 は 重 く 、 少 子 化 の 一因と な っ て い ま す 。養育

費、 教 育費、医療費と い っ た費用負担 を軽減す る 政 策 を 進 め 、 子 育 て し や

す い ま ち を目指 し ま す 。  

 

（５）働きながら子どもを育てる家庭を応援する（５）働きながら子どもを育てる家庭を応援する（５）働きながら子どもを育てる家庭を応援する（５）働きながら子どもを育てる家庭を応援する    

①保育所の充実①保育所の充実①保育所の充実①保育所の充実    

■  施設の老朽化 に 伴 う 施設設備の 整備及 び 町 立 保 育所の統廃合 に つ い て 保

護 者 や 地 域 の声を聴き な が ら 検 討 を 行 い 、 子 ど も た ち に と っ て よ り よ い 保

育条件を確保 し ま す 。 ま た 地 域 と と も に歩む保 育所に 向 け て 地 域交流を 進

め ま す 。  

②多様な保育サービスの充実②多様な保育サービスの充実②多様な保育サービスの充実②多様な保育サービスの充実    

■  ０歳児 か ら の受け入れ や 、延長保 育 、 一時預か り 、広域入所な ど 、 様 々

な サ ー ビ ス を 展 開 し て き ま し た が 、 住 民 ニ ーズを踏ま え た 多 様 な 保 育 サ ー

ビ ス が提供で き る よ う 努 め ま す 。  

③放課後児童対策の充実③放課後児童対策の充実③放課後児童対策の充実③放課後児童対策の充実    

■  放課後 児 童クラブ ＊ （ 学 童 保 育 ） に つ い て ニ ーズを適切 に把握す る と と

も に 、 指導員 の資質向 上 を 図 り ま す 。  

■  放課後 子供教室に つ い て は 、放課後 児 童クラブ ＊ の 一 体 的 な 実 施 に 向 け

た運営委 員 会 の設置を含め て 検 討 を 進 め ま す 。  

④働き方の見直し④働き方の見直し④働き方の見直し④働き方の見直し    

■  仕 事 と 子 育 て の両立 を 図 る た め に は 、企業 と 事 業 主 の理解と 協力が不可

欠で す 。出産や 子 育 て を理由に 仕 事 を続け ら れ な い こ と の な い よ う 、情報

提供や啓発 活 動 な ど を と お し て 、 仕 事 と 子 育 て の両立 やワーク・ ラ イフ・

バ ラ ン ス ＊ の 実現に 努 め ま す 。  
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（６）安心して暮らせる環境づくりを応援する（６）安心して暮らせる環境づくりを応援する（６）安心して暮らせる環境づくりを応援する（６）安心して暮らせる環境づくりを応援する    

①遊び場の確保①遊び場の確保①遊び場の確保①遊び場の確保    

■  子 ど も た ち が安全で 、安心し て遊べる よ う 児 童館運営の 充 実 と 教 育 施設

の 開放を と お し て 、遊び場を確保 し ま す 。  

②児童虐待防止の充実②児童虐待防止の充実②児童虐待防止の充実②児童虐待防止の充実    

■  関 係 機 関 と の 連 携 の も と 、虐待の防止や 早 期 発 見 、 早 期 対 応 、 アフター

ケア に至る ま で の総合 的 な 支 援 を 行 う た め の 体 制 づ く り を 進 め 、 子 ど も の

人権を 守 る 取 り 組 み を 進 め ま す 。  
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４．障害者自立への支援４．障害者自立への支援４．障害者自立への支援４．障害者自立への支援     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 で は 、 障 害 者 の 自 立 と 社 会 参 加 の 促 進 を 図 る た め 、 様 々 な 取 り 組 み を 進 め て

き ま し た が 、平成 15年 に は 障 害 福 祉 制度の 一部が 、従来 の措置制度か ら 支 援費制度

に 移 行 し 、利用者 自 ら が サ ー ビ ス を選択し 、 事 業 者 と直接契約す る 制度に な り ま し

た 。  

そ の 後 、平成 18年 4月に 施 行 さ れ た 障 害 者 自 立 支 援法（現名称：障 害 者総合 支 援

法） に よ り 、 障 害 者 サ ー ビ ス の提供主 体 は市町村に 一元化 さ れ 、 身 体 ・知的 ・精神

な ど の 障 害 の 種類に か か わ らず、 ま た難病患者 等 も含め 、共通の 制度に よ るケアマ

ネ ジメン ト ＊ を経て 福 祉 サ ー ビ ス を提供し 、 障 害 者 の 自 立 と 社 会 参 加 を 進 め て き ま

し た 。  

現在、 障 害 者総合 支 援法の 一部が 見直さ れ 、新た な サ ー ビ ス の導入等 が 検 討 さ れ

る と と も に 、平成 28年 4月に 施 行 さ れ た 障 害 者差別解消法の目的 （全て の国民 が 障

害 の有無に よ っ て 分 け隔て ら れ る こ と な く 、 相 互 に 人格と個性 を尊重 し 合 い な が ら

共生 す る 社 会 の 実現） を達成す る た め の具体 的 な 取 り 組 み も 求 め ら れ て い ま す 。 今

後 も 、 住 み慣れ た 地 域 で安心し て 自 立 生 活 が 送 れ る よ う 支 援 体 制 を継続す る こ と が

重 要 で す 。  

そ の た め に は 、 福 祉 サ ー ビ ス を提供す る 事 業所の 拡 充 、 障 害 者 が 働 け る 地元企業

へ の就労開拓、 障 害 者 の権利を擁護 す る た め の啓発 活 動 な ど が 必 要 と な り ま す 。  

こ う し た 状況の 中 、障 害 者 基 本法に 基 づ き 策 定 し た 身延町 障 害 福 祉 計 画 を 見直し 、

障 害 保健福 祉 施 策 の総合 的 ・ 計 画 的 な 推 進 に 取 り 組むと と も に 、 こ れ ま で以上 に在

宅の 障 害 者 が 住 み や す く 、地 域 で 暮 ら し た い と い う思い を尊重 し 、「施設か ら 地 域」

「病院か ら 地 域」へ の 移 行 が で き る よ う 福 祉 サ ー ビ ス の 充 実 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。 

さ ら に 、風水害 の み な らず東海地震の被害 が 大規模と予想さ れ る 本 町 で は 、東日

本 大震災の 教訓を も と に災害時要配慮者 等 へ の防災、救出体 制 の 強 化 な ど 、安心し

て 暮 ら し て い け る 環境づ く り が 急務と な っ て い ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

４ ． 障 害 者 自 立 へ の 支 援  【 1-1-4】  (１ )障 害 者 福 祉 施 設 の 充 実  【 1-1-4-1】 

(２ )障 害 者 支 援 の 推 進  【 1-1-4-2】 

 

施設サ ー ビ ス の 充 実 に 努 め る と と も に 、居宅サ ー ビ ス の 効 果 的 な利用を 促 進

す る な ど 、 支 援 を 充 実 し ま す 。 ま た 、 社 会 参 加 ・交流を 促 進 し 、 ユ ニ バ ー サ ル

デ ザ イ ン ＊ を理想と し た 環境づ く り に 努 め ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))障害者福祉施設の充実障害者福祉施設の充実障害者福祉施設の充実障害者福祉施設の充実  

①通所・入所施設の整備①通所・入所施設の整備①通所・入所施設の整備①通所・入所施設の整備  

■  グル ープホーム ＊ な ど の 施設整備へ の 支 援 に 努 め 、在宅生 活 が 困難な 障

害 者 の 施設へ の通所及 び入所を円滑化 し ま す 。  

②活動・就労の場の確保②活動・就労の場の確保②活動・就労の場の確保②活動・就労の場の確保  

■  就労す る こ と が 困難な 障 害 者 に 対 し 、授産指導・ 生 活 指導を 行 う 地 域 活

動 支 援センター の運営を 支 援 し 、 日 中 活 動 ・就労の場を確保 し 、 自 立 と 社

会 参 加 を 促 進 し ま す 。  

((((２２２２))))障害者支援障害者支援障害者支援障害者支援の推進の推進の推進の推進  

①障害者福祉計画の見直し①障害者福祉計画の見直し①障害者福祉計画の見直し①障害者福祉計画の見直し    

■  障 害 者 福 祉 対 策 の総合 的 ・ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た め の 指 針 と な る 身延町

障 害 者 福 祉 計 画 を 見直し ま す 。  

②障害者総合②障害者総合②障害者総合②障害者総合支援制度の運営支援制度の運営支援制度の運営支援制度の運営  

■  現行 制度の も と 、 住 み慣れ た 地 域 で安心し て 自 立 生 活 が 送 れ る 支 援 体 制

を継続す る と共に 、 障 害 者総合 支 援法の 一部見直し に 対 応 し て 福 祉 サ ー ビ

ス の さ ら な る 充 実 を 図 り ま す 。  

③訪問・居宅サービスの充実③訪問・居宅サービスの充実③訪問・居宅サービスの充実③訪問・居宅サービスの充実  

■  ホームヘルプサ ー ビ ス や 移 動 支 援 、 コ ミ ュ ニケーション 支 援 、 障 害 児 の

一時預り サ ー ビ ス な ど 、 地 域 で 自 立 し た 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 、 事

業 を 拡 充 し ま す 。  

■  障 害 者 の 日 常 生 活 の便宜を 図 る た め 、補装具や 日 常 生 活用具等 の 福 祉 機

器給付サ ー ビ ス を 充 実 し ま す 。  

④就労支援④就労支援④就労支援④就労支援  

■  公共職業安定所や 地元企業 、 関 係 機 関 と 連 携 を 図 り な が ら 、就労支 援 を

推 進 し 、 障 害 者 の 福 祉 的就労か ら 一般就労へ の 移 行 の 促 進 に 努 め ま す 。  

⑤ユニバーサルデザイ⑤ユニバーサルデザイ⑤ユニバーサルデザイ⑤ユニバーサルデザインンンン ＊＊＊＊環環環環境づくり境づくり境づくり境づくり  

■  公共空間 に ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン ＊ の考え 方 を 取 り入れ 、 住 環境の改善

を 支 援 し ま す 。  

■  ス ポ ーツ大 会 や 各 種 教室等 へ の 参 加 を 促 進 す る と と も に 、だれ で も 参 加

で き る 行 事 の 開催及 び 環境づ く り を 進 め ま す 。  

■  積極的 な広報・啓発 活 動 に よ り 、 障 害 者 へ の理解が 一 層 深 ま り 、抱き が

ち な差別意 識 を な く す と と も に 、 障 害 者 に 対 す る不当な差別や 合理的配慮

の不提供な ど 、 障 害 者差別解消法が規定 す る差別の解消に 取 り 組 み 、 町 民

が 相 互 に尊重 し 合 う こ と の で き る共生 社 会 の 実現に 努 め ま す 。  

⑥災害時における支援⑥災害時における支援⑥災害時における支援⑥災害時における支援  

■  災害時要配慮者 で あ る 高 齢 者 や 障 害 者 が 、災害 発 生直後 か ら 日 常 生 活 に

戻る ま で の 間 に十分 な配慮と 支 援 が受け ら れ る よ う な 方途を 関 係 機 関 と 検

討 し ま す 。  
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第２節第２節第２節第２節     快適な暮らし快適な暮らし快適な暮らし快適な暮らし  
 

１．住宅・宅地の整備１．住宅・宅地の整備１．住宅・宅地の整備１．住宅・宅地の整備     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

若 者 の 定 住 化 を 進 め る 住宅政 策 が課題と な っ て お り 、 中部横断自 動車道の 開通に

よ る宅地需用の 拡 大 も想定 し 、宅地 分譲な ど 定 住 の た め の 環境整備の 推 進 が 必 要 で

す 。  

ま た 、 過 疎 化 に 伴 い 相当数の空き 家 が 発 生 し て お り 、防災・防犯・景観・衛生 ・

地 域 の 活 性 化 な ど の面で悪影響を 及ぼす こ と が考え ら れ 、 そ の 対 応 が課題と な っ て

い ま す 。 地 域 社 会 の健全性維持の た め 、空き 家 の有効 活用、 発 生 の抑制 、管理不全

の解消へ の 取 り 組 み が 求 め ら れ て い ま す 。  

住宅・宅地 の 整備は 、 定 住 促 進 を 図 る 上 で 重 要 な位置付け に あ り 、 町 保有遊休地

の利活用や宅地 分譲を 進 め る と と も に 、交通条件の改善や雇用・就労の場の創出、

子 育 て 世 代 を 対象と し た低価格住宅の 整備な ど 多 様 な 施 策 を総合 的 に 進 め て 相乗効

果 を 発揮し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

ま た 、現在あ る公営住宅に つ い て は 、平成23年度策 定 の「身延町公営住宅長寿命

化 計 画」に 基 づ き 整備を 進 め る と と も に 、昭和56年以前に建設さ れ た建物 の用途廃

止を 推 進 し 、 効率的 な管理運営を 行 っ て い き ま す 。  

高 齢 化 が 一 層 進む中 で 、 住宅に お け る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン ＊ 化 な ど 高 齢 者 等 に

対 応 し た 住宅整備に つ い て 、 普 及 ・啓発 を 行 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。  

ま た 、東日 本 大震災や熊本 地震に よ る建築物 の倒壊被害 に よ り 住宅に お け る耐震

性 能 に つ い て不安と 関心が 高 ま り 、東海地震の 発 生 が 懸 念 さ れ る 中 、 町 民 が安心し

て 暮 らせる よ う 住宅の耐震診断の 必 要 性 に つ い て の啓発 に 重点を置き 、 一 層 の耐震

改修の 促 進 を 働 き か け て い き ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

 

「身延町公営住宅長寿命化 計 画」に 基 づ く 町営住宅の改修善を 進 め ま す 。 ま

た 、 子 育 て 世 代 が 求 め や す い宅地 分譲を 進 め 、空き 家 等 の利活用に よ り 移 住 ・

定 住 に繋げま す 。  
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【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))住宅対策住宅対策住宅対策住宅対策  

①住宅長寿命化計画の推進①住宅長寿命化計画の推進①住宅長寿命化計画の推進①住宅長寿命化計画の推進    

■  平成 18 年 に 制 定 さ れ た 住 生 活 基 本法に よ っ て 、 住宅政 策 は維持管理や

増改築な ど に よ る良質な既存住宅の 充 実 を 図 る 方 向 に転換し ま し た 。厳し

い財政 状況の下、 効率的 か つ円滑に老朽化 し た 町営住宅等 を運営管理す る

た め 、「身延町公営住宅長寿命化 計 画」に 基 づ く公営住宅ス トックの長寿

命化 を 図 り 、 ラ イフサ イクル コ ス ト ＊ の縮減に つ なげて い き ま す 。  

②②②②安心・安全な居住環境の普及安心・安全な居住環境の普及安心・安全な居住環境の普及安心・安全な居住環境の普及  

■  地 域 に根ざし た 住宅施 策 の 展 開 を 基 本 に 、 高 齢 化 の 実情に即し た 住宅の

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン ＊ 化 や建物 の安心・安全に配慮し た 住 ま い の 普 及 を

働 き か け て い き ま す 。  

■  耐震診断の 必 要 性 に つ い て の啓発 と耐震改修の 促 進 に引き続き 努 め ま す 。 

③町営住宅の改修③町営住宅の改修③町営住宅の改修③町営住宅の改修    

■  町営住宅に つ い て は 、「身延町公営住宅長寿命化 計 画」に 基 づ く改修等 の

適切 な 対 策 を順次進 め て い き ま す 。  

■  管理運営の 効率化 を 図 る た め の 指 定管理者 制度の導入の 検 討 を 進 め ま す 。 

④集落再編への対応④集落再編への対応④集落再編への対応④集落再編への対応    

■  山 間部集 落 に お い て 移転を希望す る 地 区 が あ る場合 は 、 集 落再編整備等

に よ る 住宅・宅地 の受け皿づ く り を 検 討 し ま す 。  

⑤若者世帯向け低価格住宅の整備⑤若者世帯向け低価格住宅の整備⑤若者世帯向け低価格住宅の整備⑤若者世帯向け低価格住宅の整備    

■  町内に 定 住 を 検 討 し て い る 若 者 世 帯 に貸与 す る 住宅を確保 す る た め 、県

営住宅の管理代 行 を も視野に入れ 、 整備を 検 討 し ま す 。  

 

((((２２２２))))宅地の開発宅地の開発宅地の開発宅地の開発  

①宅地の開発、分譲①宅地の開発、分譲①宅地の開発、分譲①宅地の開発、分譲    

■  定 住 化 対 策 、 少 子 化 対 策 、 子 育 て 支 援 対 策 等 と も 連 携 し な が ら 、だれ も

が 住 み や す い宅地 開 発 と 分譲を 促 進 し ま す 。  

１ ． 住 宅 ・ 宅 地 の 整 備  【 1-2-1】  (１ )住 宅 対 策  【 1-2-1-1】 

(２ )宅 地 の 開 発  【 1-2-1-2】 

(３ )空 き 家 等 の 利 活 用  【 1-2-1-3】 
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((((３３３３))))空き家等の利活用空き家等の利活用空き家等の利活用空き家等の利活用    

①空き家情報の収集と提供①空き家情報の収集と提供①空き家情報の収集と提供①空き家情報の収集と提供    

■  空き 家 ・土地 バ ンク制度に よ り 、利活用で き る空き 家 や空き 地 の バ ンク

へ の登録推 進 とＨＰ等 に よ り 、広く情報提供を 行 い 、 移 住 ・ 定 住 に繋げま

す 。  
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２．水道施設の整備２．水道施設の整備２．水道施設の整備２．水道施設の整備     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 で は 、 町営の簡易水道事 業12及 び 組 合管理の簡易水道11、 山 間 地 等 の 小規

模給水施設（ 町営4、 組 合20施設） に よ り飲料水の供給を 行 っ て い ま す 。簡易水道

の水源地 は 山 間 地 の谷間 か ら の 取水が 多 い た め 、豪雨時等 の濁り な ど も 発 生 す る 状

況に あ り 、 さ ら に 小規模給水施設は 高 齢 化 等 も 進 み 、 そ の適切 な維持管理が 困難に

な り つ つ あ り ま す 。  

今 後 、安定供給や適切 な維持管理を 行 う た め 、簡易水道の統合 整備が 必 要 と な り

ま す 。 ま た 、全町 民 に安全で十分 な水を供給す る た め 、未普 及 地 域 の解消を 図 る 施

設整備が 必 要 で す 。さ ら に 、老朽化 し た 施設や 送配水管の更新が 重 要 な課題で あ り 、

地震災害 対 策 の観点か ら も 施設の 早 期 の更新や改良が 必 要 と な っ て い ま す 。  

こ う し た 基 盤 整備は 、 多額の費用と時間 が 必 要 と な る た め 、長期 的 展望に た っ た

需給計 画 を 検 討 の 上 、 計 画 的 か つ 効率的 に 施設整備を 進 め て い く こ と が 必 要 で す 。  

水道事 業 の経営は 、独立採算が法制度化 さ れ て い ま す が 、水源地 が遠い な ど 施設

整備に 多額の費用を 要 し 、 加 え て既存施設の改築更新、新た な 施設の建設、水源の

確保 、未普 及 地 域 の解消と い っ た課題等 を 多 く抱え 、厳し い 事 業運営を迫ら れ て い

ま す 。 今 後 、水道整備計 画 を踏ま え 、経営の 効率化 や料金体系の適正化 等 を 進 め 、

公営企業 と し て経営の健全化 に 努 め る 必 要 が あ り ま す 。  

な お 、 家 庭 の井戸は災害時の有効 性 を踏ま え 、水質管理の徹底に よ り維持し て い

く こ と が望ま れ ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 水 道 施 設 の 整 備  【 1-2-2】  (１ )水 道 施 設 整 備 の 推 進  【 1-2-2-1】 

(２ )水 道 事 業 の 運 営  【 1-2-2-2】 

 

水道需給計 画（水道整備計 画 ）の抜本 的 な 見直し を 進 め な が ら 、水源の確保 、

水道施設の 整備と統合 整備を 図 り 、安全で質の 高 い水を供給し ま す 。 ま た 、水

道事 業経営の健全化 に 努 め ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))水道施設整備の推進水道施設整備の推進水道施設整備の推進水道施設整備の推進  

①水道整備計画の見直し①水道整備計画の見直し①水道整備計画の見直し①水道整備計画の見直し  

■  水道事 業 計 画 の 基礎と な る需給計 画 （水道整備計 画 ） に つ い て は 、将来

動 向 等 の 状況を勘案し な が ら抜本 的 見直し を 図 る 中 で統合 整備を 推 進 し ま

す 。  

②水源の確保②水源の確保②水源の確保②水源の確保  

■  水源地 の 保全を 図 る と と も に 、安定 し た水源確保 に 努 め ま す 。  

③水道施設の整備③水道施設の整備③水道施設の整備③水道施設の整備  

■  需給計 画 に 基 づ き水道施設の 整備と統合 整備を 推 進 し ま す 。  

■  安全で質の 高 い水を供給す る た め に 、老朽化 し た 送配水管及 び浄水施設

等 を 計 画 的 か つ 効率的 に 整備、更新し ま す 。  

④未普及地域の対策④未普及地域の対策④未普及地域の対策④未普及地域の対策  

■  未普 及 地 域 に つ い て は 、 そ の解消に 努 め 、 地理・ 地形的 に給水区 域 へ 包

含で き な い 地 域 に つ い て は 、 小規模給水施設と し て水の確保 と濁り除去な

ど の 施設整備、管理運営の 方 向 に つ い て 対 策 を 検 討 し ま す 。  

 

((((２２２２))))水道事業の運営水道事業の運営水道事業の運営水道事業の運営  

①経営の健全化①経営の健全化①経営の健全化①経営の健全化  

■  計 画 的 か つ 効率的 な 事 業運営を 行 い 、経営の健全化 を 図 る と と も に 、 地

区 間 及 び将来 の水道使用者 の負担 が公平と な る よ う に 努 め ま す 。  
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３．下水道施設の整備３．下水道施設の整備３．下水道施設の整備３．下水道施設の整備     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 の公共下水道は 、平成 3年 か ら 身延町 特 定 環境保全公共下水道事 業（ 帯金・塩

之沢処理区 ） 、平成 8年 か ら 身延町公共下水道事 業 （角打・丸滝処理区 ） 、平成 14

年 か ら 身延町 特 定 環境保全公共下水道事 業 （ 中富処理区 ） 、平成 21年 か ら 身延町公

共下水道事 業 （ 身延処理区 ） 、平成 22年 か ら 身延町 特 定 環境保全公共下水道（下部

処理区 ） が供用を 開始し て い ま す が 、接続・水洗化 の 過程に あ り ま す 。  

農業 集 落排水施設整備事 業 は 上之平地 区 、 小規模集 合排水処理施設整備事 業 は北

川地 区 で 実 施 し 、接続率・水洗化率と も 100%と な っ て い ま す 。  

下水道は 、 生 活 環境の改善、公共用水域 の水質保全を 図 り 、快適な 生 活 を確保 す

る 上 で 重 要 な 社 会 基 盤 で す 。 今 後 、公共下水道整備区 域内の水洗化率を 高 め る と と

も に 、下水道事 業 の 計 画 的 な 拡張整備、浄化槽の 普 及 促 進 な ど 、長期 的観点か ら 町

域全体 の 生 活排水対 策 が 必 要 で す 。  

そ の た め 、各 地 区 の 実情を考慮し 、経済性 を 基 に「身延町 生 活排水処理計 画」（平

成 22年 12月）を 策 定 し 、公共下水道、農業 集 落排水処理、浄化槽等 の 区 域 を明確に

し 、 今 後 の 生 活排水処理の 方 向付け を し て い ま す 。  

こ の 計 画 に 基 づ い て 、 社 会資本 整備総合交付金及 び国庫補助金を 活用し 、公共下

水道や浄化槽の 整備を 計 画 的 に 進 め て い き ま す 。 整備に あ た っ て は 、長期 の 整備期

間 と 多 く の 事 業費を 要 す る こ と か ら 、長期 的 な 展望に た ち持続的 な 事 業管理と 施設

の長寿命化 の 検 討 を 計 画 的 に 進 め て い く 必 要 が あ り ま す 。  

下水道汚泥の処理対 策 と し て 、 発 生汚泥を資源と し て 活用を 図 る 必 要 性 か ら肥料

化 等 のリサ イクル の 推 進 に 取 り 組 ん で き ま し た が 、 今 後 さ ら に循環型社 会 の 構築を

図 る観点か ら 、 そ の 促 進 に 意 を注ぐ こ と が 必 要 で す 。  

事 業経営に つ い て は経営環境を 様 々 な角度か ら 分析を 行 い 、経営改善を 実 施 す る

と と も に 、受益と負担 の適正化 の 検 討 を 行 い 、経営の健全化 を 図 っ て い く こ と が 必

要 で す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

３ ． 下 水 道 施 設 の 整 備  【 1-2-3】  (１ )生 活 排 水 処 理 施 設 の 整 備 推 進  【 1-2-3-1】 

(２ )下 水 道 事 業 の 運 営  【 1-2-3-2】 

 

  

「身延町 生 活排水処理計 画」に 基 づ い て 、公共下水道、農業 集 落排水処理、

浄化槽等 の 区 域 に 応 じ た 整備を 進 め ま す 。 ま た 、下水道事 業経営の健全化 に 努

め ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))生活生活生活生活排排排排水水水水処理処理処理処理施設の整備推進施設の整備推進施設の整備推進施設の整備推進    

①生活①生活①生活①生活排排排排水水水水処理処理処理処理計画の推進計画の推進計画の推進計画の推進  

■  「身延町 生 活排水処理計 画」に 基 づ い て 、長期 的 な視点か ら 、 計 画 的 で

効率的 な 生 活排水処理を 推 進 し て い き ま す 。  

■  集 合処理と し て下山処理区 に つ い て は 、 地 域 の 実情等 を勘案す る 中 で 今

後 、 検 討 し て い き た い と考え ま す 。  

■  集 合処理区 の 中長期財政 計 画 ＊ （ アセットマネ ジメン ト ） 及 び 施設の長

寿命化 計 画 （ ス トックマネ ジメン ト ） を 策 定 し経営の健全化 と 効率的 な

維持管理の 推 進 を 図 り ま す 。  

■  そ の他の 区 域 は 、浄化槽市町村整備推 進 事 業（市町村設置型）、浄化槽設

置整備事 業 （個人設置型） に よ り段階的 な浄化槽の 普 及 促 進 を 図 り ま す 。  

 

((((２２２２))))下下下下水道事業の運営水道事業の運営水道事業の運営水道事業の運営    

①①①①下下下下水道加入の促進水道加入の促進水道加入の促進水道加入の促進  

■  公共下水道整備区 域 に お け る下水道加入の 促 進 を 図 る た め 、 助成制度等

の PR と 制度の 充 実 を 推 進 し ま す 。  

②経営の健全化②経営の健全化②経営の健全化②経営の健全化  

■  整備施設の維持管理の 充 実 、水洗化 の 普 及 促 進 な ど に よ り 、 効率的 な 事

業運営の 推 進 を 図 り 、経営の健全化 に 努 め ま す 。  

■  処理汚泥を原料と す る堆肥化 等 へ の 活用の 推 進 を 図 り ま す 。  
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第３節第３節第３節第３節     安心な暮らし安心な暮らし安心な暮らし安心な暮らし  
 

１１１１ ．．．． 防災対策の強化防災対策の強化防災対策の強化防災対策の強化     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 は 、 日 本三大 急流の 一 つ で あ る富士川の氾濫や 、 急峻な 山 間部と そ の谷間 に

沿っ て 集 落 が点在す る 地形に よ る 、土石流、 地滑り 、 山 地崩壊な ど 、災害 の 発 生 す

る可能 性 が非常 に 高 い 地形条件に あ り ま す 。東海地震に つ い て は 地震対 策 強 化 地 域

に も 指 定 さ れ て お り 、被害想定 の甚大 さ や 地震発 生 の 切迫性 に よ り 、防災に 対 す る

関心が 高 ま っ て い ま す 。ま た 、武力攻撃事 態 等 に 対処す る国民 保 護法の成立 に 伴 い 、

本 町 に お い て も「身延町国民 保 護 計 画」を 策 定 し 、態勢づ く り を 進 め て い ま す 。「身

延町 地 域防災計 画」で は 、 町 と し て の防災体 制 の 強 化 、 地 域防災力の 向 上 、 要配慮

者 対 策 の三つ をキーワードと し て 、災害 に 強 い ま ち づ く り を目指 し ま す 。 ま た 、平

成23年3月11日 に 発 生 し た東日 本 大震災は 、こ れ ま で の 各 自治体 が 策 定 し た防災計

画 の想定 を は る か に超え た未曾有の災害 を も た ら し た こ と か ら 、国や県の 動 向 を踏

ま え 、 本 町 の 計 画 も抜本 的 見直し を 早 急 に 進 め防災体 制 の 整備に 努 め ま す が 、 本 町

の有す る 地 域 特 性 や 、観光地 、 過 疎 化 と い っ た 社 会 特 性 に 加 え 、 高 齢 者 、 障 害 者 な

ど の「要配慮者 対 策」を踏ま え 、 さ ら に 検 討 を 進 め て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

    

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】    

 

１ ． 防 災 対 策 の 強 化  【 1-3-1】  (１ )災 害 防 止 対 策 の 推 進  【 1-3-1-1】  

(２ )地 域 防 災 体 制 の 強 化  【 1-3-1-2】  

    

あ らゆる災害 に 対 し 、 町 と し て の防災組 織 強 化 、 地 域防災力の 向 上 、 要配慮

者 対 策 の三つ をキーワードと し て 、 行 政 、防災関 係 機 関 、消防団 、 自 主防災組

織 、 住 民 が役割分 担 を明確に し 、災害 に 強 い ま ち づ く り を目指 し ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】    

    

((((１１１１))))災害防止対策の推進災害防止対策の推進災害防止対策の推進災害防止対策の推進    

①未①未①未①未然然然然防止と防止と防止と防止と被被被被害の害の害の害の軽減軽減軽減軽減     

■  土砂災害 の未然防止や河川護岸施設の被害 の軽減を 図 る た め 、防災パト

ロー ル の 実 施 や点検 を 充 実 させ、急 傾斜地崩壊対 策 事 業 や砂防堰堤の 整備、

河川改修な ど 関 連 機 関 と 連 携 し防災施設の 整備を 推 進 し て い き ま す 。  

ま た 、土砂災害ハザ ードマップ ＊ を 活用し危険箇所、避難場所を周知徹底

し 、避難体 制 の確立 を 図 り ま す 。  

■  洪水時に お け る富士川浸水状況や避難所な ど の情報に 加 え 、 山 間 地 も含

む全町 的 な土砂災害 に よ る危険箇所、 地滑り危険箇所、 急 傾斜地崩壊危険

箇所な ど を記載し た富士川洪水ハザ ードマップ ＊ に よ り 、 大雨や洪水時に

お け る 速 や か な 対 応 に よ り被害 の軽減を 図 り ま す 。  

■  森林等 の適切 な管理を 推 進 し 、土砂災害 の未然防止に 努 め ま す 。     

 

②②②②国民国民国民国民保護対策保護対策保護対策保護対策    

■  武力攻撃や テロ等 の緊急 事 態 に 対処す る た め 、「身延町国民 保 護 計 画」

を 基 本 に国・県、各 関 係 機 関 と の 連 携 を 図 り な が ら 、組 織 体 制 整備や訓練、

研修等 の 事前対 策 や広域 的 な 対 策 強 化 に 努 め ま す 。  

    

((((２２２２))))地域防災体制の地域防災体制の地域防災体制の地域防災体制の強強強強化化化化    

①地域防災①地域防災①地域防災①地域防災力力力力の向の向の向の向上上上上     

■  災害防止及 び被害 を軽減す る た め 、 教 育啓発 活 動 や訓練等 に よ り防災意

識 の 高 揚 を 図 る と と も に 、初期消火や避難・救援 を 行 う 自 主防災組 織 を 強

化 し 地 域防災力の 向 上 を目指 し ま す 。  

■  防災拠点の耐震化 等 を 進 め る と と も に 、耐震診断及 び耐震改修の 推 進 、

家具の固定 な ど の 普 及 に よ り減災対 策 を 進 め ま す 。  

■  自 主防災組 織 に よ る 集 落内の避難所、避難路、土砂災害 等 の危険箇所や 、

障 害 者 、独居老人 な ど の情報を記載し た手づ く り の「防災マップづ く り」

を 推 進 し ま す 。 こ れ に よ り 、 地 域 の個別情報の確認や 、災害時の迅速 な初

期 行 動 が可能 に な り 、ひい て は「自 主防災力の 向 上」に つ なげて い き ま す 。  

②防災体制の②防災体制の②防災体制の②防災体制の強強強強化化化化    

■  国・県の 動 向 を踏ま え 、 地 域防災計 画 の 検証・修正・追加 等 、 見直し を

推 し 進 め ま す 。  

■  町 及 び防災関 係 機 関 の 応 急 対 策 等 を確実 に 実 施 す る た め 、初動マニ ュ ア

ル の逐次改訂を は じ め 、 事前避難・避難勧告・避難指示の 基準づ く り な ど

行 動規定 を 関 係 機 関 と 協 議 し作成し ま す 。  

■  応 急 対 策 を よ り迅速 、 的確に 実 施 す る た め に 、 地震等 大規模災害時に備

え た広域 的 な 支 援 体 制 の 強 化 、防災ボ ラ ン テ ィ ア や防災リーダー の 育成、

企業 等 と の 協力体 制 の 充 実 な ど を 図 り ま す 。  
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■  警察、消防等 と 連 携 し て テロ対 策 に つ い て の研究や 必 要 な訓練な ど有事

へ の備え を 強 化 し ま す 。  

③要③要③要③要配慮配慮配慮配慮者者者者対策対策対策対策    

■  病院、福 祉 施設や 自 主防災組 織 、消防団 、関 係 機 関 と の 相 互 連 携 の も と 、

観光客等 も含む要配慮者 対 策 の 推 進 を 図 り ま す 。  

■  災害時に お け る 高 齢 者 や乳幼児 、傷病者 及 び 障 害 者 等 の避難、救援 、救

急救助 体 制 づ く り を 強 化 す る と と も に 、孤立 集 落 対 策 を 図 り ま す 。  
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２．保健・医療の充実２．保健・医療の充実２．保健・医療の充実２．保健・医療の充実     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

（保健）（保健）（保健）（保健）  

生 活 環境の改善や 、医学 の 進歩に よ り 、長寿化 が 進 み ま し た が 、 一 方 で は 急 速 な

高 齢 化 と と も に 生 活習慣病＊ の 増 加 な ど が 社 会問題と な っ て い ま す 。健康寿命＊ の延

伸、生 活 の質の 向 上 を目的 と し た 21世紀に お け る国民健康づ く り運動（健康日 本 21）

が提唱さ れ 、 一 人ひと り の健康の 向 上 に 関 す る 取 り 組 み が 重点と な っ て い ま す 。  

本 町 は 、全国平均を 大 き く 上回る 速度で 高 齢 化 が 進 行 し て い る 中 、 各 世 代 に お け

る健康保持、 増 進 事 業 に 取 り 組 ん で き ま し た 。  

健康寿命＊ の延伸を 図 る た め に は 、死亡原因の約 6割を占め る 生 活習慣病＊（ が ん 、

脳卒中 、心疾患な ど ） の 発症予防と 、 早 期 発 見 の た め の健康診査や健康教 育 な ど の

保健事 業 の 充 実 強 化 が 求 め ら れ て い ま す 。  

こ う し た こ と を背景に 、 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で の すべて の 町 民 が 、 そ の 生涯を通

じ て 生 き 生 き と 充 実 し た 生 活 を営むこ と が で き る よ う に 、食生 活 、 生 活習慣や 体力

面な ど のセルフコ ン トロー ル 能力を 身 に付け 、健康課題の解決に 向 け た 自 主 的 な 活

動 を 進 め て い く た め の 意 識啓発 や健康づ く り 活 動 を 支 援 す る こ と が 重 要 に な っ て い

ま す 。  

（（（（医療医療医療医療））））  

急 速 に 進む高 齢 化 や 生 活習慣病＊ の 増 加 に よ る疾病構 造 の 変 化 な ど 、 町 民 の医療

に 対 す る ニ ーズも 多 様 化 、 高度化 し て い ま す 。  

本 町 の医療機 関 は 、現在、 身延町 早川町 組 合 立飯富病院、公益財団法人 身延山病

院及 び医療法人財団交道会 し もべ病院、開 業医 3、歯科医院 7、僻地診療所 5が あ り 、

地 域医療の質の 向 上 を目指 し て い ま す 。飯富病院に つ い て は 地 域 の 中核医療機 関 と

し て 、 山 間 地 へ の出張診療を 実 施 す る と と も に 、 町営バ ス ・乗合タクシー ・病院の

送迎バ ス 等 で通院患者 の交通を確保 し て い ま す 。  

今 後 、 高 齢 化 の 急 速 な 進 展 や 生 活習慣病＊ の 増 加 に よ り 、 保健・医療の更な る 充

実 が 求 め ら れ る 中 、健康で安心し て 暮 らせる よ う 、 保健・医療・ 福 祉 等 の 連 携 の も

と 、 地 域 に お け る 保健・医療の 充 実 に 努 め る こ と が 大 切 で す 。  

休日 急患対 策 で は 、現在、 一次救急医療か ら三次救急医療＊ ま で の そ れぞれ が 、

医療機 能 に 合 わせて 的確に 対 応 し て い ま す 。 ま た 、 小 児救急医療事 業 を 実 施 し て い

ま す 。  

（（（（国民国民国民国民健健健健康康康康保険）保険）保険）保険）  

国民健康保険に つ い て は 、 高 齢 化 の 進 行 及 び医療内容の 高度化 に よ り 、医療費が

増 大 し 、医療費の適正化 が課題と な っ て い ま す 。そ の た め 、診療報酬明細書＊ 等（レ

セプト ） の点検 や適正な受診等 へ の啓発 を継続し て 進 め ま す 。 今 後 と も 、国民健康

保険制度に 対 す る理解を 高 め る と と も に 、国民健康保険税の確保 な ど財政 基 盤 の安

定 化 対 策 を 強 化 す る 必 要 が あ り ま す 。  

ま た 、医療費増 大 要因と な っ て い る 生 活習慣病＊ の予防の た め「特 定健康診査等

実 施 計 画」に 基 づ き 、「特 定健康診査」や「特 定 保健指導」を 実 施 し ま す 。  



67 
 

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  
 

２ ． 保 健 ・ 医 療 の 充 実  【 1-3-2】  (１ )保 健 事 業 の 推 進  【 1-3-2-1】 

(２ )健 康 づ く り 活 動 の 促 進  【 1-3-2-2】 

(３ )地 域 医 療 体 制 の 強 化  【 1-3-2-3】 

(４ )保 健 ・ 医 療 と 福 祉 等 の 連 携  【 1-3-2-4】 

(５ )国 民 健 康 保 険 制 度 の 安 定 運 営  【 1-3-2-5】 

 
【施策】【施策】【施策】【施策】  
 
((((１１１１))))保健事業の推進保健事業の推進保健事業の推進保健事業の推進  

①①①①母母母母子保健対策子保健対策子保健対策子保健対策  

■  子 育 て 教室や乳幼児健診を は じ め 、 母親父親と し て の 意 識啓発 、 育 児 相

談 体 制 の 強 化 な ど も含め た 母 子 保健対 策 を 推 進 し ま す 。  

②生活②生活②生活②生活習慣習慣習慣習慣病病病病 ＊＊＊＊予予予予防防防防対策対策対策対策  

■  健康診査や健康教 育 、栄養指導な ど の 保健事 業 を 推 進 す る と と も に 、 生

涯を通じ た健康づ く り 事 業 を 福 祉 や 教 育 な ど 、 様 々 な 分野と 連 携 し 実 施 す

る こ と に よ り 生 活習慣病＊予防に 努 め ま す 。  

■  各 種健診の受診率の 向 上 を 図 り 、 生 活習慣病 ＊予防教室、健康づ く り 事

業 な ど を通し て 生 活習慣病＊予防対 策 を 推 進 し ま す 。  

③③③③感染症予感染症予感染症予感染症予防対策防対策防対策防対策  

■  予防接種 、結核検診な ど感染症予防対 策 を 推 進 す る と と も に 、 関 係 機 関

と 連 携 し 、そ の他の感染症に 対 し 早 期 に 対 応 で き る 体 制 の 整備に 努 め ま す 。 

④④④④歯科歯科歯科歯科保健対策保健対策保健対策保健対策  

■  保 育所、 学 校 保健と の 連 携 を は じ め 、乳幼児 か ら のフッ素塗布やフッ素

洗口 ＊ 及 び口腔衛生 の 保健指導に 努 め 、青年 期 ・壮年 期 ・老人 期 の 生涯に

わ た る歯科保健対 策 を 推 進 し ま す 。  

⑤心の健⑤心の健⑤心の健⑤心の健康康康康づくりづくりづくりづくり  

■  広域 的 な 専 門 相 談 体 制 と の 連 携 を と り 、健康相 談 ・ 教室な ど の 普 及啓発

事 業 を は じ め と し た 、 ラ イフス テ ー ジ に 応 じ た心の健康づ く り 事 業 を 推 進

し ま す 。  
 
        

保健・医療と 福 祉 等 の 連 携 を 図 り な が ら 、住 民 の健康維持・増 進 を 図 る 保健事

業 を 充 実 し 、住 民 のセルフコ ン トロー ル 能力を 高 め 、自 主 的 な健康づ く り 活 動 を

推 進 し ま す 。 ま た 、 関 係 機 関 と の 連 携 を 図 り 、 地 域医療体 制 の 充 実 に 努 め ま す 。 
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((((２２２２))))健健健健康康康康づくり活動の促進づくり活動の促進づくり活動の促進づくり活動の促進  

①健①健①健①健康康康康づくりづくりづくりづくり意識意識意識意識のののの浸透浸透浸透浸透  

■  福 祉 ・ 教 育 ・産業 等 の 様 々 な 分野に お い て 、 関 係 団 体 と の 連 携 ・ 協力を

推 進 し な が ら 、 町 民 自 ら の健康づ く り 意 識 を 高 め る た め の啓発 と情報提供

を 充 実 し ま す 。  

②町②町②町②町民民民民のののの主主主主体的な健体的な健体的な健体的な健康康康康づくりの推進づくりの推進づくりの推進づくりの推進  

■  健康づ く り 推 進 協 議 会 、 保健推 進 員 会 な ど を 中心と し た健康づ く り 団 体

の 育成支 援 や 自 主 的 な健康づ く り を 推 進 す る た め 、 意 識啓発 や 活 動 支 援 を

進 め ま す 。  

■  家 庭 、 学 校 、職場、 地 域 に お い て 、健康の 保持・ 増 進 を 図 る 町 民 の 主 体

的 な健康づ く り 活 動 を 促 進 し ま す 。  
 
((((３３３３))))地域地域地域地域医療医療医療医療体制の体制の体制の体制の強強強強化化化化    

①①①①中核病院中核病院中核病院中核病院の充実の充実の充実の充実  

■  飯富病院な ど 中核病院に つ い て は 、安全で質の 高 い医療サ ー ビ ス を提供

す る た め 、医療安全管理体 制 の 充 実 や広域 的 連 携 の視点を踏ま え た 高度医

療機器の 整備充 実 を 図 る と と も に 、医療技術向 上 の た め 教 育 、研修の 充 実

の 促 進 、遠隔地 等 の 地 域医療サ ー ビ ス の 充 実 に 努 め ま す 。 ま た 、 よ り安定

的 か つ 効率的 な病院経営・組 織 の在り 方 に つ い て そ の 方 向 性 を 検 討 し ま す 。 

②町②町②町②町民民民民にににに身近身近身近身近なななな医療医療医療医療の確保の確保の確保の確保  

■  関 係 機 関 と の 連 携 を 図 り な が ら 町 民 に 身 近 な医療を 行 う 、か か り つ け医、

か か り つ け薬局の 定着を 促 進 し ま す 。  

③③③③急患急患急患急患対策対策対策対策  

■  各医療機 関 及 び 関 係 団 体 の 協力を得て 、 小 児救急医療事 業 や休日夜間 急

患対 策 の維持、 強 化 を 図 り ま す 。  

④後期高齢者④後期高齢者④後期高齢者④後期高齢者医療医療医療医療制度の推進制度の推進制度の推進制度の推進  

■  後 期 高 齢 者医療広域 連 合 と 連 携 し 、 業務の適切 な運営を 推 進 し ま す 。  
 
((((４４４４))))保健・保健・保健・保健・医療医療医療医療と福祉等の連携と福祉等の連携と福祉等の連携と福祉等の連携  

①連携体制の①連携体制の①連携体制の①連携体制の強強強強化化化化  

■  保健・医療・ 福 祉 の 連 携 を 推 進 す る と と も に 、 各 関 係 機 関 の 専 門 的 ・技

術的 な 機 能 を 活 か し な が ら 、 地 域 に お け る 保健・医療と 福 祉 等 の密接な 連

携 に よ る 相乗効 果 の 発揮に 努 め ま す 。  

((((５５５５))))国民国民国民国民健健健健康康康康保険制度の安定運営保険制度の安定運営保険制度の安定運営保険制度の安定運営    

①①①①広広広広報・啓発の報・啓発の報・啓発の報・啓発の強強強強化化化化  

■  町広報誌な ど を通じ て 、国民健康保険制度や適正受診等 に つ い て の広

報・啓発 を 推 進 し ま す 。  

 

 

 

 



69 
 

②事業運営の安定②事業運営の安定②事業運営の安定②事業運営の安定  

■  国民健康保険税の徴収率向 上 、レセプト の点検 体 制 の 強 化 、 高額医療費

等 の 分析を 進 め な が ら 、 事 業 の円滑か つ適正な運営の確保 、 及 び 保険財政

の安定 化 を 図 り ま す 。  

■  「特 定健康診査等 実 施 計 画」に 基 づ き「特 定健康診査」や「特 定 保健指

導」を 実 施 し 、 生 活習慣病＊ の予防に 努 め ま す 。  
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３．３．３．３． 消防・消防・消防・消防・ 救急救急救急救急 の充実の充実の充実の充実     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 の消防 ･救急 活 動 に お け る 体 制 は 、峡南広域 行 政 組 合消防本部・中部消防署と

身延町消防団 に よ り 組 織 さ れ 、緊密に 連 携 を 図 り な が ら 活 動 を 推 進 し て い ま す 。  

適切 な消防活 動 の 推 進 に 向 け て 、 常備消防で あ る峡南広域 行 政 組 合 に お い て は消

防施設や 機械器具装備等 の 計 画 的 な 整備 ･充 実 に 努 め て い ま す が 、建築技術や 生 活 様

式の 高度化 等 に 伴 い危険度の 高 い 多 様 な災害 も想定 さ れ 、更な る装備の 充 実 を 図 っ

て い く 必 要 が あ り ま す 。  

消防団 に つ い て は 、1団 、10分 団４２部、740名（条例定数）で 組 織 さ れ 、地 域

で の消防活 動 や火災予防啓発 活 動 を 行 っ て い ま す 。 団 員 の 中 に は 町外へ の就業 者 も

多 く 、 日 中 に消防団 員 が不足す る こ と や 人口の減少 と 、 高 齢 化 な ど に よ り 団 員 の確

保 が難し く な っ て い る こ と な ど が課題で す 。 こ う し た こ と か ら訓練等 を通じ て 、 団

員個々 の 実 働 能力を 向 上 させる と と も に 、消防施設 ･装備の 一 層 の 整備を 図 る 必 要 が

あ り ま す 。  

救急 ・救命活 動 は 、 中部消防署、下部分駐所に救急車を配備し 業務に あ た っ て い

ま す 。交通事故の 増 加 や 高 齢 化 の 進 展 等 に よ り 、出動 は 年 々 増 加 傾 向 で 、 さ ら に救

急 、救助 の 要請は 増 大 す る可能 性 が あ り ま す 。 こ う し た 変 化 に迅速 か つ 的確に 対 応

で き る よ う に 体 制 強 化 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、救急隊到着前の 町 民 に よ る 応

急手当の 重 要 性 や そ の知識 の 普 及啓発 が 必 要 と な っ て き て い ま す 。    

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

    

    

    

    

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】    

 

３ .消防・救急 の 充 実  【 1-3-3】  (１ )消防体 制 の 充 実  【 1-3-3-1】 

(２ )救急 体 制 の 充 実  【 1-3-3-2】 

    

常備消防、消防団 と も に 、生 活 様式の 変 化 等 に よ る 、災害 の 多 様 化 に 対 応 し

う る装備の 充 実 を 図 る と と も に 、町 民 に 対 し て火災予防、防火意 識 の啓発 を 進

め て い き ま す 。  

救命率の 向 上 を 図 る た め 、装備・施設の 近 代 化・高度化 を 推 進 す る と と も に 、

救急救命士の養成、救急隊員 の 育成を 進 め ま す 。ま た 、住 民 に 応 急救護 、救急

協力の 重 要 性 の認識 を広め て い き ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】    

    

((((１１１１))))消消消消防体制の充実防体制の充実防体制の充実防体制の充実    

①防①防①防①防火火火火対策と防対策と防対策と防対策と防火火火火啓発活動の充実啓発活動の充実啓発活動の充実啓発活動の充実    

■  防火対象物 や危険物 施設へ の予防査察を 強 化 す る と と も に 、 住宅用火災

警報器の設置の啓発 な ど 、住宅、施設の防火対 策 を 推 進 し 、火災の未然防止

及 び火災時に お け る 拡 大防止、被害 の軽減を 図 り ま す 。  

■  火災予防運動 、 年末年始特別警戒を は じ め と し た 各 種啓発 事 業 等 の 実 施

に よ り 、 住 民 の火災予防、防火意 識 の 向 上 を 図 り ま す 。     

 

②②②②消消消消防施設、防施設、防施設、防施設、資機材資機材資機材資機材の充実の充実の充実の充実    

■  特殊火災や 大規模火災な ど火災原因の 変 化 に も 対 応 で き る防災対 策 の 推

進 に 向 け 、広域消防並び に消防団 の消防車両や 各 種資機材の 整備充 実 を 図

り 、消防体 制 の 強 化 に 努 め ま す 。  

■  消火活 動 を円滑に し 、被害 を軽減す る た め 、東海地震等 も踏ま え た耐震

性 の 機 能 を持っ た防火水槽等 の 整備を 計 画 的 に 推 進 し ま す 。  

 

③③③③消消消消防団の活性化防団の活性化防団の活性化防団の活性化    

■  若手を 中心に 団 員 の 加入促 進 を 図 る と と も に 、消防施設及 び資機材の 近

代 化 を目指 し 、 機 動 性 あ る消防施設整備に 努 め 、魅力あ る 効率的 な 組 織 体

制 づ く り を目指 し ま す 。ま た 、自 主防災組 織 と 連 携 し た 活 動 を 推 進 し ま す 。  

    

((((２２２２))))救急救急救急救急体制の充実体制の充実体制の充実体制の充実    

①①①①救急救急救急救急体制の充実体制の充実体制の充実体制の充実    

■  救命率の 向 上 を 図 る た め 、峡南広域 行 政 組 合消防本部に お け る 各 種装備、

資機材、 施設の 近 代 化 ・ 高度化 を 推 進 す る と と も に 、救急救命士の養成、

救急隊員 の 育成、 人命救助 の た め の訓練を 強 化 し 、 ま た 、医療機 関 と の 連

携 強 化 に 努 め 、救助 活 動 の 充 実 を 図 り ま す 。  

 

②応②応②応②応急救急救急救急救護の護の護の護の重重重重要性要性要性要性    

■  自 動 体外式除細動器（AED） ＊ を公民館、 集客施設等 に配備し 、 機器を

用い た 応 急手当を 普 及 させる な ど 、 町 民 に 対 す る救命講習の 拡 大 、救急 協

力体 制 の 充 実 を目指 し ま す 。  
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４．交通安全対策の充実４．交通安全対策の充実４．交通安全対策の充実４．交通安全対策の充実     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

交通量の 増 加 、運転者 の 高 齢 化 、飲酒・酒気帯 び運転、運転中 の 携 帯電話の使用、

後部座席を含むシー トベル ト ・チャイ ルドシー ト の着用率の低迷、道路へ の 急 な飛

び出し な ど 、運転者 ・歩行 者 の交通モラ ル の低下等 に よ っ て 、交通事故発 生 要因は

増 加 傾 向 に あ り ま す 。 ま た 、 子 ど も や 高 齢 者 な ど交通弱者 の交通事故の 増 加 が 懸 念

さ れ ま す 。  

本 町 に お い て は 、 地理的 に公共交通機 関 が不足し て い る 状況に あ り 、 住 民 生 活 の

自 動車依存度は非常 に 高 く な っ て い ま す 。 本 町 で は交通事故防止に 向 け て 、「身延

町交通安全計 画」に 基 づ き 、安全施設設置な ど 、道路交通環境の改善を 図 るほか 、

行 政 、 町 民 、 関 係 機 関 が 一 体 と な っ て 、交通安全対 策 の 推 進 に 努 め て い ま す 。  

今 後 と も 、道路を管理す る国・県・ 町 に 加 え 、 地 域 や警察な ど交通関 係 団 体 と 連

携 し な が ら 、歩道、カーブミ ラ ー 、防護柵等 の安全対 策 を講じ 、交通事故の未然防

止に 努 め て い く 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 関 係 機 関 と 連 携 し 、 一 人ひと り に正し い交

通ル ー ル とマナー を習慣付け る と と も に 、運転者 、 子 ど も 、 高 齢 者 等 に 対 す る交通

安全教 育 を徹底す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】    

 

４ ． 交 通 安 全 対 策 の 充 実  【 1-3-4】  (１ )交 通 安 全 施 設 等 の 整 備  【 1-3-4-1】 

(２ )交 通 安 全 教 育 と 啓 発  【 1-3-4-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】    

    

((((１１１１))))交交交交通安全施設等の整備通安全施設等の整備通安全施設等の整備通安全施設等の整備    

①道①道①道①道路交路交路交路交通環境の改通環境の改通環境の改通環境の改善善善善     

■  ガードレー ル・防護柵や歩道の 整備、山 間部に お け る車輌待避所の設置、

カーブミ ラ ー設置要望に 対 し て の材料支給・新設な ど 、道路交通環境の改

善を 進 め 、交通事故防止に 努 め ま す 。  

    

((((２２２２))))交交交交通安全教育の啓発通安全教育の啓発通安全教育の啓発通安全教育の啓発    

①①①①交交交交通安全指通安全指通安全指通安全指導導導導の充実の充実の充実の充実    

■  地 域 に お け る交通安全指導の 充 実 を 図 る た め 、交通安全協 会 等 の 活 動 を

積極的 に 支 援 し 、 地 域 ぐ る み の交通安全思想・ 意 識 の啓発 と 高 揚 に 努 め ま

交通安全施設の 整備な ど道路交通環境の改善を 図 る と と も に 、関 係 機 関 と の 連

携 に よ り 、交通安全教 育 ・啓発 活 動 を 推 進 し ま す 。  
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す 。  

②②②②交交交交通安全教育の推進通安全教育の推進通安全教育の推進通安全教育の推進    

■  保 育所・園や 学 校 、家 庭 、地 域 な ど と の 連 携 を 図 り 、幼児 や 児 童・生徒、

高 齢 者 な ど へ の交通安全教 育 を 強 化 し ま す 。  

 

③運③運③運③運転転転転者への啓発者への啓発者への啓発者への啓発    

■  交通安全関 係 団 体 の 活 動 を通じ て 、交通ル ー ル ・モラ ル ・マナー の 向 上

へ の啓発 を 図 り ま す 。  

■  チャイ ルドシー ト の着用徹底を 図 る た め 、乳幼児用チャイ ルドシー ト の

貸出や着用の 必 要 性 の啓発 な ど に よ り 、着用率の 向 上 に 努 め ま す  

■  警察な ど交通安全関 係 機 関 と 町 、 地 域 、飲食店等 と が 連 携 ・ 協力し 、飲

酒・酒気帯 び運転の徹底追放を 進 め ま す 。  

 

④④④④交交交交通安全運動通安全運動通安全運動通安全運動    

■  春、夏、秋、 年末年始等 の交通安全運動 を 中心に 、 住 民 の運動 へ の積極

的 な 参 加 と理解・ 協力を得て 、運動趣旨の徹底と 推 進 体 制 の 充 実 を 図 り ま

す 。  

■  交通安全期 間 中 な ど で県外車輌に 対 す る交通安全指導を 行 い 、交通安全

意 識 の徹底に 努 め ま す 。  
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５．防犯対策の充実５．防犯対策の充実５．防犯対策の充実５．防犯対策の充実     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

近 年 、犯罪の広域 化 、 多 様 化 、凶悪化 に よ り 、女性 や 社 会 的弱者 で あ る 子 ど も達

や 高 齢 者 を狙っ た犯罪が 増 加 し て い ま す 。「安全安心な ま ち づ く り」を 進 め る 中 で

防犯対 策 は 、 重 要 な課題の 一 つ で す 。  

こ の た め 本 町 で は 、平成18年2月よ り青色防犯パトロー ルカー を継続し て運行 し

て い ま す 。 地 域 に お い て も 、 小 学 生 の登下校時に 地 域 の有志や スクー ルガード＊ に

よ る 見 守 り や 、 一緒に登下校 す る な ど の 取 り 組 み が 行 わ れ て い ま す 。  

ま た 、近 年 、地 域防犯の 要 で あ る駐在所に つ い て警察官駐在箇所が削減さ れ た り 、

平成19年4月か ら は 本 町全域 が南部警察署の管轄と な っ た こ と か ら 、こ れ ま で以上

に 地 域 に密着し た警察の迅速 な 対 応 を 行 う 体 制 を 要請し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

５ .防 犯 対 策 の 充 実  【 1-3-5】  (１ )防 犯 啓 発 活 動 の 推 進  【 1-3-5-1】 

(２ )死 角 の 排 除  【 1-3-5-2】 

(３ )地 域 防 犯 活 動 の 推 進  【 1-3-5-3】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))防防防防犯犯犯犯啓発活動の推進啓発活動の推進啓発活動の推進啓発活動の推進    

①①①①防防防防犯犯犯犯教育・啓発教育・啓発教育・啓発教育・啓発  

■  保 育所・園・ 小 学 校 ・ 中 学 校 ・ 高 等 学 校 で の防犯教 育 の 推 進 を 図 る と と

も に 、警察署等 関 係 団 体 の 協力を得て 高 齢 者 行 事 な ど の際に は積極的 に防

犯へ の啓発 活 動 を 進 め ま す 。  

■  防災行 政無線を 活用し た情報提供を は じ め 、防犯に 関 す る幅広い情報の

提供に 努 め ま す 。  

 

((((２２２２))))死角死角死角死角のののの排除排除排除排除  

①①①①死角箇死角箇死角箇死角箇所の所の所の所の認識認識認識認識とととと排除排除排除排除     

■  犯罪を未然に防ぐ た め 、 住 民 が 主 体 的 に防犯マップを作成す る な ど に よ

防犯活 動 の 基 本 は 、警察で あ り 地 域 に密着し 、迅速 か つ 機 動力の あ る警察活

動 を 行 う 体 制 を 強 く 要望し て い き ま す 。  

住 民 の防犯意 識 へ の 高 ま り を背景と し て 、子 ど も た ち や 高 齢 者 の 教 育・啓発

活 動 を警察署等 の 関 係 機 関 と 協力し て 進 め 、住 民 に よ る防犯活 動 を更に 推 進 し

ま す 。  
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り 、 まず死角と な る箇所を認識 し 、死角を排除す る 方 策 を講じ る よ う 努 め

ま す 。  

■  防犯灯設置へ の 支 援 を 図 り 、 地 域 の安全環境の改善に 努 め ま す 。  

■  悪質電話被害 対 策 機器設置の 推 進 に 努 め ま す 。  

 

((((３３３３))))地域防地域防地域防地域防犯犯犯犯活動の推進活動の推進活動の推進活動の推進  

①住①住①住①住民民民民活動への支援活動への支援活動への支援活動への支援  

■  各 種犯罪を未然に防ぐ た め 、 各 種防犯組 織 と の 連 携 を 図 る と と も に 、 住

民 活 動 に 必 要 な 助言と 協力な ど 、 支 援 に 努 め ま す 。  

②地域に②地域に②地域に②地域に根ざ根ざ根ざ根ざすすすす警察警察警察警察のののの強強強強化化化化    

■  地 域 住 民 の防犯活 動 に は限界が あ る こ と も 事 実 で す 。 地 域 の防犯活 動 の

要 で あ る 、警察官の 増 員 や適正配置を所管警察署を通じ て県警察本部へ継

続し て 強 く 要望し て い き ま す 。  

■  駐在し な く な っ た駐在所へ の警察官の再配置を 強 く 要望し て い く と と も

に 、警察官のパトロー ル 強 化 と 住 民 ・ 地 域 に密着し た防犯啓発 活 動 を 要請

し ま す 。  

③③③③児童生児童生児童生児童生徒徒徒徒の安全確保の安全確保の安全確保の安全確保    

■  地 域 ボ ラ ン テ ィ ア の 協力を得て 、登下校時に お け る スクー ルガード ＊ 活

動 な ど に よ り 、 児 童 生徒の安全確保 を 図 り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

「私のまち「私のまち「私のまち「私のまち

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち「私のまち「私のまち「私のまち     身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち 
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身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

 身延町の未来」

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

身延町の未来」

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

身延町の未来」  

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です 。。。。  
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第第第第２２２２章章章章    うるおいの環境づくりうるおいの環境づくりうるおいの環境づくりうるおいの環境づくり    

 

第１節第１節第１節第１節     緑の継承緑の継承緑の継承緑の継承  
 

１．自然・緑の保全１．自然・緑の保全１．自然・緑の保全１．自然・緑の保全     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 で は 、 山 梨 県 自 然 環 境 保 全 条 例 に 基 づ き 自 然 環 境 保 全 地 区 と し て 、 七 面 山 自

然 保 存 地 区 （ 身 延 ） が 指 定 さ れ 、 さ ら に 自 然 記 念 物 と し て 、 栃 代 川 上 流 の ハ コ ネ サ

ン シ ョ ウ ウ オ 及 び 生 息 地 （ 栃 代 ） 、 反 木 川 上 流 の ヨ コ グ ラ ノ キ （ 八 坂 ） 、 早 川 橋 の

モ ク ゲ ン ジ 林 （ 遅 沢 ） 、 一 宮 賀 茂 神 社 の サ カ キ 林 （ 下 山 ） 、 小 原 島 貝 化 石 （ 粟 倉 ）

が 指 定 さ れ て い ま す 。 町 で は こ う し た 価 値 あ る 自 然 資 源 に つ い て そ の 保 全 を 図 っ て

い ま す 。 ま た 、 本 栖 湖 西 岸 は 本 町 東 端 に 位 置 し て お り 、 富 士 箱 根 伊 豆 国 立 公 園 に 指

定 さ れ て い ま す 。 こ の 地 域 は 富 士 山 麓 に 位 置 し 、 2013年 に 富 士 山 が 世 界 文 化 遺 産

登 録 さ れ 、 本 栖 湖 は 構 成 資 産 の ひ と つ と な っ て お り 、 国 内 外 か ら の 多 く の 来 訪 者 で

賑 わ っ て い ま す 。  

自 然 公 園 区 域 に あ っ て は 、 町 民 を は じ め 多 く の 来 訪 者 が 優 れ た 自 然 環 境 に ふ れ あ

い 、 自 然 環 境 に つ い て 学 び 考 え 、 高 い 認 識 を 持 て る よ う 、 適 切 な 事 業 の 推 進 と 保 全

を 図 る 必 要 が あ り ま す 。  

本 町 の 集 落 周 辺 の 自 然 環 境 の 大 半 は 、 地 域 の 人 々 に よ っ て 守 り 育 て ら れ て き た 里

山 や 農 地 か ら な っ て い ま す 。 こ れ ら は か つ て 多 様 な 生 物 生 息 空 間 を 形 成 し て き ま し

た が 、 近 年 の 生 活 様 式 の 変 化 な ど に よ り 、 里 山 の 必 要 性 が 薄 れ 人 の 手 が 入 ら な く な

っ た た め 、 荒 廃 す る 里 山 や 耕 作 放 棄 地 が 増 加 し 、 山 際 を 中 心 に 有 害 鳥 獣 に よ る 深 刻

な 農 作 物 被 害 を も た ら し て い ま す 。  

こ の た め 、 里 山 や 農 地 な ど に あ っ て は 、 こ れ ら が 持 つ 多 面 的 な 機 能 を 保 全 す る た

め 、 農 林 業 の 振 興 を 図 る と と も に 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 用 な ど 新 し い 保 全 管 理 の 手 法

を 導 入 す る こ と が 求 め ら れ ま す 。  

ま た 、 本 町 で は 地 域 の 住 民 の 努 力 に よ り 、 一 色 地 域 の ホ タ ル の 里 を は じ め 、 町 内

各 地 に ホ タ ル が 自 生 す る 環 境 が あ り ま す 。 こ れ ら は 、 都 市 住 民 の 間 で 自 然 指 向 が 高

ま る 中 で 、観光客も 多 く 集 ま る 地 域 の魅力 の 一 つ と な っ て い ま す 。  

こ う し た 、 身 近 な 自 然 の 保 全 活動が広が る よ う 、 自 然 学習や 環 境改善活動な ど を

促進 し 、 活動が継承さ れ る よ う に 努 め る 必 要 が あ り ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

豊か な 自 然 環 境 を 守 り 育 て な が ら 、 環 境 保護施策を 推 進 す る と と も に 、 自 然

環 境 を 人 々 の交流・観光・学習の場、健康保健・休養の場と し て 活 用 し ま す 。  
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【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

１ ． 自 然 ・ 緑 の 保 全  【 2-1-1】  (１ )自 然 保 護 対 策 と 保 全 管 理 の 推                        

進  

【 2-1-1-1】 

(２ )フ ィ ー ル ド ミ ュ ー ジ ア ム ＊ づ

く り  

【 2-1-1-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))自然保護対策と保全管理の推進自然保護対策と保全管理の推進自然保護対策と保全管理の推進自然保護対策と保全管理の推進    

①①①①自然保護の重要性の啓発自然保護の重要性の啓発自然保護の重要性の啓発自然保護の重要性の啓発    

■  自 然 保護の重要 性 や 必 要 性 に つ い て 、 あ らゆる 機会を通じ て 、 そ の啓発

に 努 め ま す 。  

②②②②水辺環境の保全水辺環境の保全水辺環境の保全水辺環境の保全    

■  ホ タ ル の 里 づ く り 事 業 を 進 め る と と も に 、河川 や水路に つ い て は 、治水

機 能 のほか 、 生 き も の の 生 息 空 間 と し て の役割を重視し 、整備・改修に あ

た っ て は 、水辺 環 境 の 保 全 に 努 め ま す 。  

③③③③周辺の緑の保全周辺の緑の保全周辺の緑の保全周辺の緑の保全    

■  周 辺 の緑を 町 民 の散策や子ど も の遊び場、 ま た 、 学校に おける 環 境教育

の場な ど と し て 活 用 す る た め 、 町 民主体の 保 全 活動を支援し ま す 。  

■  身 近 な 里 山 や 農 地等は 農 林 業 の 振 興 に よ っ て 保 全 を 図 る こ と を 基 本 と し 、

生 物 多 様 性 の 保 全 や景観の 保 全 を 図 る た め 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動の受け入 れ

な ど 、 新 し い担い 手 の確保 や 保 全管理手法について検討します。 

④④④④自然環境の保全管理自然環境の保全管理自然環境の保全管理自然環境の保全管理    

■  自 然 環 境 の 多 面 的 機 能 の 保 全 と 活 用 を 図 る た め 、 町 民 を は じ め 、 都 市 住

民 な ど が 自 然 に親しむ場と し て の森林 の整備を 推 進 す る と と も に 、 自 然 環

境 の 適 切 な 保 全 管 理 を 進 め ま す 。  

■  町 民 の 自 然 環 境 に対す る 理解を 深 め 、 環 境 保 全 に積極的 に関わ っ て い く

こ と が で き る よ う 、 山 梨 県 自 然監視員や 自 然 公 園 指 導員を 推薦し て い き ま

す 。  

 

((((２２２２))))フィールドミュージアフィールドミュージアフィールドミュージアフィールドミュージアムムムム ＊＊＊＊づづづづくりくりくりくり  

①①①①体験フィールドづくり体験フィールドづくり体験フィールドづくり体験フィールドづくり    

■  多 様 な 自 然 環 境 を 活 用 し 、豊か な 自 然 環 境 を舞台に体験学習が で き るフ

ィールドミュージ アム＊ 機 能 を整備し ま す 。  

②②②②ニューツニューツニューツニューツーーーーリリリリズズズズムムムム ＊＊＊＊ププププロロロログラムの提供グラムの提供グラムの提供グラムの提供    

■  環 境 ボ ラ ン テ ィ ア団体、NPO＊等と連携し 、フィールドミュージ アム ＊

機 能 を 活 用 し た 自 然 環 境講座や体験イベントの開催な ど を通じ て 、ニュー

ツーリズム＊プログ ラムを提供し ま す 。  
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２．自然との共生２．自然との共生２．自然との共生２．自然との共生     

    

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

地球温暖化 や オゾン層＊ の破壊を は じ め と す る 地球環 境問題、 有 害 化 学 物質問題

等が顕在化 し 、そ の対応が 求 め ら れ て い ま す 。国 はCOP21＊ に お い て採択さ れ た「パ

リ協定 ＊」を踏ま え 、温室効果ガス＊ に つ い て「2030年 に 13年比26％減」と い う

目標を掲げて い ま す 。  

本 町 で は「身 延 町 地球温暖化対策実行計画」を策定 し 、 公共施設に つ い て は 、 こ

れ に 基 づ い て温室効果ガス＊ の排出量削減に取り組んで い ま す 。 こ のほか に 、複雑

化・多 様 化 す る 環 境問題に対応し て い く た め 、生 活 環 境・自 然 環 境 の 保 全 、省資 源 、

省エネ ルギー、 廃 棄 物処理 、 町 民意識 の啓発な ど総合的視点に 立 っ た 環 境関連施策

を計画的 に 推 進 す る た め 、分別収集計画や 一般廃 棄 物処理計画を策定 し て い ま す 。  

本 町 に は 、太陽光発電設備が 多 く設置 さ れ て お り 、今後も施設の 導 入 が見込ま れ

て い ま す 。防災、景観、 環 境等に 及ぼす影響を 考慮し な が ら 自 然エネ ルギー資 源 を

活 用 す る こ と が 必 要 で す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 自 然 と の 共 生  【 2-1-2】  (１ )地 球 環 境 保 全 へ の 取 り 組 み  【 2-1-2-1】 

(２ )環 境 教 育 ・ 環 境 学 習 と 保 全 活

動 の 推 進  

【 2-1-2-2】 

(３ )環境にやさしい資源活用  【 2-1-2-3】 

 

地球温暖化対策に率先し て取り組むと と も に 、 環 境重視の まちづ く り の強化

に 向けた総合的 な 指針を樹立 し て い き ま す 。ま た 、環 境教育・環 境 学習を 進 め 、

環 境 保 全 活動を促進 し ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))地球環境保全への取り組み地球環境保全への取り組み地球環境保全への取り組み地球環境保全への取り組み    

①環境にやさしいまちづくり①環境にやさしいまちづくり①環境にやさしいまちづくり①環境にやさしいまちづくり  

■  多 様 化 す る 環 境問題に対処す る た め 、 町 民 、 事 業 者 、行政が 一体と な っ

て こ れ に取り組み、 環 境 に や さ し い まちづ く り を 進 め ま す 。  

②②②②地球温暖化対策地球温暖化対策地球温暖化対策地球温暖化対策  

■  「身 延 町 地球温暖化対策実行計画」に 基 づ い た 、省資 源 、省エネ ルギー、

リサイク ル な ど の 環 境 に配慮し た取り組みを行政自 ら が率先し て実行し 、

さ ら に 事 業所、 住 民へと つ なげる こ と に よ り 、 地球温暖化 に対す る さ ら な

る取り組みを 推 進 し ま す 。  

 

((((２２２２))))環境教育・環境学習と保全活動の推進環境教育・環境学習と保全活動の推進環境教育・環境学習と保全活動の推進環境教育・環境学習と保全活動の推進  

①①①①環境教育・環境学習の推進環境教育・環境学習の推進環境教育・環境学習の推進環境教育・環境学習の推進  

■  町 民・事 業 者・行政の 環 境 に対す る意識 の 高揚を 図 る た め 、 学校教育 や

生涯学習、 地 域 の コミュニテ ィ ＊ 活動と の連携を 図 り な が ら 、 環 境教育・

環 境 学習を 進 め ま す 。  

②環境保全活動の展開②環境保全活動の展開②環境保全活動の展開②環境保全活動の展開  

■  身 近 な 環 境 保 全 活動に 自主的 に取り組む町 民 、 事 業 者等に 、 必 要 な 資料

や情報な ど を提供し 、 そ の 活動を支援し ま す 。  

 

((((３３３３))))環境にやさしい資源活用環境にやさしい資源活用環境にやさしい資源活用環境にやさしい資源活用    

①クリーンエネルギーの活用①クリーンエネルギーの活用①クリーンエネルギーの活用①クリーンエネルギーの活用  

■  身 延 町 の特性 を 活 か し「太陽光エネ ルギー」を 活 用 し た 環 境 に や さ し い

町 づ く り を 進 め ま す 。  
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第２節第２節第２節第２節     環境の保全環境の保全環境の保全環境の保全  
 

１．ごみ処理・リサイクル１．ごみ処理・リサイクル１．ごみ処理・リサイクル１．ごみ処理・リサイクル     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

環 境問題が 地球規模に ま で拡大 す る 中 で 、 身 近 な 地 域 に お い て も 、 町 民 の 生 活 様

式 の見直し か ら 地 域 の経済・社会システムの 環 境 適合型への転換ま で 、総合的 な施

策が 求 め ら れ て い ま す 。  

本 町 に お い て は 、循環型社会の 構築を目指 し た 地 域 づ く り を 進 め て い る と ころで

あ り 、特にごみ問題に つ い て は 、分別収集 に よ る可燃ごみ減量対策や 資 源 化 を 図 っ

て い ま す 。今後と も さ ら に 、ごみの減量化 、 一般廃 棄 物 の 適正処理 に 向けて研究・

検討を 進 め て い く 必 要 が あ り ま す 。  

平成 18年度に分別の種類を 増 や し 、現在の よ う な分別収集 に な っ て い ま す が 、 町

民 のごみの分別やリサイク ル 活動への関心 も 高 ま る 中 で 、 各家庭で取り組むこ と の

で き る 活動が盛んに行わ れ て お り 、 環 境改善に対す る意識 の 高揚が見ら れ ま す 。  

し か し 、 生 活 環 境・様 式 の 変 化 に伴い 、排出さ れ るごみは 多 様 化 し て お り 、 一般

家庭か ら で る可燃ごみの量は こ こ数年横ばい と な っ て い ま す 。 な お 、ごみ収集 は 、

指 定 のごみ袋に よ り収集ステーシ ョ ン方式 で行っ て い ま す が 、可燃ごみの 中 に不燃

ごみや水き り の さ れ て い な い 生ごみな ど が混入 さ れ て お り 、 こ れ が焼却炉の 能 力低

下 や設備の故障の 原因の 一 つ と な っ て い る た め 、 さ ら に分別の徹底を呼び かける 必

要 が あ り ま す 。分別収集 は 、各家庭で の取り組みが最も重要 な 要素で あ る こ と か ら 、

引き続き広報等に よ る啓発活動を行い 、分別の徹底を 図 る と と も に 、リサイク ル を

推 進 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

下水道整備や合併処理浄化槽の普及 に よ り 、 し尿の搬入量は 年 々減少傾向 に あ り

ま す が 、峡南衛生組合で は老朽化 し た処理施設を整備し 、 適正な処理体制の確立 と

施設の充実を 図 り 生 活 環 境 保 全 の 向 上 に 努 め て い ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  
 

１ ． ご み 処 理 ・ リ サ イ ク

ル  

【 2-2-1】  (１ )ごみ減量、資源リサイクルの推進  【 2-2-1-1】 

(２ )し 尿 の 収 集 ・ 処 理の推進  【 2-2-1-2】 

  

循環型社会の 構築を目指 し 、ごみの減量化 と 資 源 化 な どへの取り組みを強化

す る と と も に 、広域 的 な連携に よ る 一般廃 棄 物 の 適正処理 を 推 進 し ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】  
 
((((１１１１))))ごみ減量、資源リサイクルの推進ごみ減量、資源リサイクルの推進ごみ減量、資源リサイクルの推進ごみ減量、資源リサイクルの推進  

①ごみの減量化・資源化意識の高揚①ごみの減量化・資源化意識の高揚①ごみの減量化・資源化意識の高揚①ごみの減量化・資源化意識の高揚  

■  町 民 、 事 業 者 、行政が 一体と な っ てごみの減量化・資 源 化 に取り組むた

め に 、簡易包装やマイバッグ の奨励な ど 、 身 近 なリサイク ル 活動を 推 進 し

な が ら意識 の 高揚を 図 り ま す 。  

②分別収集や収集システムの改善②分別収集や収集システムの改善②分別収集や収集システムの改善②分別収集や収集システムの改善  

■  効果的 なリサイク ル システムの確立 に 向け、 資 源ごみの分別収集 や収集

システムの改善等に つ い て 、峡南衛生組合及 び 構 成 2 町 と と も に 、研究・

検討を行い 、ごみの減量化 を 推 進 し ま す 。  

③一般廃棄物の適正処理③一般廃棄物の適正処理③一般廃棄物の適正処理③一般廃棄物の適正処理  

■  一般廃 棄 物処理計画を 基 に 、峡南衛生組合及 び 構 成 2 町 と連携を 図 り な

が ら研究・検討を行い 、 地 域 環 境 の 保 全 に留意し た 一般廃 棄 物 の 適正処理

を 推 進 し ま す 。  

④生ごみ処理の普及④生ごみ処理の普及④生ごみ処理の普及④生ごみ処理の普及  

■  家庭に おける 生ごみ処理 の普及 を 図 る た め 、電気式 生ごみ処理 機 、 生ご

み処理容器の購入 者へ補助金を交付し ま す 。  

    

((((２２２２))))し尿の収集・処理の推進し尿の収集・処理の推進し尿の収集・処理の推進し尿の収集・処理の推進    

①し尿の収集①し尿の収集①し尿の収集①し尿の収集  

■  収集 業 者 に対す る 一般廃 棄 物処理 業 の許可に あ た っ て は厳正な審査を行

う と と も に 、 適正な収集運搬を維持 で き る よ う 指 導 を 図 り ま す 。  

②し尿の処理②し尿の処理②し尿の処理②し尿の処理  

■  地 域 の 環 境 保 全 を 推 進 す る た め に 、峡南衛生組合に おける 適正な し尿処

理 を継続し ま す 。  

③浄化槽の管理③浄化槽の管理③浄化槽の管理③浄化槽の管理  

■  浄化槽の 適正な 保 守・管 理 に つ い て の情報提供な ど に 努 め ま す 。  
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２．環境衛生・美化活動２．環境衛生・美化活動２．環境衛生・美化活動２．環境衛生・美化活動     

    

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

ごみのポイ捨て 、不法投棄 な ど が 町 の美観を損な い 、 生 活 環 境 を悪化 させて い ま

す 。快適 な 生 活 環 境 を維持 し て い く た め に は 、 町 民 自 ら が 地 域 に対す る 環 境美化意

識 を 高 め る こ と が 大 切 で す 。  

ごみゼロ運動と し て 、景勝地 に おける 本 栖 湖 西 岸 クリーン 大 作戦、 身 延 山 クリー

ン 作戦、 地 域 に おける 町 内 一斉美化運動な ど の実践活動を展開す る 中 で 、 町 で は 、

地 区 、 学校、 事 業所な ど の 地 域清掃活動を支援す る た め 、回収し たごみの処理 手数

料を負担し て い ま す 。 一方、 山 間 地 や 人目の付か な い場所で の不法投棄 は後を絶た

ず、対策と し て不法投棄 が恒常的 に行わ れ て い る箇所に 、不法投棄防止柵を設置 す

る と と も に 、 山 梨 県不法投棄監視協力員や 町 の 自 然 環 境監視員な ど の協力 に よ る日

常生 活 に おける監視活動を 進 め て い ま す 。 ま た 、 公 用車に不法投棄 、野焼き禁止の

ステッカーを貼付し 、職員に よ る日常業務の範囲内 で の監視を行っ て い ま す 。  

本 町 で は 、 県 生 活 環 境 保 全 条 例 、 そ の他環 境関連法令等に 基 づ き 、 公 害防止に取

り組んで お り 、工場や 事 業所を起因と す る 大気汚染、水質汚濁な ど は 大幅に改善さ

れ て い ま す 。 し か し 、 生 活 環 境・様 式 の 変 化 に伴う 生 活騒音、河川 の水質汚濁等、

町 民 の日常生 活 に起因す る 生 活型公 害 の改善が 求 め ら れ て い ま す 。  

現在、 町 内 で は約 900頭の犬が 登 録 さ れ 、 町 の 集合注射や動物病院に お い て狂犬

病予防注射の接種が さ れ て お り 、今後も引き続き 集合注射実施に よ り接種を促し て

い く 必 要 が あ り ま す 。昨今、犬・猫に つ い て の 様 々 な苦情が寄せら れ て お り 、野犬

に つ い て は捕獲用檻の設置 に よ り対応し 、 ま た 、飼い犬・飼い猫に つ い て は 適正飼

養の啓発や 県関係機関に協力 し飼い主に対す る 指 導 を行っ て い ま す が 、動物飼養の

責務者 で あ る飼い主の モ ラ ル や動物愛護意識 の 向 上 が 求 め ら れ て い ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 環 境 衛 生 ・ 美 化 活 動  【 2-2-2】  (１ )環 境 美 化 対 策 の 充 実  【 2-2-2-1】 

(２ )公 害 防 止 対 策 の 推 進  【 2-2-2-2】 

(３ )動 物 管 理 指 導 の 推 進  【 2-2-2-3】 

 

町 民参加 に よ る 環 境美化 活動を展開す る と と も に 、不法投棄対策の強化 、 公

害防止や 公衆衛生 の 向 上対策を 進 め 、快適 な 生 活 環 境 の維持 に 努 め ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))環境美化対策の充実環境美化対策の充実環境美化対策の充実環境美化対策の充実    

①環境美化活動の展開①環境美化活動の展開①環境美化活動の展開①環境美化活動の展開  

■  町 民参加 に よ る 環 境美化 を 推 進 す る た め 、啓発・実践活動を展開す る と

と も に 、道路、 公 園 、河川等の 公共施設に おける清掃や美観の 保 持 に 努 め

ま す 。  

②不法投棄対策の強化②不法投棄対策の強化②不法投棄対策の強化②不法投棄対策の強化  

■  不法投棄防止の た め 、防止柵設置 や監視パトロール体制な ど の整備を 進

め る と と も に 、関係機関と連携し た対策を強化 し て い き ま す 。  

 

((((２２２２))))公害防止対策の推進公害防止対策の推進公害防止対策の推進公害防止対策の推進  

①環境監視と指導①環境監視と指導①環境監視と指導①環境監視と指導  

■  大気汚染や水質汚濁、騒音、 振動及 び悪臭等の防止の た め 、関係機関と

連携し た 環 境監視体制、 指 導等の強化 を 図 り ま す 。  

②生活型公害の防止②生活型公害の防止②生活型公害の防止②生活型公害の防止  

■  環 境教育・環 境 学習を通じ て 、 生 活型公 害 の防止に 向けた啓発を 進 め ま

す 。  

 

((((３３３３))))動物管理指導の動物管理指導の動物管理指導の動物管理指導の推進推進推進推進  

①狂犬病予防と管理指導①狂犬病予防と管理指導①狂犬病予防と管理指導①狂犬病予防と管理指導  

■  飼い犬に つ い て の 登 録 、狂犬病予防接種な ど 、動物 の 適正な飼養に つ い

て啓発す る と と も に 、野犬捕獲な ど に よ る 、 公衆衛生 の 向 上 と 人 と動物 の

快適 な 生 活 環 境 づ く り に 努 め ま す 。  
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第３節第３節第３節第３節     美しい景観と憩いの環境美しい景観と憩いの環境美しい景観と憩いの環境美しい景観と憩いの環境  
 

１１１１ ．．．． 景観の形成景観の形成景観の形成景観の形成     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 は景勝地 と し て 、身 延 山久遠寺（ 都 市計画＊ 法 に おける 、風致地 区 ＊ ）、富 士

箱 根 伊 豆 国 立 公 園 に 指 定 さ れ て い る 本 栖 湖 、さ ら に 山 梨百名山 の うち9山（ ハ鉱嶺、

七 面 山 、 身 延 山 、 富 士見山 、蛾ヶ岳、三方分山 、竜ヶ岳、毛無山 、三石 山 ） 、 さ ら

に関東 の 富 士見百選と し て 、 本 町北東部（ 林道折八古関線、 本 栖 湖 ） 及 び 本 町 西部

（ 林道富 士見山線、 身 延 山 ） か ら の 富 士 山景観な ど を擁し 、観光を は じ め 、参拝、

トレッキ ン グ ＊ や 登 山 な ど 多 く の 人 々 が 訪 れ て い ま す 。 ま た 、 林道開設事 業 を 進 め

て い る三石 山 は 富 士 川 を 一望で き る景観を誇り ま す 。  

本 町 の ふ る さ と景観は 、 農 林 業 を 中 心 と し た先人達の営みと と も に 、長年 を かけ

て 形 成 さ れ て き ま し た 。歴史や伝統・文 化 の 中 で培わ れ た 生 活 の景観が 、 自 然景観

に溶け込むよ う に 、 そ れぞれ が美し く調和し て い ま す 。  

JR身 延駅前に あ る「しょう にん通り」は 、平成元年 に駅前地 区商店街が主体と な

り「身 延駅前通り街づ く り 推 進協議会」を結成 し 、 住 民 と行政が 一体と な っ て 区画

整理 事 業 に よ り整備さ れ た も の で 、鎌倉時代 をイメージ し た街路景観で統一 し て い

ま す 。 ま た 、門内商店街も風致地 区 ＊ 内 に 立 地 し 、「門内 活 性 化委員会」を 中 心 に

落ち着い た 町並みづ く り と 活 性 化 に取り組んで い ま す 。 そ の他、 地 域 の 自 然 資 源 で

あ る ホ タ ル や しだれ桜、 国 指 定史跡甲斐金山 遺跡、句碑の 里 な ど を い か し 地 域 の景

観形 成 に寄与す る 地 域 づ く り 活動が行わ れ て い ま す 。  

こ う し た 自 然景観、 農村景観、歴史文 化景観等が 、 地 域 の よ り 大 き な魅力 と な る

よ う 身 延 町景観計画を策定 す る と と も に 、 身 延 町 の美し い景観を 保 つ た め 、 身 延 町

景観条 例 を制定 し 、 適 切 な景観形 成 や誘導 に 努 め ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

  

豊か で 多 様 な 自 然 環 境 を背景に し た美し い ふ る さ と景観の 保 全 を 図 り な が

ら 、景勝地 の景観形 成 活動や 公共空 間等の景観づ く り を 進 め ま す 。  
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【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  
 

１ ． 景 観 の 形 成  【 2-3-1】  (１ )景 観 の 保 全 と 整 備  【 2-3-1-1】 

(２ )景 観 に 配 慮 し た 公 共 施 設 ・ 空

間 の 整 備  

【 2-3-1-2】 

 
【施策】【施策】【施策】【施策】  
 
((((１１１１))))景観の保全と整備景観の保全と整備景観の保全と整備景観の保全と整備  

①景観の保全①景観の保全①景観の保全①景観の保全  

■  身 延 町景観計画及 び 身 延 町景観条 例 に 基 づ い た景勝地 の景観保 全 や美し

い ふ る さ と景観を継承し て い き ま す 。  

②集落景観の整備②集落景観の整備②集落景観の整備②集落景観の整備  

■  美し い 山岳・里 山 に 立 地 す る 農村集 落景観等に 代表さ れ る 自 然・田園景

観を 守 り 育 て て い く た め に 、 農 林 業 の 振 興施策と連携し た景観保 全 、 空 き

家や 廃屋対策を含め た 集 落景観の 形 成 に 努 め ま す 。  

③河川景観の保全③河川景観の保全③河川景観の保全③河川景観の保全  

■  富 士 川水系の良好な河川景観の 保 全 を 図 り ま す 。  

    

((((２２２２))))景観に配慮した公共施設・空間の整備景観に配慮した公共施設・空間の整備景観に配慮した公共施設・空間の整備景観に配慮した公共施設・空間の整備    

①景観づくり事業①景観づくり事業①景観づくり事業①景観づくり事業  

■  地 域拠点景観づ く り 事 業 な ど に よ り ホ タ ル の 里 、句碑の 里 、 しだれ桜の

里等の整備を 進 め ま す 。  

■  町 民 に よ る主体的 な景観形 成 活動への支援を 図 り 、美し い景観づ く り を

さ ら に 推 進 し ま す 。  

■  歴史文 化景観の 保 全 を 図 る た め 、景観形 成 地 区 の 指 定 や 町並み景観整備

を 図 る 事 業 導 入 を 推 進 し ま す 。  

②公共空間の景観づくり②公共空間の景観づくり②公共空間の景観づくり②公共空間の景観づくり  

■  周 辺 環 境 と調和し た 公共施設等のデザイン や 落ち着い た沿道景観の整

備・誘導 に 努 め ま す 。  

③統一サインの整備③統一サインの整備③統一サインの整備③統一サインの整備  

■  景観計画に 基 づ く統一 サイン な ど に よ り 地 域特性 を い か し た景観の創出

を 図 り ま す 。  
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２．２．２．２． 公園・憩いの空間整備公園・憩いの空間整備公園・憩いの空間整備公園・憩いの空間整備     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 に は 、道の駅みのぶ、 富 士 川 ク ラフトパーク 、道の駅し もべ・下部農村文 化

公 園 、湯町 ホ タ ル 公 園 な ど交流拠点を兼ねた 公 園 を は じ め 、 住 民 生 活 に よ り 身 近 な

地 区 の 小 公 園 が あ り ま す 。  

公 園・緑地 は 、スポーツ・レクリエーシ ョ ン 活動や コミュニテ ィ ＊ 活動の場、交

流 の場で あ り 、快適 な 生 活 環 境 を創出す る 機 能 を 有 し て い ま す 。 そ の た め 、だれ も

が親しみ、憩い と安らぎの場で あ る 公 園 の 機 能 を 適 切 に 保 持 し て い く た め 、特に 身

近 な 公 園 に つ い て は 、 住 民 と の協働に よ る効果的 か つ効率的 な維持 管 理 が 必 要 と な

っ て い ま す 。  

今後、豊か な 自 然 環 境 に包ま れ た 多 自 然居住 空 間 に調和す る居住 環 境 を整備す る

た め に も 、 公 園 や緑地 の整備を 推 進 す る と と も に 、ユニバーサ ルデザイン ＊ の視点

に 立ちだれ も が利用 し や す い設備の整備、効率的 な維持 管 理 に 努 め て い く 必 要 が あ

り ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 公 園 ・ 憩 い の 空 間 整

備  

【 2-3-2】  (１ )公 園 ・ 緑 地 の 整 備  【 2-3-2-1】 

(２ )地 域 協 働 の 管 理  【 2-3-2-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))公園・緑地の整備公園・緑地の整備公園・緑地の整備公園・緑地の整備    

①①①①公園・緑地の整備と改善公園・緑地の整備と改善公園・緑地の整備と改善公園・緑地の整備と改善    

■  定 住 環 境 の整備、観光・交流 の 推 進 と連携し た 公 園・緑地 の整備を 進 め

る と と も に 、 町 民ニーズに即し た質の 高 い 公 園 と し て再整備に 努 め ま す 。  

②②②②ポケットパーポケットパーポケットパーポケットパークククク ＊＊＊＊やややや小緑地の整備小緑地の整備小緑地の整備小緑地の整備    

■  住 民 の 生 活 に よ り 身 近 な 公 園・緑地 の整備を 進 め る た め 、 集 落 環 境 の整

備や防災対策等と合わせたポケットパーク ＊ や 小緑地等の整備に 努 め ま す 。 

 

 

 

 

町 民 及 び観光客等の 来 訪 者 の憩い と交流 の場、防災面 を 考慮し た 公 園等の整

備と 有効活 用 を 進 め る と と も に 、 町 民参画に よ る整備と 地 域協働の維持 管 理 を

促進 し ま す 。  



89 
 

((((２２２２))))地域協働の管理地域協働の管理地域協働の管理地域協働の管理  

①①①①町民参画による整備と維持管理町民参画による整備と維持管理町民参画による整備と維持管理町民参画による整備と維持管理    

■  公 園 の計画に お い て は 、 町 民 が緑を 身 近 に感じ 、親し め る よ う にワーク

シ ョップ ＊等への 住 民参画を促し 、 地 域 に 根ざし た 公 園 づ く り を 町 民 と と

も に 進 め て い き ま す 。  

■  身 近 な 公 園への愛着心 を促す た め に 、 町 民 ボ ラ ン テ ィ ア や 地 区 活動等の

自発的 な 活動を積極的 に 導 入 し 、 よ り効率的 か つ効果的 な維持 管 理 に 努 め

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

「私のまち「私のまち「私のまち「私のまち

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち「私のまち「私のまち「私のまち     身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち 
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身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

 身延町の未来」

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

身延町の未来」

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

身延町の未来」  

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です 。。。。  

 

 

 

         

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現
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第第第第３３３３章章章章    発展の活力づくり発展の活力づくり発展の活力づくり発展の活力づくり    

 

第１節第１節第１節第１節     基盤の強化基盤の強化基盤の強化基盤の強化  
 

１．土地利用と開発１．土地利用と開発１．土地利用と開発１．土地利用と開発     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

町 域 は 、東 西 約 24km、南 北 約 25kmに 広 が り 301.98k㎡ の 面 積 を 有 し て い ま す 。

土 地 利 用 は 、 宅 地 3.64k㎡ (1.2%)、 農 用 地 4.16k㎡ (1.4%)、 森 林 243.42k㎡

(80.6%)、 そ の 他 50.76k㎡ (16.8%)と な っ て お り 、 宅 地 や 農 地 の 割 合 が 低 く 、 森

林 等 の 占 め る 割 合 が 高 く な っ て い ま す 。  

近 年 の 土 地 利 用 は 、 高 齢 者 向 け の 福 祉 施 設 に 関 わ る 開 発 と 中 部 横 断 自 動 車 の 建 設

残 土 に よ る 埋 め 立 て が あ る も の の 、 そ の 他 の 商 工 業 開 発 の 動 き は 見 ら れ ず 、 依 然 と

し て 耕 作 放 棄 ・ 遊 休 化 に よ る 農 地 の 減 少 は 進 ん で お り 、 特 に 山 間 部 農 地 の 荒 廃 化 と

保 育 管 理 の 行 き 届 か な い 森 林 が 目 立 っ て い ま す 。 こ の よ う な 状 況 の 対 策 は 、 今 後 人

口 減 少 が 進 む 中 、 適 切 な 町 土 管 理 に 向 け 、 地 域 に 応 じ た 土 地 利 用 と 集 約 化 や 自 然 環

境 ・ 景 観 等 の 保 全 管 理 、 安 全 安 心 の 実 現 に 向 け た 防 災 ・ 減 災 対 策 を 進 め る 必 要 が あ

り ま す 。 ま た 、 近 年 中 に 全 面 開 通 す る 中 部 横 断 自 動 車 道 の 波 及 効 果 を 地 域 活 性 化 に

積 極 的 に 活 か し て い く 土 地 利 用 を 着 実 に 進 め な け れ ば な り ま せ ん 。 な お 、 本 町 域 に

は 、 農 業 振 興 地 域 、 都 市 計 画 ＊ 区 域 、 自 然 公 園 区 域 な ど の 指 定 が あ り 、 各 関 係 法 令

等 に 基 づ き 土 地 利 用 に 一 定 の 制 限 が な さ れ 、 約 8割 の 面 積 を 占 め る 森 林 区 域 は 、 森

林 法 を は じ め と し た 関 係 法 令 等 に よ り 、 水 源 の 涵 養 や 災 害 防 止 を 目 的 と し た 保 安 林

指 定 区 域 な ど 森 林 保 全 の た め の 土 地 利 用 制 限 な ど が 行 わ れ て い ま す 。 現 在 、 身 延 町

土 地 利 用 指 導 要 綱 に よ り 、 一 定 規 模 以 上 の 土 地 開 発 に つ い て 事 前 協 議 を 実 施 し て い

ま す 。 ま た 、 県 と も 連 携 を 図 り な が ら 都 市 計 画 ＊ 法 、 自 然 公 園 法 、 森 林 法 、 山 梨 県

景 観 条 例 、 山 梨 県 屋 外 広 告 物 条 例 等 に よ り 適 切 な 開 発 が な さ れ る よ う 誘 導 に 努 め て

い ま す が 、 今 後 と も 無 秩 序 な 土 地 開 発 を 抑 制 し 、 環 境 の 保 全 を 優 先 す る 対 策 を 強 化

し て い く こ と が 必 要 で す 。 こ の ほ か に 、 土 地 利 用 の 基 礎 と な る 地 籍 調 査 を 継 続 し て

い ま す が 、広 大 な 調 査 面 積 に 加 え 、不 在 地 主 も 多 く 、境 界 決 定 に 時 間 を 要 す る な ど 、

進 捗 率 の 向 上 に課題を抱え て お り 、 効 率 的 な 事 業推進 が 必 要 と な っ て い ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

  

土 地 を 効 果 的 に 活 か し た まちづ く り を 進 め て い く た め 、 環 境 の 保 全 と 防 災 対

策 を重視し な が ら 、 利便性 や生産性 が 高 く 、 活力を生み出す 土 地 利 用 を推進 し

ま す 。 ま た 、 土 地 利 用 と 管 理 の 基 礎 と な る 地 籍 調 査 の早期完了を 目 指 し て 、 着

実 な 事 業推進 を 図 り ま す 。  
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【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

１ ． 土 地 利 用 と 開 発  【 3-1-1】  (１ )計 画 的 な 土 地 利 用 の 推 進  【 3-1-1-1】 

(２ )地 積 調 査 の 推 進 と 情 報 活 用  【 3-1-1-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))計画的な土地利用の推進計画的な土地利用の推進計画的な土地利用の推進計画的な土地利用の推進    

①計画的な土地利用①計画的な土地利用①計画的な土地利用①計画的な土地利用  

■  土 地 利 用 の 指針を 定 め た「国土 利 用 計 画（身 延 町 計 画）」を は じ め 、 都

市 計 画マスタープラン ＊ 、 農 業 振 興 地 域整備計 画 、 森 林整備計 画 、 道路整

備計 画 等 に 基 づ き 、 環 境 と の共生や 景 観 の 保 全 、 ま た 、 災 害 の 防 止 な ど 安

全 性 に配慮し な が ら 適正か つ 計 画 的 な土 地 利 用 を誘 導 します。  

 

②都市計画マスタープ②都市計画マスタープ②都市計画マスタープ②都市計画マスタープランランランラン ＊＊＊＊の策の策の策の策定定定定  

■  機能的 で良好な居住環 境 を創造す る た め 、長期的 な 指針と な る 都 市 計 画

マスタープラン＊ を県 方 針 に即 して策 定 します。 

 

③都市計③都市計③都市計③都市計画画画画 ＊＊＊＊のののの推進推進推進推進  

■  都 市 計 画マスタープラン＊ の 策 定 に よ り 、都 市 計 画 ＊ 用途地 域 の変更や住

民の 主体的 な取り組みを 基 本 に し た 都 市 計 画 ＊ 法 に お け る 地 区 計 画手法 な

ど に つ い て検討し ま す 。  

 

④④④④適切な開発指導の促進適切な開発指導の促進適切な開発指導の促進適切な開発指導の促進    

■  開 発 行為に 関 わ る 規 制 の周知・啓発 を 進 め る と と も に 、 法 制度、 条 例 、

指 導 要 綱 等 に よ り 適 切 な 開 発 指 導 を 図 り ま す 。  

 

⑤⑤⑤⑤環境保全等を図る規制の検討環境保全等を図る規制の検討環境保全等を図る規制の検討環境保全等を図る規制の検討  

■  環 境 保 全 や 防 災 を重視し 、独自 の 規 制 を つ く り出す 本 町独自 の 土 地 利 用

の確立 に 向 け て 、 規 制 の内容と 開 発許可の 基準や 開 発 行為の 事 前 協 議 の手

続 き な ど に つ い て検討し ま す 。  

 

⑥⑥⑥⑥中核拠点づくりの展望中核拠点づくりの展望中核拠点づくりの展望中核拠点づくりの展望  

■  長期的 な 観点か ら 、 中 部 横 断 自 動 車 道インターチェンジの周辺整備や富

士川護岸整備事 業 の 進 捗 に よ る新た な 土 地 利 用 ・ 土 地 開 発 の可能性 を 見 通

し 、 本 町 及び峡南 地 域 の新た な 中核拠点づ く り を将来展望と し て検討し て

い き ま す 。 
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⑦⑦⑦⑦空き家・遊休地の活用空き家・遊休地の活用空き家・遊休地の活用空き家・遊休地の活用  

■  空き家や 遊 休 地 、 農 地 の取得や賃貸を含め 、 地権者 な ど と 土 地取得希望

者 を つ なぐ「空き家バンク」な ど 、 土 地情報提供や斡旋機能の充実 を 関 連

機関 等 と 連 携 し て 取 り組 みます。 

 

⑧⑧⑧⑧建設発生土の有効利用建設発生土の有効利用建設発生土の有効利用建設発生土の有効利用  

■  中 部 横 断 自 動 車 道 の 建 設 発生土 を 有 効 活 用 す る た め 、処理 用 地 等 残 土 活

用 の 調 査 を 進 め 、 地 域 活 性 化 を促進 す る新た な 土 地 開 発 及び農産物 の生産

拠点等 と し て の 利 用 を 図 り ま す 。  

    

((((２２２２))))地籍調査の推進と情報活用地籍調査の推進と情報活用地籍調査の推進と情報活用地籍調査の推進と情報活用    

①地籍調査の促進①地籍調査の促進①地籍調査の促進①地籍調査の促進  

■  土 地 の 管 理 の 基 礎 と な る 地 籍 調 査 の早期完了を 目 指 し て 、 着 実 な 事 業推

進 を 図 り ま す 。  
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２．交通網の整備２．交通網の整備２．交通網の整備２．交通網の整備     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

（交通網）（交通網）（交通網）（交通網）    

本 町 の 主 要幹線道路は 、国道 52号、国道 300号、主 要 地方道 市川三郷身 延線及び

富士川身 延線か ら な り 、富士川を 横 断 し て 延びる 6本 の 県 道 等 が梯子状 に接続 さ れ 、

西 部 、 東 部 地 域 の往来を確保 し て い ま す 。 こ れ ら は 、甲府方面 、静岡方面へのアク

セスと 本 町 の生活 基盤の 中枢と な る 道路網と い え ま す 。ま た 、国道 300号は富士東

部 地 区 を結ぶ観光ルートと し て の役割 も担っ て い ま す 。 こ の 基 本 的 な 道路網に 町

道 ・ 農 道 ・ 林 道 等 が付加 さ れ 、 大 規 模 集落か ら 中 山 間 地 域 の小集落ま で を結ぶ全体

的 な 道路ネットワークと し て形成さ れ て い ま す 。 大雨等 の際に は 、急峻な 山 地 と脆

弱な 地質等 を 切 り 開 い て 建 設 し た 道路で あ る た め 土砂崩れ 等数多 く 発生し て い ま す 。

ま た 、こ れ ら の 道路網は 、こ う し た 地形条件な ど か ら 、雨量通 行 規 制 を受け や す く 、

防 災 工 事 の促進 や 通 行 止 め の際の迂回路と な る 道路整備が課題と な っ て い ま す 。 な

お 、 本 町 は富士川に よ り 、 町 が 東 西 に二分さ れ て お り 、富士川に架か る７箇所（中

富IC関 連  中富橋（建 設 中））の橋梁は 東 西 を結ぶ交通 の重要 基盤と な っ て い ま す

が 、国道 300号の富山橋を除い て老朽化 が著し い 状 況 に あ り ま す 。本 町 は 東海地震

等 の 強 化 地 域 に も 指 定 さ れ て い る こ と か ら 、富士川に架か る こ れ ら の橋梁の耐震性

確保 及び落橋防 止 の た め の整備強 化 が喫緊の課題と な っ て い ま す 。 さ ら に 、富士川

両岸地 域 を結ぶ上下水 道 ・ 通信網等 管路添架も橋梁の耐震整備等 と併せ て 進 め るべ

き重要 な課題と な っ て い ま す 。 ま た 、 今 後 は新町 一体化 を早期に 図 る た め に 、 各 地

域 間 を結ぶ道路網の整備の構築を 図 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。  

（中部横断自動車道）（中部横断自動車道）（中部横断自動車道）（中部横断自動車道）    

中 部 横 断 自 動 車 道 の 建 設 が平成３１年度の 全線開 通 を 目 指 し て 進 め ら れ て お り 、

本 町 域 のルートに当た る富沢～六郷間 は 、富士川沿い を 通 り 、新直轄方式で 建 設 が

進 め ら れ て お り 、 町内に は 身 延 山インターチェンジ・下部温泉早川インターチェン

ジ・ 中富インターチェンジが 建 設 中 で 、 よ り 利便性 の 高 い 道路を 目 指 し ま す 。  

こ の 道路が 開 通 す る と 、本 町 と首都圏､東海・中 部・上信越地方各 地 と の 時 間・距離

の短縮や交流圏域 の拡大 が も た ら さ れ 、 物流の円滑化 や 観光客の増加 な ど 地 域産業

の 活 性 化 に寄与す る 効 果 や 、 災 害 時 に は沿岸部 と内陸部 を結ぶ命の 道 で あ り 、緊急

輸送ルートと し て の機能確保 な ど が期待さ れ て い ま す 。一方、国道 52号等 の 通 行 車

輌の 減 少 に よ る 地 域経済への影響も懸念さ れ 、 中 部 横 断 自 動 車 道 の 波 及 効 果 を 地 域

活 性 化 に 積 極 的 に い か し て い く取り組みを 着 実 に 進 め て い く こ と が重要 に な っ て い

ま す 。  

（国道・県道）（国道・県道）（国道・県道）（国道・県道）    

国道 52号は 、雨量通 行 規 制 の緩和を 図 る 防 災 工 事 及び歩道 等 の 安 全 対 策 等 を 進 め

て い ま す が 、 防 災幹線道路と し て 工 事 の早期完成を求め る 必 要 が あ り ま す 。  

国道 300号は 、富士山 地 域 と富士川地 域 を結ぶ幹線生活 道路で あ る と と も に 、観

光道路と し て の機能も 果 た し て い ま す 。 し か し 、 現 状 で は 本栖湖ま で は 多 く の 観光

客が訪れ る も の の 、 本栖湖か ら 先 の富士川地 域 に足を 延 ば す 観光客は 少 な い 状 況 に
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あ り 、 今 後 は魅力あ る 道路整備や沿道 景 観整備等 を 通 じ て 観光客を富士川地 域 に 誘

導 す る こ と も重要 な課題で す 。 今 後 、円滑な交通 の確保 に 向 け て 、 中ノ倉バイパス

工 事 な ど 地 域産業 の 振 興 等 も視野に入れ た更な る機能の充実 が 必 要 で す 。  

ま た 、 主 要 地方道 市川三郷身 延線は 、狭隘なカーブと冬季の路面凍結な ど を解消

す る 道路整備や三沢・市之瀬間バイパス構想の早期実 現 ,中 部 横 断 自 動 車 道 中富ICか

ら国道 300号線を結ぶ道路な ど を 県 及び関 係機関 に 要望し て い ま す 。  

一般県 道 は 、未改良区 間 が 多 く 、改良を 進 め て い ま す が 、急峻な 地形で あ る た め

進みに く い 状 況 に あ り 、ま た 、不 在 地 主 も 多 く 用 地 等 の確保 も困難に な っ て い ま す 。

今 後 、 地 域 の 理解を得な が ら 、改良事 業 の推進 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。  

（町道）（町道）（町道）（町道）    

町 道 は 、幹線町 道 で あ る 1級21路線、2級36路線、そ の 他 の 町 道 665路線が あ り 、

集落間 を結ぶ道路改良と 、 き め細か な生活 道路の整備を 進 め 、 よ り体系的 な 道路ネ

ットワークを構築し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

（鉄道・バス等）（鉄道・バス等）（鉄道・バス等）（鉄道・バス等）    

本 町唯一 の鉄道 で あ るJR身 延線は 、通勤・通学の 利 用 や 観光客流動 の 大 動脈で す

が 、 そ の 利 用 者 は 減 少 し て い ま す 。 し か し 、 地 域 に お け る重要 な交通 基盤で あ る た

め 、 安 全 な運行 と 利 用 し や す い路線の確保 の 継 続運行 を推進 す る 必 要 が あ り ま す 。

ま た 、利 用拡大 策 と し て 、沿線市 町村と の 連 携 に よ る 観光を取り入れ た 利 用 のPR活

動 な ど 利 用拡大 の た め の諸事 業 の推進 は 今 後 も 継 続 す る 必 要 が あ り ま す 。  

ＪＲ身 延線を取り巻く 環 境 と し てリニア新幹線開 通 が平成３９年 と 発表さ れ 、 さ

ら にリニア駅とＪＲ身 延線が 近接し て い る こ と か ら 、 今 後重要 な交通手段と し て注

目 さ れ る こ と が予想さ れ ま す 。  

こ の ほ か に 都 市 間交通機関 と し て は 、 身 延 山 と新宿を結ぶ高速バスが運行 さ れ 、

観光客を は じ め 利 用 者 等 の 利便性 が改善さ れ て来て い ま す 。  

身 近 な交通手段に つ い て は 、 現 在 町内で は 、路線バスに 加 え て 町営バス・乗合タ

クシー・貸切代替バス（民間 2社運行）等 が運行 し 、交通空白地 域 の 減 少 、 高 齢 者

等 の移動手段の確保 等 の改善が な さ れ て来て い ま す 。 今 後 は 、バス運行 を軸と し て

乗合 いタクシー・JRと の乗り 継ぎを考慮し 、学生や 高 齢 者 な ど交通弱者 のニーズに

対 応 し た 効 率 的 な運行 を 進 め て い き ま す 。  
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【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 交 通 網 の 整 備  【 3-1-2】  (１ )高 規 格 道 路 整 備 の 促 進  【 3-1-2-1】 

(２ )国 道 整 備 の 促 進  【 3-1-2-2】 

(３ )県 道 整 備 の 促 進  【 3-1-2-3】 

(４ )町 道 等 の 整 備 の 推 進  【 3-1-2-4】 

(５ )道 路 環 境 の 整 備  【 3-1-2-5】 

(６ )鉄 道 運 行 等 の 充 実  【 3-1-2-6】 

(７ )バ ス 運 行 等 の 充 実  【 3-1-2-7】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))高規格道路整備の促進高規格道路整備の促進高規格道路整備の促進高規格道路整備の促進    

①中部横断自動車道全線開通の促進①中部横断自動車道全線開通の促進①中部横断自動車道全線開通の促進①中部横断自動車道全線開通の促進  

■  中 部 横 断 自 動 車 道富沢～六郷間 の平成３１年度全線開 通 を 要請し ま す 。  

②中部横断自動車道アクセス道路の整備②中部横断自動車道アクセス道路の整備②中部横断自動車道アクセス道路の整備②中部横断自動車道アクセス道路の整備  

■  中 部 横 断 自 動 車 道 の整備と 連 動 し 、アクセス道路の整備を促進 し ま す 。  

③中部横断自動車道の建設促進③中部横断自動車道の建設促進③中部横断自動車道の建設促進③中部横断自動車道の建設促進  

■  早期完成を 図 る た め 、 地 域 の 合意形成や 地 域住民の 協力体制 の確保 、 中

部 横 断 自 動 車 道 建 設促進 連絡協 議会の 活 動推進 な ど 事 業 の円滑な推進 に 努

め ま す 。  

④波及効果の検討と地域活性化④波及効果の検討と地域活性化④波及効果の検討と地域活性化④波及効果の検討と地域活性化  

■  身 延 町 中 部 横 断 自 動 車 道 活 用プロジェクトチームに よ り 、 中 部 横 断 自 動

車 道完成後 の 波 及 効 果 と 地 域 活 性 化 対 策 の検討を 進 め ま す 。  

 

((((２２２２))))国道整備の促進国道整備の促進国道整備の促進国道整備の促進    

①国道①国道①国道①国道 52525252 号の整備促進号の整備促進号の整備促進号の整備促進  

■  国道 52 号の 安 全 性 の 向 上 や交通混雑解消等 に 向 け た整備の促進 を 要請

し ま す 。  

②国道②国道②国道②国道 52525252 号の工事目標の再検討号の工事目標の再検討号の工事目標の再検討号の工事目標の再検討    

■  国道 52 号の降雨に よ る 通 行 規 制 の解消に 向 け た 防 災 工 事 目標（雨量規

制）の再検討を働き か け て い き ま す 。  

 

中 部 横 断 自 動 車 道 の 建 設 を は じ め 、 町 外 と の交流を 活 発 化 す る 広 域幹線道路

網の整備の促進 と 町内各 地 区 の 道路交通 の円滑化 、 防 災 ・ 安 全 を重視し た整備

を 進 め ま す 。 ま た 、鉄道 ・バスの 公共交通機関 の 利 用増進 と 利便性 に つ い て 全

町 的 な視点か ら 向 上 を 図 り ま す 。  
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③国道③国道③国道③国道 300300300300 号の整備号の整備号の整備号の整備    

■  本栖湖を訪れ る 多 く の 観光客の富士川地 域への 誘客を 図 る た め 、 安 全 性

が 高 く 道路か ら の 自 然 景 観 等 に魅力付け が で き る よ う な 特色あ る沿道 景 観

の創出に配慮し た 道路整備を 要請し て い き ま す 。  

④広域観光道路の整備④広域観光道路の整備④広域観光道路の整備④広域観光道路の整備  

■  下部温泉か ら富士宮方面 にアクセスす る 道路の整備を 要請し て い き ま す 。 

 

((((３３３３))))県道整備の促進県道整備の促進県道整備の促進県道整備の促進    

①主要地方道の整備①主要地方道の整備①主要地方道の整備①主要地方道の整備  

■  主 要 地方道 市川三郷身 延線の三沢～市之瀬間バイパス構想の 実 現 、 中 部

横 断 自 動 車 道 中富 IC か ら国道３００号線を結ぶ道路な ど 、安 全確保 と 利便

性 の 向 上 を 要請し ま す 。  

②橋梁の架け替え②橋梁の架け替え②橋梁の架け替え②橋梁の架け替え  

■  本 町 に お け る 道路網の 強 化 を 図 る た め 、老朽化 し た 県 道橋の耐震化 に 向

け て架け替え 等 を 要請し て い き ま す 。併せ て 上下水 道 管路、情報管路等 の

ライフラインの添架に つ い て 設置要請し ま す 。  

③一般県道の整備③一般県道の整備③一般県道の整備③一般県道の整備  

■  一般県 道 に つ い て は 、未改良区 間 や交通危険箇所の早期整備を 要請し て

い き ま す 。  

 

((((４４４４))))町町町町道等の整備の推進道等の整備の推進道等の整備の推進道等の整備の推進    

①重点的な町道整備の推進①重点的な町道整備の推進①重点的な町道整備の推進①重点的な町道整備の推進  

■  全 町 の体系的 な 道路ネットワークを 強 化 す る 道路整備計 画 を 策 定 す る と

と も に 、同計 画 に 基 づ い て 、整備優 先順位を 設 定 し て 、 年次的改良・整備

を 着 実 に 進 め ま す 。 ま た 、橋梁長寿命化 計 画 に 基 づ き橋梁の耐震化 、落橋

防 止 に 努 め ま す 。  

②都市基盤整備と連動する道路整備②都市基盤整備と連動する道路整備②都市基盤整備と連動する道路整備②都市基盤整備と連動する道路整備  

■  集落に お け る 公共下水 道 事 業 や住宅 ・ 宅 地 等 の住環 境整備と 一体化 し た

町 道 の整備を 進 め ま す 。  

③町道整備等による迂回路の確保③町道整備等による迂回路の確保③町道整備等による迂回路の確保③町道整備等による迂回路の確保  

■  利便性 や非常時 対 応 な ど 防 災 面 の配慮も重視し て 、 町 道 、 農 道 、 林 道 等

を組み合 せ 、幹線道路の迂回路と し て の機能を 合 わ せ持っ た 道路網を構築

す る た め 、 行 き 止 ま り 道路の解消や急カーブ・待避所等 の改良整備を 進 め

ま す 。  

④農林道の整備④農林道の整備④農林道の整備④農林道の整備  

■  農 林 道 の 計 画 的 な整備・維持管 理 に よ り 道路ネットワークを 強 化 し ま す 。 

⑤道路整備計画への町民参画⑤道路整備計画への町民参画⑤道路整備計画への町民参画⑤道路整備計画への町民参画  

■  道路整備の 計 画段階か ら住民が 積 極 的 に参画 で き る体制 づ く り を 進 め 、

地 域 のニーズに即し た 道路整備を 進 め ま す 。  
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((((５５５５))))道路環境の整備道路環境の整備道路環境の整備道路環境の整備    

①交通安全を重視した道路指定の促進①交通安全を重視した道路指定の促進①交通安全を重視した道路指定の促進①交通安全を重視した道路指定の促進  

■  通学路や 集落内の交通 安 全 環 境 を 強 化 す る た め 、スクールゾーン等 の 指

定検討を 進 め 、 安 全 、 安 心 な交通 環 境 を形成し ま す 。  

②歩道の整備②歩道の整備②歩道の整備②歩道の整備  

■  歩行 者 ・ 自転車 が 安 全 に 通 行 で き る歩道整備を 進 め る と と と も に 、 特 に

通 行 が 多 い 町 道 に つ い て は 、 高 齢 者 ・障害 者 な どだれ も が 安 心 し て 利 用 で

き る歩道空間 の確保 に 努 め ま す 。  

③地区コミュ③地区コミュ③地区コミュ③地区コミュニテニテニテニティィィィ ＊＊＊＊ととととの協働による道路環境の維持・管理の協働による道路環境の維持・管理の協働による道路環境の維持・管理の協働による道路環境の維持・管理  

■  地 区コミュニティ ＊ 活 動 と の 協働に よ り 、 道路沿線の美化 活 動 、台風な

ど に よ る倒木や冬季に お け る路面 の凍結・ 積雪等 の 対 策 に 努 め ま す 。  

 

((((６６６６))))鉄道運行等の充実鉄道運行等の充実鉄道運行等の充実鉄道運行等の充実    

①身延線の利便化①身延線の利便化①身延線の利便化①身延線の利便化  

■  身 延線沿線活 性 化 協 議会を は じ め 、身 延線沿線各 関 係組織が 連 携 し 、PR

ポスターの 活 用 な ど 利 用拡大 策 を推進 し つ つ 、 利便性 の 高 いダイヤ編成を

要請し て い き ま す 。  

②身延線の魅力化②身延線の魅力化②身延線の魅力化②身延線の魅力化  

■  鉄道 利 用 者拡大 に 向 け たイベント列車 の運行 な ど を 要請し て い き ま す 。  

③鉄道利用の促進③鉄道利用の促進③鉄道利用の促進③鉄道利用の促進  

■  利 用増加 に 向 け て 、駅への 町営バス乗り入れ を 進 め ま す 。  

 

((((７７７７))))バス運行等の充実バス運行等の充実バス運行等の充実バス運行等の充実    

①バス交通の利便①バス交通の利便①バス交通の利便①バス交通の利便化と効率化化と効率化化と効率化化と効率化  

■  利 用 者ニーズに 対 応 し た 利便性 の 高 い運行系統、便数、運行 時 間帯や料

金体系等 の 継 続 的 な改善と路線網の充実 を 図 り ま す 。  

  ま た 、 業務委託方式に よ り 効 率 的 で専門的 な 安 全 策 を備え た なバス運行

事 業 を検討し ま す 。  

②②②②公共交通の乗合タクシー等との連携公共交通の乗合タクシー等との連携公共交通の乗合タクシー等との連携公共交通の乗合タクシー等との連携    

■  乗合タクシー、町営バス、JR の 利 用 に つ い て相互に乗継ぎを可能と し 、

地 域 、 町内は も と よ り 町 外への足の確保 を 図 り ま す 。  
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３．集落の整備３．集落の整備３．集落の整備３．集落の整備     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 で は 、 集居集落が富士川沿い 、 お よびそ の支流の 中 ・下流域 の平坦地 に 広 が

り 、 山 間 部 の 中小河川沿い や 中 山 間 に は 、小規 模 な 集落が散在 し て い ま す 。  

都 市 計 画 ＊ 区 域 は 、 身 延駅周辺地 域 と 身 延 山 地 域 か ら下山 地 域 に い た る 3 ,707ha

が 指 定 さ れ 、 うち身 延駅前 、梅平、門内の 84haが 用途地 域 指 定 区 域 に な っ て い ま

す 。 ま た 、門内地 域 一帯は風致地 区 ＊ に 指 定 さ れ て い ま す 。  

都 市 計 画 ＊ 区 域 で は 、道路、公共下水 道 、土 地 区 画整理 な ど 都 市 計 画 ＊ 事 業 を 進 め

て き ま し た が 、下水 道 事 業 を は じ め と す る 都 市 基盤整備な ど 、長期的 な 指針に 基 づ

い た よ り 秩 序 あ る快適 な居住環 境 の形成が課題と な っ て い ま す 。 特 に 、 中 部 横 断 自

動 車 道 の 波 及 効 果 を い か す 土 地 の 有 効 利 用 の推進 、 防 災機能を 強 化 す る 都 市 基盤の

整備が 必 要 で す 。  

都 市 計 画 ＊ 区 域 の長期的 な整備方向 を示す 山 梨 県 策 定 に よ る「山 梨 県 都 市 計 画マ

スタープラン＊（県マス、県 土 全 域 が 対象）」・「都 市 計 画 区 域マスタープラン＊（区

域マス、 都 市 計 画 ＊ 区 域 が 対象）」を踏ま え た「身 延 町 都 市 計 画マスタープラン ＊」

を 策 定 し 、 計 画 に即し た 都 市 基盤の整備を 行 い ま す 。  

一方、 農 山村地 域 の 集落に お い て は 、 多 自 然居住空間 と し て の 環 境 や 地 域 特 性 を

い か し な が ら 、 上下水 道 や生活 道路、交通機関 な ど生活 基盤の整備、 防 災機能の充

実 な ど 定住環 境 の改善を 図 る 必 要 が あ り ま す 。  

特 に 、 山 間 地 の小規 模 集落で は 、過疎の 進 行 と 高 齢 者世帯の増加 が著し く 、空き

家も増え て 、 集落コミュニティ＊ の維持が困難に な っ て い ま す 。 中 で も増加 を 続 け

る空き家に つ い て は 、 適 切 な 管 理 が な さ れ ず に 防 災 ・衛生・ 景 観 等 に お い て 地 域住

民の生活 環 境 に深刻な影響を 及ぼし て い ま す 。生活 環 境 の改善や 防 災 対 策 に 多 く の

課題を抱え て い ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

３ ． 集 落 の 整 備  【 3-1-3】  (１ )都 市 計 画 ＊ の 推 進  【 3-1-3-1】 

(２ )集 落 環 境 の 整 備  【 3-1-3-2】 

(３ )地 区 間 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化  【 3-1-3-3】 

  

本 町 に お け る 定住促進 に 効 果 的 な 都 市 計 画 ＊ の 在 り方や 都 市機能整備の具体

的 な 指針を樹立 す る と と も に 、 各 地 域 の 特 性 を い か し た 集落環 境 の整備を 進 め

ま す 。 ま た 、小規 模 集落の 動 向 に 対 応 し た 集落再編、生活 基盤と 防 災機能の充

実 な ど 、安 心 し て生活 で き る 集落環 境 の整備を 進 め ま す 。さ ら に 、地 区・地 域 ・

集落間相互のネットワークを 強 化 す る 基盤整備を 進 め ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))都市計都市計都市計都市計画画画画 ＊＊＊＊のののの推進推進推進推進    

    ①都市計①都市計①都市計①都市計画画画画 ＊＊＊＊区域区域区域区域等の見直し等の見直し等の見直し等の見直し    

■  中 部 横 断 自 動 車 道 の 波 及 効 果 を い か し て い く た め の 都 市機能の整備、 定住

促進 に 効 果 的 な居住空間 の整備な ど に つ い て 、長期的 な視点か ら方向付け

る た め 、都 市 計 画マスタープラン＊ を 策 定 し 、都 市 計 画 ＊ 区 域 や 用途地 域 指

定 区 域 の 見直し を 進 め ま す 。  

②都市整備事業の推進②都市整備事業の推進②都市整備事業の推進②都市整備事業の推進    

■  住民主体の 地 区 計 画方法 な ど を 活 用 し な が ら 、居住環 境 を改善す る 土 地 区

画整理 事 業 、歴史的 な街並みと 調和す る 観光拠点機能を 強 化 す る整備事 業

な ど を推進 し ま す 。  

    

（２）集落環境の整備（２）集落環境の整備（２）集落環境の整備（２）集落環境の整備    

①集落の生活基盤整備①集落の生活基盤整備①集落の生活基盤整備①集落の生活基盤整備    

■  上下水 道 や生活 道路、交通機関 な ど の生活 基盤整備の推進 と 連 動 し て 、

防 災機能の充実 な ど 定住環 境 の改善を 進 め ま す 。  

②集落機能の再編②集落機能の再編②集落機能の再編②集落機能の再編    

■  集落機能の維持が困難な小規 模 集落に つ い て は 、集落間 協力体制 の構築、

集落動 向 に 対 応 す る 集落再編を 進 め 、安 心 し て生活 で き る 環 境 を整え ま す 。 

    

((((３３３３))))地区間ネットワークの強化地区間ネットワークの強化地区間ネットワークの強化地区間ネットワークの強化  

①地域拠点の機能強化①地域拠点の機能強化①地域拠点の機能強化①地域拠点の機能強化    

■  役場本庁舎と支所が 中核拠点を成し 、 区 、組、 公民館単位の 地 域 を拠点

と し て 、 まちづ く り 活 動 や 地 域 づ く り 活 動 を す る支援を 進 め ま す 。  

②身近なサブ拠点の整備②身近なサブ拠点の整備②身近なサブ拠点の整備②身近なサブ拠点の整備    

■  公民館分館単位の 地 域 をサブ地 域拠点と し て 、 地 域拠点を補完す る機能

を整備す る と と も に 、 各 集落の拠点と し て 活 用 し ま す 。  

③地域相互の連携を強化する基盤整備③地域相互の連携を強化する基盤整備③地域相互の連携を強化する基盤整備③地域相互の連携を強化する基盤整備    

■  各拠点を つ なぐ道路、交通 、情報等 の維持・整備を 進 め 、 高 齢 化小規 模

化 が 進 む 地 区 ・ 地 域 ・ 集落相互の 連 携 を 強 化 す るネットワークを充実 し ま

す 。  
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４．地域情報化の推進４．地域情報化の推進４．地域情報化の推進４．地域情報化の推進     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

近 年 ICT＊（情報通信技術）が急速に 進展し 、パソコンな ど の情報通信機器の普

及 や情報通信基盤の整備進展に よ り 、住民生活 ・ 地 域社会の諸活 動 に お い て も情報

化 が 不可欠の も の と な っ て い ま す 。CATV に つ い て は 、下部 地 区 で は平成 22 年度

か らネットワーク下部 に ほぼ全世帯が 加入し 、 中富地 区 と 身 延 地 区 で は 、民間 の

CATV に そ れぞれ 約 5 割 、約 7 割 が 加入し て お り 、町 全世帯の 70%以 上 が CATV

を 利 用 し て い ま す 。 山 間 地 の 集落で は 13 組合 を組織し共聴アンテナに よ る受信、

そ の 他 は個別受信と な っ て い ま す 。 前期計 画 に お け る課題で あ っ た 、下部 地 区 の 町

営 CATV に つ い て は 、PF I＊方式で民間資金と民間 のノウハウの 活 用 に よ り平成 22

年度に構築さ れ 指 定 管 理 者 に よ る運営が な さ れ て お り 、併せ てインターネットな ど

のブロードバンド ＊ 環 境 も整い ま し た 。 現 在 の 指 定 管 理 に よ る運営契約期間 が平成

32 年 に満了す る こ と に伴い 、平成２９年度か ら 指 定 管 理 者 で あ る民間 CATV 会社

と契約 後 の運用 に つ い て 、 協 議 を し て い か な け れ ば な り ま せ ん が 、 こ の 間培わ れ た

民間 のノウハウを確認し な が ら 、過疎地 に お い て もサービス水準が 低下し な い よ う

な 協 議 を 進 め て い く 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 中富、 身 延 地 区 の CATV に つ い て は 、

同じ く平成 22 年度に 、民間会社に よ る光ファイバーに よ る 高速通信環 境（FTTH＊）

で整備さ れ ま し た 。平成 28 年度にリニューアルし た 身 延 町ホームページに は 、 災

害 時 に 切 り替わ る「災 害 時情報発信サイト」、 議会中 継 や富士山ライブ映像な ど が

公 開 さ れ て お り 、インターネット環 境 が あ る 全 て の世帯で視聴で き ま す 。インター

ネット環 境 が 不可欠と な っ て い ま す が 、 本 町 で は 、民間 業 者 に よ り 高速通信可能な

光ファイバーの敷設 や Wi-Fi＊ 環 境 の整備が 行 わ れ 、インターネット環 境 は整い つ つ

あ り ま す 。 し か し な が ら 、 今 後 も 地 域情報化 の推進 に 向 け て は 、情報教育 の 強 化 、

山 間 地 域 のブロードバンド ＊ 化 な ど課題を抱え て い ま す 。 本 町 に お け る 携帯端末の

サービス提供エリアは概ねカバーさ れ て お り ま す 。国の政策 と し て電子自治体の構

築が求め ら れ て お り 、情報技術を 活 用 し 、「い つ で も」「ど こ で も」「必 要 な と き

に」「簡単か つ迅速に」行政サービスが受け ら れ る こ と が 基 本 と さ れ て い ま す 。 こ

の よ う な 環 境変化 の 中 で 、電子申請・電子予約 な ど 一 部システムは 県 全体で 利 用 で

き る 環 境 に あ り 、社会保障・税番号制度（マイナンバー ＊ 制度）に 基 づ く 、マイナ

ポータル ＊ の 実 施準備が 進 め ら れ て お り 、 さ ら に 効 果 的 な 利 用 に 向 け てシステムの

充実 ・拡充に 努 め て い く 必 要 が あ り ま す 。  
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【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

４ ． 地 域 情 報 化 の 推 進  【 3-1-4】  (１ )地 域 情 報 化 基 盤 の 整 備  【 3-1-4-1】 

(２ )情 報 提 供 の 充 実 と 住 民 生 活 の

利 便 性 向 上  

【 3-1-4-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))地域情報化基盤の整備地域情報化基盤の整備地域情報化基盤の整備地域情報化基盤の整備    

①情報基盤の充実①情報基盤の充実①情報基盤の充実①情報基盤の充実    

■  情報通信の 高度な 活 用 を総合 的 に推進 し て い く た め に 、情報環 境 を 的確

に把握す る と共に 、民間 のノウハウを確認し な が ら 、過疎地 に お い て もサ

ービス水準が 低下し な い よ う な 協 議 を 進 め て 行 き ま す 。  

■  庁内各課等 で 利 用 の出来る G IS＊ の構築を検討し ま す 。  

②②②②WiWiWiWi----FiFiFiFi＊＊＊＊環環環環境の拡大境の拡大境の拡大境の拡大    

■  住民への情報提供や そ の 他 連 携システムに 活 用 し て い く た め 、Wi-Fi＊ 環

境 の拡大 を 各 関 係機関 に引き 続 き 要請し て い き ま す 。     

③ブロードバン③ブロードバン③ブロードバン③ブロードバンドドドド ＊＊＊＊環環環環境の整備境の整備境の整備境の整備    

■  町内に お い てブロードバンド＊ 環 境 を 実 現 す る た め 、民間 CATV 業 者 や

ブロードバンド ＊ 業 者 も含め た 関 係機関 に働き か け る な ど 、様々な整備手

法 を追及 し 実 現 に引き 続 き 努 め ま す 。  

④情報教育の強化④情報教育の強化④情報教育の強化④情報教育の強化    

■  情報基盤の整備に併せ 、 町民の情報教育 の 強 化 を 図 る た め 、 他 部署と の

連 携 に よ る情報教育 を推進 し 、 身 延 町ホームページや 広報誌等 を 活 用 し た

コンテンツの提供を検討し ま す 。  

    

((((２２２２))))情報提供の充実と住民生活の利便性向上情報提供の充実と住民生活の利便性向上情報提供の充実と住民生活の利便性向上情報提供の充実と住民生活の利便性向上  

①情報発信の充実①情報発信の充実①情報発信の充実①情報発信の充実    

■  平成２８年度よ り 、リニューアルし た 身 延 町ホームページを 今 ま で 以 上

に 活 用 し 、既存、新設 も し く は変更さ れ た 制度を生活カテゴリ別、担当課

別に随時掲載、更新し 、 ま た 、同ホームページよ り申請書を取得で き る こ

と で 、 町民の方がスムーズに申請が で き る よ う 目 指 し ま す 。  

急速に 進展す る 高度情報化 に 対 応 し た まちづ く り を 進 め て い く た め 、マイナ

ポータル＊への 対 応 、地 域情報化 基盤の整備と維持管 理 、様々な媒体に よ る情報

提供の充実 、電子自治体の構築に よ る住民生活 の 利便性 の 向 上 に 努 め ま す 。  



103 
 

②行政手続の電子化②行政手続の電子化②行政手続の電子化②行政手続の電子化    

■  行政手続 き の電子化 を さ ら に拡充さ せ る た め 、 県下の 市 町村と共同開 発

し て い る「市 町村電子申請受付共同システム」の構築に 積 極 的 に 係 わ る と

と も に 、マイナポータル ＊への 対 応 の検討を 実 施 し 、 こ の 利 用 に欠か せ な

い個人番号の普及促進 を は じ め と す る 各種啓発 活 動 を展開 し ま す 。  

■  行政手続 き の電子化 を さ ら に拡充さ せ る た め 、 県下の 市 町村と共同開 発

し て い る「市 町村電子申請受付共同システム」の構築に 積 極 的 に 係 わ る と

と も に 、マイナンバー ＊カードの普及促進 を は じ め と す る 各種啓発 活 動 を

展開 し ま す 。  

③情報システム化の推進③情報システム化の推進③情報システム化の推進③情報システム化の推進    

■  防 災情報を は じ め 、 観光情報、医療・健康福 祉情報、教育分野な ど の情

報システム運用 を検討し 、住民ニーズを踏ま え た 施 策展開 を 実 施 し ま す 。  

  ま た そ れ に伴う 、システム・ネットワーク環 境 の整備、 保守及び維持管

理 を 実 施 し ま す 。  

④情報セキュリティの強化④情報セキュリティの強化④情報セキュリティの強化④情報セキュリティの強化    

■  身 延 町情報セキュリティポリシー ＊ を 基 に し た情報セキュリティ対 策 を

実 施 し ま す 。  
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第２節第２節第２節第２節     産業の振興産業の振興産業の振興産業の振興  
 

１．農林業の振興１．農林業の振興１．農林業の振興１．農林業の振興     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 の 農 業 は 、52.05haの経営耕 地 面 積（2010年 農 林 業センサス＊）を 基 礎 に 、

1 ,091戸の 農家（一戸当り の経営耕 地 面 積 4.8a）に よ っ て営ま れ て い ま す 。総農家

数の内、販売農家は 94戸で兼業 が 多 く 、自給的 農家は 997戸と 約 9割 を 占 め て い ま

す 。  

農 業従事 者 に つ い て は 、 高 齢 化 が 進み、 農家数と経営耕 地 面 積 及び農 業粗生産額

が 減 少 す る と と も に 、 耕 作 放 棄 地 の拡大 も 進 行 し て お り 、 農 業 の 現 状維持さ え困難

な 状 況 に直面 し て い ま す 。 加 え て鳥獣被害 が深刻化 し 、営農意欲の 減退に拍車 を か

け て い ま す 。  

こ う し た 中 、機械化 、省力化 等 に よ る 農 業 振 興 を 図 る た め 、 農 道 や 用排水路な ど

農 業生産基盤整備が 必 要 で す が 、 全般的 に営農意欲が 低下す る 中 で 、未整備地 域 に

お い て の 事 業推進 が困難な 状 況 に あ り ま す 。 今 後 と も 地 域ニーズの把握に 努 め 、 農

地 の 保 全 と 活 用 を 着 実 に 進 め て い く 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 農 業 の新た な担い手づ

く り と し て 、企業 の 農 園 づ く り 、教育ファーム＊ 、 農 業体験等 の 事 業 を推進 す る こ

と も 必 要 で す 。  

農 地 の流動 化 に つ い て は 、 農 業経営基盤の 強 化 の促進 に 関 す る 基 本構想に 定 め た

利 用権設 定 等促進 事 業 の推進 に 努 め て お り 、NPO＊ 法 人 、 農 事組合 法 人 等 の 農 業生

産組織な ど が新た に 設 立 さ れ 、 活 動 を拡大 し て い ま す 。 し か し 、 まだまだ後 継 者 ・

担い手不足の 中 で借り手が足り な い 状 況 に あ り 、 今 後 、更な る 農 業生産組織の 育成

と受委託体制 の 強 化 に つ な が る 耕 作 を請け負う組織の拡大 な ど が 必 要 で す 。  

集落営農 に つ い て は 、中 山 間 地 域 等直接支払制度に お け る 17箇所の 集落協 定 が あ

り 、組合 を組織し て 計 画 的 な 作付け を は じ め 耕 作 放 棄 地 の 抑 制 や 環 境 保 全型農 業 に

努 め る 集落も あ り ま す 。 今 後 、団塊の世代等 の 農 業参入等 も促し な が ら 、 集落営農

に 対 す る 公 的補助の 活 用 な ど に よ り 集落ぐるみの 事 業 を展開 す る こ と が 必 要 で す 。  

今 後 の 農 業 に お い て は 、食の 安 全 ・ 安 心 に 対 す る消費者ニーズが 高 ま る 中 で 、 農

産物 の生産履歴の 開示（トレーサビリティ）や 環 境 に や さ し い 農 業への取り組みも

不可欠と な り 、 本 町 の 環 境 保 全 対 策 と 連 携 し た 着 実 な推進 が 必 要 で す 。  

地産地消への取り組みに お い て は 、 自給的 農家等 の余剰生産物 を 道 の駅や 農 林産

物直売施 設 で販売す る こ と や 、味噌づ く り な ど の 農 業体験企画 の 実 施 を 進 め る こ と

な ど に よ り 、野菜等 の換金化 や 農家女性 の就業 、 活躍の場づ く り な ど の 面 に お い て

成果 を あげて い ま す 。 今 後 と も 、 自給的 農家や小規 模 農家で可能な 少量多品種の 農

産物生産に 着 目 し 、特産物 や 農産物 加 工材料の生産な ど と結び付け て い く と と も に 、

グリーン・ツーリズム＊ の推進 な ど 農 業 と 観光・交流事 業 と の 連 携 を さ ら に 進 め る

こ と が 必 要 で す 。  

特産物 づ く り に お い て は 、 あ けぼの 大豆の生産拡大 等 を 図 る た め平成２８年３月

設 立 さ れ た「あ けぼの 大豆振 興 協 議会」を 中 心 に 、 在来種曙大豆保存会、ＪＡふじ
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か わ 、 身 延 町 商 工会、 身 延 町 が共同し 、販路拡大 やブランド力強 化 等 も 積 極 的 に推

進 し 、 あ けぼの 大豆を材料に し た味噌や豆腐、並びに湯葉な ど の 加 工品づ く り や新

商品の 開 発 に取り組みま す 。ま た 、EM＊ を 活 用 し た 環 境 保 全型農 業 の 実践か らEM＊

卵の生産な ど が取り組ま れ て お り 、 一 定 の成果 を あげて い ま す 。 今 後 も 、 特産物 の

生産と直売、 特産物 の付加価値化 を 図 る 加 工品づ く り の推進体制 を 強 め 、住民や 観

光客等 の消費拡大への取り組みを さ ら に推進 し て い く と と も に 、 地 域団体商標の登

録を含め た 身 延ブランドづ く り を 目 指 し て 、 地産地消を 基 本 に 町 外へも販路拡大 し

て い く こ と が 必 要 で す 。  

（林業）（林業）（林業）（林業）    

本 町 の 森 林 面 積（森 林整備計 画）は 、 24 ,321haで 、 町 域 面 積 の 約 8割 を 占 め て

い ま す 。保 有形態別で は国有 林 305ha（1.3%）、公 有 林 7292ha（30%）、私有

林 16 ,723ha（68.8%）で構成さ れ 、 人 工 林 率 は 約 4割（9213ha）と な っ て い ま

す 。 林 業経営体数（2015年 農 林 業センサス＊）は 11戸を数え る のみで 、 減 少 の 一

途を た ど っ て い ま す 。  

木材価格が 低迷す る 中 で 、 林 業経営意欲が 減退し 、 ま た 、 林 業労働力の 減 少 と 高

齢 化 が 進み、 保 育 管 理 が 実 施 さ れ な い 放置山 林 が増加 し て い ま す 。 こ の よ う な 森 林

の 荒 廃 は 、 林 業生産機能の 低下と と も に 、 水 源 涵 養 や 土砂災 害 防 止機能の 低下、河

川環 境 の悪化 や洪水 の危険性 の拡大 、鳥獣被害 の増加 な ど を も た ら す な ど 、 本 町 の

将来に 関 わ る 大 き な課題と な っ て い ま す 。  

町 で は 森 林整備計 画 を 策 定 し 、民有 林 を 対象に造林 、 保 育 、 間伐等 の 森 林整備の

推進 、 そ の 基盤と な る 林 道網整備、 林 業従事 者 の 養成、 特 用 林産物 の 振 興 、 林 業機

械化 の促進 、流通 の 合 理 化 な ど を方向付け て お り 、 計 画 の 着 実 な推進 に よ る 森 林整

備が 必 要 で す 。  

さ ら に 、 森 林 の持つ 保健・ 休 養 ・文化 的機能に 大 き な 関 心 が寄せ ら れ て き て い る

こ と か ら 、 森 林レクリエーション等 の 利 用 を含め た総合 的 な 森 林 ・ 林 業 の 活 性 化 を

図 る 必 要 が あ り ま す 。  
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【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

１ ． 農 林 業 の 振 興  【 3-2-1】  (１ )農 業 生 産 基 盤 の 整 備  【 3-2-1-1】 

(２ )担 い 手 ・ 農 業 経 営 組 織 の 育 成  【 3-2-1-2】 

(３ )生 産 体 制 の 強 化  【 3-2-1-3】 

(４ )林 業 の 振 興  【 3-2-1-4】 

(５ )農 林 産 物 の 流 通 ・ 販 売 の 強 化  【 3-2-1-5】 

(６ )観 光 ・ 交 流 と の 連 携  【 3-2-1-6】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))農業生産基盤の整備農業生産基盤の整備農業生産基盤の整備農業生産基盤の整備    

①農業振興地域整備計画の適正な管理①農業振興地域整備計画の適正な管理①農業振興地域整備計画の適正な管理①農業振興地域整備計画の適正な管理    

■  農 業 振 興 地 域整備計 画 の 適正な 管 理 を 行 い ま す 。  

②農業基盤整備の促進②農業基盤整備の促進②農業基盤整備の促進②農業基盤整備の促進    

■  農 用 地 の確保 や良好な生産条件を確保 す る た め 、受益者 や 地 域ニーズに

対 応 し 、 農 業 基盤の整備を 進 め ま す 。  

■  農 作 業 の受委託や省力化 の促進 に つ な が る生産条件を確保 す る た め 、 農

道 、 用排水 施 設 な ど 、 ほ場 ＊ 条件の改善を 進 め る と と も に 、 農 地 集 積 を促

進 し ま す 。  

③鳥獣被害対策の推進③鳥獣被害対策の推進③鳥獣被害対策の推進③鳥獣被害対策の推進    

■  集落環 境 の 向 上 と 農 作 物被害 の軽減 を 目 指 し 、 中 山 間 地 域総合整備事 業

獣害 防 止柵設置工 事 を推進 し ま す 。  

■  鳥獣害 防除資材への補助の 継 続 、 有 害鳥獣駆除隊への駆除依頼、捕獲用

の箱檻の 設置等 を 進 め 、 農 作 物被害 の軽減 を 目 指 し ま す 。  

■  鳥獣被害 対 策 の た め 、野生動 物 と の緩衝地帯に当た る里山 の整備を 地 域

住民と の 協働に よ り推進 し ま す 。  

 

        

農 用 地 を確保 し 、生産条件を整え る 農 業生産基盤の整備、多様な担い手の 育

成と営農体制 の整備を推進 す る と と も に 、森 林 の 適正な 管 理 を促進 す る 林 業生

産基盤の整備、林 業経営体の 育成を推進 し 、農 地 や 森 林 が持つ 水 源 涵 養 や 土砂

災 害 防 止 な ど の 公益的機能の維持に 努 め ま す 。  

ま た 、自給型農家等 の生産を含め た 地産地消の仕組みづ く り な ど 農 林産物 の

流通・販売の 強 化 、観光・交流事 業 と の 効 果 的 な 連 携 を 図 り 、農 林 業 の新た な

付加価値の 向 上 を促進 し ま す 。  
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((((２２２２))))担い担い担い担い手・農業手・農業手・農業手・農業経営組織経営組織経営組織経営組織の育の育の育の育成成成成  

①①①①担い担い担い担い手の育手の育手の育手の育成成成成     

■  認定 農 業 者 や新規就農 者 を は じ め と し た担い手を 育成す る た め 、 関 係機

関 と 連 携 し て情報提供や技術普及 な ど の支援を 行 い ま す 。  

②農②農②農②農作作作作業業業業受託組織受託組織受託組織受託組織の育の育の育の育成成成成     

■  農 作 業受委託を促進 す る た め 、 農 作 業受託組織の 育成を促進 し ま す 。     

③③③③集落集落集落集落営営営営農体制の強化農体制の強化農体制の強化農体制の強化    

■  農 地 の 利 用 調整と 集 積 を 進 め 、 集落営農体制 の 強 化 を支援し ま す 。  

④集④集④集④集団団団団化の促進化の促進化の促進化の促進    

■  集団化・作 業委託・共同機械の整備な ど 農 業省力化への支援を 進 め ま す 。     

⑤生き⑤生き⑤生き⑤生きがい型がい型がい型がい型シシシシルルルルバー農業の振興バー農業の振興バー農業の振興バー農業の振興    

■  高 齢 農 業 者 、 休日農 業 者 な ど 多様な担い手を 育成す る支援を 進 め ま す 。  

⑥⑥⑥⑥企企企企業・業・業・業・ NPONPONPONPO＊＊＊＊等等等等の農業参の農業参の農業参の農業参入入入入の促進の促進の促進の促進    

■  農 業生産組織の 法 人 化 、企業 ・NPO＊ボランティア組織等 の 農 業参入を

啓発 し て い き ま す 。  

■  企業 の 農 園 づ く り 、CSR（企業 の社会的責任）活 動 の受け入れ を推進 し

ま す 。  

⑦地域⑦地域⑦地域⑦地域おこおこおこおこし協力し協力し協力し協力隊員隊員隊員隊員のののの受受受受けけけけ入れ入れ入れ入れ     

■  地 域 お こ し 協力隊員の受け入れ を 進 め 、新規就農 者確保 を 進 め ま す 。  

 

((((３３３３))))生産体制の強化生産体制の強化生産体制の強化生産体制の強化  

①①①①特特特特産産産産品品品品生産を生産を生産を生産をいかいかいかいかす農業す農業す農業す農業経営経営経営経営の展開の展開の展開の展開  

■  曙大豆の枝豆生産な ど 身 延 な ら で は の 特産物生産を 強 化 し 、 農 作 業受

託・請負の円滑化 、 特産品の製造・販売等 、 農 業 の 6 次産業 化 ＊ を 目 指 し

新た な 農 業経営を推進 し ま す 。  

②環境保全②環境保全②環境保全②環境保全型型型型農業の促進農業の促進農業の促進農業の促進  

■  有機無 農薬栽培な ど 環 境 保 全型農 業 、 安 全 ・ 安 心 な 農畜産物 の生産を促

進 し ま す 。  

 

((((４４４４))))林業の振興林業の振興林業の振興林業の振興  

①林業生産基盤の充実①林業生産基盤の充実①林業生産基盤の充実①林業生産基盤の充実  

■  林 道 、作 業 道 の整備な ど 森 林 施 業 の 基盤整備を 進 め維持管 理 に 努 め ま す 。 

②②②②森森森森林施業の合理化林施業の合理化林施業の合理化林施業の合理化  

■  森 林 施 業 の 合 理 化 を 図 る た め 、 林 業機械の 導入に よ る 作 業 の省力化 、 効

率 化 を促進 し ま す 。  

③林業③林業③林業③林業経営経営経営経営体の育体の育体の育体の育成成成成  

■  森 林 の 保 育 管 理体制 を 強 化 す る た め 、 森 林組合 な ど 林 業経営体の 強 化 、

担い手の 育成に 努 め ま す 。  
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④④④④森森森森林の適正管理林の適正管理林の適正管理林の適正管理  

■  森 林 の 保 育 管 理 、 広葉樹林 の 育 林 を 進 め 、 森 林 の 環 境 保 全 に 努 め 、 水 源

涵 養 を は じ め 、 土砂災 害 や河川氾濫の 防 止 な ど国土 保 全 、鳥獣被害 の 防 止

な ど 多様な 公益機能を 強 化 し ま す 。     

⑤⑤⑤⑤特特特特用林産用林産用林産用林産物物物物の生産振興の生産振興の生産振興の生産振興  

■  シイタケ、 山菜等 の 特 用 林産物 の生産振 興 を 図 り ま す 。  

⑥間⑥間⑥間⑥間伐材伐材伐材伐材の利用促進の利用促進の利用促進の利用促進  

■  間伐材の 利 用促進 な ど新し い 林産物 づ く り を促進 し ま す 。  

⑦鳥獣の生⑦鳥獣の生⑦鳥獣の生⑦鳥獣の生息息息息環境の環境の環境の環境の改善改善改善改善  

■  鳥獣に よ る 農産物被害 対 策 の 一 環 と し て 、 集落周辺の里山 づ く り 、 広葉

樹林 の拡大 や植林 地 の混植な ど 林相の転換を促進 し 、鳥獣の生息環 境 を改

善し ま す 。  

⑧⑧⑧⑧森森森森林整備の活動林整備の活動林整備の活動林整備の活動支援支援支援支援  

■  森 林 の 有 す る 多 面 的機能が充分発揮さ れ る よ う 森 林整備活 動支援交付金

等 に よ り 森 林整備を支援し ま す 。  

⑨⑨⑨⑨広域林道の整備広域林道の整備広域林道の整備広域林道の整備  

■  林 業 振 興 や 観光振 興 に資す る 広 域 林 道 (県営林 道 )の整備を 要請し て い き

ま す 。  

 

((((５５５５))))農林産農林産農林産農林産物物物物のののの流流流流通・通・通・通・販売販売販売販売の強化の強化の強化の強化    

①①①①小口小口小口小口農産農産農産農産物物物物のののの流流流流通確保通確保通確保通確保  

■  自給型・小規 模 農家が生産す る 少量多品種の新鮮農産物 を直売施 設 等 に

円滑に供給す る 地産地消の仕組みを つ く り ま す 。  

■  農 林産物 の 地 域内流通 の推進 に 加 え て 、 都 市 部 で の 定期的 な産地直送販

売やインターネット販売な ど 地 域 外販売を促進 し ま す 。  

②農産②農産②農産②農産物加物加物加物加工・工・工・工・食食食食への展開への展開への展開への展開    

■  地産地消の仕組みづ く り の 中 で 、生産・ 農産物直売・食品加 工 の 施 設整

備な ど と と も に 、そ れ に取り組むグループの 育成と 連 携 の 強 化 を 図 り 、「食」

と「農」のネットワークづ く り を 進 め ま す 。  

③スロー③スロー③スロー③スローフフフフーーーードドドド ＊＊＊＊へへへへのののの取取取取りりりり組み組み組み組み     

■  郷土料理 や 地 域 の 特色あ る野菜な ど の食材等 を 見直し 、伝統的食材・料

理 を 通 じ てゆっ く り と し た健康な生活 を楽し む「スローフード＊」への取

り組みを 進 め 、 農産物 の流通付加価値を 高 め ま す 。  

④④④④加加加加工工工工分野分野分野分野の開の開の開の開拓拓拓拓     

■  林産物 や 地 域木材の 加 工分野の 開拓を 進 め ま す 。  

⑤林産⑤林産⑤林産⑤林産物物物物の地産地の地産地の地産地の地産地消消消消     

■  地 域木材の 活 用 な ど 、 林産物 の 地産地消を促進 し ま す 。  
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⑥環境⑥環境⑥環境⑥環境関関関関連連連連ビジビジビジビジネスの推進ネスの推進ネスの推進ネスの推進    

■  木材資源 等バイオマス＊ を 活 用 し た竹炭や竹粉砕屑肥料の販路拡大 、EM

＊ 等 を 活 用 し た 環 境 保 全型農 業生産の拡大 や 物産開 発 な ど 地 域資源循環型

の 環 境 関 連ビジネスの推進 に 努 め ま す 。  

    

((((６６６６))))観光・交観光・交観光・交観光・交流流流流との連携との連携との連携との連携    

①農業体①農業体①農業体①農業体験験験験機能の充実機能の充実機能の充実機能の充実    

■  農 工 商 連 携 に よ る 6 次産業 化 ＊ を 進 め 、 農 業体験、教育ファーム＊ 、企

業 の 農 園 づ く り 、CSR（企業 の社会的責任）活 動 や 作 物 のオーナー制度等

の充実 を支援し て い き ま す 。  

②②②②ググググリーン・リーン・リーン・リーン・エエエエココココツツツツーリーリーリーリズズズズムムムム ＊＊＊＊のののの展開展開展開展開    

■  田舎体験機能の充実 、 農 林産物 を材料に し た も の づ く り体験や郷土料理

の提供な ど 、 身 延 町 の 特 性 を い か し た体験プログラムの提供に よ るグリー

ン・エコツーリズム＊ の受け入れ 事 業 を展開 し ま す 。  

③農業を③農業を③農業を③農業をいかいかいかいかした交した交した交した交流流流流     

■  都 市 部 の住民等 を 対象と し た貸農 園 の運営や 作 業体験、 農家と と も に 農

作 業 を手伝い交流す るワーキングホリディ＊ の情報提供な ど団塊世代等 の

田舎暮ら し と就農希望者 等への斡旋機能を充実 し 、 近 年増加 し て い る空き

家の 利 活 用 と 遊 休 農 地 等 の再利 用 を 図 り ま す 。  
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２．商業の振興２．商業の振興２．商業の振興２．商業の振興     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 の 商 業（平成 26 年 商 業統計 ・卸売業 と小売業）は 、 事 業所数 216 店、従

業 者数 769 人 、 年 間 商品販売額 118 億 9 ,900 万円で 、 事 業所数及び販売額は 減

少傾向 に あ り ま す 。 特 に 、 車社会な ど の 進展に伴う 商圏の拡大 か ら 、甲府都 市圏の

郊外型大型商 業 施 設 な どへの購買力の流出が 続 い て お り 、経営環 境 は 一段と厳し さ

を増し て い ま す 。  

JR 身 延駅前 、身 延 山門内に 商店街が形成さ れ て お り 、さ ら に国道 52 号沿い の 西

嶋や飯富に はホームセンターやスーパー、飲食店等 の 商 業 立 地 が 見 ら れ ま す が 、 そ

の 他 の 地 区 は 商店が散在 し て い る形態と な っ て い ま す 。  

JR 身 延駅前 に あ る しょう に ん 通 り は 、 身 延 山 に訪れ る 観光客等 を 主 な 対象と し

鎌倉時代をイメージし た街路景 観 で統一 し 、住民自 ら まちづ く り に取り組んだ事 例

と し て 、 高 い評価を受け て い ま す 。 ま た 、 身 延 山門内の 活 性 化ビジョン＊ が樹立 さ

れ て お り 、 今 後 も 、下部温泉な ど と と も に 観光と 連 携 し た魅力あ る 商 業機能の整備

が求め ら れ て い ま す 。  

こ の よ う な 中 で 、 商 工会で は 、ポイントカード加盟組織の拡大 な ど 町 外への購買

力流出への 対 策 を推進 す る と と と も に 、 地 域 商品券の 発 行 や 観光と 連 携 し た 特産品

開 発 な ど 、 観光関 連消費の拡大 に取り組ん で い ま す 。 し か し な が ら 、 商 業 事 業 者 の

高 齢 化 が 進 ん で お り 、空き店舗が増え 、 活 性 化への課題が深刻化 し て い ま す 。  

日常の消費生活 を支え る 商 業 は 、 定住環 境 の充実 に お い て重要 で あ り 、 地 域 に お

け る 商 業機能を確保 す る と と も に 、 観光振 興 面 と の 効 果 的 な 連 携 強 化 が 必 要 で す 。

ま た 、 地 域 商 業 の 振 興 に は 、 商 業 者 の経営意識と改善への 努力と と も に 、 他 の産業

分野等 と の 連 携 も含め た 商 業 者 が持つ経営ノウハウを い か し た共同事 業 な ど 、 地 域

環 境 の変化 に即し た取り組みが 必 要 で す 。 特 に 、 高 齢 化 が 進 む 中 で 、買い 物代行サ

ービス等 の 高 齢 者 に 対 応 す る新た な 事 業展開 、 農 業 や 観光、交流や田舎暮ら し 、 物

産等 のモノづ く り と販売な ど 、 商 業 関 連 の 事 業分野を 開拓、起業 で き る体制 を整え

て い く こ と が 必 要 で す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 商 業 の 振 興  【 3-2-2】  (１ ) 事 業 分 野 の 拡 大  【 3-2-2-1】 

    

        

定住環 境 に 不可欠な 商 業機能の充実 を 図 る た め 、 商 工会等 と の 連 携 に よ る住

民生活 に密着 し た 商 業 活 動 、 観光や交流と 連 携 し た 商 業 活 動 な ど 、 商 業 者 の共

同事 業 や新た な 事 業分野への取り組み、新た に起業 す る 者 を支援し ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))事業事業事業事業分野分野分野分野の拡大の拡大の拡大の拡大    

①①①①新新新新規規規規創創創創業業業業支援支援支援支援     

■  空き店舗等 を 活 用 し たチャレンジショップ ＊ 等 の 事 業 、 観光関 連 事 業 の

起業 な ど 、新規創業 の た め の支援体制 を整備し ま す 。  

②②②②まちまちまちまちづくり活動と連動するづくり活動と連動するづくり活動と連動するづくり活動と連動する商商商商業展開業展開業展開業展開    

■  乗合タクシーを 活 用 し た 、買い 物難民対 策 や 、 高 齢 者 対 応 の 宅配や出張

サービスな ど 町内消費者 の購買利便性 の改善を 図 る取り組み、 地 域 特産品

づ く り と 連 携 し た 活 動 な ど 、 地 域課題と 連 携 す る 活 動 を支援し ま す 。  

③コミュニティ・③コミュニティ・③コミュニティ・③コミュニティ・ビジビジビジビジネネネネスススス ＊＊＊＊のののの促進促進促進促進    

■  商 業 者 が持つ経営ノウハウを い か し 、コミュニティ・ビジネス ＊起業へ

の 商 業 者 の 事 業参画 を促進 し ま す 。  
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３．工業の振興３．工業の振興３．工業の振興３．工業の振興     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 の 工 業（平成 26 年 工 業統計 ・ 4 人 以 上 の 事 業所）は 、 事 業所数 25、従業

者数  696 人 、製造品出荷額等 147 億 5 ,607 万円で あ り 、い ず れ も 大幅に 減 少 し

て い ま す 。  

身 延 工 業団地 や峡南 地 域 中核工 業団地 に は 、金属、プラスチック等 の 工場が 立 地

し て お り 、 農村地 域 工 業 等 導入促進 法 等 の 活 用 に よ り 、税制 面 で の支援を し て き ま

し た 。 こ の企業 進出に よ り 、 町内雇用 の場の拡大 に 大 き な役割 を 果 た し て き ま し た

が 、製造業 に お け る厳し い経営環 境 の 中 で 合 理 化 が 進み、雇用 の増加 に は 制 約 が 大

き い 現 状 に あ り ま す 。 ま た 、 よ り迅速な 物流が求め ら れ る 中 で 、交通 条件の改善が

課題と な っ て い ま す 。  

現 在 、製造業 は 、経済のグローバル化 ＊ 、情報化 の 進展な ど に よ り世界 規 模 で の

激し い競争の 時代に置か れ て お り 、急速な技術革新や産業 の情報化 に 対 応 す る た め 、

経営の改善、 人材育成、異業種間交流な ど に よ る新た な 事 業展開への支援が 必 要 で

す 。  

今 後 、中 部 横 断 自 動 車 道 の 開 通 に よ る流通 の確保 を は じ め 、国道 52号や国道 300

号の 防 災 工 事 を 進 め降雨の 通 行 規 制 を緩和す る な ど 、企業 進出の 基盤整備の推進 を

図 る と と も に 、企業 誘致の 積 極 的 な推進 や既存企業 の 育成を 図 り 、雇用 を「つ なぎ」、

「ま も る」こ と が 必 要 で す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

３ ． 工 業 の 振 興  【 3-2-3】  (１ )地 域 工 業 の 育 成  【 3-2-3-1】 

(２ )企 業 の 立 地 促 進  【 3-2-3-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))地域工業の育地域工業の育地域工業の育地域工業の育成成成成     

①①①①経営経営経営経営基盤の強化基盤の強化基盤の強化基盤の強化    

■  商 工会な ど 関 係機関 と の 連 携 に よ り 、企業 の経営基盤を 強 化 す る た め 、

国・ 県 の 各種支援制度を 活 用 し た企業 の経営改善、 設備投資、製品開 発 や

技術開 発 な ど を促進 し 、企業 の 安 定経営を支援し ま す 。  

        

関 係機関 等 と の 連 携 に よ り 各種支援制度を 活 用 し な が ら 、既存工 業 の経営安

定 化 の促進 、企業 育成に 努 め ま す 。 ま た 、 立 地 環 境 の充実 に 努 め 、 環 境負荷の

少 な い企業 等 の 誘致活 動 を 進 め ま す 。  
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②②②②新新新新規事業等への規事業等への規事業等への規事業等への支援支援支援支援     

■  新規創業 や新規 事 業 化 に 関 す る国・ 県 等 の支援制度に つ い て の 積 極 的 な

情報提供を 行 う と と も に 、産学間 連 携 や企業 間相互の情報交換、共同研究、

異業種交流な ど を促進 し 、企業 育成を 図 り ま す 。     

 

((((２２２２))))企企企企業の業の業の業の立立立立地促進地促進地促進地促進  

①①①①企企企企業業業業誘致条件誘致条件誘致条件誘致条件の整の整の整の整備と環境備と環境備と環境備と環境改善改善改善改善     

■  工 業団地 等への 地元雇用 率 の 高 い 優良企業 の 誘致を 積 極 的 に推進 す る た

め 、企業支援に 関 す る 町 法 令 を 活 用 す る と と も に 、 業種要件の緩和や賃貸

借方式な ど 、柔軟な 対 応 に よ り 立 地 を促進 し 、流通 を支え る 道路等 の 基盤

整備を 進 め 、企業 立 地 の 環 境整備を 進 め ま す 。  

②②②②優遇税優遇税優遇税優遇税制の検討制の検討制の検討制の検討    

■  優良企業 の 誘致を 積 極 的 に推進 す る た め の 優遇税制 等 に つ い て検討し て

い き ま す 。     
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４．地場４．地場４．地場４．地場 産業の振興産業の振興産業の振興産業の振興     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 に は 、伝統技術を い か し た 地場産業 と し て 、 西嶋和紙や印章業 な ど が 継承さ

れ て い ま す 。 ま た 、 地 域 の生産物 や資源 を い か し た「ゆば」や「ミネラルウォータ

ー」の製造な ど 、 本 町 の風土 に根ざし た 特色あ る 特産品の生産も 行 わ れ て い ま す 。  

画仙紙＊ 、書道紙を 主 と す る 西嶋和紙は 、後 継 者問題や従業 者 の 高 齢 化 を は じ め 、

外国製品に押さ れ る な ど 、厳し い経営環 境 に あ り ま す 。 こ う し た 中 、 な か とみ和紙

の里に お い て は 、博物館的店舗を 目標に し て日本 全国の和紙 2 ,500 種類の販売や 、

地元生産業 者 と 連 携 し た 多種類に 及ぶ和紙漉き体験も 行 っ て い ま す 。 今 後 と も 、 な

か とみ和紙の里と の 効 果 的 な 連 携 を 図 る と と も に 、技術を伝承す る 後 継 者 育成、新

製品開 発 や 調 査研究、販路拡大 な どブランド化への取り組みが 必 要 で す 。  

印章業 に つ い て は 、 後 継 者 も 少 な く 、需要 の 低迷が 続 い て お り 、 後 継 者 の確保 と

と も に 、 特色あ る製品づ く り や販路の拡大 を 進 め る 必 要 が あ り ま す 。  

特産品に つ い て も 、 こ れ ま で の取り組み実績を踏ま え な が ら 、 地 域 の資源 や 農 林

産物 を 効 果 的 に 活 用 し た製品開 発 や販路開拓、農 工 商 の 連 携 に よ る 6次産業 化 ＊ な ど

の 、新た な 振 興 策 を推進 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

４ ． 地 場 産 業 の 振 興  【 3-2-4】  (１ )伝 統 産 業 の 振 興  【 3-2-4-1】 

(２ )特 産 品 づ く り の 推 進  【 3-2-4-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))伝統伝統伝統伝統産業の振興産業の振興産業の振興産業の振興    

①①①①和紙や印章和紙や印章和紙や印章和紙や印章業の振興業の振興業の振興業の振興    

■  各種支援制度を 活 用 し な が ら 、和紙振 興 事 業補助金、 地場産業 振 興支援

事 業 な ど に よ り新た な 商品開 発 な ど を支援し ま す 。  

■  和紙な ど の伝統的 な 地場産業 の 振 興 の た め 、 商 工会等 を 中 心 に 町内の 各

観光地 と の 連 携 やインターネットに よ る 都 市 部への販路の拡大 ・ 開拓を促

進 し ま す 。  

■  効 果 的 な PR に つ な が る篆刻体験な ど 、伝統産業 と親し む機会を増や す

な ど 、 観光・交流の分野と の 連 携 を 強 め ま す 。  

伝統技術の 継承に 努 め る と と も に 、新た な製品開 発 や販路開拓、観光・交流分

野と の 連 携 な ど を 強 化 し 、 地場産業 の 振 興 を 図 り ま す 。  
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((((２２２２))))特特特特産産産産品品品品づくりの推進づくりの推進づくりの推進づくりの推進  

①地域①地域①地域①地域資源資源資源資源の効果的な活用の効果的な活用の効果的な活用の効果的な活用    

■  地 域 で生産さ れ る 農 林産物 を 活 用 し た 物産づ く り の 調 査 ・研究を 進 め 、

6 次産業 化 ＊ に よ る新た な 特産品開 発 を促進 し ま す 。  

■  地 域資源 活 用促進 法 に 基 づ き 、 特産品づ く り 等への取り組みを 積 極 的 に

支援す る と と も に 、コミュティ・ビジネスな ど の 事 業組織の 設 立 と起業 を

促進 し ま す 。  

■  農 業 者 を 中 心 に 、 商 工会や 農 協 な ど がコーディネート役と な り 、 農 工 商

連 携 を推進 し 、 あ けぼの 大豆の 地 域団体商標登録、ゆば 、 し い た け 、味噌

な ど の「身 延ブランド」の更な る 育成・ 定 着 に 努 め ま す 。     
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５．観光の振興５．観光の振興５．観光の振興５．観光の振興     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 の 地 域経済の 活 性 化 に 果 た す 観光の役割 は 大 き く 、 観光・交流客を拡大 す る

取り組みを さ ら に 強 化 す る と と も に 、 観光や交流に 関 連 し て 地 域経済効 果 を生む仕

組みづ く り が課題と な っ て い ま す 。  

本 町 の 観光は 、 北 に は 西嶋和紙をテーマと し た な か とみ和紙の里の あ る「中富エ

リア」、 東 に は世界文化遺産の構成資産、千円札のデザインで あ る 本栖湖、 1200

年 の歴史を誇る下部温泉郷や湯之奥金山 のガイダンス館と し て 立 地 し て い る甲斐黄

金村・湯之奥金山博物館の あ る「下部エリア」が 、 ま た 、 南 に は日蓮宗総本 山 身 延

山久遠寺が あ る「身 延エリア」な ど 、三つ のエリアに 区分で き ま す 。  

観光客の 動 向 は 、 身 延 山久遠寺への参拝・ 観光客は 年 間 約 120 万人 、下部温泉

の入湯者数は 年 間 約 10 万人 と推定 さ れ て い ま す が 、 近 年 の 観光スタイルの変化 と

と も に 減 少 を 続 け て い ま す 。  

観光資源 と し て は 、 身 延 山 と下部温泉の ほ か 、甲斐黄金村・湯之奥金山博物館、

富士川クラフトパーク、な か とみ和紙の里体験施 設 、さ ら に 本栖湖アクティビティ＊ 、

富士川ラフティング＊ 、富士山 の眺望を誇る 山岳トレッキング＊コース、町内 JR 身

延線駅周辺散策コース・トレッキングコース、 道 の駅し もべ・下部 農村文化 公 園 、

みのぶゆば の里、 一色のホタルの里な ど 多 く の資源 が あ り 、 そ れぞれ に 誘客イベン

トも 実 施 さ れ て い ま す 。  

近 年 の体験志向 の 高 ま り を背景 に 、甲斐黄金村・湯之奥金山博物館の砂金採り体

験、な か とみ和紙の里の紙漉き体験な ど 各種体験メニューを提供し て い ま す 。ま た 、

特産あ けぼの 大豆の枝豆オーナー制度と収穫体験、ゆば づ く り 、味噌づ く り体験を

実 施 す る と と も に 、 さ ら に 都 市住民と の交流を 通 じ て 、 農 地 や 農 業体験の場の提供

な ど 、 農 工 商 連 携 事 業 を 強 化 し て い ま す 。  

こ う し た 中 、平成 27 年度見直し を 行 っ た「身 延 の 観光振 興ビジョン」に よ り 、

短・中・長期の 行 動 計 画 を 定 め 、観光事 業 のマネジメント組織と な る NPO＊ 法 人み

のぶ観光センターに よ る 、 身 延ブランド構築、 人材育成な ど具体的 な 事 業 を展開 し

て い ま す 。  

今 後 、オール身 延 の考え の も と 、みのぶ自 然 の里を拠点と し 、 観光や交流、田舎

暮ら し 等 の情報発信を さ ら に 強 化 す る と と も に 、インバウンド＊ 対 策 に も 目 を 向 け

資源相互の 連 携 に よ る 観光プログラムの 開 発 な ど 観光の魅力を 強 化 し 、来訪者 を迎

え る 環 境 づ く り や受け入れ体制 の整備に 努 め る こ と が 必 要 で す 。 町民自 ら が楽し め

る 観光地 づ く り を 目 指 し つ つ 、 観光客誘致を促進 し 、雇用 の維持・創造を 基軸と し

た 地 域内消費の拡大 に よ る 活 性 化 に 効 果 的 に結び付け て い く 必 要 が あ り ま す 。  
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【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

５ ． 観 光 の 振 興  【 3-2-5】  (１ )観 光 推 進 体 制 の 強 化  【 3-2-5-1】 

(２ )観 光 地 の 整 備  【 3-2-5-2】 

(３ )観 光 プ ロ グ ラ ム の 開 発  【 3-2-5-3】 

(４ )観 光 事 業 連 携 の 促 進  【 3-2-5-4】 

(５ )水 辺 ・ 水 産 資 源 の 活 用  【 3-2-5-5】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))観光推進体制の強化観光推進体制の強化観光推進体制の強化観光推進体制の強化    

①観光推進①観光推進①観光推進①観光推進組織組織組織組織体制の整備体制の整備体制の整備体制の整備    

■  観光連盟を 中 心 と し た 観光関 係団体の 活 動 を 育成す る と と も に 、 観光立

町 を支え る推進母体と し て 、NPO＊ 法 人みのぶ観光センターを は じ め と す

る 関 係団体の体制 を 強 化 し ま す 。  

■  みのぶ自 然 の里を 観光推進 の拠点に位置付け 、豊か な 自 然 と歴史・文化

な ど の資源 を 活 か し た 、体験型・交流型旅行 を民間 事 業 者 な ど と 連 携 し企

画 し ま す 。  

②広域観光づくりの強化②広域観光づくりの強化②広域観光づくりの強化②広域観光づくりの強化    

■  富士川地 域 に 立 地 す る 身 延 町 ・ 市川三郷町 ・富士川町 ・早川町 ・ 南 部 町

の 5 町 を は じ め 、関 係機関 、団体等 が官民一体で 広 域 的 な 連 携 を と り 、富

士川地 域 の 広 域 観光コースづ く り な ど の 連 携 事 業 を 強 化 し 、峡南 地 域への

誘客を 図 り ま す 。  

③観光情報の発信③観光情報の発信③観光情報の発信③観光情報の発信    

■  各種メディアやインターネットに よ る情報の 発信、PR 活 動 を 強 化 し，

幅広 い 観光客の 誘致に 努 め ま す 。  

④観光④観光④観光④観光受受受受けけけけ入れ入れ入れ入れ体制の整備体制の整備体制の整備体制の整備    

■  体験学習に お い て 観光機能を 強 化 す る た め，ボランティアガイドの 育成

や組織化 を支援し 、来訪者 と の交流を促進 し ま す 。  

■  遊 休 施 設 等 の 利 活 用 と 各 観光地 と の 連 携 の 観点か ら 、修学旅行 ・ 林 間学

校等 の教育旅行 の受け入れ体制整備を推進 し ま す 。  

    

    

    

豊か な 自 然 と歴史文化 、 多様な 地 域資源 を い か し た 観光の魅力づ く り を促進

す る と と も に 、 観光推進体制 の 強 化 や 観光関 連 事 業 を推進 し 、 観光振 興 に よ る

地 域経済効 果 を生む仕組みづ く り を 一層強 化 し 、観光立 町 を 実践し て い き ま す 。 
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⑤⑤⑤⑤外外外外国国国国人人人人観光観光観光観光客客客客のののの誘客誘客誘客誘客     

■  広 域 的 連 携 の 中 で 、世界文化遺産構成資産の 本栖湖、2009 年 に 開港し た

富士山静岡空港や 中 部 横 断 自 動 車 道 の 開 通 を視野に入れ た 外国人への 観光

PR と 誘客を推進 し ま す 。     

    

((((２２２２))))観光地の整備観光地の整備観光地の整備観光地の整備  

①観光①観光①観光①観光資源資源資源資源の発の発の発の発掘掘掘掘・整備・整備・整備・整備    

■  豊か な 自 然 や文化 ・歴史遺産等 の点在 す る既存の 観光資源 を 活 用 す る と

と も に，新た な 観光資源 の 発掘・整備を 行 い，個々の 観光資源 を 効 果 的 に

結ぶネットワークづ く り に 努 め ま す 。  

②②②②景景景景観づくりの促進観づくりの促進観づくりの促進観づくりの促進    

■  地 域拠点景 観 づ く り 事 業 な ど に よ り 、ホタルの里、句碑の里、 しだれ桜

の里を は じ め 特色あ る里づ く り の整備を 進 め ま す 。  

③観光基盤施設の整備③観光基盤施設の整備③観光基盤施設の整備③観光基盤施設の整備    

■  観光の 基盤と な る 、 観光サービス施 設 の整備（駐車場、トイレ、案内所

等）を促進 し ま す 。     

    

（３）観光プロ（３）観光プロ（３）観光プロ（３）観光プロググググラムの開発ラムの開発ラムの開発ラムの開発    

①体①体①体①体験験験験機能の整備機能の整備機能の整備機能の整備    

■  体験型施 設 の機能充実 を 図 る と と も に 、相互の 連 携 を促進 し 、 一体的 な

活 用 を 進 め ま す 。  

②②②②ググググリーン・リーン・リーン・リーン・ツツツツーリーリーリーリズズズズムの展開ムの展開ムの展開ムの展開    

■  農 業体験・民泊等田舎体験機能、 農 地 や 作 物 のオーナー制度の提供、 農

林産物 を材料に し た も の づ く り体験な ど 、 農 工 商 が 連 携 し て 6 次産業 化 ＊

に よ るグリーン・ツーリズムを展開 し ま す 。  

③③③③エエエエココココツツツツーリーリーリーリズズズズムムムム ＊＊＊＊のののの展開展開展開展開    

■  本栖湖畔の豊か で 多様な 自 然 環 境 を 中 心 に 、 都 市 部 と の交流を含め た 環

境講座や 自 然体験ツアーの 開催な ど を 通 じ て 、エコツーリズム＊プログラ

ムを提供し ま す 。  

④④④④温泉温泉温泉温泉保保保保養養養養プロプロプロプロググググラムづくりラムづくりラムづくりラムづくり    

■  温泉関 係 事 業 者 を 中 心 に 、 保健・ 保 養医学関 係機関 と 連 携 し 、温泉効能

を い か し た健康づ く りプログラムの 開 発 を 進 め ま す 。  

⑤国⑤国⑤国⑤国際際際際化対化対化対化対応応応応の観光地づくりの観光地づくりの観光地づくりの観光地づくり    

■  外国人 観光客に分か り や す い 観光ガイド、 外国語併記のサインや案内板

の整備、 外国人 誘客の た め の 観光商品開 発 な ど 、 関 係組織や 町民の 理解と

協力を得な が ら国際化 対 応 の 観光地 づ く り を 進 め ま す 。  
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（（（（ 4444）観光事業連携の促進）観光事業連携の促進）観光事業連携の促進）観光事業連携の促進    

①観光①観光①観光①観光関関関関連連連連商品商品商品商品の開発の開発の開発の開発支援支援支援支援     

■  関 連 事 業 者 や団体等 の 連 携 に よ り 特産品の PR 及び販売拡大 を 図 る と と

も に，地 域資源 を 活 用 し た郷土色豊か な個性 あ る新た な 特産品・ 土産物 、

料理 の 開 発 を 積 極 的 に支援し ま す 。  

②②②②関関関関連事業連事業連事業連事業者者者者と連携したと連携したと連携したと連携した商品商品商品商品づくりづくりづくりづくり    

■  ニューツーリズム＊ の受け入れ体制 等 の整備に 対 応 し 、旅行会社や鉄道

事 業 者 等 と の 連 携 強 化 に よ り 、 町内観光施 設 利 用 や宿泊を 効 果 的 に組み合

わ せ た 身 延パックな ど 、 観光商品の 開 発 を促進 し ま す 。  

③事業③事業③事業③事業おこおこおこおこしのしのしのしの支援支援支援支援     

■  NPO＊ 等 の民間 活力を 活 用 し た 、新し い 観光プログラムの 開 発 と 観光客

受け入れ組織の整備、 都 市 部 等 と の交流企画 な ど 、新た な 観光交流関 連 の

事 業 お こ し を支援し ま す 。  

 

（（（（5555））））水辺水辺水辺水辺・・・・水水水水産産産産資源資源資源資源の活用の活用の活用の活用    

①①①①水水水水産産産産資源資源資源資源の確保の確保の確保の確保    

■  河川・湖や 水辺の 環 境 保 全 を 図 り つ つ 、 水産資源 の確保 に 努 め ま す 。  

②②②②内水面漁内水面漁内水面漁内水面漁業業業業組織組織組織組織の育の育の育の育成成成成     

■  富士川漁業 協同組合 、 本栖湖漁業 協同組合 等 の内水 面漁業組織を 育成し

ま す 。  

③遊③遊③遊③遊魚魚魚魚の振興の振興の振興の振興    

■  観光・交流と 連 携 し た釣り 等 の 遊魚の 振 興 を 図 り ま す 。  

④本④本④本④本栖湖栖湖栖湖栖湖の活用の活用の活用の活用    

■  富士山世界文化遺産の構成資産で あ る「本栖湖」の 優 れ た 環 境 を い か し

た 多様なレジャー機能の整備を促進 し ま す 。         
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第３節第３節第３節第３節     起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保起業支援と就労の場の確保  
 

１．新たな事業おこし１．新たな事業おこし１．新たな事業おこし１．新たな事業おこし     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

定住促進 の た め に は 、就労・雇用 の場の創出が 不可欠と な り ま す 。 地 域 の 特産品

あ けぼの 大豆を生か し た雇用創出に 関 し て は 、 あ けぼの 大豆振 興 協 議会が 中 心 と な

り 、 在来種あ けぼの 大豆保存会、ＪＡふじ か わ 、 身 延 町 商 工会、 身 延 町 が共同し 、

ブランド化確立 、生産量増加 、出荷拠点整備を 進 め る 事 に よ り新規就農 者 の 他 、 加

工品製造従事 者 と し て就労の場の確保 を 行 い ま す 。交通 環 境 の変革な ど 町 の 優位な

条件を い か し た企業 等 の 誘致も重要 で す が 、企業 の 合 理 化 が 進 む 中 で雇用 に も 制 約

が あ る と と も に 、我が国の経済状 況 か ら も 地 域 外 の 他力に 依存す る 対 策 は厳し い 状

況 が あ り ま す 。  

そ の た め に は 、 観光立 町 に よ る まちづ く り を推進 し 、 観光の充実 を 図 り 、 そ れ ら

に伴う起業 と就労・雇用 の方向付け を 行 う 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 各産業 間 、異業

種が 横 断 的 に 連 携 し な が ら 、 町 が 保 有 す る資源 に改め て 目 を 向 け て 、新た な付加価

値を生み出す 事 業分野の 開 発 に よ る産業 づ く り が重要 な課題に な り ま す 。  

平成 21 年度に は 、 建 設 業 者 、 商 工会、 身 延 観光センター等 で 設 立 し た 身 延 町 観

光振 興 協 議会が 、富士川を 利 用 し たラフティングツアーを 開始し 、23 年度に は「株

式会社富士川倶楽部」と し て起業 し て い ま す 。  

さ ら に 、 身 延竹炭企業組合 、企業組合みのぶゆば の里と よ お か 、NPO＊ 法 人エコ

クラブみのぶ、 農 事組合 法 人下部 特産物食品加 工組合 、 大島農 林産物 加 工所管 理会

な ど の 特産品生産施 設 と直売所を運営す る 先 導 的 な 事 業体が 活 動 し て い ま す 。 こ の

よ う な住民自 ら が 主体性 を持ち、 地 域資源（労働力、原材料、技術力等）を 活 用 し

た 事 業 は 、生産世代は も と よ り 高 齢 者 、 主婦な ど の雇用 の場の創出、経済的 な 事 業

お こ し に 対 応 す る も の で あ り 一層の推進 を 図 る こ と が 大 切 で す 。  
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【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

１ ． 新 た な 事 業 お こ し  【 3-3-1】  (１ )産 業 間 連 携 の 促 進  【 3-3-1-1】 

(２ )起 業 の 促 進 と 支 援  【 3-3-1-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))産業間連携の促進産業間連携の促進産業間連携の促進産業間連携の促進    

①事業①事業①事業①事業おこおこおこおこし活動の推進し活動の推進し活動の推進し活動の推進    

■  産業 間 の 連 携 、異業種交流を 強 化 す る と と も に 、JA、森 林組合 、農 業 法

人 、 商 工会な ど産業団体間 の情報交換を支援し 、産業 振 興 や 事 業 お こ し に

向 け て の研究開 発 活 動 を促進 し ま す 。  

②産業②産業②産業②産業複複複複合合合合型型型型の事業化促進の事業化促進の事業化促進の事業化促進    

■  観光体験プログラムやモノづ く り 事 業 な ど産業複合型の新規 事 業 の 開 発

や起業への支援を 進 め ま す 。  

③③③③特特特特産産産産品販売品販売品販売品販売施設の連携施設の連携施設の連携施設の連携    

■  各 特産品販売施 設相互の 連 携 とインフォメーション機能の充実 を 図 り ま

す 。  

 

((((２２２２))))起起起起業業業業のののの促進促進促進促進とととと支援支援支援支援  

①①①①新新新新たな産業たな産業たな産業たな産業創出創出創出創出のののの研究支援研究支援研究支援研究支援     

■  新た な産業創出と 育成、 地 域内の就労・雇用 に貢献す る起業 を促進 す る

た め 、 各種団体、 自治会等 集落組織、産業団体等 に お け る学習会、話し 合

い 、ワークショップ＊ な ど を 通 じ て 、 事 業 お こ し の可能性 を研究す る 活 動

を推進 し ま す 。  

②②②②起起起起業業業業支援支援支援支援の強化の強化の強化の強化    

■  起業講座の 開講、既存の 事 業 に体験研修的 に参画 で き るプログラムの 実

施 、 事 業 お こ し支援な ど 、 事 業 お こ し を推進 す る 環 境 を整備し ま す 。  

③③③③多様多様多様多様な事業な事業な事業な事業組織組織組織組織の育の育の育の育成成成成     

■  事 業内容に 応 じ て任意団体、 自治会、NPO＊ 法 人 、組合 、会社等 の 事 業

体な ど 、 事 業 を担う 多様な組織形態を 育成し ま す 。  

産業 間 連 携 に よ る新規 事 業 の 開 発 や新た な産業創造と就労・雇用 の場の創出

に つ な が る 事 業 お こ しへの 積 極 的 な支援を 進 め ま す 。  

 



122 
 

２．就労環境の充実２．就労環境の充実２．就労環境の充実２．就労環境の充実     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 の就業 者総数は 6 ,383 人（国勢調 査・常住地 に よ る平成 22 年）で 、減 少 を

続 け て お り 、 15 歳以 上 人 口 に 占 め る就業 率 も 、 人 口 の 高 齢 化 を背景 に 低下を 続 け

て い ま す 。  

農 業 を 主 と す る第一次産業 ＊就業 者数（205 人 、 3.2%）は急激に 減 少 を 続 け て

お り 、特 に就業 者 の 高 齢 化 も 進 ん で い ま す 。第二次産業 ＊（2 ,043 人 、32.0%）や

第三次産業 ＊（4 ,017 人 、62.9%）の就業 者数は 、と も に 減 少 し て い ま す が 、第二

次産業 ＊ の構成比率 は や や 減 少 、第三次産業 ＊ の構成比率 は拡大 を 続 け て い ま す 。  

本 町 は古く か ら 農 林 業 を 基幹と し 、 多 く の参詣者 が訪れ る 身 延 山 と下部温泉郷等

の 観光地 が あ る こ と か ら 商 業 ・サービス業 が 発展し 、 さ ら に 近 年 は造成し た 工 業団

地への企業 誘致に よ り 、雇用 の場を拡大 し て き ま し た 。 ま た 、 町 外周辺地 域への 通

勤就労は 、 広 域 的 な雇用 動 向 に も影響さ れ ま す が 、甲府市 と 近郊地 域への 通勤が増

え て い ま す 。  

本 町 の 定住促進 に と っ て 、就労環 境 の充実 は 大 き な課題で あ り 、 こ れ ま で 地 域産

業 の 振 興 対 策 に 努 め る と と も に 、 関 係機関 と 連 携 し た雇用情報の提供や勤労者 福 祉

な ど雇用労働対 策 を 進 め て き ま し た 。 今 後 も 、 よ り働き や す い職場環 境 、 福 利厚生

の改善な ど を促進 し て い く と と も に 、 町内で の 身 近 な就労・雇用 の場の創出に取り

組む こ と が 必 要 で す 。 ま た 、 中 部 横 断 自 動 車 道 の 工 事 が 進 む 中 、 中 部 横 断 自 動 車 道

IC へ接続 す る 町内交通網の整備な ど周辺地 域への 通勤就労の 環 境改善も重要 な取

り組みと な り ま す 。  

さ ら に 、 高 齢 者層や退職後 の就労・雇用 の場を つ く り出す と と も に 、女性 の就業

志向 、働く女性 の拡大 に 対 応 す る職場や就労環 境 、子育 て 環 境 の改善が重要 で す 。

ま た 、U・J・ Iターン＊ を促進 す る と と も に 、経験を生か し う る就業 や起業 及び定住

を支援し 、 地 域産業 の担い手を 育成す る こ と が重要 で す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 就 労 環 境 の 充 実  【 3-3-2】  (１ )勤 労 者 福 祉 の 充 実  【 3-3-2-1】 

(２ )雇 用 ・ 就 労 の 安 定  【 3-3-2-2】 

 

        

関 係機関 と 連 携 し な が ら勤労者 が働き や す い職場づ く り を促進 す る と と も

に 、 町内企業 の 安 定 化 、企業 等 の 誘致、 通勤環 境 の整備、 ま た 高 齢 者 や女性 の

就業機会の拡大 な ど 、 定住促進 と 連 携 す る就労・雇用 の場の充実 に 努 め ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))勤労者福祉勤労者福祉勤労者福祉勤労者福祉の充実の充実の充実の充実    

①①①①勤労者勤労者勤労者勤労者のののの福福福福利利利利厚厚厚厚生生生生    

■  勤労者 が健康で 、 安 心 し て就労す る こ と が で き る よ う 、 保健・ 福 祉 対 策

の充実 や 福 利厚生施 設 の 利 用 を促進 し ま す 。  

②働き②働き②働き②働きややややすすすすい職場い職場い職場い職場づくりづくりづくりづくり    

■  商 工会等 と の 連 携 を 図 り な が ら 、雇用労働条件の 向 上 や 安 全 な職場環 境

づ く り を促進 し ま す 。  

③子育③子育③子育③子育て支援て支援て支援て支援のののの職場職場職場職場づくりづくりづくりづくり    

■  仕事 と子育 て が両立 で き る 環 境改善を働き か け て い き ま す 。  

 

((((２２２２))))雇雇雇雇用・用・用・用・就労就労就労就労の安定の安定の安定の安定  

①①①①雇雇雇雇用情報の提供と用情報の提供と用情報の提供と用情報の提供と技技技技能能能能習得習得習得習得の促進の促進の促進の促進    

■  関 係 機 関 と 連 携 し 、 広 域 的 な 求 人 ・ 雇 用 情 報 の 提 供 に 努 め ま す 。 ま た 、 職

業 訓 練 校 等 で の 技 能 習 得 の 促 進 や 生 涯 学 習 で の 職 業 人 実 践 講 座 の 開 講 を 進 め

ま す 。  

②町②町②町②町内雇内雇内雇内雇用の促進用の促進用の促進用の促進    

■  地 域 で の 雇 用 ・ 就 労 環 境 の 向 上 を 図 る た め 、 企 業 の 経 営 安 定 化 の 支 援 を 進

め る と と も に 、 中 部 横 断 自 動 車 道 の 波 及 効 果 を 見 据 え た 工 業 ・ 流 通 業 等 の 企

業 誘 致 を 推 進 し 、 町 内 雇 用 の 場 の 充 実 に 努 め ま す 。  

③通③通③通③通勤勤勤勤環境の整備環境の整備環境の整備環境の整備    

■  中 部 横 断 自 動 車 道 IC へ 接 続 す る 町 内 交 通 網 の 整 備 な ど 周 辺 地 域 へ の 通 勤 就

労 を 利 便 化 す る 環 境 改 善 に 努 め ま す 。  

④④④④就就就就業機業機業機業機会会会会の拡充の拡充の拡充の拡充    

■  高 齢 者 や 女 性 、U・J・I タ ー ン ＊ 者 な ど の 経 験 や 技 術 を 生 か し う る 雇 用・就

労 の 場 の 拡 大 を 促 進 す る と と も に 、コ ミ ュ ニ テ ィ・ビ ジ ネ ス ＊ 等 の 起 業 を 支 援

し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

「私のまち「私のまち「私のまち「私のまち

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

 

「私のまち「私のまち「私のまち「私のまち     身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち 
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身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

 身延町の未来」

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

身延町の未来」

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

身延町の未来」  

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です 。。。。  

 

 

 

         

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現
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第４第４第４第４章章章章    学びの人づくり学びの人づくり学びの人づくり学びの人づくり    

 

第１節第１節第１節第１節     まちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくりまちづくりを支える人づくり  
 

１．生涯学習の充実１．生涯学習の充実１．生涯学習の充実１．生涯学習の充実     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 で は 、 町 民 が 自 主 的 に 生 涯 学 習 に 取 り 組 む た め に 生 涯 学 習 推 進 体 制 の 充 実 を

進 め て い ま す 。 公 民 館 に お い て も 少 子 高 齢 化 が 進 み 公 民 館 活 動 が 困 難 な 傾 向 で あ る

中 、 自 己 啓 発 や 自 己 充 実 を 目 指 す 人 づ く り を 基 本 に 自 主 自 立 に 向 け 取 り 組 ん で い ま

す 。  

生 涯 学 習 施 設 と し て は 、 身 延 町 立 図 書 館 、 中 央 公 民 館 、 地 区 公 民 館 （ 中 富 総 合 会

館 、 身 延 町 総 合 文 化 会 館 ）、 公 民 館 分 館 （ 下 部 3、 中 富 5、 身 延 4）、 さ ら に 集 落 公 民

館（ 下 部 50、中 富 28、身 延 38※ 休 館・活 動 な し を 除 く ）が あ り 、ま た 、甲 斐 黄 金 村 ・

湯 之 奥 金 山 博 物 館 、な か と み 和 紙 の 里 、な か と み 現 代 工 芸 美 術 館 、歴 史 民 俗 資 料 館 、

木 喰 の 里 微 笑 館 等 は 地 域 の 特 色 を 活 か し た 生 涯 学 習 の 拠 点 と な っ て い ま す 。  

身 延 町 立 図 書 館 で は 、全 て の サ ー ビ ス の 基 本 と な る 蔵 書 の 充 実 に 努 め る と と も に 、

読 書 活 動 推 進 の た め の 各 種 事 業 の 開 催 、 地 域 資 料 の デ ジ タ ル 化 と 公 開 、 公 民 館 図 書

室 や 学 校 図 書 館 と の 連 携 、 図 書 館 ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 と そ の 活 動 支 援 等 を 今 後 も 継

続 さ せ な が ら 、“ 地 域 を 支 え る 情 報 拠 点 ”と し て の 機 能 強 化 を さ ら に 図 っ て い き ま す 。 

生 涯 学 習 事 業 に つ い て は 、 各 種 団 体 が 衰 退 す る 傾 向 の な か 、 自 主 企 画 講 座 の 浸 透

に 努 め て い ま す 。 ま た 、 甲 斐 黄 金 村 ・ 湯 之 奥 金 山 博 物 館 や な か と み 和 紙 の 里 、 な か

と み 現 代 工 芸 美 術 館 な ど の 主 催 講 座 に 加 え て 、 身 延 山 大 学 と 公 開 講 座 も 共 催 し て い

ま す 。  

公 民 館 分 館 事 業 は 、 各 地 域 の 特 色 を い か し た 事 業 を 自 主 運 営 の も と 進 め て お り 、

地 域 に 根 付 い た 伝 統 や 文 化 を 伝 承 す る 指 導 者 の 発 掘 と 養 成 、 学 習 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル

ー プ の 育 成 、 学 習 情 報 の 整 備 と 提 供 な ど を 進 め 、 町 民 の 自 主 的 な 活 動 を 促 進 す る た

め の 支 援 体 制 を 強 化 し て い く こ と が 必 要 で す 。  
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【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

１ ． 生 涯 学 習 の 充 実  【 4-1-1】  (１ )生 涯 学 習 推 進 体 制 の 強 化  【 4-1-1-1】 

(２ )学 習 情 報 の 整 備 ・ 提 供  【 4-1-1-2】 

(３ )学 習 機 能 の 整 備  【 4-1-1-3】 

(４ )学 習 施 設 管 理 ・ 運 営 の 充 実  【 4-1-1-4】 

(５ )学 習 活 動 の 支 援  【 4-1-1-5】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))生涯学習推進体制の強化生涯学習推進体制の強化生涯学習推進体制の強化生涯学習推進体制の強化    

①学習指導者等の育成・支援①学習指導者等の育成・支援①学習指導者等の育成・支援①学習指導者等の育成・支援  

■  生 涯 学 習 活 動 の 牽 引 者 と な る 指 導 者 や 活 動 に 携 わ る ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー

プ の 育 成 ・ 支 援 に 努 め ま す 。  

②学習団体への支援②学習団体への支援②学習団体への支援②学習団体への支援  

■  自 発 的 意 志 に よ り 学 習 活 動 し て い る 団 体 は 生 涯 学 習 に 不 可 欠 で あ り 、 こ

れ ら の 団 体 な ど の 自 主 的 活 動 を 促 進 す る た め 、 可 能 な 範 囲 に お い て 支 援 を

行 い ま す 。  

 

((((２２２２))))学習情報の整備・提供学習情報の整備・提供学習情報の整備・提供学習情報の整備・提供    

①学習情報の整備①学習情報の整備①学習情報の整備①学習情報の整備  

■  各 種 地 域 資 料 の 保 存 、 集 積 を 進 め 、 資 料 の デ ジ タ ル 化 に よ る 学 習 教 材 化

な ど の 整 備 を 進 め ま す 。  

②学習情報の提供②学習情報の提供②学習情報の提供②学習情報の提供  

■  身 近 な と こ ろ で 生 涯 学 習 に 取 り 組 め る よ う に 、 公 民 館 、 町 内 の 学 習 団 体

及 び 個 人 へ の 学 習 機 会 や 学 習 指 導 者 等 の 情 報 提 供 に 努 め ま す 。  

 

((((３３３３))))学習機能の整備学習機能の整備学習機能の整備学習機能の整備    

①学習施設の機能充実①学習施設の機能充実①学習施設の機能充実①学習施設の機能充実  

■  町 民 相 互 及 び 町 外 と の 交 流 拠 点 と し て 、 ま た 、 多 様 な 学 習 の 場 と し て 生

涯 学 習 施 設 、 公 民 館 施 設 等 の 機 能 充 実 を 進 め る と と も に 、 施 設 間 の ネ ット

ワーク体 制 の 充 実 を 進 め ま す 。  

 

  

生 涯 学 習 の 推 進 体 制 と 学 習 拠 点 を 整 え 、 自 主 活 動 を 促 す 情 報 と 学 習 機 会 の 提

供 の 充 実 を 図 り 、幅広い世代 に お け る 様々な 生 涯 学 習 活 動 を 支 援 、 推 進 し ま す 。 



127 
 

②図書館機能の充実②図書館機能の充実②図書館機能の充実②図書館機能の充実  

■  町 の 情 報 拠 点 と な る 身 延 町 立 図 書 館 の 機 能 整 備 を 進 め る と と も に 、 公 民

館 図 書 室 や 学 校 図 書 館 等 と の ネ ットワークの 推 進 を 図 り 、 図 書 館 サ ー ビ ス

の 充 実 に 努 め ま す 。  

③施設開放及び利用の利便化③施設開放及び利用の利便化③施設開放及び利用の利便化③施設開放及び利用の利便化  

■  学 校 教 育 施 設 の 地 域 開放を 進 め る と と も に 、 地 域 情 報 化 と 連 携 し た 施 設

利用な ど の予約シス テムを 導入し ま す 。  

 

((((４４４４))))学習施設管理・運営の充実学習施設管理・運営の充実学習施設管理・運営の充実学習施設管理・運営の充実    

①学習施設管理体制の充実①学習施設管理体制の充実①学習施設管理体制の充実①学習施設管理体制の充実  

■  公 民 館 分 館 の 自 主 運 営 に よ る 活 動 を 支 援 し 、 生 涯 学 習 施 設 の 目 的 に応じ

て 、 運 営管理体 制 の最適化 に 取 り 組 み ま す 。  

 

((((５５５５))))学習活動の支援学習活動の支援学習活動の支援学習活動の支援    

①学習機会の提供①学習機会の提供①学習機会の提供①学習機会の提供  

■  だれ も が興味と 必 要性に応じた 学 習 プログ ラムに参加 で き る よ う 各 種 の

学 習 事 業 を 開 催 し 、 生 涯 学 習 へ の 意識高揚を 図 り ま す 。 ま た 、長年培っ た

優れ た経験・知識・技術 等 の 成果を い か し 、 身 近 な 講師が 企 画 し た 自 主 企

画 講 座 に よ り 町 民 の 主 体性を重視し た 学 習 機 会 が 提 供 で き る よ う 努 め ま す 。

ま た 、 発明クラブな ど児童生徒の創造性を 育 む 学 習 機 会 の 提 供 に 取 り 組 ん

で い き ま す 。  

②地域資源をいかす学習②地域資源をいかす学習②地域資源をいかす学習②地域資源をいかす学習  

■  甲 斐 黄 金 村 ・ 湯 之 奥 金 山 博 物 館 、 な か と み 和 紙 の 里 、 な か と み 現 代 工 芸

美 術 館 等 を 町 民 の 生 涯 学 習 拠 点 と し て効果的 に 活用す る と と も に 、 こ れ ら

施 設 や 文 化財等 の 地 域 資源を 教 材 と す る 学 習 プログ ラムの 企 画 を 進 め ま す 。 

③放課後学習活動の充実③放課後学習活動の充実③放課後学習活動の充実③放課後学習活動の充実  

■  平日に お け る放課後 の時間 を利用し た「放課後 子 ど も 教 室」の 開 催 に 向

け て 、 学 校 や放課後児童クラブ＊ と 連 携 し て い き ま す 。  

 



128 
 

２．スポーツの振興２．スポーツの振興２．スポーツの振興２．スポーツの振興     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 に は 、 体 育 館 、 グ ラウンド、野球場 、 テニスコート、弓道場 、武道場 な ど社

会 体 育 施 設 19施 設 と 、 学 校 施 設 （ グ ラウンド、 体 育 館 ） が 各 地 区 に 点在し 、 各 施 設

ごと の利用者 に よ る 自 主管理を 基 本 と し た管理運 営 体 制 に あ り ま す が 、 施 設 全 体 の

管理運 営面の 統一が 必 要 と な っ て い ま す 。  

体 育協会専門部 の競技スポーツを はじめ 、 スポーツ推 進員の 企 画 に よ る スポーツ

教 室 、イベント開 催 な ど に よ り 町 民一人 いちスポーツの普及 に 努 め て い ま す 。  

ま た 、青少年の スポーツは 、 スポーツ少年団 9団 、クラブチーム（ 中 学 生 ） 1チー

ムも独自 の 活 動 を展開 し 、 団員数は減少 傾 向 に あ る も の の 活 動 は盛ん に 行 わ れ て い

ま す 。  

今 後 も 、生 涯 に わ た っ て スポーツを楽し み 、生 き が い づ く り や健康づ く り 、ま た 、

住民 相 互 の 交 流 に い か し て い く こ と が で き る環境を 整 え る こ と が重要 で す 。 そ の た

め 、競技スポーツに 加 え て 、老若男女を問わずだれ も が 取 り 組 め る軽スポーツの 導

入を 進 め 、 様々な スポーツを 自由に選択で き る 場 の 提 供 を 目 指 し 、 総 合型地 域 スポ

ーツクラブの 育 成 な ど 、 活 動 の 場 づ く り を検討し て い く 必 要 が あ り ま す 。 さ ら に 、

指 導 者 の確保 を はじめ 、 体 育協会専門部 や 各 団 体 に よ る 教 室 開 催 な ど を通じた スポ

ーツ活 動 へ の参画 推 進 を 支 援 し て い く 必 要 が あ り ま す 。   

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． ス ポ ー ツ の 振 興  【 4-1-2】  (１ )ス ポ ー ツ 施 設 の 活 用  【 4-1-2-1】 

(２ )ス ポ ー ツ 指 導 者 の 育 成 ・ 確 保  【 4-1-2-2】 

(３ )ス ポ ー ツ 活 動 へ の 支 援  【 4-1-2-3】 

 

スポーツ施 設 の維持管理・ 整 備 と有効利用を 進 め る と と も に 、 町 民一人 いち

スポーツの普及 や スポーツ団 体 の 活 動 を 支 援 し 、 生 涯 に わ た る健康づ く り の た

め に スポーツを楽し む こ と が で き る環境整 備 に 努 め ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))スポーツ施設の活用スポーツ施設の活用スポーツ施設の活用スポーツ施設の活用    

①スポーツ施設等の充実①スポーツ施設等の充実①スポーツ施設等の充実①スポーツ施設等の充実    

■  社会 体 育 施 設 の適正な維持管理に 努 め 、 施 設 の管理運 営 の 充 実 と効率化

を 図 り ま す 。  

②スポーツ施設の有効利用②スポーツ施設の有効利用②スポーツ施設の有効利用②スポーツ施設の有効利用  

■  施 設 の有効利用と見直し を 進 め 、 多用途へ の 活用を研究し ま す 。  

 

((((２２２２))))スポーツ指導者の育成・確保スポーツ指導者の育成・確保スポーツ指導者の育成・確保スポーツ指導者の育成・確保    

①指導者の育成①指導者の育成①指導者の育成①指導者の育成  

■  スポーツ推 進員の 育 成 を 図 る と と も に 、 各 種 の 指 導 者 の 育 成 や 資質の 向

上を 進 め ま す 。  

②指導者の確保②指導者の確保②指導者の確保②指導者の確保  

■  各 種 スポーツ・レクリエーション 指 導 者 に つ い て幅広い 人 材 を確保 す る

スポーツ指 導 者バンク ＊ の 活用な ど 、 指 導 者 の 発 掘 、 後 継 者 の 養 成 に 取 り

組 み ま す 。  

 

((((３３３３))))スポーツ活動への支援スポーツ活動への支援スポーツ活動への支援スポーツ活動への支援    

①スポーツ教室の開催促進①スポーツ教室の開催促進①スポーツ教室の開催促進①スポーツ教室の開催促進    

■  生 涯 スポーツ振興の た め 各 種 スポーツ教 室 の 開 催 を 支 援 し 、 町 民一人 い

ちスポーツな ど の普及 を 促 進 し ま す 。  

②競技スポーツの振興②競技スポーツの振興②競技スポーツの振興②競技スポーツの振興  

■  体 育協会 の 育 成 を 図 り 、 各 種競技の 指 導レベル の 向上、 各 種 大 会 へ の出

場奨励や 大 会誘致を 進 め 、競技スポーツの振興に 努 め ま す 。  

③スポーツ少年団等への支援推進③スポーツ少年団等への支援推進③スポーツ少年団等への支援推進③スポーツ少年団等への支援推進  

■  町 内 に お い て 活 動 し て い る スポーツ少年団 やクラブチーム（ 中 学 生 ） に

対し 、 そ の 育 成 を 図 り 、 支 援 し て い き ま す 。  

④総合型地域スポーツクラブの設立・育成④総合型地域スポーツクラブの設立・育成④総合型地域スポーツクラブの設立・育成④総合型地域スポーツクラブの設立・育成  

■  だれ も が 生 涯 を通じて スポーツを楽し み 、健康づ く り を 進 め る 生 涯 スポ

ーツ活 動 の 実 現 に 向 け 、 各年代層の スポーツ活 動 を 支 援 す る 総 合型地 域 ス

ポーツクラブの 設 立 ・ 育 成 に 取 り 組 み ま す 。  
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第２節第２節第２節第２節     明日を担う人づくり明日を担う人づくり明日を担う人づくり明日を担う人づくり  
 

１．学校教育の充実１．学校教育の充実１．学校教育の充実１．学校教育の充実     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 で は 、児童生徒の減少 に伴い 、小中 学 校 の小規模化 ・過小規模化 が急激に 進

行 し 、 学 校 運 営 や 教 育 活 動 な ど に 様々な課題が 生じて い る こ と か ら 、小中 学 校 の適

正規模・適正配置等 を確立 す る た め 、平成 19年 5月に 身 延 町 立小中 学 校適正配置審

議会 へ諮問し 、平成 20年 8月 22日に答申さ れ ま し た 。 教 育委員会 で は 、 こ の答申の

趣旨に沿い 、小中 学 校 統 合計画 ・前期計画 及 び 後期計画 を策定し て 取 り 組 み 、平成

30年 4月に は小学 校 3校 、中 学 校 1校 と な り 、計画 し た小中 学 校 の 統 合 が完了し ま す 。  

こ の 統 合計画 で は 、 開 校 後 は既存 施 設 を利用す る こ と と し た た め 、老朽化 す る 学

校 施 設 を更新す る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 学 校給食施 設 に つ い て も 、新た な 学 校配

置や児童生徒数の変化 に対応し た 施 設 の 整 備 が 必 要 に な り 、 中長期的 な展望に 基 づ

く 学 校 教 育環境の 充 実 が重要 な課題で す 。  

児童生徒一人ひと り の 人格の完成 を 目 指 し 、 基礎・ 基 本 を確実 に 身 に 付 け 、 自 ら

課題を見付 け 、 自 ら 学 び 、 自 ら考え 、 主 体 的 に判断し 、 積極的 に 行 動 し 、 よ り よ く

問題を解決す る 資質や 能力「確か な 学力」、 自 ら を律し つ つ 、他人 と と も に協調し 、

他人 を思い や る心や感動 す る心な ど「豊か な心」、た く ま し く 生 き る た め の健康や 体

力「健や か な 体」、知・徳・体 のバラ ン ス を重視し た「生 き る力」を 育 む こ と を 目 指

し た 学 校 教 育 内容の 充 実 を 図 る こ と が 必 要 で す 。  

ま た 、心身 と も に健康な児童生徒を 育 成 す る た め 、命の 大切さ を 教 え る 取 り 組 み

や児童生徒が適切な 教 育 相談等 を受け る こ と が で き る 体 制 整 備 、食育 の 推 進 を含め

た児童生徒の健康管理体 制 の 充 実 を 図 る こ と が 必 要 で す 。  

明日を担う児童生徒の「生 き る力」を 育 む た め 、 学 校 教 育環境の 充 実 、 学 校 教 育

内容の 充 実 、健康な児童生徒の 育 成 が重要 と な り ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学 校 施 設 の計画 的 な 整 備 と 教 育環境の 充 実 を 図 り ま す 。ま た 、学 校 運 営 へ の

地 域住民 の参画 や 地 域 教 育 資源の 積極的 活用な ど 、家庭・地 域・学 校 が協働し

て児童生徒を 育 む環境づ く り を 進 め ま す 。  

児童生徒の 個性を尊重し た 教 育 、社会 の変化 や 地 域課題な ど に対応し た 教 育

を 推 進 す るほか 、確か な 学力の 向上、豊か な 人 間性の 育 成 、心身 と も に健や か

な 体 を 育 み 、「生 き る力」を 身 に 付 け た児童生徒を 育 て ま す 。  
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【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

１ ． 学 校 教 育 の 充 実  【 4-2-1】  (１ )学 校 教 育 環 境 の 整 備 充 実  【 4-2-1-1】 

(２ )学 校 教 育 内 容 の 充 実  【 4-2-1-2】 

(３ )健 康 な 児 童 生 徒 の 育 成  【 4-2-1-3】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))学校教育環境の整備充実学校教育環境の整備充実学校教育環境の整備充実学校教育環境の整備充実    

①①①①適正配置の推進適正配置の推進適正配置の推進適正配置の推進    

■  小中 学 校 後期統 合計画 に 基 づ い た適正規模・適正配置等 を 推 進 し ま す 。  

②学校施設の整備②学校施設の整備②学校施設の整備②学校施設の整備  

■  経年劣化 や老朽化 し た 学 校 施 設 の改善の た め 、 中長期的 な展望に 基 づ い

た 学 校 施 設 の新築、改修を 進 め ま す 。  

■  学 校 施 設 は 、災害発 生時に 地 域 の応急避難 場所と し て利用さ れ る重要 な

役割を担う た め 、防災機 能 を 備 え た 施 設 整 備 を 図 り ま す 。  

■  防災・防犯な ど の安全性を 備 え た 施 設環境の 整 備 と と も に 、環境に配慮

し た 施 設 整 備 を 図 り ま す 。  

■  教 育 内容の 多 様 化 や 情 報 化 の 進展等 に 合 わ せ 、 学 校 施 設 の 高 機 能 ・ 多 機

能 な 施 設環境の 整 備 に 努 め ま す 。  

■  新た な 学 校配置や児童生徒数の変化 に対応し た 学 校給食施 設 （セン タ ー

方式） の 整 備 を 図 り ま す 。  

③安全・安心な学校づくりの推進③安全・安心な学校づくりの推進③安全・安心な学校づくりの推進③安全・安心な学校づくりの推進  

■  自然災害へ の対処や 不審者 に よ る犯罪、 交通事故の防止等 の た め 、通学

路の安全 点検、 要注意 個所の把握と関係者 へ の周知徹底を 図 り ま す 。  

■  不審者 情 報 、有害獣の出没情 報 、道路交通情 報 等 に つ い て は 、 保護者 、

地 域 の関係団 体 等 の 間 で迅速な 情 報 共有が 行 わ れ る よ う 取 り 組 み ま す 。  

■  児童生徒に危険予測及 び危険回避能力を 身 に 付 け さ せ 、安全 ・安心な 教

育環境の確保 に 努 め ま す 。  

■  学 校防災計画 を策定し 、災害時の 連絡体 制 な ど 学 校 の危機管理体 制 等 の

充 実 に 努 め ま す 。  

■  避難所と な る 学 校 施 設 の円滑な 運 営 の た め 、関係機関に よ る 連絡会議等

を 開 催 し 、 体 制 整 備 を 図 り ま す 。  

④通学支援の充実④通学支援の充実④通学支援の充実④通学支援の充実  

■  各 学 校 や 地 域 の 実 情 に応じて 、児童生徒が安全 に通学 で き る よ う通学 支

援 の 充 実 に 努 め ま す 。  

■  町 営バス 、乗り 合 い タクシー 、 そ の他の 公 共 交通機関等 を併用す る効率

的 な通学 支 援 の在り方に つ い て検討し ま す 。  
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⑤就学支援の充実⑤就学支援の充実⑤就学支援の充実⑤就学支援の充実  

■  準要 保護制度の 充 実 と児童生徒の貧困対策を 推 進 し ま す 。  

■  給食費・補助教 材費の 公費負担、修学旅行費へ の補助、入学祝金 の 支給

な ど 教 育費の 保護者負担軽減を 図 り ま す 。  

■  就学奨励金 制度の拡充 を 図 り ま す 。  

⑥地域と連携する学校運営の確立⑥地域と連携する学校運営の確立⑥地域と連携する学校運営の確立⑥地域と連携する学校運営の確立  

■  「学 校 運 営協議会 制度」（コミュニテ ィ スクー ル ）＊ や「学 校 支 援 地 域 本

部」な ど 、 地 域 と 学 校 の協働関係の構築に 努 め ま す 。  

■  学 校評議員制度の 充 実 、 地 域 の 人 材 や 地 域 資源を 活用し た 体験学 習 や職

場 体験な ど を通じて 、 学 校 運 営 へ の 地 域住民 の参画 を 進 め る と と も に 、家

庭・ 地 域 ・ 学 校 の 連 携 を一層強 化 し 、 地 域ぐる み で児童生徒を 育 む環境づ

く り を 進 め ま す 。  

 

 

((((２２２２))))学校教育内容の充実学校教育内容の充実学校教育内容の充実学校教育内容の充実    

①学力の向上①学力の向上①学力の向上①学力の向上    

■  基礎・ 基 本 の確実 な理解を 図 り 、確か な 学力を 身 に 付 け さ せ る た め 、 教

育 内容・方法の一層の 充 実 を 図 り ま す 。  

■  学力向上の た め 、土曜日や長期休 業 等 を 活用し 、児童生徒の 学 習 支 援 を

進 め ま す 。  

■  中 高 連 携 に よ る計画 的 継 続 的 な 教科・科目 等 の 教 育 活 動 を通し て 、 生徒

が 主 体 的 に 進路実 現 で き る こ と を 目 指 し ま す 。  

②教員の指導力の向上②教員の指導力の向上②教員の指導力の向上②教員の指導力の向上  

■  教職に対す る責任感、探究力、 自 主 的 に 学 び 続 け る力の 向上を 目 指 し ま

す 。  

■  教員の 資質能力やＩＣＴ＊ 教 育 な ど の 実践的 指 導力の 向上を 図 り ま す 。  

③体験的地域学習の展開③体験的地域学習の展開③体験的地域学習の展開③体験的地域学習の展開  

■  生命や 自然を 大切に す る心や他者 を思い や る優し さ 、社会性、規範 意識

な ど を 育 て る た め 、 様々な 体験活 動 の 充 実 に 取 り 組 み ま す 。  

■  地 域環境や 地 域 資源を 教 材 に 、 地 域 の 人 材 を 活用し た郷土学 習 、産業 等

の 体験学 習 の 充 実 に 努 め ま す 。  

④現代的教育課題への対応④現代的教育課題への対応④現代的教育課題への対応④現代的教育課題への対応  

■  英語指 導助手の 活用に よ る 外国語活 動 や英語教 育 の 充 実 を 図 り ま す 。  

■  情 報 教 育 、道徳教 育 、 人権教 育 、福祉教 育 、環境教 育 、国際教 育 、防災

教 育 な ど 、 現 代 的 な課題に対応し た 教 育 を 推 進 し ま す 。  

⑤高度情報化への対応と活用⑤高度情報化への対応と活用⑤高度情報化への対応と活用⑤高度情報化への対応と活用  

■  情 報 活用能力の 向上と 情 報 化 の 進展に伴う 様々な課題に対応す る と と も

に 、 情 報モラ ル を 身 に 付 け る た め の 学 習 活 動 を 推 進 し ま す 。  

■  ＩＣＴ＊ 機器を 活用し た 教 育力の 向上を 図 り ま す 。  
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⑥特別支援教育の充実⑥特別支援教育の充実⑥特別支援教育の充実⑥特別支援教育の充実  

■  特別支 援 教 育 支 援員の配置に よ り 、 学 習障害、 情緒障害な ど児童生徒一

人ひと り の 特性に 向 き 合 い 、持て る力を 高 め 、 生 活 や 学 習上の 困 難 さ の改

善を 目 指 し た適切な 教 育 的 支 援 を 進 め ま す 。  

■  障害の あ る児童生徒へ の 支 援 に つ い て は 、 個々の障害に応じた 特別支 援

学級の 設置等 必 要 な措置を 講じま す 。  

■  障害の あ る児童生徒へ の一貫し た 支 援 を 行 う た め 、関係機関の 連 携 を 図

り ま す 。  

⑦異校種間連携の強化⑦異校種間連携の強化⑦異校種間連携の強化⑦異校種間連携の強化    

■  保 育所（園）、小学 校 、中 学 校 、高 校 等 の 連 携 を 強 化 し 、情 報 等 の 共有を

よ り緊密に し 、 き め細か い就学 指 導 体 制 の確立 に 努 め ま す 。     

    

    

((((３３３３))))健康な児童生徒の育成健康な児童生徒の育成健康な児童生徒の育成健康な児童生徒の育成    

①生きる力の育成といのちの大切さを教える取り組み①生きる力の育成といのちの大切さを教える取り組み①生きる力の育成といのちの大切さを教える取り組み①生きる力の育成といのちの大切さを教える取り組み    

■  児童生徒一人ひと り に 生 き る力を確実 に 身 に 付 け さ せ 、社会 的 自 立 の 基

礎を 養 う と と も に 、 体系的 ・系統 的 なキャリア 教 育 の一層の 充 実 と 、社会

人 ・職業 人 と し て の 資質や 意識の 向上を 図 り ま す 。  

■  家庭・ 地 域 ・ 学 校 が 連 携 し な が ら 、一人ひと り が 自 分 自 身 を 大切に す る

と と も に 、他者 へ の思い や り と い のちを 大切に す る児童生徒の 育 成 に 努 め

ま す 。  

②相談体制の充実②相談体制の充実②相談体制の充実②相談体制の充実  

■  いじめ や 不登校 へ の早期対応、 様々な悩み を抱え る児童生徒な ど 、 教 育

相談を 必 要 と す る児童生徒が適切な 教 育 相談等 を受け る こ と が で き る よ う 、

スクー ルカウンセラ ー や スクー ルソーシャルワーカー ＊ 等 の 外 部専門家の

活用な ど 、 教 育 相談体 制 の 整 備 を 図 り ま す 。  

■  いじめ 、 体罰な ど の問題行 動 の 実態把握に 努 め る と と も に 、未然防止策

の 充 実 を 図 り ま す 。  

■  経済的 支 援 を 必 要 と す る児童生徒に対し 、関係機関と 連 携 し 相談体 制 の

充 実 に 努 め ま す 。  

③健康管理体制の充実③健康管理体制の充実③健康管理体制の充実③健康管理体制の充実  

■  学 校 保健に係る 教員の 資質・ 能力の 向上を 図 る と と も に 、 学 校医、 学 校

歯科医、学 校薬剤師な ど の協力を得な が ら 体系的 な 保健教 育 を 推 進 し ま す 。 

■  学 校 保健委員会 の 設置率の 向上を 目 指 し 、 学 校 、家庭及 び 地 域 の医療機

関等 と の 連 携 に よ る 保健管理を 充 実 し ま す 。  
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④④④④食育の推進食育の推進食育の推進食育の推進  

■  地産地消の 推 進 、安全 ・安心な食材 の確保 、 伝 統食な ど を 取 り入れ た給

食内容の 充 実 と衛生管理の徹底を 図 り ま す 。  

■  学 校 ・家庭・ 地 域 の 連 携 を 図 り 、 子 ど も の時か ら望ま し い食習慣を 身 に

付 け る食育 を 推 進 し ま す 。  

■  学 校 に お け る食物 アレルギー 事故防止の徹底を 図 り ま す 。  
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２．青少年の育成２．青少年の育成２．青少年の育成２．青少年の育成     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

家庭及 び 地 域 の 教 育力の低下 や 連帯感の希薄化 な ど が 進 ん で い る 中 、青少年が心

身 と も に健全 に 成長し て い く こ と が で き る環境づ く り や家庭・ 地 域 ・ 学 校 が そ れぞ

れ 機 能 を 発揮し つ つ緊密に 連 携 し て青少年の健全 育 成 に 取 り 組 む こ と が求め ら れ て

い ま す 。  

青少年育 成 身 延 町 民 会議で は 、 町 民 総参加 の も と 、 総 会 や 子 ど も ・若者 育 成 支 援

身 延 町 推 進 大 会 な ど を通じて 町 民 意識の 高揚を 図 り 、 地 域 活 動 へ の参画 や 町 内 の小

学 生 交 流 事 業 に も 取 り 組 ん で い ま す 。 ま た 、 地 区 公 民 館 で は親子 活 動 や 地 域 の 特 色

あ る 事 業 を 主 体 的 に 進 め て い ま す 。  

少 子 化 が 進 む 中 で 、 育 成 会 ・ 子 ど もクラブ活 動 が 困 難 に な っ て き て い る状況も あ

り 、 活 動 組織の再編成 、 公 民 館 活 動 やコミュニテ ィ ＊ 活 動 と の一体 化 な ど を検討す

る 必 要 が あ り ま す 。  

さ ら に 、 本 町 の恵ま れ た 自然環境や 歴 史 文 化 資源を青少年育 成 活 動 に効果的 に 活

用し て い く こ と が 必 要 で す 。  

今 後 も青少年の非行防止活 動 や 相談体 制 の 充 実 、親子 で の 地 域 活 動 へ の参画 、異

世代 交 流 や 町 外 と の 交 流 活 動 、健全 な 地 域環境づ く り を 継 続 的 に 進 め て い く 必 要 が

あ り ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

  

次代 を担う青少年を 地 域ぐる み で 育 て 育 む た め 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど 地 域

や 事 業 体 と 連 携 し た 活 動 を 促 進 し 、青少年の社会参画 を 進 め ま す 。  
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【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 青 少 年 の 育 成  【 4-2-2】  (１ )青 少 年 育 成 推 進 体 制 の 強 化  【 4-2-2-1】 

(２ )青 少 年 育 成 活 動 の 推 進  【 4-2-2-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))青少年育成推進体制の強化青少年育成推進体制の強化青少年育成推進体制の強化青少年育成推進体制の強化    

①青少年育成組織の強化①青少年育成組織の強化①青少年育成組織の強化①青少年育成組織の強化    

■  家庭・ 地 域 ・ 学 校 等 の 連 携 、 子 育 て 支 援対策と の 連 携 な ど 、青少年の健

全 育 成 を 図 る た め の 総 合 的 な 施策を効果的 に 推 進 す る た め 、青少年育 成 身

延 町 民 会議の 取 り 組 み を 強 化 し ま す 。  

②相談体制の充実②相談体制の充実②相談体制の充実②相談体制の充実  

■  小中 学 校 、 高 校 と の 情 報 共有、認定カウンセラ ー に よ る 相談会 な ど青少

年相談体 制 を 充 実 し 、問題の早期発見、対応に 努 め ま す 。  

③青少年育成団体の活性化③青少年育成団体の活性化③青少年育成団体の活性化③青少年育成団体の活性化  

■  青少年育 成 活 動 を円滑に 推 進 す る た め 、 育 成 会 ・ 子 ど もクラブな ど の 団

体 へ の 支 援 に 取 り 組 ん で い き ま す 。  

 

((((２２２２))))青少年育成活動の推進青少年育成活動の推進青少年育成活動の推進青少年育成活動の推進    

①社会参画・交流機会の拡充①社会参画・交流機会の拡充①社会参画・交流機会の拡充①社会参画・交流機会の拡充  

■  育 成 会・子 ど もクラブ活 動 を 支 援 す る と と も に 、青少年の 自 立心を 育 て 、

社会性を 養 う ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど社会参画 を 促 進 し ま す 。 ま た 、コミュ

ニテ ィ ＊ 活 動 や 公 民 館 活 動 と の 連 携 、三世代 交 流 、親と 子 ・家族が一緒に

参加 す る 活 動 を 促 進 し ま す 。  

②地域環境の浄化②地域環境の浄化②地域環境の浄化②地域環境の浄化  

■  有害な環境の浄化 活 動 、声か け 運 動 、見守り隊な ど 、 地 域ぐる み で青少

年の非行防止に 努 め ま す 。  

③体験活動の拡充③体験活動の拡充③体験活動の拡充③体験活動の拡充  

■  本 町 の 多 様 な 自然や 歴 史 文 化 資源等 の 活用を 図 り な が ら 、野外 活 動 の 体

験やリーダー 講 習 等 を通じ、青少年期に お け る 体験活 動 の 充 実 を 図 り ま す 。 
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第３節第３節第３節第３節     地地地地 域文化をはぐくむ域文化をはぐくむ域文化をはぐくむ域文化をはぐくむ  
 

１．文化活動の展開１．文化活動の展開１．文化活動の展開１．文化活動の展開     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 で は 、 身 延 町 総 合 文 化 会 館 が 文 化 事 業 の 中核拠 点 と な っ て お り 、音楽や演劇

等 の 公演、映画上映会 な ど を 主 催 す るほか 、 各 種 大 会 や 講演会 、 発表会 な ど の貸館

事 業 を 行 っ て お り 、身 延 町 総 合 文 化祭芸 能 発表会 の 会 場 と し て も 活用さ れ て い ま す 。

ま た 、 各 地 域 の 文 化 活 動 の 拠 点 と し て は 、 地 区 公 民 館 が利用さ れ て い ま す 。  

郷土の 歴 史 文 化 を 継 承 す る な か と み 和 紙 の 里 、 な か と み 現 代 工 芸 美 術 館 、 甲 斐 黄

金 村 ・ 湯 之 奥 金 山 博 物 館 な ど で は 、 企 画展や 文 化 講 座 、 体験学 習イベントな ど の 文

化 事 業 を 実 施 し て い ま す 。  

今 後 も 、 こ う し た 文 化 施 設 に つ い て は 、 地 域 のニーズに対応す る と と も に 、独自

性と 継 続性の あ る 運 営 を 図 る た め 、 文 化 事 業 を 支 え る サポー タ ー 及 び ボ ラ ン テ ィ ア

ス タ ッフ体 制 、 施 設管理・ 運 営 の在り方等 を検証し 、改善を 図 っ て い き ま す 。 こ れ

ま で も 、 町 民 が優れ た 文 化 芸 術 に触れ る 機 会 を 提 供 す る と と も に 、 文 化協会 の 活 動

を 支 援 し 、 文 化祭や展示会 の 開 催 な ど 文 化 活 動 へ の 町 民参加 と 文 化 交 流 に 努 め 、住

民 の 自 主 的 な 活 動 を 強 化 し 地 域 活性化 を 促 進 し て き ま し た 。  

今 後 は 、心の豊さ を求め る 志 向 が一層高 ま る 中 で 、 町 民 が よ り 充 実 し た 文 化 芸 術

を楽し め る 機 会 や 場 づ く り を 進 め 、 町 内 外 の 交 流 を深め て い く こ と が 必 要 で す 。 今

後 と も 文 化 団 体 の 自 主 活 動 や 指 導 者 の 育 成 に 努 め る と と も に 、 多 様 な 文 化 情 報 の 提

供 や 文 化 施 設 相 互 の 情 報 ネ ットワーク化 を 推 進 し ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

１ ． 文 化 活 動 の 展 開  【 4-3-1】  (１ )文 化 振 興 体 制 の 充 実  【 4-3-1-1】 

(２ )芸 術 文 化 活 動 の 推 進  【 4-3-1-2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

芸 術 文 化 の振興体 制 を 充 実 し 、芸 術 文 化 事 業 へ の 町 民参画 を 促 し 、芸 術 文 化 を

通じた幅広い 交 流 活 動 を 促 進 し ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))文化振興体制の充実文化振興体制の充実文化振興体制の充実文化振興体制の充実    

①活動団体の支援①活動団体の支援①活動団体の支援①活動団体の支援  

■  身 延 町 文 化協会 及 び 各 種 文 化 団 体 の グ ル ー プ 相 互 の 交 流 、 指 導 者 の 養 成

な ど 、 活 動 団 体 の 活性化 を 図 り ま す 。  

②文化施設の管理体制等強化②文化施設の管理体制等強化②文化施設の管理体制等強化②文化施設の管理体制等強化  

■  文 化 施 設 の管理及 び 機 能 充 実 に つ い て 、 指定管理者 制度導入の検討も含

め管理運 営 体 制 の 強 化 と効率化 を 進 め ま す 。  

③文化による情報発信③文化による情報発信③文化による情報発信③文化による情報発信  

■  観光や 交 流 事 業 等 と 連 携 し 、 文 化イベントを 企 画 し て そ の 情 報 を 発信し

ま す 。  

 

((((２２２２))))芸術文化活動の推進芸術文化活動の推進芸術文化活動の推進芸術文化活動の推進    

①鑑賞・発表機会の充実①鑑賞・発表機会の充実①鑑賞・発表機会の充実①鑑賞・発表機会の充実  

■  優れ た 芸 術 文 化 に触れ 、 体験し 、 交 流 す る 機 会 の 充 実 を 図 る と と も に 、

文 化祭、 芸 術 企 画展な ど 文 化 団 体 ・ グ ル ー プ の 活 動 の 発表機 会 を 充 実 し ま

す 。  

②文化事業の推進②文化事業の推進②文化事業の推進②文化事業の推進  

■  文 化 団 体 や 総 合 文 化 会 館 、 な か と み 現 代 工 芸 美 術 館 等 の 自 主 事 業 を 推 進

し ま す 。  

③文化芸術サポ－ターの育成③文化芸術サポ－ターの育成③文化芸術サポ－ターの育成③文化芸術サポ－ターの育成  

■  芸 術 文 化 事 業 の 企 画段階か ら の 町 民参画 を 図 る と と も に 、 事 業 実 施 を 支

え る サポー タ ー 及 び ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッフを 育 成 し ま す 。  

④地域文化活動の支援④地域文化活動の支援④地域文化活動の支援④地域文化活動の支援  

■  文 化 活 動 に 取 り 組 ん で い る 組織な ど 地 域 づ く り 団 体 と の 連 携 を深め 、 地

域 に 根ざし た 文 化 活 動 を 支 援 し て い き ま す 。  
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２．歴史と文化遺産の継承２．歴史と文化遺産の継承２．歴史と文化遺産の継承２．歴史と文化遺産の継承     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 は 、 甲 斐 と駿河を結ぶ身 延道（河内路・駿州往還） の 中心と し て古く よ り 開

け 、 13の国指定文 化財を はじめ 多 く の 歴 史 文 化遺産に恵ま れ た 特 色 あ る固有の 歴 史

と 伝 統 文 化 を誇る 地 域 で す 。  

身 延 山久遠寺は日蓮宗の 総 本 山 と し て  多 く の 人々の信仰を 集 め 、年間 を通じて 全

国各 地 か ら数多 く の参拝者 や観光客な ど が訪れ て い ま す 。 身 延 山 に は 、古来か ら の

伝 統 行 事 を はじめ 身 延 山宝物 館 の 文 化財、日蓮聖人草庵＊跡、 総門、三門等 の建築

物 、周辺の宿坊＊・古刹＊ な ど 、貴重な 歴 史 文 化遺産が 継 承 さ れ て い ま す 。ま た 、身

延 山 は しだれ桜の名所で あ り 、復元さ れ た五重塔やゆばに 代表さ れ る精進 料理な ど

も含め 、国際的 な 歴 史 文 化遺産と し て の価値を有し て い ま す 。  

こ のほか に 、国指定史跡で あ る 中 山 金 山遺跡＊ は 、戦国時代 の鉱山技術 を 伝 え る

貴重な遺跡で す 。 甲 斐 黄 金 村 ・ 湯 之 奥 金 山 博 物 館 で は 、 そ の出土品や 歴 史 事 実 を紹

介す る と と も に 、 中 山 金 山 を含め た 湯 之 奥三金 山 の構成 史跡で あ る茅小屋金 山 、 内

山 金 山 の追加 指定を視野に調査及 び 情 報収集 を 進 め るほか 、 金 山 史研究書 の刊行 、

企 画展や 公 開 講 座 、研究発表会 な ど を 開 催 し て お り 、 本 町 の 歴 史 文 化 を 発信す る 拠

点 と し て 全国的 に も 高 い評価を受け て い ま す 。 ま た 、砂金採り 体験やイベントの 開

催 な ど 、 特 色 あ る観光拠 点 に も な っ て い ま す 。  

武田信玄公 の時代 か ら脈々と 伝 わ る西嶋和 紙 の 活性化 拠 点 で あ る な か と み 和 紙 の

里 は 、 紙漉き 体験施 設 に お い て 各 地 の小中 学 生 の卒業証書 づ く り な ど が 行 わ れ て い

ま す 。 今 後 も 伝 統技法を受け 継ぐた め 後 継 者 育 成 に 努 め る と と も に 、観光・ 交 流 と

の 連 携 強 化 な ど 、更な る利用促 進 が 必 要 で す 。  

こ れ ら のほか 、 本遠寺＊ 、門西家住宅＊ 、旧市川家住宅＊ な ど の建造物 、寺社が所

蔵 す る 美 術 工 芸品、南部氏や穴山氏の 史跡、 富士山世界文 化遺産の構成 資産で あ る

本栖湖、オハツキイチョウやブッポウソウ繁殖地 に 代表さ れ る天然記念物 、西島の

神楽、 下 山甚句な ど の無形民 俗 文 化財と 多 様 な 文 化財を 保有し て い ま す 。 ま た 、 木

喰 の 里 微 笑 館 、 歴 史 民 俗 資 料 館 が あ り 、 さ ら に 下 山 大 工 の建築物 な ど 本 町 を彩る 歴

史 文 化 資源が あ り ま す 。  

こ れ ら の 多 様 な 歴 史 文 化 、 自然遺産を 町 民 共有の財産と し て 大切に 保護し 、次世

代 に 継 承 す る と と も に 、 学 校 教 育 や 生 涯 学 習 に お け る郷土学 習 へ の 活用を 図 り 、郷

土に対す る理解を深め て い く こ と が重要 で す 。 ま た 、観光・ 交 流 の振興へ の 活用を

進 め 、 本 町 が歩ん で き た 歴 史 文 化 や豊か な 自然を感じる こ と が で き る まちづ く り へ

の 取 り 組 み を 進 め ま す 。  
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【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 歴 史 と 文 化 遺 産 の 継

承  

【 4-3-2】  (１ )文 化 財 の 保 護 と 活 用  【 4-3-2-1】 

(２ )地 域 文 化 の 継 承 と 育 成  【 4-3-2-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))文化財の保護と活用文化財の保護と活用文化財の保護と活用文化財の保護と活用    

①文化財調査・保護活動の促進①文化財調査・保護活動の促進①文化財調査・保護活動の促進①文化財調査・保護活動の促進  

■  歴 史 文 化 、 自然遺産の調査研究、 指定文 化財の 保護・ 保 全対策、 文 化財

指定と 公 開 を 進 め る と と も に 、 地 域住民 に よ る 保護活 動 を 促 進 し ま す 。  

②文化財等の活用②文化財等の活用②文化財等の活用②文化財等の活用  

■  文 化財等 の紹介冊子 やマッ プ の作成 、 分 か り や す い誘導案内標識の 設置

を 図 り 、フィ ー ルドミュー ジ アム ＊ 機 能 整 備 の一環と な るウォーキン グコ

ー ス づ く り を 進 め ま す 。 ま た 、 町 が誇る 歴 史 文 化 の 情 報 発信に よ り誘客を

図 り ま す 。  

③専門的人材の確保③専門的人材の確保③専門的人材の確保③専門的人材の確保  

■  文 化財保護等 の専門的 人 材 の確保 や 文 化財保護審議会 の 活 動 の 促 進 を 図

り ま す 。  

 

((((２２２２))))地域文化の継承と育成地域文化の継承と育成地域文化の継承と育成地域文化の継承と育成    

①郷土芸能等の伝承①郷土芸能等の伝承①郷土芸能等の伝承①郷土芸能等の伝承  

■  郷土芸 能 や 伝 統技術 等 の 伝 承 の た め記録を 保 存 し 、 継 承 事 業 を 支 援 し ま

す 。  

②伝統文化の掘り起こし②伝統文化の掘り起こし②伝統文化の掘り起こし②伝統文化の掘り起こし  

■  地 域コミュニテ ィ ＊ 活 動 と 連 携 し た 伝 統 行 事 な ど 地 域固有の 伝 統 文 化 の

掘 り起こ し と 継 承 を 支 援 し ま す 。  

③文化をいかした地域づくり③文化をいかした地域づくり③文化をいかした地域づくり③文化をいかした地域づくり  

■  本 町 の 歴 史 文 化 、 自然遺産を 活用す る 学 習 教 室 な ど の 開 催 、県内 の 博 物

館 等 と 連 携 し たイベント・ 体験事 業 を 推 進 し 、 町 民 の郷土学 習 の 場 を拡大

す る と と も に 、 町 外 か ら の誘客を 図 り ま す 。  

④人材の育成④人材の育成④人材の育成④人材の育成  

■  身 延 歴 史 文 化ガイドな ど の 人 材 育 成 を 図 り 、郷土学 習 や観光面へ の 活用

を 促 進 し ま す 。  

本 町固有の貴重な 歴 史 文 化 、 自然遺産の調査と適切な 保護・ 保 全 、 継 承 に 努

め 、 町 の誇り と し て の 情 報 発信と 地 域 資源と し て そ の有効活用を 図 り ま す 。  
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⑤歴史文化資料の蓄積・情報提供⑤歴史文化資料の蓄積・情報提供⑤歴史文化資料の蓄積・情報提供⑤歴史文化資料の蓄積・情報提供  

■  古文 書 や遺物 な ど の 歴 史 文 化 史 料 の デ ジ タ ル 化 及 びウェブサイト等 に よ

る 情 報 提 供 と 、研究成果の 公 開 を 進 め ま す 。  

⑥民⑥民⑥民⑥民俗資料の収集・保存俗資料の収集・保存俗資料の収集・保存俗資料の収集・保存  

■  民具な ど 民 俗 資 料 の収集 を 進 め な が ら 、展示・ 保 存方法を検討し て い き

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

「私のまち「私のまち「私のまち「私のまち

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち「私のまち「私のまち「私のまち     身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち 
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身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

 身延町の未来」

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

身延町の未来」

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

身延町の未来」  

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です 。。。。  

 

 

 

         

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現
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第第第第５５５５章章章章    協働のまちづくり協働のまちづくり協働のまちづくり協働のまちづくり    

 

第１第１第１第１ 節節節節     住民が主体となる住民が主体となる住民が主体となる住民が主体となる  
 

１．男女共同参画１．男女共同参画１．男女共同参画１．男女共同参画     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

男 女 共 同 参 画 社 会 は 、 「 男 女 が 、 社 会 の 対 等 な 構 成 員 と し て 、 自 ら の 意 思 に よ っ

て 社 会 の あ ら ゆ る 分 野 に お け る 活 動 に 参 画 す る 機 会 が 確 保 さ れ 、 男 女 が 均 等 に 政 治

的 、 経 済 的 、 社 会 的 及 び 文 化 的 利 益 を 享 受 す る こ と が で き 、 共 に 責 任 を 担 う べ き 社

会 」 で す 。  

本 町 で は 、 「 み の ぶ ヒ ュ ー マ ン プ ラ ン 」 （ 男 女 共 同 参 画 プ ラ ン ） を 定 め 、 男 女 共

同 参 画 社 会 の 行 動 目 標 を 定 め て い ま す 。  

今 後 も 様 々 な 機 会 を 捉 え 、 男 女 共 同 参 画 社 会 を 実 現 す る た め の 基 本 理 念 「 男 女 の

人 権 の 尊 重 」 「 社 会 に お け る 制 度 又 は 慣 行 に つ い て の 配 慮 」 「 政 策 等 へ の 立 案 及 び

決 定 へ の 共 同 参 画 」 「 家 庭 生 活 に お け る 活 動 と 他 の 活 動 の 両 立 」 「 国 際 的 協 調 」 の

環 境 づ く り を 進 め る こ と が 重 要 で す 。  

ま た 、 各 種 行 政 委 員 へ の 女 性 の 登 用 を 推 進 し 、 き め 細 や か な 感 性 と 実 行 力 を 活 か

し て い く こ と が 大 切 で す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

１ ． 男 女 共 同 参 画  【 5-1-１ 】 (１ )男 女 共 同 参 画 社 会 の 推 進  【 5-1-1-1】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画社会の推進社会の推進社会の推進社会の推進    

①①①①推進体制の整備推進体制の整備推進体制の整備推進体制の整備  

■  「 み の ぶ ヒ ュ ー マ ン プ ラ ン 」 （ 男 女 共 同 参 画 プ ラ ン ） の 実 践 を 推 進 す る

た め 、 町 民 に よ る 推 進 委 員 会 を 設 置 し 、 総 合 的 な 施 策 を 進 め ま す 。  

 

 

男 女 が お 互 い の 人 権 を 尊 重 し 、 そ れ ぞ れ の 個 性 と 能 力 を 発 揮 で き る 男 女 共 同

参 画 社 会 を 目 指 し 、 意 識 改 革 を 進 め る と と も に 推 進 体 制 を 整 備 し 、 女 性 の 力 が

発 揮 さ れ る 場 づ く り と 活 動 を 促 進 し ま す 。  
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②意識改革への啓発②意識改革への啓発②意識改革への啓発②意識改革への啓発  

■  講 演 会 や フ ォ ー ラ ム ＊ 等 を 通 じ て 、 家 庭 、 地 域 、 職 場 等 に お け る 性 別 役

割 分 担 意 識 の 是 正 な ど 共 同 参 画 社 会 実 現 へ の 意 識 の 変 革 、啓 発 に 努 め ま す 。 

■  生 涯 学 習 や 公 民 館 活 動 、 学 校 教 育 に お け る 男 女 平 等 教 育 を 推 進 し ま す 。  

■  現 在 社 会 問 題 と な っ て い る DV＊（ ド メ ス テ ィ ッ ク バ イ オ レ ン ス ）に 関 す

る 情 報 を 提 供 し 、 DV＊ へ の 認 識 を 高 め ま す 。  

③③③③女性の参画の場の拡大女性の参画の場の拡大女性の参画の場の拡大女性の参画の場の拡大    

■  コ ミ ュ ニ テ ィ ＊ 活 動 な ど へ の 女 性 の 参 画 を 促 進 す る と と も に 、 政 策 決 定

の 場 へ の 参 画 、 各 種 審 議 会 等 へ の 女 性 の 登 用 を 進 め 、 男 女 共 同 参 画 を 促 進

し ま す 。  

④④④④就労環境の整備就労環境の整備就労環境の整備就労環境の整備    

■  就 労 の た め の 条 件 整 備 、 女 性 の 多 様 な 働 き 方 へ の 支 援 を 進 め 、 男 性 の 育

児 休 暇 の 取 得 し や す い 環 境 づ く り な ど 、 男 女 が 共 に 助 け 合 い 、 平 等 に 働 け

る 環 境 づ く り に 努 め ま す 。  

■  「 身 延 町 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 （ み の ぶ  子 ど も ・ 子 育 て 応 援 プ

ラ ン ） 」 に 基 づ き 、 男 女 が 平 等 に 仕 事 を 続 け ら れ る た め の 子 育 て 環 境 、 保

育サービス 、 学童保 育 な ど の充実 を図り ま す 。  
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２．２．２．２． 住民と行政の情報交流住民と行政の情報交流住民と行政の情報交流住民と行政の情報交流     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

住民 自 治 の強化 と 地 域 協 働 の まちづ く り を 進 め る た め に は 、住民 の まちづ く り へ

の 関心を 高 め る と と も に 、住民 と 行 政相互 の 情 報 の交流・ 共有が不可欠で す 。 情 報

の交流・ 共有と は 、 行 政運営や 施 策 事 業 に つ い て の住民 へ の 様 々 な 情 報 提 供 を 進 め

な が ら 、住民 の 意向や ニ ーズを把握し 、 まちづ く り 施 策 に反映す る こ と で あ り 、住

民 と 行 政双方 が 地 域課題 の解決 に向け て 共 に考え 、 意見を交わし 合 う 仕組み を円滑

に 進 め て い く た め の 基礎と な る も の で す 。  

本 町 で は 、 町広報誌や 議 会広報 、防災行 政無線を 活 用 し た放送を 行 い 、ホー ムペ

ージに つ い て は災害時、専用サイトに 切 り替わる 機 能 に よ り 、災害時に必要 な 情 報

の 発信をわか り や す く伝え る こ と が可能 と な り ま し た 。 さ ら に 、ホー ムページや

SNS＊ な ど に よ り 様 々 な 行 政 情 報 を 提 供 し て お り 、ホー ムページに は 町広報誌や 議

会広報 をデータ化 し た も の も毎月載せて い ま す 。近い将来さ ら な るデータ通信端末

の普及 、活 用 が見込ま れ る中、現 在 、紙媒体 に て住民 に 提 供 さ れ て い る 町広報誌や 、

回覧物をデータ化 し 、 各世帯に お い て閲覧し て い ただく よ う な 環 境 づ く り が ど の程

度 ま で可能 な の か 、模索、検討し 、 町 民 へ の 情 報 提 供 の一層の充実 を図っ て い く必

要 が あ り ま す 。  

各 種 の 事 業 実 施 に あ た っ て 関係住民 と の 意見交換の 場 を 設 け て い ま す 。 そ の 他 、

審 議 会 等 の 各 種 の諮問 審 議 機 関 が あ り 、 事 案 に 応 じ て開催し て い ま す 。 今 後 は 、住

民 自 治 の強化 や 地 域 協 働 の まちづ く り 推 進 に効果的 で 、 多 く の 町 民 参 画 が 得 ら れ る

多 様 な 方法を検討し て い く必要 が あ り ま す 。  

本 町 で は 、 「 身 延 町 情 報 公開条例及 び 身 延 町 個 人 情 報 保護条例」 に 基 づ き 、 情 報

の 公開を 実 施 し て い ま す 。 行 政 か ら の説明責 任 を果た し 、透明性 と信頼関係を 確 保

す る た め に 、 今 後 も適正 に 情 報 公開し て い く こ と が求め ら れ て お り 、 文書管理 の徹

底な ど 公開体 制 を 整 え て い く必要 が あ り ま す 。  

今 後 と も 、住民 の ニ ーズに 合 っ た 情 報 提 供 を 行 う と と も に 、住民 か ら の 各 種 情 報

や 町 政 に 関 す る 意見・ 提 案 を把握で き る 、双方向型の 情 報交流の 仕組み を充実 し て

い く必要 が あ り ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

多 様 な手法に よ る広報 ・広聴活 動 を 推 進 す る と と も に 、適正 な 情 報 公開を 実

施 し 、 行 政 の透明性 を 高 め 、 町 民 と の信頼関係を築い て い き ま す 。  
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【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 住 民 と 行 政 と の 情 報

交 流  

【 5-1-2】  (１ )広 報 ・ 広 聴 の 充 実  【 5-1-2-1】 

(２ )情 報 公 開 の 推 進  【 5-1-2-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))広報・広聴の充実広報・広聴の充実広報・広聴の充実広報・広聴の充実    

①広報媒体の充実①広報媒体の充実①広報媒体の充実①広報媒体の充実    

■  町 民 と 行 政 の 情 報 の 共有化 を強め る た め 、 地 域 情 報 化 の 推 進 と連携し た

広報誌や 議 会広報誌、ホー ムページな ど引き 続 き広報媒体 の充実 に 努 め ま

す 。  

■  データ情 報端末を最大限利 用 し た 町 か ら の 情 報 提 供 が ど の程度可能 か検

討し て い き ま す 。  

②双方向型の情報交流②双方向型の情報交流②双方向型の情報交流②双方向型の情報交流    

■  住民 の ニ ーズに 合 っ た 情 報 提 供 を 行 う と と も に 、住民 か ら の 各 種 情 報 や

町 政 に 関 す る 意見・ 提 案 を把握で き る双方向型の 情 報交流の 場 と し て 、 意

見交換の 場 の充実 や住民 か ら の 要望に こ た え る出前講座の 実 施 を 進 め ま す 。 

③パブ③パブ③パブ③パブリックコメントリックコメントリックコメントリックコメント ＊＊＊＊制度の推制度の推制度の推制度の推進進進進    

■  町 政 の 重 要 な 計 画 や 条例等 の素案 等 を 公表し 、 町 民 意見を 公募し 、 政 策

等 立 案 に反映させるパブリッ ク コ メ ント＊ 制 度 を 推 進 し ま す 。  

④ワークショッ④ワークショッ④ワークショッ④ワークショッププププ ＊＊＊＊の開の開の開の開催催催催    

■  地 域課題 を テ ー マ と す る 町 民 参 画 のワー クショッ プ ＊ の開催を 進 め 、 提

言を 施 策 に反映し て い き ま す 。  

    

((((２２２２))))情報公開の推進情報公開の推進情報公開の推進情報公開の推進    

①文書等行政資料管理の強化①文書等行政資料管理の強化①文書等行政資料管理の強化①文書等行政資料管理の強化    

■  各 種 文書、 各 種 の統計データな ど 、 行 政 文書資料の収集管理 体 制 の強化

や 文書管理シス テ ム の 構築に よ り 、 的 確 で迅速な 情 報 公開に 努 め ま す 。  

②制度の適正な運用②制度の適正な運用②制度の適正な運用②制度の適正な運用    

■  町 情 報 公開条例及 び 個 人 情 報 保護条例の適正 な運用 に 努 め ま す 。  
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３．地域協働のまちづくり３．地域協働のまちづくり３．地域協働のまちづくり３．地域協働のまちづくり     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

地 域 協 働 は 、 まちづ く り に 大 切 な 目 標 で あ る 「福祉の充実 、安心な暮ら し 、 環 境

の 保全、雇用 の 場 の 確 保 、将来を 担 う 人財、 文 化 の継承、 教 育 の充実 」 な ど を達成

す る た め に 町 民 や 地 域組織、 各 種団体 、 行 政 な ど の組織等 が 対 等 の 関係で そ れ ぞ れ

の特性 を 活 か し な が ら連携・ 協 力 ま た は 、 そ れ ぞ れ の 役 割 を 担 い 合 い 、相乗効果に

よ る 大 き な 成果を上げる 取 り組み で す 。  

こ れ か ら は 、 行 政主導に よ る まちづ く り か ら住民主導の まちづ く り に転換し 、 地

方創生 に向け て 地 方 の 自主性 ・ 自 立 性 に よ る 取 り組み を 進 め 、 「 自 ら の 責 任 と判断

で 自 ら の まちづ く り を 行 っ て い く 」 こ と が求め ら れ て い ま す 。 地 域 の 発展の た め に

は 、 町 の将来のビジョン を 行 政 と 町 民 が 共有し 、 そ れ ぞ れ の 役 割 と 責 任 を 担 い な が

ら連携し 協 働 の まちづ く り に 取 り組むこ と が必要 に な り ま す 。  

本 町 で は住民 の 自主的 な 活 動 を 促 進 す る た め 、 平 成 17年度 か ら 「 身 延 町 まちづ く

り 推 進 事 業 」 を創出し 、 地 域 の創意 、工夫に 基 づ い た快適な 生 活 環 境 の 実 現 や 地 域

経 済 の 活 性 化 の た め の 事 業 の 実 施 な ど 、 活 力 あ る住み よ い 地 域 づ く り に資す る諸活

動 を 推 進 す るグルー プ の 育 成 と 、 事 業 を 支 援 し 、 地 域ぐる み の まちづ く り 、むら お

こ し の気運を醸成 す る こ と を 目 的 と し た 取 り組み を 進 め て い ま す 。 ま た 、 町 民 自 治

の充実 と 町 民主体 の まちづ く り の 推 進 を図り 、夢と希望に満ちた 身 延 町 を創る こ と 、

地 域 協 働 の まちづ く り を 推 進 す る た め の 町 民 活 動 、団体 等 の組織化 や 活 動 の 自主運

営化 な ど を 推 進 し て い ま す 。  

今 後 も 、住民 自 治 意 識 の 高揚と まちづ く り を 担 う 人材の 育 成 に 努 め る と と も に 、

課題 の解消に向け て 、 行 政 と住民 が連携し 、 分 担 し て い く 地 域 協 働 の まちづ く り を

進 め 、住民主体 の 活 動 に 対 す る 支 援 を充実 し て い く こ と が必要 で す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

３ . 地 域 協 働 の ま ち づ く

り  

【 5-1-3】  (１ )地 域 協 働 ま ち づ く り の 仕 組 み

づ く り と 展 開  

【 5-1-3-1】 

(２ )町 民 の 自 主 的 な ま ち づ く り  【 5-1-3-2】 

(３ )ま ち を 元 気 に で き る 人 財 の 育  

 成  

【 5-1-3-3】 

行 政 と住民 が連携し 、 分 担 し て い く 地 域 協 働 の まちづ く り と 町 民主導の まち

づ く り 活 動 を 進 め て い く た め 、住民 自 治 意 識 の 高揚を図り な が ら 、 まちづ く り

を 支 え る 人材や 公 共 的 なサービス を 担 う 多 様 な主体 を 育 成 す るほか 、主体 的 な

活 動 を 支 援 し ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))地域協働地域協働地域協働地域協働まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりの仕組みづくの仕組みづくの仕組みづくの仕組みづくりと展開りと展開りと展開りと展開    

①地域協働まちづくり指針の策定①地域協働まちづくり指針の策定①地域協働まちづくり指針の策定①地域協働まちづくり指針の策定  

■  住民 自 治 と 地 域 協 働 の まちづ く り の 仕組み を強化 す る た め 、 「住民 自 治

と 地 域 協 働 の まちづ く り の手引き 」 の作成 を 進 め 、 協 働 の手法や 支 援 制 度

に つ い て 町 民 に 案内し ま す 。  

②協働意識の高揚と活動組織の育成②協働意識の高揚と活動組織の育成②協働意識の高揚と活動組織の育成②協働意識の高揚と活動組織の育成  

■  生 涯 学 習 と連携し た まちづ く り研修会 、出前講座や フ ォ ー ラ ム ＊ の開催

な ど を 通 じ て 、 地 域住民 の 協 働 意 識 の 高揚と 活 動リーダー 等 の 人財育 成 を

進 め ま す 。  

ま た 、 公 共 的 なサービス 提 供 を 担 う まちづ く りグルー プ や 各 種団体 、

NPO＊ 、 民間事 業所な ど 多 様 な主体 の 育 成 と 支 援 を 進 め 、 地 域 の 活 性 化 に

向け た まちづ く り を 行 う コ ミ ュ ニ テ ィ ＊組織や 各 種団体 、 活 動グルー プ 等

の 人財育 成 、相互 の 情 報交流、 活 動資金調達等 へ の 助言な ど 町 民 活 動 へ の

支 援 を図り ま す 。  

③③③③住民参画促進住民参画促進住民参画促進住民参画促進  

■  地 域課題 の解決 に向け た 対 策 と 地 域 協 働 の 活 動 な ど に つ い て 、 町 民 と 行

政相互 が交流し な が ら 、 共 に考え る 機 会 を充実 し 、 まちづ く り 事 業 等 の企

画 立 案 、 実 施 の過程に お い て 、 町 民 の 事務事 業 へ の 参 画 を 促 進 し ま す 。  

 

((((２２２２))))町民の自主的町民の自主的町民の自主的町民の自主的なまちづくりなまちづくりなまちづくりなまちづくり  

①①①①地域協働を促進する事業の拡充地域協働を促進する事業の拡充地域協働を促進する事業の拡充地域協働を促進する事業の拡充  

■  自主的 な まちづ く り 活 動 を 助 成 す る まちづ く り 推 進 事 業 や 地 域 協 働 を 促

進 す る 事 業 を 支 援 し ま す 。     

②②②②まちづくり自主活動の支援まちづくり自主活動の支援まちづくり自主活動の支援まちづくり自主活動の支援  

■  地 域 の創意 、工夫に 基 づ い た快適な 生 活 の 実 現 、 地 域 経 済 の 活 性 化 の た

め の 事 業 な ど 、 地 域課題 の解消に継続 的 に 取 り組むまちづ く り 活 動 を積極

的 に 支 援 し ま す 。  

③③③③効果向上に向けた民間効果向上に向けた民間効果向上に向けた民間効果向上に向けた民間委託の推進委託の推進委託の推進委託の推進  

■  民間の専門的 な技術の 情 報 や手法を 取 り入れ て よ り良い効果を上げる た

め 、NPO＊ 、企業 な ど の 多 様 な主体 へ 、 指 定管理者制 度 や 業務委託等 に よ

る 施 設管理 、 各 種 事務等 の 業務委託を 進 め ま す 。  

  

((((３３３３))))まちを元気にできる人財の育成まちを元気にできる人財の育成まちを元気にできる人財の育成まちを元気にできる人財の育成    

①①①①地元高地元高地元高地元高校と校と校と校と大学との連携大学との連携大学との連携大学との連携事業を支援事業を支援事業を支援事業を支援    

■  地 元 高 校 と 大 学 と が 連 携 し て 行 う 調 査 研 究 会 へ の 参 加 や 、「 ま ち づ く

り 」関 連 施 策 等 の 提 言 を 町 へ 行 え る 様 な 、地 域 を 担 う 人 財 の 育 成 に 対 し

支 援 し ま す 。  
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②②②②高校生との意見交換会を開催高校生との意見交換会を開催高校生との意見交換会を開催高校生との意見交換会を開催    

■  地 元 在 住 の 高 校 生 と ま ち づ く り 等 を テ ー マ に 町 と 意 見 交 換 を す る 機

会 を 設 け 、住 ん で い る 町 へ の 関 心 を 高 め 、地 域 の 将 来 を 担 う 人 財 を 育 成 し

ま す 。  

③③③③人財育成カリキュラムの実施人財育成カリキュラムの実施人財育成カリキュラムの実施人財育成カリキュラムの実施    

■  若 い 人 が 積 極 的 に 地 域 を 考 え 行 動 で き る 組 織 づ く り を 通 じ 、町 を 元 気

に で き る 人 財 の 育 成 に 取 り 組 み ま す 。  
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第２第２第２第２ 節節節節     多様な交流の力を多様な交流の力を多様な交流の力を多様な交流の力を 活かす活かす活かす活かす  
 

１１１１ ．．．． 町内外の交流の展開町内外の交流の展開町内外の交流の展開町内外の交流の展開     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 で は 、 各 種 イベントを 通 じ て住民 や 各 種団体 の交流と相互 理解を 促 進 す る こ

と に 努 め て き ま し た 。少子 高齢化 が 進む本 町 に お い て は 、 町 民 や 各 種団体 な ど が 多

様 に交流す る 機 会 と 場 を充実 し 、相互 の親睦を図り 、 町 民 の一体 感 を醸成 し 、 町 民

の 力 、 互 助 の 意 識 を結集し て い く必要 が あ り ま す 。  

町外と の交流は 、 平 成２０年度 に鴨川市と姉妹都市協 定 を結んで お り 、 教 育 ・ 文

化 ・産業 等 の交流を継続 し て き ま し た 。 ま た 、 か つ て こ の 地 を 治 め 、 や が て東北の

地 に移り住み南部藩を興し た南部氏と の ゆ か り か ら 、青森、岩手、山梨 3 県の 関係

9 市町 で 平 成 ・南部藩と し て交流を 通 し た まちづ く り も 行われ て き ま し た 。  

林道豊岡梅ヶ島線で繋が る静岡県静岡市と は 、 地元住民 を中心と し た 実 行 委 員 会

に よ る イベント開催を 通 じ て 地 域 お こ し と交流を 続 け て い ま す 。  

今 後 は 、 こ れ ま で の交流を見直し な が ら 、交流目 的 を明確 化 し 、 まちづ く り に有

効な交流を 進 め 、交流地 域相互 の 活 性 化 に結び付け て い く必要 が あ り ま す 。  

本 町 は 身 延山や下部温泉な ど に 多 く の観光客が訪れ る観光の まちで あ り 、観光客

と の 様 々 な交流も な さ れ て い ま す 。 地 域住民 自 ら の工夫に よ る都市住民 と の交流活

動 を 推 進 し て い るグルー プ も あ り ま す が 、 さ ら に交流を 力 に す る 地 域 活 性 化 へ の 取

り組み が必要 で す 。  

ま た 、 平 成２８年度 に スタートし た しだれ桜の里づ く り 事 業 で は 、広くＰＲを 行

な い 事 業賛同者を募り 、ネー ム プ レ ート・ 施 設 利 用サービス券を販売し て 身 延 町 へ

足を運んで い ただく き っ か け を つ く り観光交流を深め る 取 り組み を 進 め て い ま す 。  

こ の よ う な 多 様 な交流を 通 じ て 、 町 民 の結集力 に 町外の 人 々 の 力 を加え て 、 まち

づ く り を 推 進 す る 力 を増強し て い く こ と が 重 要 で す 。特に 、交流の展開は 、観光振

興に つ な が り 、 地 域 を訪れ る 人 々 を拡大 し 、観光関連事 業 の振興、 域内消費の拡大

に つ な が り ま す 。ま た 、交流を 通 じ て 本 町 を広くPR・情 報 発信す る こ と が で き る と

と も に 、 地 場産品の販路拡大 や田舎暮ら し を求め る 人 々 の 定住も期待で き ま す 。  
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【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

１ ． 町 内 外 の 交 流 の 展 開  【 5-2-1】  (１ )町 民 相 互 の 交 流 の 推 進  【 5-2-1-1】 

(２ )町 外 と の 交 流 活 動 の 推 進  【 5-2-1-2】 

(３ )町 内 外 へ の 情 報 発 信 の 強 化  【 5-2-1-3】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))町民相互の交流の推進町民相互の交流の推進町民相互の交流の推進町民相互の交流の推進    

①町民の一体感の醸成①町民の一体感の醸成①町民の一体感の醸成①町民の一体感の醸成    

■  町 民相互 の親睦と融和・ 互 助 を図る た め 、 町 民交流イベントの開催、 各

種団体 等 の交流と相互 理解を深め る 機 会 を拡大 し 、 町 民 の一体 感 の醸成 に

努 め ま す 。  

  ま た 、 各 地区の 様 々 な 地 域 活 動 の紹介な ど 情 報 提 供 を強化 す る こ と に よ

り我が 町 を知る 機 会 を充実 し 、相互 の 理解を深め ま す 。  

 

((((２２２２))))町外との交流活動の推進町外との交流活動の推進町外との交流活動の推進町外との交流活動の推進  

①町の資源をいかした交流の推進①町の資源をいかした交流の推進①町の資源をいかした交流の推進①町の資源をいかした交流の推進    

■  身 延ふる さ と便や枝豆収穫体験、 しだれ桜の里づ く り 事 業 な ど を 通 じ た

交流事 業 を 推 進 す る と と も に 、 町出身者と の交流を深め る 機 会 を充実 し ま

す 。  

②②②②自主的な交流活動の促進自主的な交流活動の促進自主的な交流活動の促進自主的な交流活動の促進    

■  空き 家 や遊休農地 の 活 用 に つ な が る交流活 動 な ど 、 地 域 活 性 化 に 取 り組

む住民 の 自主的 な交流活 動 を 促 進 し 、 支 援 し ま す 。  

③③③③姉妹都市交流等の推進姉妹都市交流等の推進姉妹都市交流等の推進姉妹都市交流等の推進    

■  平 成 20 年度 に締結し た千葉県鴨川市と の姉妹都市協 定 に 基 づ き 、市町

相互 の 活 性 化 や まちづ く り に有効な交流を 推 進 し ま す 。  

  ま た 、豊岡地区に隣接し 、林道豊岡梅ヶ島線で繋が る静岡県静岡市と は 、

地元住民 を中心と し た 実 行 委 員 会 に よ る イベントを 通 じ た交流の継続 を 推

進 し 、青森、岩手、山梨 3 県の 関係 9 市町 で 構 成 す る 平 成・南部藩は 、小

学 生 の宿泊交流や 町長・市町 が 他市町 を訪れ る 国替え を 通 じ た交流か ら見

聞を広め まちづ く り に い か し ま す 。  

町 民相互 の交流と相互 理解を深め 、一体 感 を醸成 す る と と も に 、 本 町 の特性

を い か し て 地 域 活 性 化 に効果的 な 多 様 な 地 域間交流活 動 を 進 め 、 まちづ く り を

応 援 し て く れ るパートナー を増や し て い く な ど 、交流を 力 に す る まちづ く り を

強化 し ま す 。  
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((((３３３３))))町内町内町内町内外外外外への情報発信の強化への情報発信の強化への情報発信の強化への情報発信の強化    

①様々な機関や媒体の活用①様々な機関や媒体の活用①様々な機関や媒体の活用①様々な機関や媒体の活用    

■  田舎暮ら し やふる さ と志向に 対 応 す る全国 的 な組織と連携し た 情 報 提 供 、

観光情 報 の 発信と の連携な ど 、 様 々 な 機 関 や媒体 を 活 用 し た 情 報 提 供 を 進

め 、 町 か ら の 情 報 発信機 能 を強化 し 、効果的 な イ メ ージアッ プ 、PR を 進

め ま す 。  

②リアルタイムな情報発信②リアルタイムな情報発信②リアルタイムな情報発信②リアルタイムな情報発信    

■  地 域ポータルサイトの創設 と連携し 、ホー ムページやブログ（ 身 延 Life）

等 で 各 種 の 情 報 発信を 行 う と 共 に 、 町内ブロガー の 参 画 を 得 て 、 身 延 町 か

ら のリアルタイ ム な 情 報 発信を強化 し ま す 。  

③町内観光関連施設との連携③町内観光関連施設との連携③町内観光関連施設との連携③町内観光関連施設との連携    

■  「 な か と み和紙の里」、「甲斐黄金村・湯之奥金山博物館 」、「道の駅し

も べ 」 、 「 ゆばの里」 な ど の観光関連施 設 と連携し 、来訪者に 情 報 提 供 し

て い き ま す 。  
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２２２２ ．．．． 国際交流の展開国際交流の展開国際交流の展開国際交流の展開     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 で は 、外国 人 に よ る小中学 生 へ の英語学 習 に 力 を い れ る と と も に 、 保 育所等

で の英会話に親しむ時間を 設 け て い ま す 。  

今 後 と も 、 学 校 に お け る 国 際 理解や英語教 育 、 国 際交流機 会 の充実 を図り 、 保 育

所等 で英語にふれ る 機 会 を 設 け る と と も に 、 町 民 対象の英語講座の開講 な ど 、広く

外国 人 と 町 民 と の交流機 会 を拡大 し て い く必要 が あ り ま す 。  

近年、 本 町 に も外国 人観光客が見ら れ る と と も に 、工業団地従業 員 等 の外国 人 登

録者も お り 、 国 際 理解を深め な が ら 、 国 際 化 に 対 応 し た まちづ く り を強め て い く こ

と が必要 で す 。  

ま た 、ＩＣＴ＊ 社 会 、グロー バル化 が 進 行 し て い ま す 。小中学 校 に お い て 、タブ

レ ットを使用 し た 学 習 の 取 り組み を は じ め ま し た が 、若い世代か らグロー バル社 会

に 対 応 で き る 感 性 を 身 に着け て い く こ と は 重 要 で す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 国 際 交 流 の 展 開  【 5-2-2】  (１ )国 際 交 流 の 推 進  【 5-2-2-1】 

(２ )国 際 化 対 応 の 地 域 環 境 の 整 備  【 5-2-2-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】    

 

((((１１１１))))国際交流の推進国際交流の推進国際交流の推進国際交流の推進    

①国際化の啓発①国際化の啓発①国際化の啓発①国際化の啓発    

町 民 に広く 国 際 化・グロー バル化 を 啓 発 し 、国 際 的・世界規模な視野 と知識 を

広げる た め 、 生 涯 学 習 と連携し た 講座の開設 を 進 め ま す 。  

②国際交流活動組織の育成支援②国際交流活動組織の育成支援②国際交流活動組織の育成支援②国際交流活動組織の育成支援    

■  国 際交流を 推 進 す る た め 、住民主体 の 国 際交流組織の 育 成 支 援 を 進 め ま

す 。  

国 際 理解を深め る と と も に 、海外と の交流、来訪す る外国 人 、 在住す る外国

人 と の交流を 進 め る と と も に 、 国 際 化 ・グロー バル化 に 対 応 し た 地 域 環 境 を 整

備 し ま す 。  
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③交流機会の確保③交流機会の確保③交流機会の確保③交流機会の確保    

■  本 町 に は 、日本 文 化 を代表す る資源と し て 、 身 延山・下部温泉・西嶋和

紙な ど の魅力 に触れ る こ と が で き ま す 。久遠寺参拝、宿坊 ＊ の 利 用 、温泉

入浴、砂金採り 、紙漉き 体験や 、四季を 通 じ た豊か な 自然を い か し 、交流

活 動 に 活 か し ま す 。  

 

④英語教育の充実④英語教育の充実④英語教育の充実④英語教育の充実    

■  学 校 教 育 に お け る 国 際 理解・英語教 育 の充実 を図り ま す 。  

■■■■     保 育所等 に お い て英語に親しむ時間を 設 け充実 し ま す 。  

 

((((２２２２))))国際化対応の地域環境の整備国際化対応の地域環境の整備国際化対応の地域環境の整備国際化対応の地域環境の整備  

①①①①外国人が暮らしやすい環境整備外国人が暮らしやすい環境整備外国人が暮らしやすい環境整備外国人が暮らしやすい環境整備    

■  町内に 在住す る外国 人 対 応 の 行 政サービス の 在 り 方 を検討し 、暮ら し や

す い 環 境 整 備 に 努 め て い き ま す 。  

■  在住外国 人 と 町 民 の交流機 会 を充実 し ま す 。  
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３．定住の促進３．定住の促進３．定住の促進３．定住の促進     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 は 、 高齢化 と少子 化 が 進む過疎の 地 域 構造下に あ り 、 今 後 も 人口の減少は避

け ら れ な い状況が見通 さ れ ま す 。 こ の よ う な中、 様 々 な 分 野 で の 対 策 を継続 的 に積

み上げ、 人口減少幅を着実 に縮小し 、 定住人口を 確 保 し て い く こ と が 重 要 で す 。  

そ の た め に は先ず、 町内の若者が結婚相手を見つ け 、結婚し 家 庭 を築く こ と が 大

切 で す 。 ま た 、 定住で き る 環 境 整 備 、特に若者定住を拡大 す る住宅建設 ・宅地 供給

や 子 育 て世代へ の医療・ 教 育 環 境 の 整 備 と 支 援 の充実 、 高齢者が安心し て暮らせる

環 境 へ の着実 な 改善、 そ し て 、 地 域産業 の振興と新た な 事 業 お こ し の 促 進 に よ る 就

労 ・雇用 の 場 の拡大 が必要 で す 。 さ ら に 、周辺地 域 へ の 通勤就 労 環 境 の 整 備 に よ る

雇用・就 労 の 場 の創出な ど 、住み 続 け た い 人 が住み 続 け ら れ る た め の 定住環 境 の 様 々

な 改善を 重点的 に 進 め な け ればな り ません。  

ま た 、空き 家 や 分譲地 、空き 公 共 施 設 、遊休農地 等 を移住に結び つ け る 基盤と し

て豊か な 自然と観光資源を武器に 、田舎暮ら し （ 身 延 町暮ら し ） の 情 報 提 供 を強化

す る と と も に 、移住者の 受 け入れ 環 境 を 整 え て い く こ と が必要 で す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

３ ． 定 住 の 促 進  【 5-2-3】  (１ )様 々 な 分 野 で の 定 住 促 進 対 策

の 推 進  

【 5-2-3-1】 

(２ )Ｕ ・ Ｊ ・ Ｉ タ ー ン ＊ の 促 進  【 5-2-3-2】 

(３ )受 け 入 れ 環 境 の 整 備  【 5-2-3-3】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))様々な分野での定住促進対策の推進様々な分野での定住促進対策の推進様々な分野での定住促進対策の推進様々な分野での定住促進対策の推進    

①①①①暮らしの環境改善の重点暮らしの環境改善の重点暮らしの環境改善の重点暮らしの環境改善の重点  

■  産婦人科、小児科の 整 備検討、 子 育 て 支 援 対 策 や 学 校 教 育 の充実 な ど 、

子 育 て世代が 定住で き る 環 境 改善を 進 め ま す 。  

■  若者向け住宅の建設 ・宅地 供給な ど 、若者層が住み 続 け ら れ る 環 境 改善

を 進 め ま す 。  

 

定住人口を 確 保 す る た め 、 様 々 な 分 野 で の 取 り組み の 総 合 力 を 発 揮 し て 、住

み 続 け た い 人 が住み 続 け ら れ る よ う 定住環 境 の 改善に 重点的 に 取 り組み ま す 。

ま た 、 U・ J・ I ター ン ＊ を 促 進 し 、居住・ 定住者を増や し ま す 。  
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■  住宅改築や持ち家 確 保 等 へ の 支 援 、特に若者世帯向け低価格住宅な ど 定

住促 進 に向け た新た な優遇・ 支 援 策 の検討を 進 め ま す 。  

■  福祉と 生 活 支 援 、 生 き が い 対 策 な ど 、 高齢者が安心し て暮らせる 環 境 改

善を 進 め ま す 。  

■  町内結婚適齢期の若者に 生 涯 の伴侶を見つ け て も ら う た め 、出会 い の 場

の 提 供 を 進 め ま す 。  

■  山間集落の 町 民 が 協 同 し て 生 活 し 、交流で き る 場 を 提 供 す る 「 身 延 町版

ＣＣＲＣ＊ 」 の検討を 進 め ま す 。  

■  将来にわた り持続 的 に暮らせる 地 域 づ く り 「小さ な拠点」 づ く り に つ い

て検討し ま す 。  

 

②就労・雇用の創出の重点②就労・雇用の創出の重点②就労・雇用の創出の重点②就労・雇用の創出の重点    

■  農業 ・林業 、商工業 、観光関連業 の従事者の主体 的 な振興策 へ の 取 り組

み を 促 進 し 、 地 域 経 済 の着実 な 発展と 町内で の雇用 ・ 就 労 環 境 の 改善を 進

め ま す 。  

■  中部横断自 動車道の早期完成 を 目 指 す と 共 に 、幹線道路の雨量規制 の着

実 な 改善を 促 進 し 、周辺地 域 へ の 通勤就 労 環 境 の 整 備 を 進 め ま す 。  

 

((((２２２２))))Ｕ・Ｊ・ＩターＵ・Ｊ・ＩターＵ・Ｊ・ＩターＵ・Ｊ・Ｉターンンンン ＊＊＊＊の促の促の促の促進進進進  

 ①①①①Ｕ・Ｊ・Ｉターンに関する情報提供Ｕ・Ｊ・Ｉターンに関する情報提供Ｕ・Ｊ・Ｉターンに関する情報提供Ｕ・Ｊ・Ｉターンに関する情報提供    

■  田舎暮ら し を求め る志向の 高 ま り に 対 応 し 、 本 町 を訪れ る交流企画 の 実

施 や全国 的 な 情 報 提 供 機 関 と連携し て 、U・J・ I ター ン ＊希望者に 対 す る

住ま い 情 報 、求人 情 報 な ど 、 定住に 関 す る 情 報 提 供 を強化 し ま す 。  

 

((((３３３３))))受け入れ環境の整備受け入れ環境の整備受け入れ環境の整備受け入れ環境の整備  

①定住者への支援①定住者への支援①定住者への支援①定住者への支援    

■  空き 家 の 利 活 用 を含め た住宅、 町内で の雇用 ・ 就 労 情 報 の 提 供 な ど 、 定

住へ の 多面的 な 支 援 を検討し な が ら 、 定住の 促 進 に 努 め ま す 。  

②地域おこし協力隊の活用②地域おこし協力隊の活用②地域おこし協力隊の活用②地域おこし協力隊の活用    

■  都市か ら 地 方 へ 生 活 の拠点を移し た者が一定期間地 域 に居住し 、 地 域ブ

ラ ン ド や 地 場産品の開発 ・販売・ＰＲ等 や農業 へ の従事 な ど の 「 地 域 協 力

活 動 」を 行 い な が ら 、そ の 地 域 へ の 定住・定着を図る「 地 域 お こ し 協 力隊」

の 活 用 を 推 進 し ま す 。  
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第３節第３節第３節第３節     行財政改革を進める行財政改革を進める行財政改革を進める行財政改革を進める  
 

１．行政運営の効率化１．行政運営の効率化１．行政運営の効率化１．行政運営の効率化     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 に お け る 行 政運営の 現状は少子 高齢化 に よ る 人口減少が著し く 、 同時に 地 方

分 権型社 会 の 進展等 々 、 行 政 を 取 り巻く 環 境 は厳し さ を増し て い ま す 。  

今 後 の 行 政運営を考え る上で の課題 と し て 「 職 員 の 行 動 改 革 」 、 「 町 民 自 治 の充

実 」を 基 本 と し 、「 人 事評価制 度 」、「 行 政評価制 度 」、「 事務事 業 の 整 理 合 理 化 」、

「 情 報 公開の 推 進 」 な ど評価と検討、 公表、再評価等 々 を繰り返し 、透明性 の 高 い

行 政運営に心が け な が ら 、 「 町 民 と 協 働 の まちづ く り 」 実 現 に向け て 、 行 政運営の

改 革 に積極的 に 取組む必要 が あ り ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

１ ． 行 政 運 営 の 効 率 化  【 5-3-1】  (１ )行 政 組 織 と 人 事 管 理 の 適 正 化  【 5-3-1-1】 

(２ )行 政 事 務 の 改 善  【 5-3-1-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))行政組織と人事管理の適正化行政組織と人事管理の適正化行政組織と人事管理の適正化行政組織と人事管理の適正化    

①①①①行政組織・機構の改善行政組織・機構の改善行政組織・機構の改善行政組織・機構の改善  

■  事務事 業 の見直し を 進 め る と と も に 、定 員適正 化 計 画 に連動 し た 、ま た 、

そ の時代に お い て最も望ま し い組織・ 機 構 の編成 に 努 め ま す 。  

②本庁と支所の在り方の検討②本庁と支所の在り方の検討②本庁と支所の在り方の検討②本庁と支所の在り方の検討  

■  本庁と 支所の 役 割 分 担 や 支所機 能 の 在 り 方 、 そ れ に伴う組織体 制 な ど に

つ い て の検討を 進 め ま す 。  

③職員の育成③職員の育成③職員の育成③職員の育成  

■  人材育 成 基 本 方針に 基 づ き 計 画 的 、積極的 に 職 員研修を 推 進 し 、 職 員 の

行 動 改 革 を 推 進 す る と と も に 、 地 方 分 権型社 会 に 対 応 で き る 能 力 と資質を

持っ た 職 員 ま た 、 町 民 の視点で 発想の で き る 職 員 の 育 成 に 努 め ま す 。  

 

  

職 員 の 行 動 改 革 、 町 民 自 治 の充実 を図り 、限ら れ た財源と 人材を有効に 活 用

し 、新た な 行 政課題 に柔軟に 対 応 し 得 る 、小さ く て効率的 な 役 場 経営を 目 指 し

ま す 。  



158 
 

④職員の人事諸制度の充実④職員の人事諸制度の充実④職員の人事諸制度の充実④職員の人事諸制度の充実  

■  職 員 の持つ 多 様 な 能 力 を最大限に引き出し 、職 員 の 意欲や 能 力 を客観的 、

継続 的 に把握・評価す る 人 事評価制 度 を 確 立 し ま す 。  

■  人材育 成 の観点か ら 計 画 的 なロー テ ーション や適材適所の 人 事 配 置 な ど 、

効率的 な 人 事異動 を 実 施 し ま す 。  

 

((((２２２２))))行政事務の改善行政事務の改善行政事務の改善行政事務の改善  

①行政評価制度の導入と事務事業の見直し①行政評価制度の導入と事務事業の見直し①行政評価制度の導入と事務事業の見直し①行政評価制度の導入と事務事業の見直し    

■  予算編成 、政 策形成 に連動 す る PDCA サイ クル＊ を 行 う 行 政評価制 度 を

一層推 進 し ま す 。  

■  行 政評価制 度 の 活 用 な ど に よ り 、必要 性 ・優先性 ・効率性 な ど 町 民 ニ ー

ズと費用 対効果を 重視し た 事務事 業 の継続 的 な見直し を 進 め 、 事務事 業 の

整 理 合 理 化 を図り ま す 。  

②民間活力の導入②民間活力の導入②民間活力の導入②民間活力の導入  

■  公 的 なサービス を 担 う 力 を 備 え た 民間事 業者な ど の 育 成 を 進 め な が ら 、

民間で 行 っ た 方 が効率的 に出来る 業務に つ い て は 、積極的 に 民間に 任せて

い き ま す 。  

③適正積極的な情報公開と情報の共有化③適正積極的な情報公開と情報の共有化③適正積極的な情報公開と情報の共有化③適正積極的な情報公開と情報の共有化  

■  町 民 と の信頼関係を深め る た め 、 よ り 多 く の 情 報 を適正 に 公開し 、透明

性 の 高 い 役 場 を 目 指 す と と も に 、 情 報 の 共有化 を図り 、 町 民 の 要求を適確

に把握し 町 民 参加型の まちづ く り を 推 進 し ま す 。  

④経営意識と経営能力の向上④経営意識と経営能力の向上④経営意識と経営能力の向上④経営意識と経営能力の向上  

■  事務・ 事 業 は 、短期的 な 成果目 標 を 設 定 し 、単に 事務・ 事 業 を 続 け る こ

と が 目 的 に な ら な い よ う 目 標 実 現 へ の課題解決 に向け て 、最小の 経費で最

大 の 成果を 生 み出し て い く こ と が求め ら れ 、 職 員 に も 経営意 識 と 経営能 力

が求め ら れ て い ま す 。 そ の た め 経営意 識 と 経営能 力 の向上を図り つ つ 、 目

的 指向・ 成果重視の 役 場 経営を 進 め ま す 。  
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２．財政運営の健全化２．財政運営の健全化２．財政運営の健全化２．財政運営の健全化     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 の財政 に お け る歳入の状況は 、自主財源で あ る 町税等 の 地 方税が減少し 、地

方交付税に 大 き く依存し て い ま す 。 そ の依存財源で あ る 地 方交付税も 、 合併算定

替え の段階的縮減や 本 町 の 人口減少な ど の 要因も あ り年々減少傾向に 推移し て い

る こ と か ら 、 今 後 の財源確 保 に よ る財政 の安定 化 は 本 町 の課題 と な っ て い ま す 。  

特に 、歳入の中で増加を見込む要因が少な い状況に お い て 、歳出で は 、将来に お

け る義務的 経費の増加も見込ま れ 、財政 構造全体 の硬直化 が更に加速し て い く こ

と が懸念 さ れ て い ま す 。  

こ の よ う な 本 町財政状況を勘案 す る と 、 自主財源確 保 が難し い状況に お い て は 、

更な る 町税収入な ど の財源確 保 対 策 、優先順位に よ る 事 業 の 重点化 や 事 業 の見直

し を着実 に 進 め る一方 、過疎対 策 事 業債、 合併特例事 業債等 の有効活 用 、補助 事

業 の積極的 活 用 に よ っ て諸事 業 を 進 め る と と も に 、併せて 、 事務の効率化 や 人 件

費の抑制 な ど に よ る 経費の削減、 受 益者負担 の適正 化 な ど を図り 、 こ れ ま で 同 様

に財政 の健全化 に 努 め る必要 が あ り ま す 。  

今 後 は 国 の 経 済財政運営の 動向を注視し つ つ 、よ り 自主・自 立 し た財政運営を 目

指 し 、 さ ら に 多 様 化 、 高 度 化 す る 行 政需要 に 対 応 す る た め に は 、 行財政 改 革 を着

実 に 進 め 、 地 方再生 を 目 指 し 、 各 種交付金等 の積極的 活 用 に よ り 、財政 指 標 の適

正 化 を 基軸と し た新た な諸課題 に 対 応 し た柔軟な財政運営へ の 取 り組み が必要 で

す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

２ ． 財 政 運 営 の 健 全 化  【 5-3-2】  (１ )財 政 基 盤 の 安 定 化 の 推 進  【 5-3-2-1】 

(２ )財 政 運 営 の 適 正 化 の 推 進  【 5-3-2-2】 

(３ )町 税 の 公 正 ・ 公 平 な 賦 課 徴 収  【 5-3-2-3】 

 

 

 

 

 

 

  

自主財源確 保 に 努 め 、財政 基盤の安定 化 を図る一方 、事務事 業 の 整 理 合 理 化 、

財産管理 や 受 益者負担 の適正 化 を 進 め 、財政運営の健全化 を図り ま す 。  
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【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))財政基盤の安定化の推進財政基盤の安定化の推進財政基盤の安定化の推進財政基盤の安定化の推進    

①財源の確保①財源の確保①財源の確保①財源の確保    

■  総 合 計 画 を中心と し た 各 種 計 画 に よ り 重点施 策 ・ 事 業 を展開し て い く た

め 、 各 種財源の 確 保 に 努 め ま す 。  

■  町税等 の収納率向上を 進 め 、更な る 自主財源確 保 に 努 め ま す 。  

■  国 ・県交付金、 地 方交付税措置 の あ る 地 方債及 び 基金な ど の有効活 用 に

よ り 、課題 に 対 応 で き る弾力 性 の あ る財政運営に 努 め ま す 。  

②経費の節減②経費の節減②経費の節減②経費の節減  

■  事務事 業 の 整 理 合 理 化 、 職 員 の 定 員管理 を 進 め る と と も に 、 公 共 施 設 の

有効活 用 を 進 め 、 経費の節減に 努 め ま す 。  

③受益者負担の適正化③受益者負担の適正化③受益者負担の適正化③受益者負担の適正化  

■  事 業 の 公 共 性 や 政 策 的側面を考慮 し な が ら 、 受 益 と費用負担 の バ ラ ン ス

を検討し 、 受 益者負担 の適正 化 に 努 め ま す 。  

 

((((２２２２))))財政運営の適正化の推進財政運営の適正化の推進財政運営の適正化の推進財政運営の適正化の推進    

①予①予①予①予算編算編算編算編成成成成、、、、予予予予算執算執算執算執行の適正化行の適正化行の適正化行の適正化  

■  公 会 計 制 度 の導入に よ り予算編成 及 び予算執行 に つ い て 細 分 化 し 、 事 業

の効果測定 と伴に 実 施 計 画 、予算が連動 し た 事 業 の 重点化 を図り 、資産活

用 を含め適正 な財政運営に 努 め ま す 。  

②②②②資資資資産産産産等の等の等の等の今後今後今後今後の在り方を検討の在り方を検討の在り方を検討の在り方を検討  

■  本 町 が所有す る 公 共 施 設 に つ い て 、 総 合 計 画 を 基軸と し た将来に向け た

活 用 策 な ど を老朽化状況並び に財政状況な ど を勘案 し 、資産更新の有無を

判断す る と伴に 、併せて 現存す る 基金の状況を精査し 、 公 共 施 設 を含め た

資産等 の 今 後 の 在 り 方 に つ い て検討を し ま す 。  

③公営③公営③公営③公営企企企企業等の経営改善業等の経営改善業等の経営改善業等の経営改善    

■  水道、下水道事 業 及 び広域 行 政組合 等 の 経営状況を把握し つ つ 分析を 行

う と と も に 、 経営計 画 を 策 定 し 、採算性 を 重視し た 経営改善や 経営健全化

に向け て の 取 り組み を 推 進 し ま す 。  

④④④④財政情報の提供財政情報の提供財政情報の提供財政情報の提供  

■  町 民 に 分 か り や す い財政状況の 情 報 提 供 や予算、 決算な ど を 公表し 、 情

報 公開に 努 め ま す 。  

 

((((３３３３))))町町町町税税税税の公正・公の公正・公の公正・公の公正・公平平平平なななな賦賦賦賦課課課課徴収徴収徴収徴収     

①公正・公①公正・公①公正・公①公正・公平平平平なななな徴収、納税徴収、納税徴収、納税徴収、納税の推進の推進の推進の推進  

■  税の し く み に つ い て 、 分 か り や す い 啓 発 に 努 め ま す 。  

■  迅速、適格な滞納整 理 を 推 進 し ま す 。  

■  口座振替等 の普及拡大 に 努 め ま す 。  
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 ② 効 率 的 な 事 務 処 理② 効 率 的 な 事 務 処 理② 効 率 的 な 事 務 処 理② 効 率 的 な 事 務 処 理  

■   計算センター を 通 じ た電算処理シス テ ム の充実 を検討し ま す 。  
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３．広域連携の推進３．広域連携の推進３．広域連携の推進３．広域連携の推進     

 

【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】【現状と課題】  

本 町 は 、市川三郷町 、富士川町 、早川町 、南部町 と と も に峡南広域 行 政組合 を組

織し 、消防本部、計算センター 、特別養護老人ホー ム ＊・養護老人ホー ム ＊ を 共 同 で

運営し て お り 、 ま た 、 情 報ネットワー ク 構築、観光情 報 の 発信な ど峡南圏域 の振興

に 関わる広域 事 業 を 実 施 し て い ま す 。 さ ら に 、市川三郷町 （旧六郷町 の 地 域 ） 、早

川町 、 身 延 町 で峡南衛生組合 を組織し 、ごみ の収集と処理 施 設 、 し尿・汚泥処理 施

設 、火葬場 を運営し て い ま す 。早川町 と は飯富病院を 共 同 で運営し て い ま す 。  

防災面で は 、富士北麓地 域 7市町村で 構 成 す る富士山火山防災協 議 会 、山梨・静岡

17市町村で非常時の相互 応 援 協 定 な ど を締結し て い る 環富士山火山防災連絡会 を

組織し 、 ま た 、静岡・神奈川・山梨3県と 関係自 治 体 で 構 成 す る富士箱根伊豆交流

圏市町村ネットワー ク 会 議 で は 、観光振興や防災な ど 多 様 な課題 に 対 応 し て い ま す 。 

今 後 と も 、周辺地 域 と連携し て 施 設 共 同 利 用 や 共 通 す る課題 の解消に 取 り組むと

と も に 、幅広い交流活 動 を 地 域 活 性 化 に い か し て い く こ と が必要 で す 。 さ ら に 、広

域圏の枠を越え た 各 地 の 自 治 体 や企業 ・団体 、研究機 関 や 大 学 等 と連携し て 、 地 域

課題 に 対 応 す る 事 業 や 調査研究を検討し て い く こ と が 重 要 に な り ま す 。  

 

【基本方針】【基本方針】【基本方針】【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】【施策体系】【施策体系】【施策体系】  

 

３ .広 域 連 携 の 推 進  【 5-3-3】  (１ )広 域 行 政 の 展 開  【 5-3-3-1】 

(２ )そ の 他 の 連 携 事 業 の 推 進  【 5-3-3-2】 

 

【施策】【施策】【施策】【施策】  

 

((((１１１１))))広域行政の展開広域行政の展開広域行政の展開広域行政の展開    

①広域①広域①広域①広域圏圏圏圏事業の充実事業の充実事業の充実事業の充実  

■  峡南広域 行 政組合 の 事 業運営な ど広域 事 業 の充実 に 努 め 、広域圏の 地 域

活 性 化 を図り ま す 。  

②広域的な情報②広域的な情報②広域的な情報②広域的な情報ネネネネットワークの強化ットワークの強化ットワークの強化ットワークの強化  

■  情 報 通信ネットワー ク の相互接続 性 ・運用 性 やセキュリテ ィ 確 保 に つ い

て の連絡・ 調 整 を図り 、広域 的 な 情 報ネットワー ク の強化 を 進 め ま す 。  

    

    

よ り有効な広域 的 事務事 業 を 推 進 し ま す 。 ま た 、広く 各 地 の 自 治 体 や企業 ・

団体 、研究機 関 や 大 学 等 と 協 働 し 、 地 域課題 の解消を図る 事 業 を 進 め ま す 。  
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((((２２２２))))そそそそのののの他他他他連携事業の推進連携事業の推進連携事業の推進連携事業の推進  

①①①①幅幅幅幅広い共広い共広い共広い共通通通通課題への対応課題への対応課題への対応課題への対応    

■  広域市町村圏域 や県境 を越え た 地 域 と の 各 種連携事 業 の検討・ 推 進 に 努

め 、相互 に 共 通 す る課 題 に対 応 するまちづくり連 携 を進 めます。  

②②②②多多多多様な連携事業の推進様な連携事業の推進様な連携事業の推進様な連携事業の推進  

■  災害時の相互 支 援 協 定 、観光や物産の相互 PR な ど遠方 各 地 の 自 治 体 ・

企業 や 業界団体 等 と の交流を 活 発 化 し 、相互 の 協 力 関係を築き 、 地 域課題

を解消す る効果的 な連携事 業 の 推 進 を図り ま す 。  

■  地 域 活 性 化課題 に 対 応 し 、研究機 関 や 大 学 、企業 等 と 協 働 し た産学官連

携に よ る 調 査 研 究 を進 めます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

「私のまち「私のまち「私のまち「私のまち

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち「私のまち「私のまち「私のまち     身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

「私のまち 
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身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

 身延町の未来」

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

身延町の未来」

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です

身延町の未来」  

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現

していただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品ですしていただきました。身延町内の小学生からの応募作品です 。。。。  

 

 

 

         

身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現身延町の未来」をテーマに将来の身延町の夢や希望を絵で表現



 

    

    

住んでいる町への関心を高めていただくとともに、

育成を目的として

する「町長と語る高校生の集い」を開催しました。

 高 校 生 の ま ち づ く り に 対 す る ご 意 見 は 、

た 、 集 い を 通 じ 、

 

・開催日

・場 

・参加者

    

◆意見交換の要旨◆意見交換の要旨◆意見交換の要旨◆意見交換の要旨

「「「「 身延町が好きですか。」身延町が好きですか。」身延町が好きですか。」身延町が好きですか。」

全員が「好き」と回答

・身延町は自然が多くて、空気がおいしくて

・生まれ育った町だから好き。

 「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」

１１名が「住みたい」

１０名が「住みたくない」と回答

・町内の病院

なるかもしれ

  

 「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」

  ・スポーツ関係の職業に

るような、総合的なスポーツ施設があると良いと思います。地域のコ

ミュニティの場にもなります。身延町は高齢者も多いので、健康志向

を高められれば、医療費の抑制にも繋がると思います。

・人気の豆乳に加工して、売上を身延町が充実させるためのものに使っ

たら良いと思います。

・あけぼの大豆は地区限定でしか育てられないと聞きます。しだれ桜の

里のクラウンドファンディングのように、自分自身であけぼの大豆を

栽培する事業があれば

・身延町は紅葉が綺麗です。展望台が数多くあれば、写真家もたくさん

くるのでは。

・現在ある身延町の観光資源、イベントをもっとテレビ等で宣伝、ＰＲ

したら良いと思います。

住んでいる町への関心を高めていただくとともに、

育成を目的として

「町長と語る高校生の集い」を開催しました。

高 校 生 の ま ち づ く り に 対 す る ご 意 見 は 、

集 い を 通 じ 、

・開催日 平成

 所 身延町役場本庁舎会議室

・参加者 身延高等学校、身延山高等学校、峡南高等学校、増穂商業高等

学校

◆意見交換の要旨◆意見交換の要旨◆意見交換の要旨◆意見交換の要旨

身延町が好きですか。」身延町が好きですか。」身延町が好きですか。」身延町が好きですか。」

全員が「好き」と回答

身延町は自然が多くて、空気がおいしくて

生まれ育った町だから好き。

「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」

１１名が「住みたい」

１０名が「住みたくない」と回答

町内の病院

なるかもしれ

「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」

スポーツ関係の職業に

るような、総合的なスポーツ施設があると良いと思います。地域のコ

ミュニティの場にもなります。身延町は高齢者も多いので、健康志向

を高められれば、医療費の抑制にも繋がると思います。

人気の豆乳に加工して、売上を身延町が充実させるためのものに使っ

たら良いと思います。

あけぼの大豆は地区限定でしか育てられないと聞きます。しだれ桜の

里のクラウンドファンディングのように、自分自身であけぼの大豆を

栽培する事業があれば

身延町は紅葉が綺麗です。展望台が数多くあれば、写真家もたくさん

くるのでは。

現在ある身延町の観光資源、イベントをもっとテレビ等で宣伝、ＰＲ

したら良いと思います。

～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～

住んでいる町への関心を高めていただくとともに、

育成を目的として「まちづくり

「町長と語る高校生の集い」を開催しました。

高 校 生 の ま ち づ く り に 対 す る ご 意 見 は 、

集 い を 通 じ 、 将 来 を 支 え る 人 財 と し て 、 頼 も し く 感 じ ま し た 。

平成 28 年

身延町役場本庁舎会議室

身延高等学校、身延山高等学校、峡南高等学校、増穂商業高等

学校、市川高等学校

◆意見交換の要旨◆意見交換の要旨◆意見交換の要旨◆意見交換の要旨     

身延町が好きですか。」身延町が好きですか。」身延町が好きですか。」身延町が好きですか。」

全員が「好き」と回答

身延町は自然が多くて、空気がおいしくて

生まれ育った町だから好き。

「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」

１１名が「住みたい」

１０名が「住みたくない」と回答

町内の病院で対応できないことがあった

なるかもしれない。

「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」

スポーツ関係の職業に

るような、総合的なスポーツ施設があると良いと思います。地域のコ

ミュニティの場にもなります。身延町は高齢者も多いので、健康志向

を高められれば、医療費の抑制にも繋がると思います。

人気の豆乳に加工して、売上を身延町が充実させるためのものに使っ

たら良いと思います。

あけぼの大豆は地区限定でしか育てられないと聞きます。しだれ桜の

里のクラウンドファンディングのように、自分自身であけぼの大豆を

栽培する事業があれば

身延町は紅葉が綺麗です。展望台が数多くあれば、写真家もたくさん

くるのでは。 

現在ある身延町の観光資源、イベントをもっとテレビ等で宣伝、ＰＲ

したら良いと思います。

～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～

住んでいる町への関心を高めていただくとともに、

まちづくり」をテーマに町長と地元高校生が意見交換を

「町長と語る高校生の集い」を開催しました。

高 校 生 の ま ち づ く り に 対 す る ご 意 見 は 、

将 来 を 支 え る 人 財 と し て 、 頼 も し く 感 じ ま し た 。

年 12 月 18

身延町役場本庁舎会議室

身延高等学校、身延山高等学校、峡南高等学校、増穂商業高等

、市川高等学校から２１名の生徒

身延町が好きですか。」身延町が好きですか。」身延町が好きですか。」身延町が好きですか。」     

全員が「好き」と回答しました

身延町は自然が多くて、空気がおいしくて

生まれ育った町だから好き。

「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」

１１名が「住みたい」と回答しました

１０名が「住みたくない」と回答

対応できないことがあった

。（最新の治療ができないことがあった）。

「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」

スポーツ関係の職業に進み

るような、総合的なスポーツ施設があると良いと思います。地域のコ

ミュニティの場にもなります。身延町は高齢者も多いので、健康志向

を高められれば、医療費の抑制にも繋がると思います。

人気の豆乳に加工して、売上を身延町が充実させるためのものに使っ

たら良いと思います。 

あけぼの大豆は地区限定でしか育てられないと聞きます。しだれ桜の

里のクラウンドファンディングのように、自分自身であけぼの大豆を

栽培する事業があれば良いと

身延町は紅葉が綺麗です。展望台が数多くあれば、写真家もたくさん

現在ある身延町の観光資源、イベントをもっとテレビ等で宣伝、ＰＲ

したら良いと思います。 
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～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～

住んでいる町への関心を高めていただくとともに、

」をテーマに町長と地元高校生が意見交換を

「町長と語る高校生の集い」を開催しました。

高 校 生 の ま ち づ く り に 対 す る ご 意 見 は 、今 後 の

将 来 を 支 え る 人 財 と し て 、 頼 も し く 感 じ ま し た 。

18 日（日）

身延町役場本庁舎会議室 

身延高等学校、身延山高等学校、峡南高等学校、増穂商業高等

、市川高等学校から２１名の生徒

しました。 

身延町は自然が多くて、空気がおいしくて

生まれ育った町だから好き。 

「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」

しました

１０名が「住みたくない」と回答しました

対応できないことがあった

（最新の治療ができないことがあった）。

「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」「高校生から町への要望や提案」     

進みみたい友達がいます。高齢者でも利用でき

るような、総合的なスポーツ施設があると良いと思います。地域のコ

ミュニティの場にもなります。身延町は高齢者も多いので、健康志向

を高められれば、医療費の抑制にも繋がると思います。

人気の豆乳に加工して、売上を身延町が充実させるためのものに使っ

あけぼの大豆は地区限定でしか育てられないと聞きます。しだれ桜の

里のクラウンドファンディングのように、自分自身であけぼの大豆を

良いと思います。

身延町は紅葉が綺麗です。展望台が数多くあれば、写真家もたくさん

現在ある身延町の観光資源、イベントをもっとテレビ等で宣伝、ＰＲ

 

～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～

住んでいる町への関心を高めていただくとともに、

をテーマに町長と地元高校生が意見交換を

「町長と語る高校生の集い」を開催しました。

今 後 の 取 り 組 み

将 来 を 支 え る 人 財 と し て 、 頼 も し く 感 じ ま し た 。

日（日） 

身延高等学校、身延山高等学校、峡南高等学校、増穂商業高等

から２１名の生徒

身延町は自然が多くて、空気がおいしくて住みやすい

「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」「これからも身延町に住みたいですか」     

しました。 

しました。 

対応できないことがあった。病院

（最新の治療ができないことがあった）。

みたい友達がいます。高齢者でも利用でき

るような、総合的なスポーツ施設があると良いと思います。地域のコ

ミュニティの場にもなります。身延町は高齢者も多いので、健康志向

を高められれば、医療費の抑制にも繋がると思います。

人気の豆乳に加工して、売上を身延町が充実させるためのものに使っ

あけぼの大豆は地区限定でしか育てられないと聞きます。しだれ桜の

里のクラウンドファンディングのように、自分自身であけぼの大豆を

思います。 

身延町は紅葉が綺麗です。展望台が数多くあれば、写真家もたくさん

現在ある身延町の観光資源、イベントをもっとテレビ等で宣伝、ＰＲ

～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～

住んでいる町への関心を高めていただくとともに、まちの将来を担う人財

をテーマに町長と地元高校生が意見交換を

「町長と語る高校生の集い」を開催しました。 

取 り 組 み の 参 考

将 来 を 支 え る 人 財 と し て 、 頼 も し く 感 じ ま し た 。

身延高等学校、身延山高等学校、峡南高等学校、増穂商業高等

から２１名の生徒が参加しました。

住みやすい

。病院を充実したら住み

（最新の治療ができないことがあった）。

みたい友達がいます。高齢者でも利用でき

るような、総合的なスポーツ施設があると良いと思います。地域のコ

ミュニティの場にもなります。身延町は高齢者も多いので、健康志向

を高められれば、医療費の抑制にも繋がると思います。

人気の豆乳に加工して、売上を身延町が充実させるためのものに使っ

あけぼの大豆は地区限定でしか育てられないと聞きます。しだれ桜の

里のクラウンドファンディングのように、自分自身であけぼの大豆を

身延町は紅葉が綺麗です。展望台が数多くあれば、写真家もたくさん

現在ある身延町の観光資源、イベントをもっとテレビ等で宣伝、ＰＲ

～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～～「町長と語る高校生の集い」より～    

の将来を担う人財

をテーマに町長と地元高校生が意見交換を

参 考 と い た し ま す 。ま

将 来 を 支 え る 人 財 と し て 、 頼 も し く 感 じ ま し た 。  

身延高等学校、身延山高等学校、峡南高等学校、増穂商業高等

参加しました。

住みやすい。 

充実したら住み

（最新の治療ができないことがあった）。 

みたい友達がいます。高齢者でも利用でき

るような、総合的なスポーツ施設があると良いと思います。地域のコ

ミュニティの場にもなります。身延町は高齢者も多いので、健康志向

を高められれば、医療費の抑制にも繋がると思います。 

人気の豆乳に加工して、売上を身延町が充実させるためのものに使っ

あけぼの大豆は地区限定でしか育てられないと聞きます。しだれ桜の

里のクラウンドファンディングのように、自分自身であけぼの大豆を

身延町は紅葉が綺麗です。展望台が数多くあれば、写真家もたくさん

現在ある身延町の観光資源、イベントをもっとテレビ等で宣伝、ＰＲ

の将来を担う人財

をテーマに町長と地元高校生が意見交換を

と い た し ま す 。ま

身延高等学校、身延山高等学校、峡南高等学校、増穂商業高等

参加しました。 

充実したら住みたく

 

みたい友達がいます。高齢者でも利用でき

るような、総合的なスポーツ施設があると良いと思います。地域のコ

ミュニティの場にもなります。身延町は高齢者も多いので、健康志向

人気の豆乳に加工して、売上を身延町が充実させるためのものに使っ

あけぼの大豆は地区限定でしか育てられないと聞きます。しだれ桜の

里のクラウンドファンディングのように、自分自身であけぼの大豆を

身延町は紅葉が綺麗です。展望台が数多くあれば、写真家もたくさん

現在ある身延町の観光資源、イベントをもっとテレビ等で宣伝、ＰＲ
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・日本一のしだれ桜の里はギネス登録へステップしたらどうか。そうす

れば国内外からさらに観光客に来てもらえると思います。 

・町の情報は発信する相手によって変えてみたら良いと思います。年配

の方であれば、回覧版や新聞、高校生や若者であればインターネット、

スマートフォン対応が良いと思います。 

・若者向けの情報発信として、ＳＮＳを利用することに効果があると思

います。 

・ＰＲ動画を作成し、町のホームページだけでなく、タイトルなどの工

夫をし、ユーチューブ等に配信したら良いと思います。 

・マニア、精通した人、地元の人しか知らないことを情報発信したらど

うか。例えば、身延山のブッポウソウの研究内容などの発信も良いと

思います。 

  ・空き家が多い、今後も増えていくと思います。高齢者もいなくなった

ら、畑や田んぼも荒れてしまう気がします。そういう場所を、農業関

係の高校や大学と連携して利用してもらったらどうか。仕事や定住に

繋がるかもしれません。 

・都会から人を呼び、身延町に住んでもらうためには、お店を増やすと

か、便利になることが必要だと思います。中部横断自動車道が開通し

て町内にＩＣ３個所ができることにより便利になります。そこで、身

延町民には有料区間を無料にするとか、割引とかすれば、人が集まる

と思うし、住みやすいと感じると思います。 

・町外から人を呼ぶのも大事かもしれませんが、町内に住んでいる人が

町外に出ないような施策が必要だと思います。効果があると思います。 

・観光客は幅広い年代の方が訪れます。ゴミが落ちている汚い町ではだ

めです。高校でも地域のクリーン活動を実施しています。清掃活動の

強化が必要だと思います。 

  ・身延町にも、ゆるキャラをつく れ ば 、 ポ ッ プ な 町 に な る と 思 い ま す。 

  ・聴覚障害者の人に対して、広報などでも手話の紹介をしたら良いと思

います。 

 

「高校生アンケートによる町への要望や提案」「高校生アンケートによる町への要望や提案」「高校生アンケートによる町への要望や提案」「高校生アンケートによる町への要望や提案」     

  ・身延町には遊ぶ場所やショッピングモールなどがなく不便ですが、そ

のために自然をけずるべきではないと考えます。自然を利用した、体

を動かすような場所をつくれば良いと思います。 

  ・お年寄りによる車の運転事故が多いので、運転をしなくても生活が不

自由なく送れるように、予約なしの乗合バスや動く歩道などを設置し

て、どの世代も住みやすい町づくりをして欲しいです。 

 

 

 



 

 

【総合計画審議会

 ⑴諮問

身延町総合計画審議会

 会

 

 

 第二次身延町総合計画の基本構想、前期基本計画を定めたいので、

身延町総合計画審議会条例第２条の規定により、貴審議会に諮問しま

す。

 

 

 

⑵答申

 

身延町長

  

 平成２８年７月１３日に諮問のあった「第二次身延町総合計画に関

する事項」について、身延町総合計画審議会条例の規定に基づき審議

を行った結果、別添のとおり答申します。

 なお、本計画の目指す将来像『安らぎと

～生まれてよかった

を目指して～』の実現に向け、次の事項に意を用いながら計画の着実

な推進に取り組まれるよう要望します。

 

 

１、計画の実現に向けては、激動する時代の中で社会

総合計画審議会

⑴諮問 

身延町総合計画審議会

会 長  

第二次身延町総合計画に関する事項について（諮問）

第二次身延町総合計画の基本構想、前期基本計画を定めたいので、

身延町総合計画審議会条例第２条の規定により、貴審議会に諮問しま

す。 

⑵答申 

身延町長 

 

平成２８年７月１３日に諮問のあった「第二次身延町総合計画に関

する事項」について、身延町総合計画審議会条例の規定に基づき審議

を行った結果、別添のとおり答申します。

なお、本計画の目指す将来像『安らぎと

～生まれてよかった

を目指して～』の実現に向け、次の事項に意を用いながら計画の着実

な推進に取り組まれるよう要望します。

１、計画の実現に向けては、激動する時代の中で社会

総合計画審議会】 

身延町総合計画審議会

  笠井 章

第二次身延町総合計画に関する事項について（諮問）

第二次身延町総合計画の基本構想、前期基本計画を定めたいので、

身延町総合計画審議会条例第２条の規定により、貴審議会に諮問しま

１、第二次身延町総合計画に関する事項

 望 月 幹

平成２８年７月１３日に諮問のあった「第二次身延町総合計画に関

する事項」について、身延町総合計画審議会条例の規定に基づき審議

を行った結果、別添のとおり答申します。

なお、本計画の目指す将来像『安らぎと

～生まれてよかった

を目指して～』の実現に向け、次の事項に意を用いながら計画の着実

な推進に取り組まれるよう要望します。

１、計画の実現に向けては、激動する時代の中で社会

身延町総合計画審議会 

章  殿

第二次身延町総合計画に関する事項について（諮問）

第二次身延町総合計画の基本構想、前期基本計画を定めたいので、

身延町総合計画審議会条例第２条の規定により、貴審議会に諮問しま

１、第二次身延町総合計画に関する事項

答

幹 也  殿

平成２８年７月１３日に諮問のあった「第二次身延町総合計画に関

する事項」について、身延町総合計画審議会条例の規定に基づき審議

を行った結果、別添のとおり答申します。

なお、本計画の目指す将来像『安らぎと

～生まれてよかった 育ってよかった

を目指して～』の実現に向け、次の事項に意を用いながら計画の着実

な推進に取り組まれるよう要望します。

１、計画の実現に向けては、激動する時代の中で社会
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殿 

第二次身延町総合計画に関する事項について（諮問）

第二次身延町総合計画の基本構想、前期基本計画を定めたいので、

身延町総合計画審議会条例第２条の規定により、貴審議会に諮問しま

１、第二次身延町総合計画に関する事項

 

 

 

答 申 

殿 

平成２８年７月１３日に諮問のあった「第二次身延町総合計画に関

する事項」について、身延町総合計画審議会条例の規定に基づき審議

を行った結果、別添のとおり答申します。

なお、本計画の目指す将来像『安らぎと

育ってよかった

を目指して～』の実現に向け、次の事項に意を用いながら計画の着実

な推進に取り組まれるよう要望します。

記 

１、計画の実現に向けては、激動する時代の中で社会

 

身延町長

第二次身延町総合計画に関する事項について（諮問）

第二次身延町総合計画の基本構想、前期基本計画を定めたいので、

身延町総合計画審議会条例第２条の規定により、貴審議会に諮問しま

１、第二次身延町総合計画に関する事項

 書 

平成２８年７月１３日に諮問のあった「第二次身延町総合計画に関

する事項」について、身延町総合計画審議会条例の規定に基づき審議

を行った結果、別添のとおり答申します。 

なお、本計画の目指す将来像『安らぎと 活力ある

育ってよかった 住んでよかった

を目指して～』の実現に向け、次の事項に意を用いながら計画の着実

な推進に取り組まれるよう要望します。 

 

１、計画の実現に向けては、激動する時代の中で社会

 身延町諮問身政第１号

平成 28

身延町長  望 

第二次身延町総合計画に関する事項について（諮問）

第二次身延町総合計画の基本構想、前期基本計画を定めたいので、

身延町総合計画審議会条例第２条の規定により、貴審議会に諮問しま

１、第二次身延町総合計画に関する事項

平成２８年７月１３日に諮問のあった「第二次身延町総合計画に関

する事項」について、身延町総合計画審議会条例の規定に基づき審議

活力ある ひらかれたまち

住んでよかった

を目指して～』の実現に向け、次の事項に意を用いながら計画の着実

１、計画の実現に向けては、激動する時代の中で社会経済動向を的確

身延町諮問身政第１号

28 年 7 月

 月  仁 司

第二次身延町総合計画に関する事項について（諮問） 

第二次身延町総合計画の基本構想、前期基本計画を定めたいので、

身延町総合計画審議会条例第２条の規定により、貴審議会に諮問しま

１、第二次身延町総合計画に関する事項 

平成２８年７月１３日に諮問のあった「第二次身延町総合計画に関

する事項」について、身延町総合計画審議会条例の規定に基づき審議

ひらかれたまち

住んでよかった と思えるまち

を目指して～』の実現に向け、次の事項に意を用いながら計画の着実

経済動向を的確

身延町諮問身政第１号 

月 13 日 

司   

第二次身延町総合計画の基本構想、前期基本計画を定めたいので、

身延町総合計画審議会条例第２条の規定により、貴審議会に諮問しま

平成２８年７月１３日に諮問のあった「第二次身延町総合計画に関

する事項」について、身延町総合計画審議会条例の規定に基づき審議

ひらかれたまち 

と思えるまち

を目指して～』の実現に向け、次の事項に意を用いながら計画の着実

経済動向を的確
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に判断するとともに、町民の考えやニーズを常に把握し、施策の優先

度を見極めていくことが極めて重要であります。そのためには、国、

県、近隣市町村との連携を一層強化するなど情報の収集・分析能力を

高めることに努力されたい。 

 

２、人口の減少に歯止めをかけ、地域の活力を維持・向上していくこ

とは、本 計画の根源的な課題と言える。そのためには、子育て支援

や教育環境の充実、道路交通環境の充実強化などによる利便性の向上、

快適で安価な住宅・宅地の供給など総合的な施策の推進が必要となる

が、とりわけ、雇用の場の確保は極めて重要であり、本計画の中心的

課題であると考える。 

本町にとって、企業誘致による雇用の場の確保は、町の立地環境、さ

らには社会経済動向等から難しいものと考える。 

そうした中で「観光」は、総合産業とも言われるように雇用の場の創

出を含め、地域の振興・活性化に与える効果は極めて高いものと考え

る。 

幸い本町には恵まれた自然景観や温泉、歴史的文化遺産、誇るべき伝

統産業など豊かな観光資源を有している。 

こうした優位な資源を活用し、観光産業による雇用の場を創出する。

さらに定住の促進を図っていくためには何よりも地域の住民一人ひと

りが「町に交流人口を迎え入れる」という強い思いを共有し、連携・

連帯していくことが必要となる。 

具体的には、観光立町を目指す運動を町民総参加で展開するなど町民

一人ひとりの意識改革を進め、おもてなしの心を醸成して行く施策の

推進に努められたい。 

 

３、計画の推進にあたっては、まず、まちづくりを直接担う町民に対

する本計画実現にむけての道筋を明らかにするとともに、町民と行政

との連携を一層強化し、それぞれの役割を適切に分担しながら進める

よう取り組まれたい。 

 

平成２９年 １月３０日 

 

                    身延町総合計画審議会 

                    会 長  笠 井 章 

 

 

  ※答申書文中の別添答申書は、本計画書に記載された事項がその全てあるため省略

する。 
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⑶審議会委員 

（敬称略 順不同） 

種  別 職名 氏  名 

関係団体の役職員 会 長 笠井 章 

関係団体の役職員 副会長 篠原 洋 

町議会議員 委員 松浦 隆 

町議会議員 委員 芦澤 健拓 

一般住民（公募） 委員 榊間 裕子 

一般住民（公募） 委員 久保田 勝彦 

一般住民（公募） 委員 切金 修司 

学識経験者 委員 畑野 顕 

学識経験者 委員 依田 由有子 

学識経験者 委員 上田 たまき 

学識経験者 委員 若林 由美 

学識経験者 委員 深澤 香里 

関係団体の役職員 委員 若林 哲司 

学識経験者 委員 秋山 裕一 

学識経験者 委員 宮本 重男 

学識経験者 委員 上條 醇 

学識経験者 委員 池上 要靖 

学識経験者 委員 渡辺 宏明 

学識経験者 委員 佐野 昇 

学識経験者 委員 望月 三千夫 

学識経験者 委員 天野 隆二 
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                                                用用用用    語語語語    集集集集        （（（（****印の付いた語句の説明）印の付いた語句の説明）印の付いた語句の説明）印の付いた語句の説明）    

 

CCRCCCRCCCRCCCRC    

Continuing Care Retirement Community の略 

日本版 CCRC は、東京圏をはじめとする高齢者が、自らの希望に応じて地方に移り住

み、地域社会において健康でアクティブな生活を送るとともに、医療介護が必要な時

には継続的なケアを受けることができるような地域づくりを目指すもの。 

 

COP21COP21COP21COP21    

第 21 回気候変動枠組条約締約国会議のこと。2015 年にフランスにて開催され、同

12 月 12 日にパリ協定が採択された。 

 

DDDDVVVV    

domestic violence の略。配偶者や恋人等の親密な関係にある、またはあった者から

振るわれる暴力のこと。 

 

EMEMEMEM    

Effective Microorganism（有用微生物群）の略。 

 

FTTHFTTHFTTHFTTH    

Fiber To The Home の略。一般家庭まで光ファイバーを敷設した、光ファイバーによ

る通信形態のこと。 

 

GISGISGISGIS    

Geographic Information System の略。地理情報システムのことで、位置に関する情

報を持ったデータを管理・加工し、視覚的に表示し、高度な分析や迅速な判断を可能

にする技術。 

 

ICTICTICTICT    

IT（情報技術）に Communication（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）を加えた表現です。IT インフラの整

備から情報を「いつでも、どこでも、何でも、だれでも利用できる社会」に移行する

中で、情報通信におけるコミュニケーションの重要性が増すことから、IT に代わり ICT

が用いられている。 

 

NPONPONPONPO    

Nonprofit Organization の略。非営利団体のこと。 
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PDCAPDCAPDCAPDCA サイクルサイクルサイクルサイクル    

Plan(計画)、Do(実行)、Check(確認)、Action(行動)の 4つで構成された行動プロセ

スのこと。実施計画の管理を適切に行い、その成果を高める仕組み。 

 

PFIPFIPFIPFI    

Private Finance Initiative の略。公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の

資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う手法。 

 

SSSSNSNSNSNS    

social networking service の略。インターネット上で人と人とのつながりを構築、

支援するサービスのこと。 

 

TPPTPPTPPTPP    

Trans Pacific Partnership の略。環太平洋地域による経済連携協定のこと。 

経済連携協定とは 2 か国以上の国や地域で自由貿易協定の要素に加え、貿易以外の分

野で 2 国間協力等を含めて締結される包括的な協定のこと。 

    

UUUU・・・・JJJJ・・・・IIII ターンターンターンターン    

UUUU ターン：ターン：ターン：ターン：地方で生まれ育った方が、都市部に進学、就職のため移住し、再び自分の

生れ育った地方に戻って働くこと。 

JJJJ ターン：ターン：ターン：ターン：地方で生まれ育った方が、都市部に進学、就職のため移住し、その後、生

まれ育った地方とは別の地方に移住して働くこと。 

IIII ターン：ターン：ターン：ターン：都市部で生まれ育った方が、地方に移住して働くこと。 

 

WiWiWiWi----FiFiFiFi    

無線でネットワークに接続する技術のこと。無線 LAN。 

 

アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ    

旅行先での遊び。 

 

一次救急医療から三次救急医療一次救急医療から三次救急医療一次救急医療から三次救急医療一次救急医療から三次救急医療    

一次救急医療一次救急医療一次救急医療一次救急医療    

比較的軽症の救急患者に対応する医療機関 

二次救急医療二次救急医療二次救急医療二次救急医療    

入院治療を必要とする重症の救急患者に対応する医療機関 

三次救急医療三次救急医療三次救急医療三次救急医療    

重症及び複数の診療科領域にわたる全ての重篤な救急患者に対応する医療機関 
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インバウンドインバウンドインバウンドインバウンド    

海外から日本国内に来る観光客のこと。 

 

インフラインフラインフラインフラ    

基盤のこと。産業や生活の基盤として整備される道路や水道などの施設や設備の意

味として用いられることが多い。 

 

エコツーリズムエコツーリズムエコツーリズムエコツーリズム    

自然環境や歴史文化を対象とし、それらを体験し、学ぶとともに、対象となる地域

の自然環境や歴史文化の保全に責任を持つ観光のありかた。 

 

オゾン層オゾン層オゾン層オゾン層    

大気中のオゾンは成層圏（約 10～50km上空）に約 90％存在しており、このオゾンの

多い層を一般的に オゾン層という。成層圏オゾンは、太陽からの有害な紫外線を吸収

し、地上の生態系を保護している。 

 

温室効果ガス温室効果ガス温室効果ガス温室効果ガス    

二酸化炭素、メタン等のことであり、これらが増えると温室効果が強まり、地球の

表面の気温が高くなるとされている。 

 

開発圧力開発圧力開発圧力開発圧力    

必要に迫られ開発を行うこと。例えば人口増加に伴い、学校や下水道整備、区画整

理等の必要性が生じる状況。 

 

核家族核家族核家族核家族    

夫婦のみ、もしくは夫婦と未婚の子から成る家族のこと。 

 

画仙紙画仙紙画仙紙画仙紙    

故紙や稲ワラなど、さまざまな材料を混ぜて製造した和紙。にじみが美しく黒色を

はっきり表現できる。 

 

学校運営協議会制度学校運営協議会制度学校運営協議会制度学校運営協議会制度（コミュニティスクール） 

学校と保護者や地域の方が知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、

一緒に協働しながら子供たちの豊かな成長を支え「地域とともにある学校づくり」を

進める仕組み。 

 

活性化ビジョン活性化ビジョン活性化ビジョン活性化ビジョン    

地域の現状や課題を踏まえ、地域の活性化に向けた将来像を描いたもの。 
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旧市川家住宅旧市川家住宅旧市川家住宅旧市川家住宅    

かぶと造りの茅葺きの大型民家。県指定文化財。 

 

教育ファーム教育ファーム教育ファーム教育ファーム    

自然の恩恵や食に関わる人々の様々な活動への理解を深めること等を目的として、

市町村、農林漁業者、学校などが一連の農作業等の体験の機会を提供する取組。 

 

行政評価システム行政評価システム行政評価システム行政評価システム    

PDCA サイクル等を用い、施策の内容や進め方を改善し、更には無駄をなくすことで、

どのような成果があったかを評価する。 

 

グリーン・ツーリズムグリーン・ツーリズムグリーン・ツーリズムグリーン・ツーリズム    

農山漁村に滞在し、地域の自然や文化、人々と体験、交流をしながら過ごす旅のこ

と。 

 

グループホームグループホームグループホームグループホーム    

障害や病気により、ひとりで生活することが困難な人たちが専門の職員の援助を受

け、共同生活を行っていく施設のこと。 

 

グローバル化グローバル化グローバル化グローバル化    

国や地域などを越え、経済や文化等のやり取りが行われるようになること。 

 

ケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント    

福祉サービスや介護サービス等の利用者の望ましい生活の維持継続を目指し、必要

なサービスの提供、評価を行うこと。 

 

健康寿命健康寿命健康寿命健康寿命    

健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間のこと。 

 

合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率    

期間合計特殊出生率のことで、１人の女性が生涯に産む子どもの数の平均値に相当

する。 

 

高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率    

65歳以上人口が総人口に占める割合。 

 

古刹古刹古刹古刹    

由緒ある古い寺のこと。 
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子ども・子育て関連子ども・子育て関連子ども・子育て関連子ども・子育て関連 3333 法法法法    

「子ども・子育て支援法」、「認定こども園法の一部改正」、「子ども・子育て支

援法及び認定こども園法の一部改正法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律」

のこと。 

 

コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ    

地域社会、共同体のこと。 

 

コミュニティ・ビジネスコミュニティ・ビジネスコミュニティ・ビジネスコミュニティ・ビジネス    

地域の問題・課題に対し、解決・対応するために町民主体で行う事業。 

 

再生可能エネルギー再生可能エネルギー再生可能エネルギー再生可能エネルギー    

自然界から無尽蔵にエネルギー源を供給できるか、繰り返し再利用可能なエネルギ

ーのこと。 

 

財政計画財政計画財政計画財政計画    

歳入・歳出の見込み額を算出し策定すること。 

 

サイバー犯罪サイバー犯罪サイバー犯罪サイバー犯罪    

コンピュータ技術及び電気通信技術を悪用した犯罪。主にコンピュータネットワー

ク上で行われる犯罪の総称。 

 

次世代育成支援対策推進法次世代育成支援対策推進法次世代育成支援対策推進法次世代育成支援対策推進法    

急速な少子化の進行等を踏まえ、次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ、かつ、

育成される環境の整備を図ることを目的として制定された法律。 

 

自動体外式除細動器（自動体外式除細動器（自動体外式除細動器（自動体外式除細動器（AEDAEDAEDAED））））    

心停止の際に自動で電気ショックが必要か判断し、除細動により心臓の動きを正常

に戻す医療機器のこと。 

 

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）    

国民一人ひとりがもつ 12桁の番号により、複数の機関に存在する個人の情報を同一

人の情報であるということの確認を行うための基盤となる制度。 

 

宿坊宿坊宿坊宿坊    

本来は僧侶や参拝者が心身を清めるための宿泊施設。現在は一般の方も宿泊可能な

施設が多い。 
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情報セキュリティポリシー情報セキュリティポリシー情報セキュリティポリシー情報セキュリティポリシー    

企業や組織において、情報を守るための情報セキュリティ対策の方針をまとめたも   

の。 

 

人口ビジョン人口ビジョン人口ビジョン人口ビジョン    

人口の現状と将来の姿を示し、人口減少をめぐる問題に関する町民の認識の共有を

目指し、今後、目指すべき将来の方向性を提示することを目的とするもの。 

 

診療報酬明細書診療報酬明細書診療報酬明細書診療報酬明細書    

診療報酬明細書（レセプト）とは、患者が受けた診療について、医療機関等が国民

健康保険の保険者や健康保険組合等に請求する医療費の明細のこと。 

 

スクールガードスクールガードスクールガードスクールガード    

児童や生徒が犯罪に巻き込まれないよう、通学路等の巡視、子どもたちの見守り等

を行うボランティアのこと。 

 

スポーツ指導者スポーツ指導者スポーツ指導者スポーツ指導者バンクバンクバンクバンク    

スポーツを始めたいが指導者がいない、スポーツの技術向上のために熟練指導者に

指導してほしい等の要望に対し、指導者を紹介・派遣する制度。 

 

スローフードスローフードスローフードスローフード    

地域や土地にあった伝統的な食文化や食材を見直し、大切にする運動。 

 

生活習慣病生活習慣病生活習慣病生活習慣病    

食習慣、運動習慣、休養、喫煙、飲酒等の生活習慣が、その発症・進行に関与する

疾患群のことであり、がん、心臓病、脳卒中、糖尿病、高血圧、脂質異常症、肥満な

どが挙げられる。 

 

草庵草庵草庵草庵    

藁（わら）や茅（かや）などにより屋根をふいた小さい家のこと 

 

ソーシャルワーカーソーシャルワーカーソーシャルワーカーソーシャルワーカー    

不安や困っていること等に対し、本人や周辺の問題解決のための助言や手助けをす

る専門家のこと。ここでのスクールソーシャルワーカーは主に児童生徒を対象とした

相談を行う。 

 

待機児童待機児童待機児童待機児童        

保育所への入所申請を行っているにもかかわらず、入所できない状態にある児童の

こと。 
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第一次産業第一次産業第一次産業第一次産業    

第二次産業第二次産業第二次産業第二次産業    

第三次産業第三次産業第三次産業第三次産業 

経済学者コーリン・クラークが提唱した産業分類。 

第一次産業：農業、林業、水産業など 

第二次産業：製造業、建設業など 

第三次産業：情報通信業、金融業、運輸業、販売業、サービス業など 

 

地域子育て支援センター地域子育て支援センター地域子育て支援センター地域子育て支援センター    

地域全体で子育てを支援するため専門の担当を配置し、出産や育児に対する保護者

の不安や負担を軽減することを目的とした地域の育児支援を行うための施設 

 

地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター    

介護保険法で定められた、各市区町村に設置された機関。保健師、社会福祉士、主

任ケアマネージャー等により、地域住民の介護や保健福祉等の相談に応じてくれる。 

 

 

 

地域密着型サービス地域密着型サービス地域密着型サービス地域密着型サービス    

高齢者が介護を必要とする状態となっても、住み慣れた自宅または地域で生活して

いけるようにするためのサービス。 

 

チャレンジショップチャレンジショップチャレンジショップチャレンジショップ    

商店街等の空き家店舗を活用し起業、開店してもらい、地域の活性化、空き家対策

の一環として行っている。 

 

超高齢社会超高齢社会超高齢社会超高齢社会    

国連の報告書等で使用されていることから一般的になった用語で、高齢化社会＝高

齢化率 7%～14%、高齢社会＝同 14%～21%、超高齢社会＝同 21%～とされています。 

なお、日本は昭和 45 年に高齢化社会に、平成 14年の時点で高齢社会に至っていま

す。 

 

東海地震による被害想定東海地震による被害想定東海地震による被害想定東海地震による被害想定    

平成 17年 5 月に公表した山梨県県独自の被害想定をまとめたもので、駿河湾一帯を

震源域とするマグニチュード 8の地震が発生したと仮定し、冬の朝 5 時、春秋の正午、

冬の夕方 6時の 3ケ－スを設定して、人的被害、建物倒壊、火災などの被害を想定し

ている。 

 



177 
 

特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム    

社会福祉法人や地方公共団体が運営する身体上又は精神上著しい障害があるために

常時の介護を必要とする方が対象となる介護施設であり、介護保険法に基づいて介護

保険が適用される介護老人福祉施設のこと。 

 

都市計画都市計画都市計画都市計画    

都市の健全な発展と秩序ある整備を図り、市町村の発展と公共の福祉の増進に寄与

することを目的とした計画。 

 

都市計画マスタープラン都市計画マスタープラン都市計画マスタープラン都市計画マスタープラン    

市町村の都市計画に関する基本的な方針のこと。 

 

トレッキングトレッキングトレッキングトレッキング    

山歩きのこと。 

 

中山金山遺跡中山金山遺跡中山金山遺跡中山金山遺跡    

毛無山の中腹、標高 1400ｍ～1600ｍ付近に広がる大規模な鉱山遺跡。国指定史跡。 

 

南海トラフ南海トラフ南海トラフ南海トラフ    

トラフとは溝のことであり、東海地方から四国の南方沖合 100㎞にある、水深４㎞

ほどにある溝のこと。 

 

ニューツーリズムニューツーリズムニューツーリズムニューツーリズム    

従来の物見遊山的な観光旅行に対して、これまで観光資源 としては気付かれていな

かったような地域固有の資源を新たに活用し、体験型・交流 型の要素を取り入れた旅

行の形態のこと。 

 

認知症サポーター認知症サポーター認知症サポーター認知症サポーター    

認知症サポーター養成講座を受けた者。認知症を正しく理解してもらい、認知症の

人や家族を温かく見守る応援者になってもらうことを目的としている。 

 

農林業センサス農林業センサス農林業センサス農林業センサス    

農林業の生産構造や就業構造、農山村地域における土地資源など農林業・農山村の

基本構造の実態とその変化を明らかにし、 農林業施策の企画・立案・推進のための基

礎資料となる統計調査のこと。 

 

バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス    

エネルギー源として利用できる生物資源の量を表したもの。 

 



178 
 

ハザードマップハザードマップハザードマップハザードマップ    

自然災害による被害の軽減や防災対策に使用する目的で、被災想定区域や避難場

所・避難経路などの防災関係施設の位置などを表示した地図。 

 

パブリックコメントパブリックコメントパブリックコメントパブリックコメント    

パブリックコメント（意見公募手続）とは、行政機関が命令等（政令、省令など）

を制定するに当たって、事前に命令等の案を示し、その案について広く公から意見や

情報を募集すること。 

 

パリ協定パリ協定パリ協定パリ協定    

2020 年度以降の地球温暖化対策について取り決めを交わした協定のこと。 

 

病児・病病児・病病児・病病児・病後後後後児保育児保育児保育児保育事事事事業業業業    

仕事などの都合により、病気中・病気回復期にあるお子さんの育児がご家庭ででき

ない方のために、医療機関に併設された保育施設で一時的に預かる事業 

 

ファミリー・サポートセンターファミリー・サポートセンターファミリー・サポートセンターファミリー・サポートセンター事事事事業業業業    

乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の労働者や主婦等を会員として、児童の

預かりの援助を受けることを希望する者と当該援助を行うことを希望する者との相互

援助活動に関する連絡、調整を行う事業 

 

フィールドミュージアムフィールドミュージアムフィールドミュージアムフィールドミュージアム    

地域の文化や資源を体験や学習の場、博物館または美術館に見立てて活用すること。 

 

風致風致風致風致地地地地区区区区    

都市計画法に定められた良好な自然環境を維持、保存していく地区のこと。 

 

フフフフォォォォッサ・マグナッサ・マグナッサ・マグナッサ・マグナ    

本州の中央部で東西日本に分ける、南北に走る大断裂帯。 

 

フフフフォォォォーラムーラムーラムーラム    

公開討論会のこと。 

 

富士富士富士富士山山山山火火火火山山山山災災災災害対害対害対害対応応応応    

富士山火山防災に関連して、本町では富士北麓地域 8市町村で構成する富士山火山

防災協議会において、富士山火山に関するガイドブックを作成。また、山梨・静岡 16

市町村でつくる環富士山火山防災連絡会に参画し、相互応援協定などにより非常時に

備えている。 
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不正不正不正不正アクセスアクセスアクセスアクセス    

本来アクセス権を持たないコンピュータに対して、インターネットなどを介し、不

正な方法により接触、操作すること。 

 

フッフッフッフッ素塗布素塗布素塗布素塗布ややややフッフッフッフッ素洗素洗素洗素洗口口口口    

フッ化物を用いて歯に塗布、もしくは水溶液にてうがいすることで虫歯を予防する

方法。 

 

プライバシープライバシープライバシープライバシー    

他人に知られたくないこと。 

 

ブロードバンドブロードバンドブロードバンドブロードバンド    

高速・大容量のデータ通信が可能なインターネット接続サービス。 

 

放課後放課後放課後放課後児童クラブ児童クラブ児童クラブ児童クラブ    

保護者が就労等により日中家庭にいない児童を、授業終了後に児童館等を遊び、生

活の場として提供し、お預かりする事業のこと。 

 

ポケットパークポケットパークポケットパークポケットパーク    

歩道や交差点などの一角に設けられた小規模な公園のこと。 

 

ほ場ほ場ほ場ほ場（（（（圃場圃場圃場圃場））））    

農作物を育てるところ。田、畑などと限定しない。 

 

本遠寺本遠寺本遠寺本遠寺    

本堂、鐘楼堂が国指定重要文化財となっている。本堂は慶応 3年（1867年）の火災

を免れたもので、日蓮宗の本格的な大規模本堂。 

 

マイナポータルマイナポータルマイナポータルマイナポータル    

行政機関がマイナンバーの付いた自分の情報をいつ、どことやりとりしたのか確認

できるほか、行政機関が保有する自分に関する情報や行政機関から自分に対しての必

要なお知らせ情報等を自宅のパソコン等から確認できるもの 

 

マイナンバーマイナンバーマイナンバーマイナンバー    

住民票を有する全ての方に１人１つの番号を付して、社会保障、税、災害対策の分

野で効率的に情報を管理し、複数の機関に存在する個人の情報が同一人の情報である

ことを確認するために活用されるもの。 
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門西門西門西門西家住宅家住宅家住宅家住宅    

江戸時代中期初頭に建てられた広間型形式の建造物。国指定重要文化財。 

 

ユユユユニバーサルニバーサルニバーサルニバーサルデデデデザインザインザインザイン    

年齢や障害の有無にかかわらず、すべての人が利用できるよう、設計、デザインす

ること。 

 

養護老人ホーム養護老人ホーム養護老人ホーム養護老人ホーム    

特別養護老人ホームと異なるのは、基本的に経済的理由により在宅で生活できず、

病気などはなく、介護を必要としない方が対象となる。介護保険施設ではない。 

 

ライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコスト    

製品を購入、使用、廃棄するまで、もしくは企画開発、製造・運用、破棄・中止す

るまでに掛かるすべての費用のこと 

 

ライフスタイルライフスタイルライフスタイルライフスタイル    

生活の営み方。個人の生き方。 

 

ラフティングラフティングラフティングラフティング    

ゴムボートを使って川下りをするレジャースポーツ。 

 

リーマンショックリーマンショックリーマンショックリーマンショック    

2008年頃、サブプライムローンと呼ばれる住宅ローンにより、銀行や証券会社が大

きな損失を出し、世界的金融危機に陥った事象のこと。アメリカ大手投資銀行であっ

たリーマン・ブラザーズが倒産し引き金になったことからリーマンショックと呼ばれ

る。 

 

６６６６次産業化次産業化次産業化次産業化    

第一次産業の 1 に第二次産業の 2 と第三次産業の 3を足して 6になることから名づ

けた造語で、農林水産物を収穫・漁獲（第一次産業）するだけでなく、加工（第二次

産業）、流通・販売（第三次産業）まで手がけること。 

 

ローリングローリングローリングローリング方方方方式式式式    

長期的な計画を実行する際に生じるずれを、定期的に修正して実行していくこと。 
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ワーキングホリワーキングホリワーキングホリワーキングホリデデデデーーーー    

本来は２国間の協定により休暇を相手の国の文化を体験しながら生活し、生活費を

補うために就労することを認める制度である。ここでは農業や農村に興味を持ち、農

作業体験を希望する人を、地元の農家が受け入れ、寝食をともにする活動を指してい

る。 

 

ワークショップ（ワークショップ（ワークショップ（ワークショップ（まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりワークショップ）ワークショップ）ワークショップ）ワークショップ）    

地域の問題・課題を解決・改善するため住民が中心となって発言を行える場。 

 

ワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランス    

仕事と仕事以外の生活との調和のこと。 
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しだれざくら〔町の木〕

本栖湖〔千円札の富士山〕

やまゆり〔町の花〕

下部温泉郷

身延山門内

ほたる〔町の虫〕

409-3392

山梨県南巨摩郡身延町切石３５０

身延町役場 政策室 企画政策担当

ＴＥＬ0556-42-4801

あけぼの大豆


